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この報告 書 は、 日本 自転車振 興 会か ら競 輪収 益 の一 部 で あ

る機械 工業振 興 資金 の補 助 を受 けて 、昭和51年 度 に実施 し

た 「オンライ ン情報処理 の 利用促 進 に関す る調査」 の一 環 と

して とりま とめた もので あ ります 。
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わ が 国 におけ る コ ン ピュー タ利 用高 度化 の1つ の 方 向 と して オ ン ライ ン シス

テ ムの 形成 が あげ られ,産 業 界 や行 政機 関 で は今後 と もコ ン ピュー タネ ッ トワ

ーク化 ,分 散 シス テ ム化 等 新 技術 を導 入 す るため,ハ ー ドウ ェアお よび ソ フ ト

ウェア に 多 くの 資 金 と労力 の 投 入 が必 要 で あ る。

一 方
,オ ン ラ イ ン システ ム形 成 に不可 欠 な通信 回線 の利 用 に つい ては,技 術

面,制 度 面共 に大 幅 な改 善 が な され つつ あ るが,未 だ種 々の問題 が残 され てお

り,と くに信 頼 度 の 高 い デ ィ ジタ ルデ ー タ伝送 網 の 提供 に対 す る要望 は極 め て

強 い もの が あ る。 既 に,日 本 電 信 電 話公 社 にお いて は,新 デー タ網 サ ー ビス を

構 想 し,そ の技術 基 準 を中心 に実 用化 に つ い て検 討 が 進 め られ て い る。

当財 団 で は,従 来 か らオ ン ラ イン シス テム の促 進 を 目的 に 「オ ン ラ イ ン利 用

推 進委 員 会 」 を設 置 し,種 々 の問 題 点 の改 善 に努 め て きたが,本 年 度 は新 デ ィ

ジ タル伝送 網 計 画 につ い て の最 新 情 報 に も とづ き,利 用者 側 の疑 問点 お よび 要

望 等 につ い て討 議 を行 っ た。 本書 は その 結果 を 「DDXへ の期 待」 と して と り

ま とめ た もの で あ る。 も と よ り,公 社 の計 画 が完 全 に 固 って い ない 段 階 で本 書

の 内容 が種 々の影 響 を もた らす で あ ろ うと懸 念 され るが,あ え て利 用者 側 の意

見 を率 直 に表 わ した もの で あ る ことを御理 解 頂 き,本 書 が活 用 さ れ る こ とを念

願 す る次第 で あ る。

最 後 に,本 討 議 に ご協 力 を頂 い た オ ン ラ イ ン利 用 推進 委 員会 各 位 に厚 く澄礼

申 し上 げ たい。

昭和52年3月

財団法人 日本情 報処理開発協会

会長 植 村 甲午 郎
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新 デ ー タ網サ ー ビスへ の 期 待

デ ィジ タル ・デ ー タ ・ネ ッ トワー ク 一 新 しいデ ー タ網 サ ー ビス(以 下DDX

と表 わ す)の 計画 が 進ん で い る。

利 用者 の側 か らす れ ば,DDXの 技 術 的 な条件 と並 ん で,利 用制 度,t料 金,

その 他 が 明 らかに な らなけ れ ば,ど の よ うな業務 に使 うとか,現 行 サ ー ビス利

用 との 得 失 な どを判断 す る ことが で き ない。 その よ うな制 度,料 金 等 に 関 して

も,可 能 な範 囲 で,昭 和52年 以 降,逐 次 明 らかに され て ゆ くもの と思 われ る。

DDXへ の期 待 は大 きい。 しか し,DDXの ように,水 準 が 高 く,影 響す る

範囲の広いサー ビスについて,略 ずれ公け にされ ると思 われ る利用諸規定や諸

条件 を急 に学ん だ とて,÷ 度 に理 解 で きる もの では ない。

そ こで,オ ン ライ ン利 用 推 進委 員 会 と して は,DDX/」 ・委 員会 を組 織 して,

DDXに 関 し,そ の最 終 実 現 ま で の間 に お い て も,計 画 が新 しい 段階 を迎 え,

新 しい 資料 を得 る ご とに,ユ ー ザ ー を主 とす る関係者 の討議 とい う形 で,DD

x幽 す る繊 種 ねることvaし てらる・ ま・た・その酪 をなるべ
.く鱒C形

で諸方面に報告するために,1ま ず本記録 が編 まれた。新構想進展¢)経過 を知る

ことが新計画の より良い理解 につ なが る もの ζ考え られるか ら、である。

1・DDXの 第1次 発表構想(昭 和51年 初)と 第2次 発表構 想(昭 和52年

3月)と の 間 の 大 き な 変 更 点

1)サ ー ビ ス種 目 の 変 更

サ ー ビス 種 目が,第1次 構 想 の3本 立 て カ;ら 第2次 構 想 で はDD.Xと 、して は

2本 立 て に 変 更 さ れ た 。 ,一

第1次 構 想 第2次 構 想

デ ィジタル回線サー ビス(DDC)」 、t 、,「...1

デ ィジタル回線交換サービス(DDX-CS)デ ィジタル回線交換サービス(DDX-CS)

パ ケ ット交換サー ビス(DDX-PS)パ ケ、ット交換サービス(DDX 、「]⊇S)
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デ ィジタル 回線 サ ー ビス は,現 行 特定 回線 サ ー ビス の枠 組 内 に収容 され る,

とされ てい る。

2)速 度 クラ スの追 加

OS,PSと も300b/s,4,800b/sの2ク ラスが追 加 され,共 に

合計7ク ラス とな った。

CSの 端末速度

200b/s

300b/s

1,200b/s

2,400b/s

4,8001b/s

9,600『b/s

48Kb/s

以下(調 歩)

以下(調 歩)

以下(調 歩)

(同 期)

(同 期)

(同 期)

(同 期)

PSの 端末速度

200b/s(調 歩)

300b/s(調 歩)

1,200b/s(調 歩)

2,400b/s(同 期)

4,800b/s(同 期)

9,600b/s(同 期)

48Kb/s(同 期)

2.DDXに っ い て のユ ーザ ー の関 心事 項

ユ ー ザ ーサ イ ドか らのDDXに 対 す る主要 関心 事 は,次 の よ うな制 度面,料

金 面,DDXを 利 用 す る と きの 移行 時 の 措置,利 用 面 に 関す る諸 問 題 で あ る。

回線使 用 申請 手続,保 守 に つ い て も関心 が 強 い。

なお,オ ン ライ ン情 報 処 理 をめ ぐる基 本 問題 の ひ とつ と して,メ ッセ ー ジ通

信,メ ッセ ー ジ交換 に つい ての概 念 規定 問 題 も提 出 され て い る。

1)制 度 面

DDXに 関 し,ユ ーザ ー の制度 面 での 関心 は,特 定 通 信 回線,公 衆 通 信 回線

につ い ての現 行 提 供条 件(回 線 の共 同 使 用,他 人使 用,相 互接 続 等 の利 用 条件)

また は これ と同 旨の 思想 が,DDXに お い て も援 用 さ れ るか 否 か,と い う点 に

あ る。(現 行 利 用条 件 に つ いて は,本 章 第4節 参 照)

2)料 金 画

料 金 面 での ユ ーザ ーの 関 心 は2点 あ る。
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④ 料 金 体 系

外 国 にお いて は,距 離 に 関係 の ない(な い し距 離 に 比例 して 変動 す る割 合の

少 ない)料 金 設 定 が 伝 え られ る。 この よ うな料 金 体 系 の あ りか た如 何 に よって

は,現 行 シス テ ムでの 回 線 の分 割使 用,混 合使 用 な どに よる経 済 性追 求 の シス

テ ム設 計 思想 を根 本 的 に検 討す る必要 が 生 ず る か も しれ ない,と され て い る。

◎ 料金 水準

現 行 通 信 回 線料 金 水準 と比 較 してDDXの 料 金 水 準 が どの程 度 の もの とな る

かは,当 然 ユ ー ザ ーに と って最 大の 関心 の 的 で あ る。

5)移 行 時 の措 置

現行 の特 定 ・公 衆 通 信 回線 利 用 サ ー ビス は,DDXと 併 存 す る ことは既 に 明

らか に され て い る。 この場 合,仮 に ユ ーザ ーが 近 い将 来DDXの 利 用 を考 慮 す

る とき,次 の3点 が ど うなるか に関心 が あ る。 、

④DDXの 加入 区域

DDXの サ ー ビス ・エ リアが,ど の地 域 か ら始 ま り,ど の よ うな計画 で拡 大

され て ゆ くで あ ろ うか。

◎ 域外 加入

金 国 一 斉 にDDXが サ ー ビス ・イン され る とは考 え られ ない の で,一 定 のサ

ー ビス ・エ リアに対 し,ど の ような方 法 で域 外 加 入 が 可能 で あ るか。

◎ 接 続

現 行 回線 サ ー ビス が併 存す る こ とに よる=一 ザ ー の現 行 回線 ・DDX回 線 両

者 の併 行 使 用,域 外 加入 問題 な どか ら,・回線 の 相互 接 続 制 限が どの よ うに な る

か,に つ い て 関心 が 強 い。

4)利 用 面

現 行 回線 サ ー ビス,新DDXサ ー ビス の どれ を どの よ うな業務 に利 用 す る か,

とい う適 用領 域 の問 題 につ い ては,技 術,制 度;料 金 のす べ ての条 件 が か らむ

の で,特 に制 度,料 金 の 早 期公 表 に つ いて 関心 が 深 い。
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なお,最 近 話題 に.ヒる こ との 多 い,分 散 処 理 思想 と情 報処 理 ネ ッ トワー クの

関 係,将 来 の情 報 処理 ネットワーク にお け るDDXの 位 置 づ け,の ふ たつ の大 き

な テ … マにつ い て も強 い関心 が持 た れ た。

5.「 新 デ ータ網サ ー ビス の あ らま し」(第2版)を め ぐっ て

昭和51年 春,「 新 デ ー タ網 サ ー ビスの あ らま し」 が電 電 公 社 よ り調 査 用 資

料 と して発表 され たが,今 年3月 中 に,そ の 第2版 が 公 表 され る予 定 で あ る。

本 書 第2部 は,電 電 公 社技 術 局 高 月 調査 役 の好 意 に よる

1)51年 版 「あ らま し」 をめ ぐる当 委 員 会 と公社 技 術 局 との質 疑 応 答 に対

す る変 更 点等

2)「 あ らま し」(第2版)の 内 容 等

に つ い ての懇 切 な説 明 の記 録 で あ る。

なお,「 あ らま し」(第2版 案)自 体 は,同 調 査 役の 諒 解 を得 て,本 書 末 尾

に掲載 した。

第2部 の内容は要約する ことが困難 であ り,示 唆に満 ちたその内容 を直接記

録に より看取 されたい。

4.参 考:現 行デ ータ通信回線使用条件 の大要

本文 中,共 同使用,他 人使用,個 別認可 な どの言葉が散 出す るので,理 解 を

容 易にす るため,簡 単 に現行の回線提供条件 を略述す る。

オ ンライン情報処理のための現行特定 通信 回線(情 報処理 のため コン ピュー

タが接続す る専用線 を特定通 信回線 とい う)の 提供条件 として,回 線の共 同使

用,他 人使用お よび回線の相互接続 に関 し,一 定の制限が ある。 また,こ れ ら

の制限条件は,オ ンライン情 報処理 のための公衆通信 回線(電 話型,電 信型の

2種 が ある)利 用 に際 して も準用 される。

一12一



一. 一 　 }一 ー 一一 『 一ー ー ー ー ー 一一 「

利用 条 件 の主 要 点 は次 の よ うな もの で あ る。

1)回 線 の共 同 使 用

次の場 合 に,,回 線 を複 数 者 が 共 同 して利 用 す る こ とが でき る。 ,

④(a)「 情 報 の 内容 が 変更 され ず に電子 計 算 機 を介 して伝 達 され る こ とは な

く」(メ ッセ ー ジ通 信 の禁)

(b) 、お よび

「複数の利用者同齢 継続して相当撲 獺 係にあるとき二 鎚

業者 と製造 業 者,製 造 業 者 と卸 売 業者,卸 売 業 者 と小売 業 者 な ど」

◎ ま た は

「情 報 の流 れ は,1の 端末 と1の 電子 計算 機 の 間 の み に終 始 す る(通 称

1"行 って来 い"条 件,通 信 交換 の禁)と き」

◎ ④,◎ の ケ ース(こ れ を基 準 認可 とい ってい る)以 外 の ケ ー ス で,「 郵

政 大 臣 の認 可 を得 た と き」(こ れ を個別 認 可 とい って い る)

2)回 線 の他 人 使 用

次 の場 合 に,回 線 使 用 契 約 当事 者が,そ の 回線 を他人 に使 用 させ る こ とが で

きる。

④ 原 則 と して

θ,「 情 報 の 内容が 変 更 され ず に電 子 計 算機 を介 して伝達 され る こ とは な

く」,(メ ッセ ー ジ通 信 の禁)

⑩ お よび,

「情 報 の流 れ は,1の 端末 と1の 電 子計 算 機 の間 の み に終始 す る」

(通 称 せ行 って来 い"条 件,通 信 交換 の禁)と き

◎ た だ し,以 下 の条 件 が 満 た され る ときは,複 数 の端 末 と複 数 の電 子 計算

機 で構 成 され る シス テ ム も許 され る。

但)「 情 報 の内容 が変 更 され ず に電子 計 算機 を介 して伝達 され る ことは な

く」(メ ッセ ー ジ通 信 の禁)

㈲ お よび,
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「複数 の端末は

(1)同 一人格 に所属 す るか

ω または,共 同使用条件の④ に合致す る業務関係にある複数者 に所

属す るとき」

(c)お よび,

「複数 の端末 は,複 数 の電子計算機 のなかのただひ とつの電 子計算機 の

みに接続 してい るとぎ」

◎ お よび,

「複数 の電子計算機 も

(i)同 一人格 に所属す るか

(li)ま たは,共 同使用条件の④ に合致す る業務 関係にある複数者に所

属 す るとぎ」

5)回 線の相互接続

異種 回線(特 定,公 衆,私 設)の 相互接続 には,原 則 としてすべ て郵政大臣

の個別認可を 必要 とす る。 ・

情報処理 のための国際通信回線利用 についても,共 同使 用,他 人使用,相 互

接続 の各法定使用条件は援用 されるが,昭 和52年3月 現在,他 人使用条件の

一部その他で若干国内回線使用条件 とは異 なる面 もある。詳細は省略 する。
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」

1討 議 の 趣 旨

巨 玉1昭 和51年2肛 初めて寵 公社の方から新データ網に射 る醐

会 が あ り、 そ の後 ユ・一ザ ー、 メー カーか らの 意見 の 聴 取 が あ った。

ユ ーザ ー団 体 と して、 当時 の 日本 情 報 開発 協 会 で ま とめた記 録 が あ

る。 しか し当時 か らか な り時 間が た ち、 計 画 内容 に変 わ って きた と

ころが あ る と思 われ る。 ここ1年 の 間 に電 電 公社 か ら新 デ ー タ網 に

つ い て い ろ いろ な機 会 を と らえ て説 明 が あ ったが 、 まだ 内容 に不 明

な点 が あ る。 特 に料 金 体 系 に つい て は全 然情 報 が な い の で、本 当 に

使 え るの か ど うか、 とにか く一 番 先立 つ もの は料 金 体 系 だが 、 そ の

辺 につ い て判 らない 。 そ れ か ら、 これ ま で発表 され てい る資料 でD

DXサ ー ビスの 内容 が理解 で きるか ど うか。 その 次 に 、 どの よ うな

目的 に使 え るの だろ うか。 特 にパ ケ ッ ト交換 とい う よ うなわれ われ

の 目に は全 く新 しい形 の通 信 サ ー ビス、 デ ー タ伝 送 サ ー ビスが 出 て

くるわ け で、 本 当 に ど うい う業務 に使 え るだ ろ うか、 使 って メ リッ

トが 出 るだ ろ うか とい った点 に関 心が 持 た れ てい る。 各 大 手 の ユ ー

ザ ーさん で もい ろい ろ考 えて お られ るだ ろ うと思 うが 、 そ の辺 に つ

い て まず 自由に御 発 言 願 い、 それ を ま とめ て、 今 度 は電電 公社 の 方

か らご説 明 を伺 って は ど うだ ろ うか と考 え てい る。 今 回 は この 次 に

電 電 公 社 か ら ご担 当 の方 にお越 し願 いい ろ い ろ意 見 を交 換 す る、 ご

説 明 を聞 く とい う準備 段 階 で、 いろ い ろ不 明 な点 、 こ うい う点 は ど

うだ ろ うか とい うよ うな、 質 問 事項 とか、 要 望 事項 が あ りま した ら

自由に お 出 し願 い た い と思 う。

そ こで 、 まず 昨年2月 の メ ー カー向け 、 ユー ザ ー向 け の説 明会以

後 い ろい ろ な機 会 を とらえ て電電 公 社 か ら発表 が あ っ た と思 う。 新

デ ー タ網 とは何 か、 何 を 目指 してい るか とい う よ うな説 明 が あ った

と思 うが、 内容 に つい て大 体 おわ か りか ど うか、 も しわ か らなけ れ
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ば こ うい う点が 不 明 で あ る とい った よ うな こ と、 そ れか ら会 社 の 中

で新 デ ー タ網 につ い て検 討 され てい るか ど うか 、 ど うい う受 け とめ

方 を され て い るか ど うか につ い て御 意見 を伺 い たい。 具 体 的 な・検 討

に入 って お られ るか ど うか、 ま だ時 期尚 早 なの か、 そ の辺 の ニ ュ ア

ンス とか 、受 け取 り方 を伺 いた い。
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、

2・ 銀行におけるオンライン化現況例と

DDXに 対する考えかた

1)概 要

國 私 どもは42年 四 わゆる銀行の〃 ラインをeeaaし て約10年 た

った が、 現 在 約190力 店 全 店 を セ ン ター と結 び、 預金 、 貸 金 等 、

い わば私 ど ものすべ て の商 品 の オ ン ライ ン即 ち総 合 オ ン ライ ンを行

なっ てい る。 これ に 使用 して い る オ ン ライ ン回線 につ い て は、 い わ

ゆる公 社 さん の特 定 回線 、 い まま で はD5、1,200ボ ー の回線 を

中心 に して セ ン ター と接 続 しオ ン ライ ン ・ネ ッ トワー ク をつ くり.上

げ て きた。 そ れ を 昨年 、 い わ ゆ る第2次 総合 オ ン ライ ンとい う新 し

い ス テー ジに レベル ア ップ した が、 本 システ ムを企 画 す る際 に全 店

か な り散 らば っ てい る私 ど もの回線 を如何 に回線 ダ ウ ンを防 ぎなが

ら、 コ ス トダ ウンす るか とい うこ とに特 に心 が け た。

ビ

2)ル ー プ化回 線 網 の形 成

す な わ ち第2次 とい うこ とで シス テ ムをvベ ル ア ップす る際 に や は

り回線 の効 率化 を図 る必 要 が あ る とい うことで 約5年 ぐ らい前 か ら

検討 に入 り、 そ の結 果 と して現 在 全 店 に それぞ れ ミニ コン ピュー タ

を設 置 しいわ ゆ るD1回 線 を使 って、 店 と店 との間 を結 び、 回 線 ダ

ウンに対 す るバ ック ア ップ を ル ー プ回線 でやろ う じや ないか と考 え 、

店 を大 体2つ ない し3つ1つ のル ー プの 中に入 れ て回線 を つ な い で

いっ た。 セン ター と最 初 の店 は 自営 モ デ ムを置 きい ま の と ころ4,8

00ボ ー、 ま たは2,400ボ ーでや っ てい るが、 店 と店 との間 は大

体1,200ボ ー を使'ってい る。 そ うす る と、1つ の回線 が ダ ウ ン し

て も隣 の逆 方 向 の形 で セ ン ター に接 続 で きる訳 で ある。 現 在 全 店 ル

ー プ化 を完 了 して、D1回 線 を約250回 線 使 用 してい る。 以 上 の

よ うに、 ようや く新 しい発 想 に よる回線 網 が で き上 が っ た とい う段

一2 ,3一



階 で あ って、 新 しい 回線 網 、 ディ ジ タル 回線 網 に対 す る理解 は充 分

とは云 え ない。

国 璽 ・レー プ 輪 つ く り吐 ・て い る とい うのは 搬 のノレー プです か・

匡 二 司 ル ー プを つ く・て い る のは・ それ ぞ れ の ター ミナル の ところ に ミニ

・ コ ン ピ ュ ー タ を 置 く 。

軽 冠 そ うす る と・ ・二 ・ ン とボ ス ・との間 は1本 …一'・ ・

国 画1本 で ある・ で すか ら・ た とえば ・力店 ルー プで あ る と ミニ コ ンが

3台 あ6て 、 こ こ に セ ン ター が あ る と、 こ うい う形 で 結 ん で い る と

い うこ とで あ る。 それ ぞ れD1回 線 で結 ん で い る。 現 在 の と ころ だ

いた ら2,400ボ ー で 使6て い るが 、 今後 事 務 量的 に トランザ ク シ

ョンが ふえ て くる とか な リビ ジィー に な る可能 性 が あ るので、 一 応

セ ン ター側 で受 け る の は4,800ボ ー ま で高 めた い とい う ぐあい に

考 えて い る。

r
'

3)分 散 処 理 思想拾 頭 へ の対 処 一'・ ∵

た だ、最 近 御 承知 の とお り、'IBMさ ん を始 め各 コン ピュー タ ・メ

ー カー さん が新 しい 分散 的 思 想、 分 散 処 理方 式 とい う'かコン ピュ ー

タの開発思 想 とい うのか新 しい考 え方 を発表 されてい る6そ の場合

に、 分散 的 な思考 とい うの は即 コ ミュ ニケ ー シ ョン'・シス テ ムを ど

うす るか、 逆 に言 え ば回線 を ど う配 して い くのか とい うこ とが根 底

の 思想 に あ る と思 わ れ るの で、 わ れ われ もい ろ いち メ」 カー さん か

'
ら説 明 を聞 く過程 に拾 いて新 しい 回線 網 を知 らず して は なか なか 理

'解
で きな い とい うこ と もあ リデ ィジ タル 回線網 な りパ ケ ット交換 回

線 な りとい う新 しい概 念 につ い て研 究 し始 め た とい うこ とで あ る。

わ れ われ ど して も今後 積 極的 に研 究 して い きた い ど考 え てい る。
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4)新 デ ィジタ ル網 と料 金 問 題

ただ、 最 初 に 申され 養 した とお り、料金 体 系 につ い て 全 くわか らな

い とい うこ とだ が、 わ れわ れ と レては本 当にそ れが コ ス トダ ウンに

つ なが る のか ど うか とい う と ころが 大 きな ポイ ン トと考 え てい る。

私 ど もいま 回線 料 だ け で公 社 さんvate支 払 い して い るの が年 間 約5

億 円程 度 に 達 して 知 り、新 しい ア プ リケー シ ョンが これ に よ り どの

程 度 開 発 で き るのか とい う技術 的 な側面 も もち ろん 非 常 に興味 が あ

るが、 や は り料金 体系 が ど うな るか 、 コス トダ ウンに本 当 につ なが

っ て い くの だ ろ うか とい う ことが非 常 に興味 の あ る1つ の ポイ ン ト

で あ る と考 え て い る。 そ うい う状 況 で ある。

巨=ヨ 今の蹄 を伺 っている と・バ ・クア・プとい うような鰍 合い もあ

って ルー プ化 す る、 現 在 の 回線 の見 直 しを して そ れ が完 成 したば か

りで あ る とい うこ とで、 デ ィ ジタル網 が 出て き た と して も早 急 に乗

り移 る必要 は な いだ ろ うとい う よ うな感 じで あるが 。

」

5)新 回線網移行を考えるときの諸問題

[重 三画 そ うい う・ とで も ない・ 余 り苦 労 しない でそ っ く り入れ か え られ・

か つそ れ で安 くな るん だ った らそ うした い と思 うが 、そ の 作業 に非

常 に手 間 どっ て、 た とえ ば ハー ドウェア 自体 に ある程 度手 を加 え な

くては いけ ない、 ま た ソフ トも手 を加え な くて は いけ な い とい うこ

とに なる と、 や は り大 変 な負 担 にな るか と思 う。 そ の辺 の負 担 と、

コス ト的 にい か に安 くなる か とい ういわ ばてん びん にか け る よ うな

判断 に な るか と思 う。 一応 で き上 が った と ころ な ので 一 段落 とい う

感 じは してい るのが 、 そ こ に新 しい 発想 で の、 新 しい技 術 で の回 線

網 が 間 もな くで き上 が る とい うこ となので、 現在 の わ れ わ れ の 回線

網 が ど うい う形 で そ こに移 れ るか、 本 当 に大 きな手 を 加 え な い で、

す ん な り移 れ るの だ ろ うか 、そ の辺 の と ころが1つ のポ イ ン トに な
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る か と思 う。

6)新 回線 網 に お け る回 線 ダ ウ ン時の バ ック ア ップ対 策

それ か らも う1つ 、 い ただ いた 資料 を い ろい ろ読 ん だ が、 わ れわ れ

の オ ン ライ ン とい うの はお客 さん に 直接 イ ンター フ ェー ス して い る

の で、 ダ ウン したか らとい ってお客 さん をお待 たせ す る わけ には い

か な い、 これ は どこさん で も同 じだ と思 うが 、 この新 しい回線 網 と

い うのは 回線 パ ックア ック とい うのは ど うい う考 え方 に なるん だ ろ

うか とい うの も1つ の興 味 といえ る。 そ の辺 の観点 か らもい ろい ろ

研 究 してい きた い と考 え て い る。 い まま で以 上 に バ ック ア ップ とい

うの は簡 単 にやれ るの か、 あ る程 度 公 社 さん の方 で その辺 の'とごろ

まで配 慮 してい た だけ るのか ど うか とい うこ とで ある。

/
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3製 造業におけるオンライン化現況例と

DDXに 対する考えかた(そ の1)

1)概 要

区 困 それでは私の と・ろの現状 を一 端 しして・それ か らこの新 しい

技術 に対 す る考 え方 とい うもの を御 説 明 した い。

私 ど もの 方 は本社 は東 京 に あ る。 それ か ら、 工 場 は 関東 、 関 西 か

ら西 は長 崎 委で、 営 業 所 は北 は札 幌 、仙 台 か ら西 は九 州 まで ある。

本 社、 工場 、 営 業所 と非常 に分 散 してた くさん あ る。

そ れ で、 通 信 の手段 と して は、 電話 は普 通 の とお り公衆 通 信 回 線

を 使 って い る。 それ か ら テ レク ック ス、 フ ァク シ ミ リで あ るが、 そ

れ は従 来 も専 用 の を 使 って い たが、50年 の暮 れ か ら去 年 の3月 ぐ

らい にか げ て デ ィ ジタル ・フ ァ ック スで、 本社 、 事業 所 、営 業 所 、

それ を2,400bpsの 専 用 回線 を 使っ て全部 結 ん だ。 そ れ か ら、

コ ン ピ ュー タの デ ー タ通 信 回線 網 が あ るが、 昭和46年 か ら大体 大

き な事業 所 とい うか、 た とえ ば長 崎 の造 船 所、 広 島 の 造船 所 、 神 戸

の造 船 所 、 そ れ か らあ と本 社 、地 区 ご とに大体 分 け て、 そ うい うと

ころ に大 き な コン ピ ュー タを入 れ て、 周 りの事 業 所 はそ の コン ピュ

ー タ を、 実 は これ は技術 計 算 が 主体 で あ るが、 技 術計 算 を や るの に

リモ ー ト ・パ ッチの方 式 で、最 初 は2,400、 現 在 は4,800、 場

合 に よって は9,60Qも 使 っ て い るが 、特 定 回線 を借 りてや っ てい

た 。

し

2)経 費 節 減対 策 と大 容 量 回線 の採 用

そ うい う ことで、 通信 回線 費 用 と して電 電 に払 って い る のが 月 に1

億 ぐ らい に な って いた が 、御 承 知 の よ うに造船 不 況 と い う よ うな こ

とが あ って 、 とにか く経 費 を節 減 しなけれ ば い か ぬ とい うこ とで、

たAた ま電 電 の方 で特 定 回線 、1規 格 、J規 格 とい うのが 発表 され
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た こ とが 契機 に な っ て、要 す るに電話 とフ ァク シ ミリと コ ン ピュー

タ用 の デ ー タ通信 回 線 、 そ れ を東 京 か ら西 の方 、 名古 屋 、広 島、 あ

そ こ ら辺 に太 い の を つ け て、 そ れ を大 体Jで 、 そ れ か ら先 は1、に分

け る とい う よ うな こ とに した。 そ のほ かD1と かD2も 使 っ て全 社

的 にネ ッ トワー ク を引 き直 して、 そ れ で通 信 回線 費 用 の節 約 を図 ろ

うとい うこ とを、 実 は去 年 の夏 に 社内 で承 認 を受 け ま して電 電 の方

に 申請 して、 一 応 そ うい うか っ こ うの もの を 引 き受 け て くれ る とい

う ことで、 い ま実 は 計 画 の 実 施段 階 で、完 成 す る のは 今年 の暮 れ ぐ

らい に なるの で は ない か と思 うが、 そ うい うか っ こ うで や って いる。

r

3)新 回線網 へ の考 え方

電 電 の方 のDDXの お話 も一応 資料 と しては 伺 って は い た が、実 際

にわ れ われ の と ころ で とに か く早 くコス トの節 減 を図 らなけれ ば い

か ぬ とい うこ とでそ うい う よ うな計 画 を進 め て い た ので、 現 在 の と

ころ新 しい のが で きたか ら とい って そ れ に乗 り移 るか ど うか とい う

の は特 に考 えて は い ない が、 問題 は 結 局 使い や す くて、 しか も コス

トダ ウ ンに つ なが る とい うもので あれ ば、 そ れ か ら先 ほ ど もお話 に

出て い た よ うに、 現 在持 って い る ものが うま く切 りか え が で き る と

い うよ うな こ とで あれ ば 、 ま た社 内 でそ れ に かげ る手 間 が非 常 に軽

減 され る とい うよ うな状 態 で あれば乗 りか え る とい う こ と も恐 ら く

考 え られ る だ ろ うと思 うが、 現 在 は先 ほ ど申 しま した計 画 を とにか

く実 施 に移 す とい うこ とで や って お るわ け で あ る。
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4製 造業におけるオンライン化現況例と

DDXに 対する考えかた(そ の2)

1)概 要

巨 画 私 どもはそん なにい ・ぱい回線 を期 しているわけではないが・概

況 を ち 、。 と説 明 させ て い ただ く'と、 ・年 ぐら哺 か ら一 応 オ ン ラ

イ ン とい うの に手 を つげ て 、現 在 約300端 末 ぐ らい、 そ の う ち半

分 の15。 端 末 ぐ らい が オ ーB'一 ・エソ ト・)一の いわ ゆる 販 売 関係

の端末 、 あ と大 き く50端 末 程 度 が 資材 関係 の端 末 、 そ の 他 が技 術

計 算 な どのRJEで 種 々雑 多 な もの が含Aれ る。 回線 の種 類 と して

は1,200あ り、2,400あ り、4,800あ り・D・ あ り・ これ も

ま た種 々雑 多 で、 月額 約1,000万 円程 度 とい うこ とで あ る。3年

ぐ らい前 に オ ン ライ ン を始 めた もの で、 ター ミナ ルの ハー ドウ ェア

そ の ものが 少 し古 くな って きた とい うこ ともあ り、 そ ろそ ろ次 の 段

階 雌 み た い、 こ うい っ た ことの勉 強 をさせ てい ただ けれ ば と思 い

き ょうお伺 い した よ うなわけ で あ る。

`
人

)

2)デ ィジ タル 回線 網 へ の 期待

そ れ で、 あ とど うい った ス テ ップで 移行 してい くか とい うこ と、 具

体 的 に検 討 した わ げ では ない が、 技 術的 に 見て、私 ど もが 使 って い

るい ろん な商 品 なん か もだん だ ん これか らデ ィ ジ タル化 とい うこ と

が 非常 に盛 ん に なる だ ろ う、 交 換 回線 は相 当前 か らデ ・ ジ タル化 さ

れ る だ ろ うとい うこ とは わか って い たが 、 ユー ザ ー側 か ら見 た と き

には余 り変 わ らな い'ので は な いか 、 モ デ ムが な くな った り して 非 常

にす っ き りす るだ ろ う とは 思 う.し か し・ミケ ・ 咬 換 な ど利 用 させ

て いた だ けれ ば、 いま24時 間 専 用線 を引 いてい て、 そ の うち8時

間業 務 時 間 が あ り、 か つ そ の うち トランザ クシ ョンの数 、 そ れ か ら

デ ー タ ・ボ リュー ムを計 算 す る と、 大体1時 間Aた は1時 間 を切 れ



る ぐらい使 って 泊 る とい うのが状 況 なの で、 トランザ クシ ョン もそ

れ ほ どひん ぱん に、 た とえば10秒 ぐ らい待 た され て も一応 ど うと

い うこ とは ない。 そ の辺 で専 用線 か らそ うい った もの に移 って いけ

れば、 非 常 に メ リ ットが ある ので は な いか。 そ れか ら、 メイ ンテナ

ンスそ の他 で い まま で の回線 よ りも信 頼 度 が 上 が るの で は ないか と

思 う。 そ うい う ことを われ われ の方 は非 常 に期待 を して い る。

3)新 しい 国際 デ ー タ通 信

そ れか ら、 海外 そ の他 に対 して非 常 に興 味 を持 ってい る、 メー カー

さんがHDLCと か 、SDLCと か 云 って い る よ うに、 コ ン ピュー

タ ・ネ ッ トの伝 送 制 御手 順 も新 し くな る よ うなの で、 そ の辺 と結 び

つ げ て海 外 そ の他 とで きれば と考 え てい る。

匡 ヨ 国際通信も含め国 際繍 ネ… 一クの髄 ぱ 別の委員会で現在扱

っ てい るが 、 最 近KDDさ ん が将 来 の1(DDの サ ー ビス も含 め て デ

ー タ、 フ ァ ック ス とい った海 外 通信 の 見直 しをや って 長期 計画 構 想

とい うもの を 発表 した。 ヴィー ナス計 画 と名 づけ て発 表 され てい る。

これは と りもな お さず パ ケ ッ ト交 換 サ ー ビスの 国際 版 で ある。 そ の

辺 との絡 み も今後 出て くる と思 う。 電電 公 社 の パケット網 と ヴィーナ

スが結 合 され るのか ど うか、 時 期 的 に連 結 で き るのか 、技 術 仕様 が

合 致 す るか ど うか とい った問題 が 出 て くる と思 われ るが 、海 外 通 信

につ い ては そ うい う話題 も最近 出 て きて い るC

4)定 額 使 用 と従 量 使用 の料 金上 の分 岐点

そ・れか ら、 い ま専 用線 と交換 網 との料 金 上 の 分岐 点 は、1日 に2時

間 半 ぐ らい か、 そ れ以 上 使 うので あれ ば専 用線 の方 が 有利 だ とい う

こ とに な って い るが、 これ は国 際 電信 電 話 諮 問 委 員会(CCITT)

の勧 告 に準 じて い る。 新 デ ー タ網 、 デ ィジ タル に なった 場合 、 これ
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が どの よ うに設定 され るか、 や は り関心 の ある と ころで あ る。 新 デ

ー タ網 で は信 頼性 の 向上、 接 続 時 間 の短 縮 、 それ に高 速伝 送 サ ー ビ

スが 出 て くる の で、 い ま の電 話 交換 網 で は通 らない デ ー タも新 デ ー

タ網 では 使 え る とい うこ とで、少 量 の デ ー タ も し くは1時 間 ぐ らい

の 使用 時 間 の もの が、 比較 的 容 易 に のせ られ る よ うに なる と思 う。

もちろん 技 術 的 な問 題 もあ って、 現 在 の モデ ムの イ ンター フェ ス で

そ の 古ま デ ジ タル網 に接 続 で きるか ど うか とい った事 柄 も ある。

,
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5運 輸業におけるオンライン化現況例と

DDXに 対する考えかた

1)概 要

匡 二司 私ども莇 では・御蜘 の・う噂 業醐 模も全国的な規模を持・

て 訟 り、 大 分 合 理化 そ の他 を含 め て集 約 は して きて い'るが 、 それ に

して もい わ ゆ る営 業拠 点 な る ものが 約2,800ば か りある。 物 流 問

題 が特 に叫 ば れ』て い る今 日、 い わゆ る情報 と絡 み合 うシス テ ム とい

うものが 大 き く社 内 で もク ロー ズ ア ップされ て い て、 そ れ か らの2,

800に も及 ぶ拠 点 に対 して ど うい うふ うな ネ ッ トワー クを組 ん で

い くか、 これ は ネ ッ トワー クそ の ものの 問題 もあ り、 それ にか げ る

費 用 とい うもの は莫 大 な もの に な るの で、私 ど もの方 の現 在 の シ ス

テ ム と して はそ れ らを と りま とめ る代 表 地 域 に い わ ゆ る ター ミナ ル

を設 置 して、現 在 の ところ約250程 度 の端 末 を置 い て い る。 私 ど

ものオ ン ライ ン ・ネ ッ トワー クの歴 史 的 な経 過 か らい うと、 テ レ タ

イ プの ときか ら一 応 手 が け て 、昭 和28年 か らい わ ゆ る専 用線 とい

う形 で コ ミュ ニ ケー シ ョン ・ネ ッ トワー ク とい うもの を つ く り上 げ

て きた。 そ れ らの経 験 を も とに して コ ン ピュー タ化 し よ うとい う形

で、 昭 和42年 に い わ ゆ る コ ン ビ=一 夕に よる ネ ッ トワー クをつ く

り上げ た。 第2次 の改 善 とい う形 で昨年 の5月 に全 く新 しい シス テ

ム でオ ー プ ン した ところ で あ る。 これ は い わ ゆ る メ ッセー ジ とい う

ベ ー ス とデ ー タ とい う もの を いわ ゆる1つ の ネ ッ トワー クの 中 で消

化 しよ う、 これ は経 済 的 な問題 が 大 き く起 因 して い るが 、 そ うい う

形 で コ ン ピ ュー タ ・ツー ・コ ン ピュー タとい う形 でい わ ゆ る コン ピ

ュー タ相 互 を つ な ぎ合 わ せ て あ る。

2)メ ッ セ ー ジ ・ス イ ッ チ ン グ 機 能 と デ ー タ 処 理 機 能

こ れ は1つ は メ ッ セ ー ジ の ス イ ッチ ン グ と い う機 能 を 持 つ コ ン ビ ュ
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一 夕 と
、 そ れ か らデ ー タ を 専 用 的 に 処 理 し て い こ う とい う コ ン ピ ュ

ー タ、 こ うい う考 え 方 の 中 で 、 ネ ッ トワー ク と して は1つ 、 処 理 単

位 と して は 全 然 別 の コ ン ピ ュー タで や る 、 こ うい うふ うな 形 で マ シ

ン の シ ス テ ム ア ッ プ等 を考 え る 場 合 に、 い わ ゆ る ネ ッ トワ ー ク ・コ

ン トロ ー ル ま で もす べ て ま た切 りか え 移 行 し な け れ ば な ら ない 、 ソ

フ ト ウ ェ ア も含 め て 。 こん な こ と は 大 変 な の で 、 い わ ゆ る デ ー タ 処

理 の 方 は 、 処 理 の マ シ ン と し て は 即 一 晩 で 切 りか え て しま え ば い い

と い う よ うな 問 題 も あ る の で、 そ うい う経 験 的 な も の か ら昨 年5月

に新 しい シ ス テ ム を つ く り上 げ た と こ ろ で あ る。

f

,

3)'DDXに 対 す る考 え方

そ うい う段階 の ところ で こ う'いうDDX計 画 な る もの・を・ これ は私

ど もも今 回 の新 しい シス テ ムをつ く り上 げ る設 計 段階 に お い て情報

を得 たわ けで あ るが、 い わ ゆる シス テ ム設 計 そ の もの は こ うい うも

の を待 って い る とい ま の新 しい シス テ ム につ く り上げ て い くに は時

間 的 に間 に合 わ ない。 そ れ か ら、 そ うい うデ ー タ量 を消 化 して い く

とい うニー ズに対 して も間 に合 わな い。 そ こに不 安 を感 じな が ら新

しい シス テム を昨年 完 成 させ て しま った とい うの が実 態 で ある。 昨

年5月 に新 し くオ ー プ ン した と同時 に、 また次 の シス テ ム とい う も

の に即手 が け る とい う会社 の考 え方 も ある ので、 そ の時 点 でDDX

の情 報 等 もつ かみ なが ら、 つ か む ソー スは余 りない の で、 た とえ ば

雑 誌 、 電電 公 社 で 発行 してい る 「施設 」 とか、 ま た メー カー さ ん か

ら得 た情 報 とか とい うもの で一 部 内 部 で は検討 は して い るが 、 何 せ

キ ー ポイ ン トに な る情報 が なか なか つ かみ 切 れ ない とい う形 で手 を

こまね い て い る とい うか 、 そん な よ うな段 階 で あ る。



4)メ ッセー ジ ・ス イ ッチ ング とデ ー タ処理 の分 離

それ で、私 ど もは新 しい シ ステ ムをそ うい うデー タ とメ ッ セー ジ と

い う機 能 の 位 置 づ け を別 に して つ く り上 げ た が 、 実 際 に使 って

み る と、 や は りデー タ とメ ッセー ジは混 在 で きない い ろん な大 きな

要 素 が あ る。 そ こ で 、 今 後 の 方 向 づ け と して も、 メ ッセ ー ジ は

いわ ゆる電 話 な り記録 通 信 と して の フ ァク シ ミ リな り、 そ うい うも

の に変 化 され て い くべ きで あ ろ う、 また デ ー タ と して は デ ー タ専 用

の ネ ッ トワー ク と して 持 つ べ きで あろ う、 こ うい うふ うな考 え 方 が

成 り立 つ と このDDX計 画 とい う ものが非 常 に私 ど もは 興味 あ る と

ころ で、 た だ あ と細 か い問題 点 も抱 え てい る。

5)DDX計 画 の ポ イ ン ト発表 の タイ ミング へ の希 望

こん な よ うな こ とで この シス テ ム設計 にか か る時 期 とい うもの と公

社 さん の 発表 す るDDX計 画 の キ ー ・ポイ ン トとな って い る い ろん

な細 か い 点 が ど うい うタ イ ミング で発 表 され て、 われ われ ユー ザー

の方 に タイ ミング よく提 供 さ れ るか 、 ここが1つ 大 きな問題 で あ る。

これは 企 業 そ の もの は明 日へ の収 益 の ため に省 力化 、 内部 改善 とい

うもの は一 日 も休 む わけ にい か な い の で、そ れ を待 って いた ん で は

ま た追 いつ か ない ので別 の角 度 か らシス テ ム設 計 をせ ざる を得 な く

な って くる、 こ うい う問題 もあ るの で、 早 急 に このDDX計 画 の ポ

イ ン トに な るべ き項 目は 一 日で も早 く明 らか に して も らい た い とい
'

うお願 い が あ る。

ネ ッ トワー クそ の もの も、先 ほ ど皆 さん 方 の方 か らも出 てい たが 、

私 ど もの方 で は新 しい シス テ ムに な って回線 料 が 大分 節 約 され て、

ネ ッ トワ ー クの組 み か え を した こ とに よ って約4割 近 く節 減 した と

い う形 が 出て い る。 現在 の と ころ回線 費 用 も月 に約1,000万 ち ょ

っ と出 る ぐらい に な って い る。 これ は 電話 を合 わせ る と相 当 な金 額
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に な る が 、 こ の デ ー タ、 ま た ヌ ヅ セ ー ジ ・ネ ッ ト ワー ク と い う形 で

は 約1,100万 ぐ らい の 費 用 で 運 転 して い る。

国 玉|・ 品 で寵 公社から発表されている酬 はどちらかというと鮪

サ イ ドの問 題 を扱 って い て、 イ ンタ フ ェー ス条 件 だ とか、 デ ィジ タ

ル網 とは 何か とい う ような説 明 で、 ユー ザーの ニ ー ズに つ い て、 た

とえ ば オ ンライ ン ・シ ステ ム第 何 次計 画 に反映 させ て い くた め に、

で き るだけ2年 ぐらい 前 に具 体 的 な内容 を発表 して も らい た い とい

った要望 に対 して は、 情報 が 不 足 して い る ように 思 われ る。 第2次

回線 自由化 の要 望書 を出 した と きにそ うい うこ とを電電 公社 に お願

い した が、 これ ま での技 術 面 の説 明 に加 え て今後 は提 供条 件 の 説 明

が 重要 に なって くる もの と思 われ る。 ひ とつ今年 はそ うい う面 か ら、

情 報 を公 開す る場 合 の タイ ミン グ とか、 料金 体 系 、具 体 的 な使 用 例、

そ の他 利 用上 の お 手本 に な る よ うな もの を示 して もらい た い とい う

ことで、 電電 公 社 にお願 い したい と思 って いる。 や は りこれ は話 し

合 って、 サー ビス を提供 す る側 とユ ーザ ーの意見 を かみ合 わ せ て い

カ・ない と うま くv・to"ない よ うに思・うo

～
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6情 報処理サー ビス業におけるオンライン化現況例と
DDXに 対する考えかた

1)概 要

匡=郵 口 蹄 を伺・て全 く肌 ・うな競 にあると判断したのだが・私

ど もで運 用 管 理 を して い る野 村証 券 の デLタ 通 信 の 歴史 とい うこ と

につ い ては 住 友さん とか 日通 さん と全 く同 じで28年 ぐらい か らテ

レ ダイ ブで全 店通 信 網 を結 び幾 多 の変 遷 を経 て今 日に至 ってい る。

'しか し
、 若 干 いま ゲス トの委 員の 方 か らあ った御 説 明 とニ ュア ンス

が違 うの は、 私 どもは情 報 処理 サ ーゼ ス業 と して、 い わ ゆる業 と し

て 回線 を使 って い る とい う事 で あ る。 現 在野 村 証券 の シス テムは1

つ の個 別 シス テ ムで あ るけ れ ども、 合 わせ て約600回 線 ぐ らい の

回縁 を 使 用 してい る。・野村 の シス テム も住 友 さん と同 じ よ うに回 線

ネ ッ トワー ク の問題 、 そ れ か らジ ス テ ム 自体 が も う非 常 に複雑 化 し

て、 実 は今 年 の初 め か ら第2次 オ ン ラ イ ン とい うか、 当初80名 ぐ

らい のス タ ッフでや りか え よ うとい う ことで実 は ス ター トした。

2)長 期 計画 とDDXの タイ ミング

もち ろん コ ン ピ ュー タ ・ネ ッ トワー ク も長 期 の 計画 に含 め て ス ター

トした が、 私 ど もに とっ てDDXを 使 うこ とを研究 す る とい う意 味

にお い ては 非 常 に いい機 会 だ と思 う。 た だ、 い ま も御 発言 の あった

と鉛 り、 これ だ け大 き な計 画 で シ ステ ムの 開 発 をす る とい う ことは、

恐 ら く最 終 的 に仕上 が るの は少 くと も3年 後 ぐ らい に な るか と思 う。

そ れ らの計 画 の中 でDDXを 使 うとい うこ とに な る と ソフ ト的 ハ ー

ド的 に もか な りの ボ リュー ムの交 換 の検 討 、 開 発 が 出て くるは ず で

あ る。 特 に パ ケ ッ トを使 う とす る と、 計画 の 中 にDDXを 盛 り込 む

か ど うか とい うの は、 や は りお っ しゃ った 料 金面 が大 き く左 右 す る

わけ で ある。 した が って非 常 に微妙 な と ころで、 果 た してそ こま で

＼

一36一



待 て るか ど うか とい う段階 で ある。

3)他 人 使 用 の場 合 の法 的問 題

そ れ と、情 報 処 理 サー ビス業 として一 番 問題 に な るのは 、 私 ど もは

現 在 、2つ の大 きな オ ン ライ ン ・シス テ ム を動 か して い る が、 これ

は他 人 使 用 の シ ステ ムで、 法 的 に非常 に複 雑 な背 景 が あ る。 言 っ て

み れば い ま まで御 発言 あ った内容 の シス テムで は メ ッセ ー ジ ・ス イ

ッチ ング も もち ろん オ ー ケーで あろ う。 しか しわ れ われ の シス テ ム

はそ うで は な い。 メ ッセ ー ジ交 換 を含 め 多 くの制 限 が あ る。最 近 に

至 っ て他 人 使 用 の法 的 な緩 和 が あ ったが 、 実 は差 しさ わ りな いか と.

思 うので 発 言 す るが 、若 干 そ の前 に私 ど もの シス テ ム は あ る程 度 拡

大解 釈 を してい た だ い て認 可 にな って い る点 が あ る。 しか し、 ま だ

制 限が 厳 しく1つ の会 社 で個別 の シス テ ムが あ り、 そ の他 他人 使 用

して い る シ ス テ ムが あ り、 そ れ らの シ ス テムが1つ の セ ン ター とい

う コン ピュー タ ・ビル に回線 が全 部集 ま って きて い る。 これは 法 的

な面 で無 理 で あろ うけ れ ども、 た とえ ば札 幌 な ら札 幌 に ユ ーザ ーは

違 え ど も何 回 線 か行 っ て い る。 これ らの 回線 をま とめ て分 岐 した り、

共 同 で 使 用 した りは で きな い。 一企 業 内 の シス テ ムな ら幾 らで もい

い方 法 を取 る事 が で きる。 そ うい った点 で私 ど もは常 に シ ステ ム計

画 の と きに法 的 な背 景 とい うのが問題 に なる。

～

F

4)移 行 時 にお け るDDXと 現 行 回 線の相 互接 続 問 題

他 人 使 用 の シ ステ ム につ い ては現在 特 定 で オ ン ライ ン ・ネ ッ トワー

ク を 引い てい るが 、 移行 段 階 に おい て はDDXと 特 定 とを接 続 す る

とい う移 行時 期 の問題 と、Aた 日に2時 間以下 の 回線 だ った らた と

え ば 回線 交 換 サ ー ビス(DDX-CS)を 使 う、 長 時 間 使 う回線 は

特定 を使 う、 そ の 間 しか しデ ー タの流 れが あるんだ、 とい うこ とに な
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る と現 在 の他 人 使 用 の 段階 では郵 政 大 臣 の認 可 が な い限 り法的 には

一切認 め られ ない はず で あ る。 片 や公衆 網 で あ り片 や特 定 だ とい う

現 時 点 では も う非常 にむ ず か しい 問題 が あ って、そ の辺 の法 的 な背

景 と料金 が 解 決 しない とい ま訟 っ しゃ った よ うにDDXの 採 用 に つ

い ては具 体 的 な検 討 は で きない とい うのが現 実 じゃ な いか、 こ うい

うふ うに私 は考 え て い る。

5)情 報処 理 サー ビス業 に お ける料 金 問 題

ユ ー ザ ーがつ な が って い る ので、 料金 的 な面 で も一 番 ウエ ー トが 上

が って くる の は 回線 料 で 、正 直言 って いつ も 「いい シス テ ムで ある

こ とは わか るけれ ど も コス トがか か り過 ぎ る」 、 とユー ザ の苦 情が

出る。 ど こにか か るか とい うと回線 料 、 常 にそ の壁 にぶ つ か ってい

る。 現 在 は すべ て特 定 で、100ビ ッ トの回線 か ら48,000Aで

種 々雑 多 使 って い る。 そ れ らの 中には 回線 料 を節 約 す るた めに た と

え ば東 京 一大 阪 間 を48,000で 中継 を使 用 してい る ものが あ るが 、

そ れ が ダ ウ ンす る と非常 に影 響 が大 きい の で予 備 回線 と して も う1

本 引 い てい る。48,000の 全 然 使 わ ない 回線 を1回 線 引 いて い る。

そ れが た とえ ば現 行 の シス テム にDDXを 使 え るな ら、 バ ック ア ッ

プ回線 と して 使 うとい う方 法 もあ るか と思 う。

＼
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7旅 行業におけるオンライン化現況例と
DDXに 対する考えかた

1)概 要

魎 私は口 近鉄航空貨酬 いるが・去鱈 で磯 躰 ツーリスト四

ン ピュ一 夕 を7年 ば か りや ってい た。 近 畿 日本 ツー リス トは御 承 知

の よ うに旅 行業 で あ って、 オ ン ライ ン化 を実施 に移 した のは 昭和4

2年4月 で、 ち よ う ど10周 年 に当 た る。 そ の間 、 最初 は 自分 の コ

ン ピュー タに旅 館 の部 屋 を預 って、 そ れ を 自社 内 でオ ン ライ ンで予

約 をや って お った とい う段 階 か ら、 現 在 で は、 オ ン ライ ンの第3次

に入 って お るわ けで 、 交通 機 関 も含め てほ とん どの予 約 が 自社 の コ

ン ピュー タでやれ る よ うにな っ て い る。

2)旅 行業 に お け るEDPシ ス テム の 第1パ ター ン

そ れ は そ の予 約 自体 を 本家 本 元 で おや りに なっ てい ない と ころ.、た

とえば 旅館 の よ うな とこ ろだ とか 、'あ るいは特 急 の 座 席 予約 で も台

帳 で お や りに なって い る よ うな電 鉄 だ とか定 期 観光 パス だ とか い う

ふ うな ものは、 一 部 旅 館 と同 じ よ うな形 式 で ツー リス トの コン ピ ュ

ー タに座席 な り部 屋 な りをお預 か りして入 れ て い る とい うのが1つ

の パ ター ンo

P

3)旅 行 業 に お け るEDPシ ステ ム の第2パ ター ン

そ れ か らも う1つ の パ ター ンは、 た とえ ば航 空 会 社 の よ うに 自社 そ

の もの で予約 をお や りに な ってい る よ うな ところ は、 ツー リス トの

コ ン ピュー タと接 続 しま して、 それ で ツー リス トの店 の端 末 か らそ

この航 空会 社 な り何 な りの予 約 が で きる よ うに して い る パ ター ン。
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4)旅 行 業 に お け るEDPシ'ス テ ム の 第3パ ター ン ∴

そ れ か ら も う'iつ の パ ター ンは、 台 帳 で おや りに な って お るん だ け れ

ども私 ど もに 渡 す だ け の 座 席 な ど の 余 裕 が な い ど'い う よ うな と こ

ろは、 仕 方 が ない の で、 端 末 か ら入 って きた予 約 の デ ー タをそ の 会社

の テ レ ック スに は き出 して、 そ こか らまた返 事 を テ レ ックス で入 力 し

てい た だ いて コ ン ピュー タを経 由 して元 の店 の端 末ヘ ア ンサ ・バ ック

す る。 コ ン ピュー タでは そ の記録 を とって おい て、発 券 用 に備 え る。

大 き く分 けて 今 申 しあげ た3つ のパ ター シが あ るが、 一 番 最後 の ケ ー

ス は全 体 の量 として はわ りあい に少 ない。

5)ネ ッ トワー クの 大要

そ うい うこ とで、 ネ ッ トワー ク 自体 は 、本社 は東 京 で ある が、 コ ン ピ

ュー タは大阪 に あ る。 幹 線 はD5、 そ れ か らDiが 主 で、 とれ は コ ン

ピュー タ との間 に ハー ド ・オ ン リー の 中継 器 を入 れ て いて、 中継器 で

は 時 分割 に よ り端末 側 を低 速 に落 と してい る。 そ れ か ら、 この 中継 器

にD1を 使用 して、一 部 は9,600、b/sで 使 って い る。 そ のほ か

デー タの集 配信 と公衆 回線 との接 続 の た めの ミニ コ ンを全 国6ヵ 所 に

設 置 し、 この ミニ 占 ン と一 部 の端末 、 テ レ シクス を結 ん でい る。 公 衆

網 の接 続 は社 内 も あるが、 社外 、 た とえば旅 館 で あ る とか 運 輸機 関 で

あ る とか との デー タの処 理 交換 も行 って い る。 この公衆 網 は まだ電 話

型 とはつ なが って 訟 らず 、 テ レ ッグ スの電 信型 だけ で あ∵る。㌘そ れ と、

中継 器 を介 して、(と いう の は ホス トが大 阪 に あって 、航 空 会 社 等 は

大体 東 京 に あ るの で)、 日本航 空、 全 日空 、 東亜 国 内航 空、(東 亜 国

内は電 電 公社 の デ ー タ通 信 設備 使 用 サー ビス)西 の方 では 関西 汽 船 と

結 ん で い る。 そ れ か ら、 近 畿 日本鉄 道 が 特急 の予 約 を や って い るが 、

近 畿 日本鉄道 とは 同 じコ ン ピュー タの 中 で コン ピ ュー タ内の接 続 をや

ってい るo
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6)ネ ッ トワーク の 法 的 側面

こ うい う形 で は法 的 に大 変 複 雑 な形 に な って い て、 ま ず 共 同 使用 が

あ る。 共 同 使 用 はい ま 申 し上 げ た ような鉄 道、 船 会 社、 航 空 会 社 等

との 関係 で 共 同 使用 に な って い る、そ れ か らテ レ ック ス等 に よって

他 社 との通信 が で きる よ うに なっ てい る ので、 これ が 公 衆 回線 との

接 続 と同時 に 他 人 使用 とい う形 に なっ てい て、一 部が 共 同 使 用 の他

人 使 用 とい う複雑 な形 態 を とっ て い る。

■

7)DDXに つ い て料 金 レベ ル 問題 以 前 に料 金 体系 の問 題

今度 のDDXの 場 合 に、DDXの 持 っ てい るい ろん な特 性 が ある わ

げ だ が、 さ きほ どか ら問 題 に な って い る料金 の問 題 は 、 実 は単 に料

金 が幾 らに なる か とい うよ うな現 在 の電 電公 社 の通 信網 との 比較 以

前 に、 体 系 自体 は ど うい うふ うに な るのか とい うこ とが あ る。 た と

え ば ア メ リカで パ ー ゲニ ン グ ・パ ケ ッ トと言 って もい い が、 それ が

行 われ て い る。1キ ロパ ケ ッ トが ア メ リカ全土 距 離 に関係 な くた し

か60セ ン トとい う よ うな単 一料 金制 度 を とっ て い る と聞 い て い る。

現 在わ が 国 で の地帯 別距 離 制 の料 金 体 系 とは全 く質 が違 って くる。

そ うな る と、 幹 線 に太 い(速 い)線 を引 っ張 っ て お い て 中継 機 に よ

って端 末 へ行 くほ ど ス ピー ドを落 とし数 をふ や す とい っ たネ ッ トワ

ー ク技 術 は全 く必 要 な くな る こ とにな る。 も うわ れ われ の 中 で の、

自社 と して の ネ ッ トワー クに おげ る複 雑 な関係 が 全 部 す か っ と して

しま う。 これ が ど うなるの か とい うことは非 常 に重要 な問 題 で、 ア

メ リカ方式 を とるの か、 旧 来 の 日本 的 な料金 体 系 の よ うな思 想 を お

と りに なる のか とい うふ うな こ とは、非 常 に重 要 な問題 に な って く

る ので は ないか と思 う。
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8)国 鉄 「緑 の窓 口 」との 接 続 にお け る 問題

それ か ら、 実 はい ま 申 し上 げ た コン ピュ ー タの利 用面 の も う1つ の

現 在 と りか か って お る大 問 題 は、 国鉄 の み ど りの 窓 口の予約 の シス

テム との接 続 、連 絡 で あ る。 これ は デー タ量 が航 空会 社 とは比 較 に

な らない く らい 老 大 な量 にな る。 国鉄 の セ ン ター は1日 約100万

座席 を3ヵ 月 分 ぐ らい持 って い るか ら単 に現 在 あ る中継器 とつ な ぐ

なん とい う よ うな ことで は デー タ量 的 に 処理 で きな い。 このた め に

IMPよ り もさ らに機 能 的 に若 干 処理 を加 え た よ うな形 でそれ 専 用

の接 続 の ・ ン ピ。rタ を 四 つ くろ うと してい る・ これ もD1で 考

えて い るが 、 この新 しい デ ー タ網 の 出現 は 当然 そ こ らあた りは 非常

に ク ローズ ア ップ され るべ き分 野 じゃな いか と思 ってい る。 しか し

これ を待 って お っ たん で はそ れ こそ 仕 事 が進 ま ない。 とい うのは昭

和53年 ぐらい には この接 続 を完 了 した い とい うこ とで や って い る

の で、 新 デ ー タ網 が オ ー プ ンされ て 、そ れ を待 ってか らとい うの で

は、 とて も じゃな いが シス テ ム設 計 が追 いつ か ない とい うの で、 も

う皆 さん のお 話 しの よ うに現 在 の通 信 回 線 の メニ ュー の中 で処 理 す

る こ とを考 え て い る。

ノ

9)DDXと 現 行網 と の接 続 問 題

それ か ら、 さ っ き皆 さ ん も御 指摘 に なっ た が、 現 行網 との接 続 は ど

うな るの か。 これ は お っ しゃ る よ うにDDXは 全 国 一律 にば っ とで

きない わけ で、 も しか す る と地 方 に よっ ては ず っ と先 まで、 それ が

で きない と な る とそ の部 分 につ い て はい や で も応 で も現 行網 を利 用

した 形 で残 さ なけれ ば な らない。 で すか ら新 しい デ ィ ジ タル網 と現

行網 との 間 の接 続 の問題 とい うのが い わ ゆる制度 的 に も技 術 的 に も

非 常 に重 要 な ことに な って くる。



1
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10)技 術 面 、制 度 面 、.料金 面 のか らみあ い

利 用制 度面 に つ い て 申 し上 げ る と共 同 使用 だ とか他 人 使 用 だ とか、

そ れ か ら相 互接 続 だ とか い った制 約が 現行 の ま ま ではせ っか くの デ

ィ ジ タル網 が十 分 に 利 用で き ない可 能 性 が ある。 そ れ は先 ほ ど申 し

上 げ た 料金 体 系 自体 とも関係 が あ って、 全 国均 一 料 金 だ とい うこ と

に な る と、 も う少 な く とも新 デ ィ ジタル網 を使 う限 りにお い ては 、

.特定 と公 衆 との接 続 とか を言 わ な くて もい い と思 い ま す が、 しか し

少 な くと も端 末 側 で は、 低速 の場合 に デ ィ ジタル網 の方が 得 か ど う

か とい うふ うな こ とが ま た あ るの で、 現 行 網 との接 続 は そ こで 出 て

'くる とい うこ と と
、.それ か らそ うい う端 末 側 で な くて もか な リデ 一

夕量 の あ る よ うな と ころで あって もこの新 デ ー タ網 内 の3つ の サ ー

ビス の接 続 は ど うな る のか。 とい うこ とは、 現 行網 の 中 で公衆 網 と

特定 網 と、 あ るい は特 定 と特 定 との接 続 が 問題 に な る よ うに、 こ こ

で も当然 そ の こ とは 起 きて くる と思 わ れ る。 技術 面 と料 金 体系 面 と

法 的制 約 面 、 この3つ の要 素 が絡 み合 って くる と思 う。 御 指摘 もあ

ったが 、、公 衆網 が 開放 され た時利 用者 の 間 でそれ が ど うや ら形 を 見

て くる には1年 か か っ た。 今度 もお話 を承 って お っ て、 私 ど も自体

もそ うだが 、 そ れ ぐ らい は少 な く ともかけ ない と出 て こない の じゃ

な いか 、利 用面 が 出て こないの じゃ ないか とい う気 が す る。

国 運 サー ビスされ てか ら鯖 とい うふ うな感 じになる・ したが・て・ 当

初 の需 要 なん と い うの は ない に等 しい ので は な いか。 単 一 な シス テ

ム だ とい いが 、 切 りか え る とい う よ うな シス テ ムは様 子 を見 て か ら

とい うこ とに な る。

11)ユ ー ザー の意 向 表明 の重 要 性

匡蓮 司 だか らこそ前 にわれわれの魏 を出さ 捕 ればいけ ないんだ とい う

こ とで あ る。 利 用 規 程 だ け を と り上 げ て みて も一 度 郵 政 大 臣 の認
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可 を受 け て しまい ます と改 め るのに非 常 に時 間 がか か る。 この 間 特

定 回線 の他 人 使用 につ い て や っ と追認 の形 で か な り広 い他 人 使 用 の

緩和 が あ った が、 あれ なん か で もあそ こまで持 って い くの に も5年

も暇がかかってい る。公 社 が一遍 認 可 を受 け て しま う とそれ を変 え て

いた だ くの に はずいぶん暇がかかるので ミ 御 指摘 の ように早 くわ れ わ

れが 意 見 を ま とめ て要 望 の形 で 出す 必要 が あ るの では ないか と思 う。

司 会 高 橋 さん か ら も、 そ れ か ら野 垣 内 さん の とこ ろか らも、制 度 上 の 問

題 とい うの が 大 き く浮 か び上 が って くる、 い まの例 の共 同 使用 と他

人使 用 の制 限 の問 題 が あ る し、相 互 接 続 とい う問題 に して も、 現 行

の ネ ッ トワー ク と新 デー タ網 と どうな るの だ ろ うか、 そ れ か らDD

Xの 中 の3つ の サ ー ビス(注 、2種 類 に変 更 、 第2部 参照)の 中で

相 互 接 続 が で き るの か ど うか とい った問題 が あ る。'

睡]少 な くとも回線 サ ービスと同齢 換 サー ・ス ぐら哨 でき蝕 と困

る。 パ ケ ッ トは ち ょ っ と違 うか ら イ ン タ ー フ ェ]ス は む ず か しい か

も し れ な い。

垣 ヨ どうもDDXは ザ ピス開始当初t… だ実験 的繊 を出ふ のでは

ない か とい う気 が す る。 や ってみ て利 用者 が つ けば どん どん伸 ば し

て い く、 需 要 の多 い と ころか ら伸 ば して いヤくとい う感 じがす る。 そ

れ か ら、 料 金 に して も、 や っ てみ て不都 合 で あれ ば後 で変 えれ ば い

い とい う考 え もあ るか と思 う。"

繭 それ を改めるのにすみやかに対応 してぽ だ肋 ばいい・

匡 到 鋼 的 に一 敵 や って もら随 い とい うことを言 って も・資金 の面

もあ りま し ょ う し、 設 置 計 画 の 問 題 も あ りま し ょ う し、,新 しい サ ー

ビス で す の で 一 挙 に や る わ け に は い か な い と い う よ う な こ と が あ る

btsと層、うo:ns:'t」 ・L・
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8情 報提供業におけるオンライン現況例と
DDXに 対する考えかた

1)概 要

匝 私 どもの会社の ことをち ・・と説明させ ていただ く・ 全国の主 とし

て証 券 会 社 が大 手 の ユ ーザ ー さん で あ る。 東京 、 大 阪 の両証 券 取 引

所 の ・ランザ ・シ ・ンデー ・を直熟 畑 巧 、≒.し鞭 そ・現在 ビ

デ オ端 末 を全 国 で4.800台 設 置 して い る。 回 線 の90%はD-1

、,・ 回線 で あ っ て、 約2,100回 線 使 って い る。 月間 使 用料 が8・090

'万 で ある。 日経 の 糸列 会 社 な ので、 全 国ρ 日経 の支 局 さん に集 線装

置 を置 か して い ただ い てい る。現 在 約50ヵ 所 の集 線 装 置 設置 場 所 、

い わ ゆ る中継 基 地 が ある、 そ こに ライ ン ・コ ン セ ン トレ一 夕を置 い

て、 そ こか ら各 ユ ー ザー さん に配 信 してい る。 現 在 コ ン ピ ュー タセ

ン ター一は東 京 と大 阪 に ある。 セ ン ター と中継 基 地 を4,800ビ ッ ト

で 、 や っ と多重 化 して、 回線料 を10%か20%ぐ らい コス トダ ウ

ンを 図 った。 そ うい うこ とが や っ と終 わ った ところ で、 これ か らD

DXを や ろ うか な とい うところで ある。 組織 的 にはAだ 本 格 的 な検

討 に入 って い ない が いま資 料 を集 め て研 究.して い る とい う段 階 で あ

るo・

2)DDXへ の 考 え 方

先 ほ ど言 っ た よ うに 、 電 電 公 社 の 出方 次 第 で や っ て み よ うか な と い

う気 は あ る が 、 コ ス トが ど う な る か 、 あ る い は そ の 導 入 場 所 が ど う

な る か に よ っ て 相 当 考 え て や らな け れ ば な ら な い 。 い ま の 使 い 方 が

ビデ オ 端 末 で あ る こ と、 電 電 公 社 が い 書1パ ケ ッ ト1,000ビ ッ ト

と言 っ て お られ る が 、1,000ビ ッ トで す と、 ト ラ フ ィ ック が 非 常

に ハ イ トラ フ ィ ッ ク で 、1端 末 当 た り1,000コ ー ル ぐ らい に 使 っ

て い る の で 、 パ ケ ッ トで は 割 り高 に な る と い う こ と で、 一 応 パ ケ ッ
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トは あ き らめ て い る状 況 で あ る。 どうい うふ うに コス トが変 わ って

も うちの シス テ ムに は な じま ない。 それ で、 回線 サ ー ビスな い しは

回線 交 換 サ ー ビスで何 とか逃 げ て い きた い とい うこ とで、 電電 公社

の 出方 に よって 移行 を考 えて い きたい と考 え てい る。

3)過 渡期 の 利用 制 度 が 重 要な 問 題

しか し、非 常 に移 行 が む ずか しい。 制 度 絡 み で変 な ふ うに な った ら

ち よっと移行 で きな い ので、 電 電公社 に対 しては移 行 の過渡 期 の制

度 問題 を非 常 に強 く言 って おか ない と移 行 が 難 しい とい1うよ うな感

じが して い る。
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9料 金 、制度等をめ ぐる諸問題

1)コ ス ト計 算 、 コス ト配 分 に お け る回線 料

匡=郵 料釧 なものが蛯 全酬 らかになって靖 いが・少しは何僻 と

い うの が検 討 は され てい るのか。 これ を見 る と、 基 本料 と従 量 制 だ

とか とい うよ うな こ とで あ ろ うけ れ ど も、 どの レベ ル で見 て、 特 定

回線 との比 較 と して どう見 る のか とか 、 回線 料 の市 場 価格 とい うか 、

それ か らも う1つ は システ ムの中 にお け る、 い まお話 あ り－Aiした よ

うに 、 コ ス ト と して 回 線 料 が ど の ぐ らい の パ ー セ ン テ ー ジ を 占 め て

い るのか 、 ま たそ れが ど うい うシ ス テ ム設計 が一 番 ベ ター なの か、

そ うい うレベ ル か ら見 た い わ ゆる 費 用 とい うか 、 い わ ゆ る シス テ ム

全 体 の中 でニ ー ド、CPU、 端末 、そ こにお け る回線 、 そ うす る と

回線 料 とい うの は20%な のか30%な の か、 そ の企業 の ネ ッ トワ

ー クに よって違 うで あろ うが、私 ど も と しては 企業 形 態 、 ま た ネ ッ

トワー クの形 態 か ら見て 回線 料 は この辺 まで で抑 え なけれ ば い か ぬ

とい う1つ の 」〈一 セ ンテー ジか ら見 て そ うい うネ ッ トワー ク づ く り

を最 初 に しよ うじゃな いか とい うよ うな、30%だ とか、 特 にCP

UAわ りについ ては40だ とか、30、40、60と か 、そ の割 合

で 当初 設 計 した の だが 、 とい う ことは 全体 コス トにか か っ てい る問

題 の割 舗 ど うい うふ うに して配 射 る カ・と紅 い う よ う親 方 で

もや っ た こ とが あ るが、 そ うい う意 味 で回線料 の特 定 と どの 程度 、

また テ レ ック ス と どの程 度 だ とか、 い ま公衆 で 使 っ てい るネ ッ トワ

ー ク、 これ と どの程 度 の違 い が あ るん だ ろ うか、 そ の辺 が皆 目つ か

め ない … … …o

国 国 新 デー ・網 の眺 は、 ゆ ゆる回線 サー ・スとめ 専用線 的 なもの・

そ れ か ら回線 交 換 とパケット交換 が あ るが 、少 な くと も回線 サ ー ビス、

デ ィジ タル の専 用線 につ い て はか な り早 い時期 に 出て くる ので は な
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いか 。 そ うい うこ とに な る と、 も う・そ ろそ ろ料金 体 系 も詰 め られ て

い る段 階 で は ない か と思 うが、 料 金 につ いて は全 く判 らない。

匡 二団 利用 サー ・スの加 いろん な利用サー ビスが・ 戸 バ うに厳 ゴ

す とか 出 てい るが、 回線 料 の 中 で も、料 金 サ ー ビス とい うか、『た と

え ば 日中 の時 間は これ だけ の コ ス トで、 い ま電話 は夜8時 か ら安 く

な って い るの で夜 使 うな ら何%引 きに な る とか、 そ うい う構 想、 何

%じ ゃ な くて も夜 は安 くな りま す よ とか 、そ うい うこ とも出 て こ な

いの か とい う、 幾 らとま で は言 わ な くて も、 夜 は安 い のか、 昼 間 と

全 く同 じな のか 。

巨=雪 ・ン ピ・一 ・ ・ユ ー ザー に と・て回 線料 とい うのは何%ぐ らいが い

いの か とい う問題 が あ る。 コン ピュー タ白書 を見 る と、CPUだ と

か運 用 費 だ とか か ら くらべ、 回線 料 は い ま何%か 、平 均 で4%い っ

て い ない と思 わ れ る。 これ は全 体 の平 均 値 で ある。 そ うす る と、 た

か だか4%の うちい ま の回線 料 か らた とえば2割 安 くなった と して

も、EDPコ ス トに占 め る回線 料金 の割 合 とい うのは1%に も満 た

ない とい うこ とで、 ど うもま だ安過 ぎる の では な いか 、 もっ と高 く

して もい い の では ない か とい う意 見 が 出 て くる。 と ころ が、 或 るユ

ー ザ ーの立 場 か ら言 えば何 億 払 って い る うちの10% 、20%と い う

のは大 変 な額 に な るわ け で、 ど うもそ の辺 が か み合 わ ない とい う よ

うな気 が す る。 や は リユー ザー の実 態 、 そ れ はい ろ い ろ な業 種 が あ

って、 適 用 目的が あ って、 回線 料 金 の比 率 とい うの は違 うと思 うが 、

そ の辺 の実 態 を理 解 して も ら う必要 が あ る よ うな気 が す る。

ノ

2)相 互接続制限

巨=郵 髄 接続の問題があるが、DDXに なったら当期 在の制続 応

なけれ ば い け ない だ ろ う とい う意 見 が ある。 いわ ゆ るい ま ま で専 用

線 で しか 通 らなか っ た デー タが デ ィジ タル の回線 交 換 で通 るか ら、
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回 線交 換 な ら他社 との間 で メッセー ジ通 信 をや っ て もい い とい うこ

とに なる のか ど うか。 それ か ら、 パ ケ ッ トにつ い て だけ そ れ が許 さ

れ る のか とい う よ うな あい 古い な点が あ る。具 体 的 に どの程 度 杢で

制 限 が 緩和 され るの か、 大 いに 関心 が あ る o

軽 司 そ の場 合 も、 全部1ヵ 所 の ホ ス ・中・bの星 興 なっ て い るの な らい

いの か、 料 金体 系 が さ っ き言 い ま した均一 にな らな い と ど うして も

一 部 に 回線 サー ビス か い まの特 定 回線 み た い な もの を持 つ で あろ う。

そ の先 で そ うい うふ うな もの を利 用 した と きに こ こを通 って くる。

こ こを通 って くる と現 体 系 の中 の もの をそ のま ま置 い て お いた ん で

は新 しい網 だけ でそ っ ちの方 をや って も らって も意 味 が な くな って

くる。

巨 画 そ の辺 の互雑 とい う碗 当然鮒 さん お考えにな ・ているだろ う

と わ れ わ れ は 思 う、、ユ ー ザ ー 側 か ら見 れ ば 。

、

3)閉 域通信 と共同使用

厘鉋 ・一 ズ・・一 ザー噛 する寵 公社 としてのに れはサー

ビスの一 種 と して閉 域 通 信 が あ る。 これ なん か で も現 在 だ と企 業 間

共 同 の契 約 申 し込 み ネ ッ トワー クづ く りをや って い るが 、 これ を電

電 公社 自体 で や って い た だ く とな る と、 才 た シ ス テ ム設 計 がえ ら く

違 って くる。 だか らそ うい うふ うな こ とを か っ ち り して も らわ ない

と、 利 用 す るか 利 用 しない か、 あ るいは ど うい うふ うな形 で利 用 で

きる か なん とい うのが ユー ザ ー側 は何 も考 え られ な い。

4)加 入 区域 、 導 入時 期 ・

匡=司 サー ビス ・・ ン の地 域 とい うか・ ど うい う繊 か らサー ビス Φイ ン

し、将 来 ど こま で伸 ば して い くのか、 この辺 も明 らか に して ほ しい。

た とえば過 密 過 疎地 域 、私 ど も末 端 まで あ るの で、 た とえ ば北 海 道
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地 域 には も う全 然 計画 が ないん だ とか 、 全然 サ ー ビス は しないん だ

とか 、 そ うい う計 画 なのか、 そ の テ リ トリー、 そ れ か らそ の段 階 、

そ うい う もの もつ か み た い な と思 って い る。 これ は シス テム設 計 上

い ろ い ろ と問題 が 出て くる ので、 私 の方 は で きれ ば遠 い ところか ら、

不便 な ところ か らや って も らえれ ば 一番 いい と思 って い る。

『 週 導入時期等がわか らない と困 るのではないか・ た とえば回線サー ・

スを利 用 す る と して、 私 た ちの会社 の場 合 では ほ とん ど回線 サ ー ビ

ス で いけ る と思 っ て いる が、 た とえ ば全 国 の県庁 所 在 地 ク ラスの都

市 ま で一 挙 に や るのか 、 そ の辺 の進 展度 合 とい うか新 サ ー ビスの導

入計 画 が わ か る とユ ーザ ー に とっ て もか な りプ ランニ ン グ しや す い

の じ ゃない か と思 う。 私 た ちの情 報 提供 業 では、 パ ケ ッ ト交 換 は パ

ケ ッ トの サ イ ズに よって は ち ょっ と使 い に くい とい う感 じが して い

る。 回線 サ ー ビスで いけ るか 、 回線 交 換 サ ー ビスか とい う検 討 を し

てい るが、 回 線 サ ー ビス ぐ らい で始 ま る とす れば どの よ うに移 行 す

るか とい う こ とだ け で あ って、県 庁 所 在 地 ク ラス の都 市 まで電 電公

社 が や って くれ る ので あれ ば移行 して もい い とは思 う。 そ れ は もち

ろん 料金 の問 題 もあ るが 、 そ の辺 の と ころま で検 討 は して いる。 そ

うい うと きに、 で は電 電 公 社 の方 で どの くらい の程 度 ま で、 あるい

は いつ ごろ ま で にや ります とい うよ う な こ とが わか れ ば計 画 が たて

易 い い う感 じが してい る。

そ うすれ ば シ ス テム設計 もか な りで きま す し、移 行 計 画 もで きるん

じゃ ない か、 も ちろん制 度 絡 み もあ るで しょ うけ れ ど も。

5)デ ィ ジ タ ル 網 に 音 声 は 通 ら な い .㌧,

匡⊇ 新 デ ー タ網 の1つ の問題 点 とい うのは、 デ ィ ジタ ルだ か ら電話 が通

ら な い と い う こ と が あ る 。 デ ィ ジ タ ル ・フ ァ ッ ク ス とデ ー タ な ら

通 る。 何 し ろ 会 社 の 中 に は か な りの 電 話 とPBXが あ る か ら、 太 い
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バイ ブ を引い てお い て、 そ れ を分割 して、 これ は電話 用 、 これ は デ

ー タ用、 フ ァ ックス 用 とい うふ うに使 って い る。 特 に最 近 の よ うに

テ レ ックス をや めて フ ァク シ ミリに置 きか えて い く ことに な って く

る と多様化 され た使 い 方 が 出 て くる と思 う。 そ うす る と、 デ ィ ジ タ

ル網 は、 データや ファックス には い いか もしれ ないが 、 電話 も含 めた

全 社的 総合 通 信 網 の見地 か ら太い バ イ ブを 使 って コス トの節 約 を計

る とい うこ とが むつ か し くなる とい う心 配 もあ る。

6)手 続 の 簡素 化

匡[二匡]申 込手続 とい うのは非常に繁雑 である。私は直接担 当は してい ない

が 、担 当者 に言 わ しめれ ば 本 当 に あの手 続 は困 る、 付 帯 書 類 が 多過

ぎるの では ない か とい うこ と を盛 ん に言 う、 今 回 のDDXが 具 体的

に な った ときに はそ の辺 の と ころ の手続 面 で も も う少 し簡 略 化 され

れ ば非常 に助 か る。

1[i亘]も しも何 か希望 でも出せれば、いまのお話 とよ く似 ているヵ㍉ 申込

手 続 を 出 してか ら実 際 ライ ン をい ただ くまで の時 間 が非 常 に長 い、

1週 間 程度 では なか なか いか ぬ ので あ ろ うが、 それ が非 常 に 困 る。

何 とか そ うい う ところ は改 善 してい た だ きたい とい うふ うに いつ も

思 ってい るo
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10保 守 に つ い て

1)時 間 外 サ ー ビス

[ill二更]Dl回 線 を相当数使 ってい るが・特に時間外の場合の ときに非常に

困 る。 大体 コ ン ピ ュー タは24時 間 ほ とん ど動 い てい る ので,い つ

ばい い つ ばい 使 っ てい るか ら,回 線 の ダ ウ ンで 遅 れ て次 の 日の オ ン

ライ ンの ス タ ー トがで き ない とい うよ うな こ とが 大 分 あ る。 特 に時

間 外 が 非 常 に ぐあいが 悪 い。

[亘〔 至]夜 間 とい う意味か。

置 型 ・時近辺 か らぐあいが悪 くならて1明 け方は もちろんEい う感 じで

あ る。24時 間 サ ー ビス を して い た だ け るか ど うか わ か らない が,

コ ン ピ ュ ータ その ものが24時 間稼 働 とい うふ うに だん だ ん な つ て

くる の で は な いか と思 うの で,特 に そ う1ノてい た だ きたい と思 う。

極]い まの特定回線の契約は,2塒 間使 捕 捉の契約である。

2)責 任 分 界

匡=固 いわゆ る切 嚇 しの試験の ための,回 線が悪いのか ター ミナルが悪

い の か,そ の辺 で の 切 り離 し を十 分 ユ ーザ ー側 が や つ て,そ し て回

線 が 悪 い と思 って 申告 したの か,こ うい うよ うな チ エ ツ クが 入 る。

その と き に それ だ けの レベ ル を ユ ーザ ー 側 が持 って い るか ど うか,

ま た端 末 側 にっい ては 特 に われ われ の 方 も相 当教 育 は してい るが,

も う少 し宅 内 まで 入 って の端 末 の 確 認 を や つて も らえ る といい の で

は ない か と思 う。 あ る程 度 の限 度 は あ るし,だ ん だ ん電 子化 され て

く ると非 常 に むず か し くなつ て く るし,回 線 は異 常 あ りませ ん とい

うの で つ な ぐ とや は りだ めだ とか,そ うす る とそ こ が宙 ぶ ら りん に

な つ て しま うとか,メ ー カ ーの保 守 もその ときに立 ち会 わな け れ ば

い か ぬ とか,そ うい う全体 的 な保 守 の体 制 とい うものは や は り1同
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見 直 して み る必 要 もあ るの で は ない か とい う感 じ籍 す る。

3)回 線 断 の ペナ ル テ ィ

そ れ か ら,電 電 公 社 さんの ペ ナ ル ティーは ない の か,た とえ ぱ 回線 全

部使 え なか つ た とい う場 合。

国 璽 ペ ナルテ ・一はあ るが 一 ◆'・

pmww線 は遅れが2時 間以 たつた ら払い戻 しだ とか とい うOP6あ る
.
o

岡 田 じ・うとかい うの はあ るが,料 金の 日割 り講 だか ら・ デ ータ

の 質 とか,中 味 に対 す る もの の ペ ナル テ ィーは な い。 回線料 金 の 割

引 で は … … 。

囲 今度のDDXに 対してはどうか・

軽 司 国際回線よりも国内回線の方譜 通品質を保持しやすいが・醜 公

社の 回線の使用不能時の払戻 しの 単位時間は国際回線の半分 ぐらい

の 責任 に しか な つ て い ない 。

回 い ま24時 間 ダウンで ある・

[亙 利用雛 では・24時 願 えなか つた ときには・申告 してか ら終わ る

までの時間を計算 して,24時 間超えた場合はその分を日割計算 を

し て払 い ます とい う.ふうに な つ でい る。

囲 い まここで使 お うとい う真の 目的は,デ ータだ とか・ そ うい う価値

あ る もの の シス テ ム だか ら,24時 間 なん とい つた らとんで もない

話 で あ る。

国 璽1国 際回線が12時 間だか らおか しいのです・国 内・そ縄 ペ ナル ティ

・一 とい う よ り も ,使 え な か つ た ん だ か ら当 然 払 い 戻 し す る と、い う.の

で あ つ て,あ れ は ペ ナル テ ィ ー で は な い 。

匡 二型 ‥ ビスがで きなかつた とい う・とで・契縫 反 とい う形 になるの

か 。
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野 垣 内 ま して利 用 面 に お け る生 まれ るべ き価 値 に対 す る補 償 とい う考 え方

は 全 くな い 。

[郵 特にD－ 国 勧 場合は醜 公社の立棚 晶 醐 を鎖 ししてい

るん だ,い わ ゆ る電 話 の 帯 域 をお貸 し してい るん だ とい うこ とで ビ

ッ ト補 償 を して い ない … …。

4)DDXの 場 合 の 保 障

国 玉]今 度の 新 しいDDXに っいて も・… ・

嗣 今度の場合 は ビ・ ト視 ると思 う・だカ・ら・ ビ・ ト囎 とい う・ と

だ ろ う と 思 う。 ビ ッ ト保 障 とい う こ と は エ ラ ー ・レ ー トで あ らわ さ

れ る,IO-6と か10{8と か 。今 度 そ の よ うな 品 質 や サ ー ビス体 制 が

ど うい う ふ う に な るか,24時 間 保 守 を し て くれ るの か ど うか,そ の

辺 の と こ ろ が あ る 。 、

匡 二 司 ビ・ ト保 障 は して も・ あ る時 間 ・・一 ス トとか そ うい う もの で は な く

て,数 時 間 とまつ て し まつ た とい う場 合 に は ど うな るの か。

[郵 その辺はどのよう嶋 融 社が保守棊戦 つくる旅 よろう・それ

と技術 参 考 資料 とか 保障 値 とか い う もの を公 表 す るの か ど うか。 現

在D;1回 線 で は技 術参 考 資料 とい うの は 出 し てい るが 。 それ か ら・

し『・わ ゆ る直 営 の モ デ ムにっ い ては,D-5と かD-7回 線 で は ビ ッ

ト保 障 を し てい る。 今 度 のDDXに な つた らどの よ うな保 障 を し て

くれ るの か,ど の よ うな保 守 を して くれ るの か。

5)保 守受付窓 口

回D-1回 線鞭 っている現在では高 話局がま掃 初にかむ・その

次 に長 距 離 回線 の 問題 で あ る と電 話 中継 所 が か む,そ れ か らD-5

とかD-7回 線 とか を使 う と電 信 施 設所 が かん で く る。 障 害 に よ つ

て それ らの 窓 口 と一 々交 渉 を し な けれ ば な らな い。 非常 に め ん ど う
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く さ い 。 保 守 体 制 とい うの はDDXに な つ た ら一一・元 化 して ほ し い 。、

と に か く1つ の 窓 口 に 頼 ん だ ら全 部 や つ て くれ る と い う よ うな こ と

で な い と,と て も じ や な い が や り切 れ な い とい うこ と に な る 。

魎 窓 ・」が違 うか らそれ は あ つ ち'ト行 って くれ とか こつ ちへ行 っ て くれ

とい うの は か な わ ない。

[郵 われ われ に とつてはそれが髄 であ る・,と・うが・長距細 線唖

害 は 回線 統 制 中 継 所 とい うの が あ るか らそ つ ちへ行 っ て くれ とか 。

6)ケ ー ブル 不 良

画D咽 齢 んか よく当た り外れ とか言 われ るが・ そ うい うこ とは余

りな い か 。

匝=郵 案外あ る.市 内の回線でケーブル区間はケ づ ルのいいの と悪いの

と,ジ ョイ ン トを手 で や つて い るのか 機 械 で や つ て い るのか とい う

'ことで 時 々断 あ るい は 瞬断 が起 こ る可能 性 もあ る し,必 ず芯 線 不 良

とい うの が あ つ て,た とえば1,200対 の ケ ー ブルの うち何%か は不

良芯線が ある。 たまたまその不良芯線 を使わせ られ た ときには非常

に 悪い 回 線 が で き る。

㊥ 中継 で もあ る・鯨 一大阪間で も別の ものにか えて くれ と言ってす

か つ と解 決 す るこ とが あ る。 それ は 向,こ うは 回線 か え た とは 言 わ な

い 。 非 常 に しつ こ く食 い 下 が る と 「な お りま した か 」な ん て電 話 か

か つ て く る。

7)ユ ー ザ ー の 正 しい 対 処

[郵 ユーザー との撚 的な力関係で・ユーザーの方が きつち りとしたデ

ー タ をっ け て この とお り悪 い と言 えば電 電 公社 も納 得 す る,抽 象 的

な 話 で は や つ て くれ ない。

繭 さ つ きの 折 り返 し テ ス トもし てい な い よ うだ とユ ー ザ ー も強 い こ と



は 言 えな い。

匡 亙 私 ど もで もよ くあ る が・ その と き1と担 当 じてい るオAoレ ー タ ーに よ

つて うま く切 り分 け てBTBテ ス トを や つて,公 社 の 回線 は こ うい

う悪 さだ,た とえば 上 りが ダ ウンだ とか下 りが ダ ウ ンだ とか瞬 断 だ

とか,そ こまで 判 断 で き る オペ レー タ ーが 申告 す る と修復 が早 い 。

fこか ら,公 社 に言 わせ れ ば,ユ ー ザ ーの レベ ルが 公 社 の 望 む と ころ

まで 来 てい ない とい うこ とを言 うで あ ろ う。 切 り分 け し て,確 かに

回線が 悪 い とい うこ とで 申告 出 さな けれ ば い か ぬ もの を,そ れ をや 、

つ てい な い とい うこ とで あ えて延 ば され るケ ー スが あ る よ うだ。

国 玉]人 を見てや るわc'ナか・

匡=倒 そうだ・向 こ うの立場 もあ るだ ろ うカ・・ しかは くなつ訪 ではな

い か 。

回 そうい矯 味では全体的にはよくなつたような感じがする・

匡 二i司Dlだ けは勧 坤 鵠 所 も齢 し課 守体制が違うので問題はあ

る よ うだ が 。

匝 二 奎]今 度のDDXの 場合 に,回 線サ ー ビスについては どうか知 らないが・

回線交 換 にっ い て は い まの 電 話 交 換 網 よ りは保 守 が や りやす くな る

よ うだ 。層モ デ ム に相 当 す るDCEの とこ ろで 折 り返 しが 両側 かぢ で

き るよ うな,'そ うい うテ ス ト機能 が 組 み込 まれ る よ うで あ る。
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11'パ ケ ッ ト交 換 に つ い て

1)適 用 領 域

国 玉}パ ケ ・ ト交換 とい うの は短 い ・ ・ッセ ー ジで デ ータ量 の 少 な い もの,

回 線利用 率 の低 い もの に つ い て は有 効 で あ る。 し か し,大 体 大型 の

オ ン ラ イ ン:シ ステ ムの デ ー タ量,特 に銀 行 シス テム な どは 猛 烈 な

デ ー タ量 が あ るの で パ ケ ・ トで 送 れ る よ うな状 態 で は な い。 パ ケ ・

ト交 換 の 適用 領 域 とい ま の オ ン ライ ン ・シ ステムの 大 容 量 トラ フ ィ

・クの 出 る もの との 間 には 非常 な ひ ら きが ある。 パ ケ ・ ト交 換 網 が

コ ン ピ ュ ー タ ・ネ ・ トワー ク をや る場 合 の有力 な手段 で あ るな らば,

パ ケ.ト 交換 網 の 適用 領域 を広 げ て,た とえばRJEで もバ ル ク'

デ ータで も送れ るよ うに,そ うい うサ ー ビスに拡 張 して い く必 要 が

あ る よ うに思 う。 そ うす る と技 術 的 にか な り研 究 の 余 地 が あ る と思

、 う。

それか ら,特 定 回線 と回 線交 換 につ い ては これ まで ユ ー ザ ーが 使 っ

て きて い るの で余 り問題 は ない とみ られ る。い まの特 定 回線 か らデ

ィジ.タル の サ ー ビスに 乗 りか え る場 合 もモ デ ムの イ ンタ ー フ ェ ー ス

が使 え るか ら,物 理 的 に もそ ん な に問 題 は ない し,使 い 方 にお い て

もそれ ほ ど戸 惑 うこ とは ない と思 わ れ る。 た だ,パ ケ ・ トに つ い て

は い ろい ろ言 われ て い るが,各 社 い ろい ろ自社 の ネ ・ トワー キ ン グ

化 の た めに投 資 を して い るわ けで,そ れ をやめ て パ ケ ・ ト交 換 網 に

乗 りか え る こ とに な る と,ソ フ トウエ アだ とか プ ロ グ ラム が書 きか

、 え にな る問題 が あ る。

2)パ ケ ッ ト回 線 と端 末 の接 続

国 玉1パ ケ ・トにすべ ての端末がつ くと・、うわけにいか ない・ ごくご く限

られ た 種類 の 端 末の イ ンタ ー フ ェー ス を図 る とい うこ とで あ るが,
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もし料 金 的 に,そ れ か らい ろい ろな ハ ー ド,ソ フ トの 改造 が それ ほ

どむず か しい もの で な い とし た場 合 に,い まの イ ンタ ー フ ェー ス条

件 で い い の か ど うか 。

それ か ら,そ れ をつ け る と きに現 有 の端 末機 をパ ケ 。 ト交 換 で 使 う

と した場 合 に,電 電 公 社 が イ ン ター フェー ス ・ ミニ ユ ンで シ ミュ レ

ー シ ョンをや って くれ るか ど うか とい う質 問 が ある が ,も う1つ は

直営 で それ をや って くれ るの か ど うか と同 時 に,自 分 の と ころで ミ

ニ ゴ ン を買 って きて つ け られ るか とい う問 題,自 営 でや って い い か

ど うか とい うよ うな 問題 も出て くる と思 う… …。

匿 亘酊 それはパケ ・ トとの接続 と・・う意味か・

圧 雪 そ うです・ そ うい っ た ・ニ コンとい うよ うな ものが・ どの顧 ま

で 自営 で 許 され るか 。

巨 玉 い 二・ンの蟻 はむずかしい・ もういま・ンテリジ⇔ ド タベ

ナル,も う ミニ コ ンに近 い もの は 内蔵 して い る。 そん な もの は取 り

外 せ とい う こ とは で きな いの で は な い か。・

匡亘 司 た だ,い ま ・ ンテ リジ ・ ン トとして 入 ・てい る もの で は ・ 現有 の も

の とパ ケ ・ トとの 交 換 は ち よ っ とで きに くいの で は ない か,ソ フ ト

を追加 した と して も。 だ か らそ この と ころで 新 し くわれ われ の 自営

で やれ るの か,そ この 交換 につ い ては 電電 公 社 しか やれ な いか とい

う問題 提 起 だ と思 うが … …。

圏 ホス ト・ンピ一 夕が バ ・クァ ・九 ない とで きない・

[蓮 司 で きない.現 実醜 としてその醜 だけ抽出す るわけにいかないの

で は な い か。 やは りほ か の2つ の サ ー ビス との 比較 の 上 で 企 業 が選

択 す るだ ろ うか ら,自 営 を許 せ とい うこ とは 言 って もい い が,許 し

て も ら って もそれ にか け るハ ー ド,ソ ラ トめ 手 間 と大 き さに よ って,

や は りこれ は あ か ん わ とい うこ とに な る こ とは 非 常 に可能 性 とし て

大 きい と思 う。
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巨 困 多分中小企業ではできないであろう・

野垣 内 い や,端 末 の あ る.とこ ろに い まの パ ケ ・ トとい うこ と に な る と ミユ

コ ンを1つ1つ 置 い てい か な けれ ば な らぬ だ ろ うか らコ ス トが 非 常

に 高 くっ くと思 う。

亘 しかし・ ・二・ンは安 くなる・

匪i]だ か ら・償 却酬 館 の利用の コス トよ りも安 くつ くか ど うかでな

いか 。 また,ど ち らの 方 法 を と るに して も1情 報 当 た りの コス トが

ペ イす るか ど うか にか か って くる。

回 結局ハー ドの ・ス トが 下が ・た ら自分で やる・

厘 亘]台 数に 欄 係す る・

回 それはそ うだ・銀行 さんみたいに何百台 も端末の あ ると・ろは・そ

れ は ミニ コ ンを使 った 方 が 得 だ と思 う。

L

3)パ ケ ッ ト交 換 に お け る端 末 の種 類

巨]パ ケ ・トにな る場合・た とえばホス トの方の ・ン 巨 一タについて

は 電 文 を パケ ・ トにす る とい う形 に な る。 そ して タ ー ミナル の方 は

通 常 の電 文 に変 わ る … …。 ・

函1し て出す.

亘 その通常の敢 に交換するのは現時点では公社さん側の直営の誠

で や る と考 え られ て い るわ け か。

巨=ヨ ーいまのパケ ・ト交換の端末 の ・ンタづ ・一ス とな ると・搬 端末

とパ ケ.ト ・モ ー ド端 末 と2種 類 あ って,パ ケ ・ ト ・モ ー ド端 末 と

い うの は い わ ゆ るハ イ レベ ル伝送 制御 手 順 を使 った,し か もパ ケ 。

ト化 で きる よ うな イ ン テ リジェ ンス を持 った端 末 もし くは コ ン ピ ュ

ー タで な けれ ば い け ない。 一 般 端末 の 方 は い わ ゆ るキ ャ ラク タ端 末

と言 われ る もの で, 、テ レ ・ク スが典 型 的 な もの で あ るが・ キ ー ボ ー

ド.プ リ ン タで あ る.こ れ は キ ヤ ラ ク タ カ∫ぱ た ぱ た 出 る の で,パ ケ
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・ トにす るた め に256文 字 出 た ら切 らな けれ ば な らない 。それ をパ

ケ ・ ト化 す る機構 が い まの端 末 機 に は ない わ けで,途 中 に ミニ コ ン

もし くは マ イ ク ロコ ンを入 れ て,256字 来 た らそ こ で一 区切 りに し

て荷 札 をつ け る とい うか,へ ・ダー をつ け て送 り出 さなけ れ ば な ら

な い。 受 信 す る場 合 は パ ケ ・ ト・で ぱ らぱ ら来 た もの をメ ・セ ー ジに

して端 末 に 出 し てや らな けれ ば な らない δ端 末 機 の 仕様 がJISの

よ うな もの で 制 御 手順 が 合 う もの な らば電 電 公 社 の方 で 接続 の た め

の イ ンタ ー フ ェ ース を用 意 して くれ るカ㍉ い わ ゆ るすべ ての 端 末機

がJlS規 格 にの っと⇔ て い る とは 限 らない わ けで,は み 出 し た も

の につ い て は どの よ うに して接 続 で き るの か とい う問題 が あ る。 ・

4)バ ケ ッ ト網 にお け る 交換 機 の機 能 、PADの 性 能

匡=司 その辺私 もち・ ・と疑問があ ・たのだが・ このパケ ・ト暢 合には

電 電 公 社 の 方 の い わ ゆ る交 換 機,こ れ は コ ン ピュー タ化 され るは ず

だ し,そ こで そ うい う符 号 を挿 入 す る とい うこ とはで き な.いの か。

巨 二割 いま のパケ ・トの交雑 その もの にはパケ ・トの アセ ンブルだ とカx

デ ィ ス アセ ン ブル とい う機能 は ない わ けで,特 定 の指 定 され た伝 送

手 順 を持 って い る,た とえば基 本 モ ー ドの伝 送 手 順 を持 ってい るJ

IS化 され た端 末 につ い ては,PADと い う一 種 の ミニ コ ンを電 電

公 社が 提 供 し て,こ れ はパ ケ 。 ト ・アセ ンブ ラ,デ イス アセ ン フ フ

とい うボ ック スを入 れ て,そ れ で つ な げ る とい うこ とに な って い る。

PADは 交 換 機 その もの で は ない が,交 換 機 の 前段 につ く。

回 端末側 につ くわけか・

国 玉1交 換局内であ るが・ それ は噸 の ・ンバ ータでφ る・ ところが・ そ

こで サ ポ ー ト.され る端 末 の種 類 は 限 られ てい る。

匡 三回 そういう面では枇 も一番心配するのは慨 存端末というものの有

効 活 用 とい う もの を 当然考 え て いか なけ れ ば な らない の で,こ の 辺
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が そ うい う制 約 な りが 出 て く る とま たそ れ に対 しての 費 用 が か か っ

て くるだ ろ う。 その 費用 負 担 が 公社 の 直営 に し ろま た かか るだ ろ う

とい うこ とに な る と非 常 に使 い に くくな って くる。 こ うい う ネ ・ ト

ワー クに本 当に加 入で きるだ ろ うか とい う利用 面 で の 限界 が あ る と

思 う。

口 それが醐 のハードと・・トの改韻 を引いても朋 料金埴 けれ

ば,何 年 かの スパ ンで 見 た と きに は乗 り移 って有 利 だ とい うこ とに

な るか と思 うが,そ の 辺 の 料 金 だ とか 費 用 がい く らに な るか全 然 わ

カ〉 ら な い ・ ・。

匝 二亘]何 か公社側の都合 に よる・ンター ・・一スを全部強制 されて くるよ

う な 感 じ を 受 け る 。 このVシ リー ズ ・イ ン タ ー フ ェ ー ス とか,Xシ

リ ー ズ とカ〉は … … 。

匡口]そ れは モデム と回顧 の もの と考 えて もいいのか・
コ

[[iiV24と い うの は い ま の モ デ ムの ・ ンター ・・-Xの 規 格 で ・これ は

恐 ら くす んな りい ま モ デ ムで 使 って い るソゲ ・ トを持 って くれ ばD

DXの ときのVシ リー ズの イ ンタ ー フ ェース と合 うは ず で あ る。 こ

れ は 物理 的 な問 題で,パ ケ ・ トに な る と物 理 上 の イ ンタ ー フ ェー ス

と同時 に論 理 的 なや り,とりの 順 序 が あ る。

」

」

5)パ ケ ッ トの場合 、 ソ フ ト変 更 の 必 要

繭 それ醐 題 にな る・ だか ら・CCEも 含 めホス トの方 に持 ・てい る

通 信 制御 の や り方 自体 が パ ケ ・ トに通 らない ので は ない か とい うこ

とが あ る。

画 そ うす ると,・ ・ トウ・ア咳 更 も相当大きな ものにな る・

匿 亘司 そ うなると思 う・ ホス ト側 にあ ると思 う・

國 その場合は ・・ン ト・エ ン ド的購 え方 ・・なるのか・ ホス ト鮒 加

させ るので は な くて,そ の 前 の 通 信 制御 の段 階 で とい う形 で ない と
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なか な か 対処 で きな い。

野 垣 内 付 加 した方 が楽 で あ ろ う。

匡=司 そうだ と思 う・

巨 二割 通信制臓 置の ネ ・ト・一 … ン ト・一・ ・カ グ・ム敬 造す

る か,そ こ に も う1つ ミニ コ ン を 入 れ て コ ン バ ー タ に す るか で あ ろ

う 。

画 全部 パ ケ ・ トにな る碗 ら・ ・ トをす カ・・と変 えて し ま ・てい い が ・

全部 パ ケ ・ トには な らない で あ ろ う ゲ サ ー ビスが 提 供 され ない

地域 が残 ってい る状 態 だ と絶対 併 用 に な る。

国 玉1二 本立て・三村 てになる・

垣 二 亘]セ ンタの 受け・としては本当・・ど うして も複数 な る・

匡 夏 至]だ か ら,制 御手順 もセ ンター側蘭 方 持たなければだめであ る.

[郵 ですか ら,移 行醐 とい うのが大変 な醜 になる.'

巨 ニヨ 臨 交換網があ り,特 定 回線があ り,デ ・'ジタル励 ・て,回 蔽

換,パ ケ 。 トが 入 って く る こ と に な る 。 、

[郵 サゴ スの輔 できない難 だ と大変で ある.

匿 亘司 そうな ・て くると・モ リーが足 りな くな ・て くる可能齢 ある・

匡麺]本 当にそ うだと思 う.か な り大 きな搬 鵠 ・ていか ない と…

ン ト ・エ ン ド プ ロセ ・サに して も対 処 し切 れ ない よ うな気 が す る。

睡 回 そ うす ると,せ いぜい回搬 換 か,回 線サー ビスだけで やめてお ・

うか とい う考 えがで て く る。 パ ケ ・ トは しば らく後 に な る可能 性 が

あ る。 全 く 新 し く大 きな ネ ・ トワ ー ク をつ くろ う とい うの だ った ら

わ りあい 単 純 にい け るが,そ れ で もサ ー ビスの ない地 域 に 端 末 を置

か な けれ ば な らぬ とい う こ とに な る と,や は り現行 法 の 網 を使 わ な

けれ ば な らない。

口 跡 人は いろんな・ とを考 えるので ・まな いか・ 田舎は ・・ク ・ ・リ

で やれ とか,頻 度 の 少 な い と こ ろは フ ァ クシ ミリで い いの じや ない
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か とか 。

匡鉋 ア ンサ ー ・バ ・クに 少 々時 間が カ・か ・て もいい とい うの な らそれで

い い が,お 客 さ ん が 前 に い ら っ し や る と こ ろで は ち よ っ と … … 。

b

－63一



12需 要の所在 と需要喚起の条件

圏 電設 社として嬬 要剛 をやる腰 力・ある唱 うが濡 野 測を

や る には料 金 を あ る程 度 明 らか に して ユ ーザ ーの 反応 を見 なけ れ ば

い けな い。 そ うし ない と鶏 と卵 の 関係 に な って 需 要 予測 はで きな い,

ユ ー ザ ーの方 は 反 応 を示 す こ とが で きな い とい うこ とで,ぐ る ぐ る

廻 りに な る と思 う。

回 顧 予測だが・棚 者雄 鶏 な分類ができていないと思う・大企

業 の 企 業 内 セ ンタ ー,そ れ か ら情報 提 供 サ ー ビス とい うか,野 垣 内

さん とか 高 橋 さん の ところが そ うです が,そ れ に や や似 てい るので

電 通 さ ん とか 野 村 シ ス テム さん,私 の とこ ろの三 井 情報 開 発 とい う

と ころで 一 般 ユ ー ザ ーの 情報 処 理 をす るセ ンタ ー と,大 企 業 の シ ス

テ ムな りオ ペ レー シ ョンな りを主 と して や ってい る とい うよ うな3

つ の グ ル ープが あ る と思 う。 そ して,や は り一 番 自由 化 を望 ん で い

るの が 情報 提 供 サ ー ビス業者 の方 で は な い か,そ の 次 に われ われ の

よ うな情 報処 理 サ ー ビス会 社 で あ って,第3番 目 に大 企 業 の方 で あ

る と思 う。 大企 業 の 中 で も商社 な んか は 不特 定 多 数 の 人 の 情報 サ ー

ビス とい うか 情報 処 理 サ ー ビス を ど うして も必要 と してい る。 や は

り一 般 企 業 とは 違 う面 が あ る とい う こ とで,ど こに ニ ー ズが一 番 強

い か,そ れ か ら情 報量 の伸 びは ど うな るの か とい うよ うな こ とを予'

翻 して み る必 要 が あ るが,情 報 量 の伸 びで い く とど う もその逆 順 序

で は な い か。 大 企 業 の 情 報量 は これ か らうん とふ え る と思 う。 な ぜ

な らば,い ろい ろ な コ ン ピュー タ ・コ ス トパ フ ォー マン スが 上が っ

て い くと同 時 に,コ ン ピ ュー タ業 者 の相 互 の競 争 とい うのが あ るか

ら,い ろい ろな オ ンラ イ ン化 とか 端 末 機 を安 くす る とか,そ うい う

よ うな こ とで 利用 頻 度 とい うの は うん と上が って くる。 その と きに

ハー ドウエ アあ るい は ソ フ トの コス トが下 が ってい け ば デ ー タ量 は
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うん と伸 び てい'く。 その と きに障 害 に な るのが 回線 使 用 料 の 問 題 だ

と思 う;こ れ は やは り安 く して も らわ な ければ,デ ー タ量 が 伸 び た

ち それ だ け電 電 公 社 に払 うお金 は大 変 な ことに な る。 た とえ ば住 銀

さん に し ます と先 ほ ど言 わ れ ま した年 に5億 で す か,三 井物 産 は た

また ま 「週 刊朝 日 」に も出 てい た けれ ど も,三 菱 商事 に して も1年

間 に12億 の 回 線使 用 料 を電 話 も含 め ま して払 って い る。 た だ し,

その うち海外 が4億 位 だ とい う。 国 内 だ けで 見 る と,銀 行 さん の よ

うに支 店 は な い が,国 内は や は り圧 倒 的 に量 が 多い,も の す ごい量

で あ る。 です か ら;そ うい う意 味 で は,そ れ が い まで さ え そ うで あ

る し,現 在 あ る一 部 の 商社 で は す で に行 き渡 って い るが ・経 理 処 理 ・

会 計処 理 シス テ ムの トー タル ・シス テ ム とい うの をい ま盛 ん に組 ん

で い る。 これ がで き上が る とま た デ ー タ量 が倍 ぐ らい にな る。現 段

階 で は 荷 渡 しが済 んで か ら決算 ま で しか や って い ない の を・ 契 約 の

』段 階
か ら全 部 一 貫処 理 し て し ま うとい うこ とに な る と,大 まか に推

定 して倍 に な る。 こ うい うこ とにな る と コン ピ ュー タ処 理 の 時 間 は

倍近 くに は な る。艮1ち,デ ィー リー ・バ ・チが 主で あ るけ れ ど も・

'デ ー タ伝 送 め量 とい うの は 倍 に な る。 それ か ら,オ ー ダー ・エ ン ト

リご なん か に して も,端 末 が どん どん 安 くな って い く とい うこ とに

な る と,た とえば ソ ニー さ ん に して もい ろい ろな 問屋 さん とか小 売

店 まで端 末 機 を ば らまい て しま う。そ し て,オ ー ダ ー ・エ ン トリー

か らデ リバ リー(配 送)ま で 一 貫処 理 して しま う とい うよ うな こ と

が コン ピュ ー タでで きて し ま う。 それ か ら,そ の 他 の 大 企 業 の,三

菱 重 工 さ んに して もそ うで あ る し,日 通 さん に して もそ うだが,末

・端 店 との 電 話 使 用 とい うの は うん と減 って くる,そ の か わ りに 情 報

通 信 が どん どん 上が る。 そ の と きに,先 ほ ど申 され た よ うに ミニ コ

ン を使 って ハ イ ア ラ ーキ(階 層 的)に ス ケ ール をだ ん だん 下 げ て い

く とい うこ とで ない と,い まの 回線 使 用 量 か らい く とで きない『の で
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は ない か 。 イ ン タ ー フ ェ ース の 問題 もあ るが,結 論 として ハ ー ドウ

エ アが どん どん安 くな って い け ば利用 量 は うん とふ え てい く とい う

こ とか ら考 え る と,大 企 業が 使 う回 線 の量 とい う もの は今 後 飛躍 的

に伸 び て くる。 その と きに い ま まで の よ うな 自社 の コ ン ピュー タで

全 部処 理 し てい く とい うこ とに な る と コ ン ピュー タ費用 が 大変 大 き

くな る し,そ こで電 電 公 社 で 新 しいDDXの サ ー ビス もで き る とい

うこ とに なれ ば そ れ を利 用 し よ うとい う こ とに な る。 需要 予 測 とし

て は もっ と もっ と大 胆 に その 分 野 に まで踏 み込 んで も らわ な けれ ば

い け な い。 また,そ の 他 われ われ 情報 処 理 業 者 とか,情 報 提 供 サ ー

ビス の方 も,不 特 定 多 数 とい うよ うな者 の使用 の と きに端 末 機 の コ

ス トも うん と下が って くる とい うよ うな こ とに.な り,更 に,法 制 上

の緩 和 とい う ものが 実 現 で きれ ば利 用 量 .はまだ ま だ うん とふ え る。

だ か らどの辺 まで 制 度 を緩 和 す れ ば どれ く らい ふ え るだ ろ うか 。 そ

れ か ら,技 術的 に問 題 点 を解 決 す れ ば もっ とさ らにふ え るの で は な

い か とい うよ うな縦 割 りと横 割 りの マ トリ ・クス的 な 観点 で需 要 量

の 予 測 とい うか,そ うい う もの を科 学 的 にや って も らわ ない と,腰

だ め的 な予想 で は まず い の で は な い か と思 う。 そ うい うこ とを仮 に

シ ミュ レ ー シ ョ ンをや .って み て,ど の く らい伸 び るか とい うよ うな

こ とを電電 公 社 ざん は どの程 度 お や りに な ってい るか。 そ うい うこ

とが われ われ として は望 まれ る。

匡極]寵 公社 さんの励 らすれば・・れは全部本社喋 ま・ているわけ

で は ない が,各 社 回 線の 申 し込 み をす る ときには,そ の 回線 部 分 だ

け じ やな しに全 体 の シ ステ ムを 必ず つ け て出 して い るわ けで,そ れ

の デ ー タの量 な ん とい うの も料 金 的 な面 か らすれ ば あ る程 度 把 握 で

きるの だ か ら,あ れ を持 って きて シ ミュ レー トされ れ ば わ れ われ が

議 論 なん か す る よ りず っと単 純 で は な い か。

匡=団 資料 もあるはずである.
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匿 割 ・うい うふ うな もの は鮪 で きる とか・ ・うい うふ うな ものは移行

で きない とか とい うふ うな こ とは一番 よ くお わ か りだ と思 う。

k
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13DDXの 位 置 づ け

匿=郵 長期的 にみて・のDDXと い うのを どうい う鵬 づけをしようとし

て い るの か。 要 す るに 回線 網 と しての デ ー タ通 信 に っ い ては,将 来

的 にはDDXと い う形一 本 で や って い くとい うよ うな形 で 開発,ま

た 実用 に供 しよ うと して い るの か,そ れ と も現体 系 とい う もの を維

持 しなが ら補 足 とい うか,そ れ を補 うよ うな形 で 開発 してい って い

るの か とい う,そ の 辺 の開 発 の基 本 的 な考 え方,そ の辺 に も非常 に

興 味 が あ る。

匡 亘]ま だ腹 は蝶 ・てい ないので{まないか・

国 画 まあ そ うだ ろうと思 う.わ れ われカ・システムを組 みま暢 合 にその

辺 が長 期 的 に ど うな る んだ ろ うか とい うと.ころが]っ の考 え方 の ベ

ー スに な るの で ,そ の辺 の ところ を早 く明 らか に してい た だ く必 要

が あ る と思 う。 ま あ通 信 回 線の 技 術 とい うの は い ま技 術 革 新 も非 常

に早 い よ うで あ る し,将 来 的 に ま たDDXに と ってか わ る よ うな も

のが 出て くるの だ ろ うか ど うか 。私 ど もの場 合,コ ン ピ ュー タの ラ

イ フ ・サ イ クル とい うのは 大体5～6年 とい うと こ ろなの で,常 に

次 の段 階 の もの を考 え な くては い け な い。 その 段 階 で本 当 にDDX

とい う ものが 回 線 の 主流 に な って い るのか ど うか とい うよ うな とこ

ろ を私 ど もとして も非 常 に関 心 を持 って 見 ざ る を得 ない 。電 電 公 社

さん も当 然 その 辺 の ユ ーザ ー側 の今 後 の動 向 とい う もの を,さ っき

の 需 要予 測 とい うこ と も含 め ま して お考 え に な って い る とは思 うが

・ ・.'.'

o

魎 ち・・と ・年では鯉 であ ろう・

唖 これだけ設搬 資をし・ しか もいままでの償却 し熾 備 よ りも安 く

提 供 す る なん とい う こ とは 考 え られ ない 。私 の推 測 とし てDDXに

は 当然 新 しい料 金 方 式 を導 入 して く るか もしれ な い と考 え る。 従 来
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の特 定 回線 と どの様 に共 存 させ るか も,我 々の問題 で もあ る し,公

社 の 問 題 で もあ る と思 う。

[野垣 内]話 は別だが凍 海道新繍 が もう1・ 何年 前 にで きt・・その時旧東

海道 の特 急 だ とか 寝台 列 車 とか は ほ とん ど全 廃 され た。 九 州,四 国

行 きな ん か皆 大阪 か ら行 きな さい,こ うい うふ うに して し ま った 。

あ の と き新幹 線 の利 用率 が 非常 に高 い とい って国鉄 は御 自慢 だ った

が,旧 縁 の 利用 を利 用 者 は で きなか ったの で あ る。 だ か ら法 改 正 と

い うふ うな荒 っぽ い手 段 で は な しに も っ と功 妙 なか っこ うで,旧 ネ

・ トワー ク網 の サ ー ビス ・メ ニ ュー を減 らす とか とい うよ うなか っ

こ うで 出 て く るか もしれ ない 。

ト
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14ま と め

1)経 済 面 に っい て

国 玉]御 発言のあ… 順に申すと・第 の 就 は・料鍋 に安くて使いや

すい もの で あ るか ど うか,手 間 を か けない で 移 れ るか とい う こ とだ

と思 う。3つ の サ ー ビスが あ るわ け だが,そ れ らの 料金 の比 較 とい

う こ とと,い ま の電 話 線 に比 べ て料 金 が ど うか とい う問 題 が まず 出

て くるだ ろ うと思 う。

それ か ら,モ デ ム もし くはDCEの 値 段 が安 くな るか ど うか,基 本

料 の考 え方 が ど うな るか とい うこ とが 出 て くる と思 う。

2番 目 と しては,い ま'の もの か ら容 易 に移 れ るか ど うか とい うこ と,

これは制 度 か 技 術 の 問 題 か,両 方 の 絡 み で,移 行 に対 す る容 易 度 と

い うこ とで あ ろ う。

軽 司 もちろん ・ス トも勧 ・搬 もよろしい・料金 欄 道 け ・らわ りと

安 くい くだ ろ う,だ け れ ど も切 りか えの た め にべ らぼ うにか か る と

い うので は 困 るか ら… …。

国 玉]次 咄 てきたことは溌 表の醐 ・サービス繊 とい… ことだと

思 う。制 度 面 で,い つ 発 表 して ど こで サ ー ビスす る のか 。 そ れ か ら,

ど うい う計 画 で 拡 張 す るのか とい うこ とが あ る。

次 の問 題 としま して は,申 請 の 手続 が 簡 素 化 され るか ど うか,開 通

まで の期 間,保 守体 制 は ど うか,一 元 化 で き るか ど うか とい った こ

とで あ る。

それ か ら,も し通 信 が で き なか った場 合 に ペ ナル テ ィーは あ るか ど

うか とい った問 題 が あ る。

それ か ら,料 金 との 関連 で,夜 間割 引 が あ るか とい う こ とが あ る。

巨 過 時醒 用という制融 これから必要か・いまの特定通信回線にはない・

案外 時間 専用 とい うこ とで コ ス トが安 くな る可 能 性 が あ るの か な と
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い う気 もし てい る。 た とえば い ま夜 中 は使 ってい な い,日 中 の8時

間 だ けで い いや とい うこ とだ った らか な り安 くな る よ うな気 もす る

が ・… 。

国 司 楓 ・はこれが大幅にある・

口 細 のATTに 腋 間割引 という告岐 がある・それから時臓 用と

い うの が あ る 。

巨〔 蚤]ベ ル ・カナダのDATAR・UTEは 夜間割引があるし・それか ら げ
一 ス で は 安 く な る とい うの もあ る 。

回 い ろい ろな制 度 が あ った 方 が い い。

巨〔 蘂]そ れか ら・ もし曜 日の料金が安ければ日曜日諌 中的にテストが

や れ る,そ うい った こ とが 検 討 され て い るか ど うか 。

それ か ら,相 互 接 続 の 問題 と区域 外 か らの加 入 とい う こ とが どの 程

度当初可能 なの か。

」

2)制 度 面 につ い て

匝 三司 相互灘 とい うのは・いまの ・っの ネ ・ トの相互雛 とい う意味 と・

それ か ら従 来 あ る テ レ ・ク ス網 とか特 定 とかい う もの との 接 続,そ

うい う もの を全 部 含 んで の 問 題 と思 う。

匡 亘]現 在 ・つ(特 定高 話型蝋 離 型公衆)あ る・新データ網 も・

種類 だ とす る と,そ れ ぞれ の 相 互 間 もあ る し,こ の は す か い もあ る

か ら,こ の全 部 の 組 み合 わせ に な る。

[郵 それがで きない と移行が スムーズにで きないのではないか と思 う・

垣 壁]も うち・ ・と特殊 な立場・離 あ る・・は電力会社 なんかは私 設の回

線 を持 ってい るの で,こ れ は技 術 面 もあ るが,制 度 面 で どれ だ けは

っき りす るか とい うこ と もあ る。

国 玉]先 ほ どの鎚 内 さんの御発言のFF・…1っ のネ ・ ト・一・の中で も

あ る個 所 に よ っては 太 い パ イプ を使 うだ ろ う,そ の末 端 へ 行 った ら
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交 換 網 もし くは電 話 網 が あ るだ ろ う とい うこ とで,そ の 間の 相 互接

続 とい うこ と もあ るか と思 う し,そ れ か ら他 社 との相 互 乗 り入れ,

これは い ろい ろな サ ー ビスの組 み合 わ せ が 出 て く るだ ろ う。

匿 亘i]嚇 が本業のと・ろではこの問題は必飽 きてくると思う・嚇 は

財 貨の 流 通 とお金 の 流 通 と情報 の 流 通 と人 の 流通 もあ るが,こ ん な

問 題 が それ ぞれ絡 んで くるので は な いか 。 だ か ら,銀 行 さん の シス

テ ム なん か は これ はす べ ての経 済 面 に皆絡 ん で くる問 題で は な いか

と思 う。

閉 域 サ ー ビスが あ る。 あれ が共 同 使 用 の 問 題 と絡 むの で は な いか 。

国際 電 電 が クロ ー ズ ド ・ユ ーザニ に対 し て一 種 の 閉域 通 信 サ ー ビス

をや って い ら っし や るが,あ れ は い ま の制 度 で 言 うと,国 内で は共

同使 用 の 契 約 申 し込 み を電 電 公社 に や って,そ して その ネ ・ トワー

クづ く り自体 は それ ぞれ の 共 同使 用 して お る企 業 間で や らな け れ ば

い け な いが,早 い話 が こ っちは電 電 公 社 に さ えつ な いで お け ば,閉

域 の相 手 とは 電 電 公社 の 局 内 で特 定 回線 との接 続 をや ってい た だ け

る とい うふ うな こ とが,た しか 新 しい サ ー ビスで や るか ど うか とい

うよ うな こ とは 議論 に な ってい た の で は な い か と思 う。 それ は 自社

内で も同 じ こ とで あ る。 自社 内 で特 定 回線 を中 心 と した ネ ・ トワ ー

ク を接 続 させ てい ろい ろつ く って い るが,そ れ は み ん な も う電電 公

社 に任 せ な さい とい う,電 電 公 社 の 中 で接 続 をや って い ただ くとい

うの が 実態 。 これ は特 定 と特 定 との接 続 とい う意 味 な ので,今 度 で

す と回線 サ ー ビスの 中 の付 加 サ ー ビスみ た い な もの,そ の こ とが 制

度 と ど う絡 むの か,共 同使 用 な ど との 関係 は ど うな るのか 。 電 電 公

社 だ った らそれ をや って あげ るけ れ ど も,自 分の 方 で 共同 使 用 申 し

込 み を した ら共 同使 用基 準 にか な って お りませ んか らで きない と言

われ た の で は,こ れ は 選択 の 自由 を大 変 阻 害 す る もの で は ない か と

私 は 思 う。
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巨]い まの期 使用・他人使用の制限緩和の噸 と噺 データ網の額

サー ビス,特 に閉 域 サ ー ビス等 が ど うい うふ うな絡 み が あ るか とい

うよ うな 問題 で あ る。

匡憂]同 様の問題が回搬 換 サー ビスでtま現在 のテ ・ ・クス(加 入酷)

と ど う絡 むか とい うこ とが まだ あ る。 回 線交 換 サ ー ビス とい うの は

200ビ ッ トまで サ ー ビスが あ る。 そ うす る と,現 在50ボ ーで テ レ

.ク スは遅 くて か な わ ぬ とい うとこ ろが200ボ ーの 回 線 交換 サ ー ビ

スの 方 に 移 られ る … …。

匡 二割 その とき端末が公社の方でや ・て くれ るか ど うか・

魎 それが料金 面 と技術面 と制度面で どう自由 にしていナ・だけ るか とい

う こ と で あ る。

b

3)利 用 面 に つい て

口 制度面は大体 そん なところだ と思 う・目‖に利用面でい ろい ろ鵬 見

が 出 た よ うに思 う。

匡…]利 用 面で私は相矛盾す る麟 が あると思 う・1つ は・ データのため

とい うこ とが 前 提 だが,'通 信 網 として で きるだ け 単 純 に 通信 オ ン リ

ーで お考 えに な って い た だ きた い。 技 術面 で 言 えば
.トラン スペ アレ

ン ト,そ うい うこ とだ けで お考 えい ただ か な けれ ば な らぬ,こ ,れは

基 本的 に維 持 し てい た だ きた い とい うこ とが1つ あ っ て,そ の ほか

に どれ だ け付 加 価 値 をつ けて いた だ い て ユ ーザ ー に便 利 な よ うに し

てい た だ け るか,そ して その 選択 は ユ ーサ ー に任 せ て くれ,,こ うい

うこ とだ と思 う。 付加 価 値 的 な利 用 の 仕方 は全 部 ユ ー ザ ーの 方 で 考

え るか ら,と にか く通 信 と して トラ ンスペ ア レ ン トで 信 頼 性 の お け

る速 い,安 い もの を くれ とい う要 望 と,私 の ところ は 本体 と端 末 だ

け用 意 す るか ら,そ っ ちの方 は皆 任 すか らひ とつ よ ろ し くお願 い し

たい とい うの と両 方 出 て くる と思 う。最 も基 本 な の は 通 信 業 者 と し
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て は前 者 だ ろ うと思 うが,後 者 につ い て もい ろい ろ と御 配慮 は い た

だ きた い とい うこ とで は な いか。

国 玉]い わ ゆ るで き るだ け制約 の な・・ト・ ンス ペ ア レン トの もの を出 して

も らい た い とい うこ とと,付 加 価値 をお や りにな るので した らそ れ

は は っ き りと分 け て今 度 は 別 サ ー ビス とし て や って も らい た い,付

加 価 値 サ ー ビスにつ い て も公社 が お や りに な る もの と 自営 で や る も

の と選択 を 自由 に し て も らい たい,こ うい うこ とか 。

垣 壁]そ うい う・とだ と思 う・.

国 王]ト ランスペア ・ン トの鵬 と付加価値‥ ビスの噸 と ・っ 出たが・

次 に3っ 目 として,各 社 で い ろい ろ ネ ッ トワー ク花 の 計画 が あ る。

公衆 サ ー ビス を利 用す る として,そ れ を どの様 に使 った らい い の か

判 断 に迷 ってい る とい うの が実 情 だ と思 う。

匡亟]幾 つかの特鋤 な・ テ ・ピカルな と言 って もいいが・ ・ うい うとき

に は こ うい うの が 便 利 で す よ とい うよ うな使用 例 を電 電 公 社 で御 用

意 い た だ け る と普 及 が早 いの で は な いか,あ るい は利 用 しや す い の

で は な い か。

4)DDXの ね らい

口 利用手引を出してもらいたい.

4番 目 とし ま して は,新 デ ー タ網 サ ー ビス提 供 の ね らい は どこ に あ

るの か 。

匡 三司 本音を聞かせてもらいたい・われわれ紺 内において・れ鞭 って

い くん だ とい う説得 性 は や は り必要 で あ る。 その た め には 公社 のD

DXが ど こにね らい を持 っ てい るの か,公 社 の態 度 とし て 目標 は何

な の か,そ こをは っ き りさせ て も らわ ない と,わ れ われ で 解 釈 して

もし よ うが ない 。

画 鍋 ネ・ト松 社はち・んと考えておるんだという・とがは 体的
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計 画 で な くて も少 な くと も基 本 姿 勢 で あれ ば それ な りの 考 え方 は 固

ま る。

匡 二亘]そ れ と・社会全体が そ うい うネ ・!‥ ・の繊 にな るとい う予測

を,将 来 目標 を とっ た場 合 に,い わ ゆ る相 互接 続 な り企 業 とし て ど

うい うふ うに して お くべ きか とい う1つ の ね らい とい う もの を は っ

き りさせ て おい て も らわ ない とい か ぬ と思 う。

匡=奎]そ れか ら・システム設計 上必要な情齢 不足 してい る・ とにか くキ

ー ・ポ イ ン トに な る よ うな情 報 が不 足 して い る。

繭 ・一 とか デ・ リ・ トとかい 條 件 を明 らか にして もらうとい う・ と

は 大 事 だ と思 う。 これで は こ うい う もの は で きませ ん,こ うい うよ

うな もの は 困難 で あ る,も し くは お や りに なって もユ ー ザ ー とし て

デ メ リ ッ トで す よ,む し ろそ れ だ っ た らほか の もの を御 利 用 に な っ、

た方 が よ ろ しい とい うふ うな言 い方 をし てい た だ くと,大 へ ん助 か

る。 い い面 ば か り言 って も らって も困 る。

巨 三]そ れか ら・い まおっし・ られナ・こ とに加 えて情 報堤脚 タ・ ・ン

グ とい うの は 非常 に 重要 で あ る。 い つ ご ろ ど うい う情 報 が 入手 可 能

か とい う こ とで あ る。 ・

もう1つ は,分 散 化 に対 し て電 電 公 社 としては どの よ うに そ うい う

ニー ドに対 処 され るのか とい うこ とが あ る と思 うが … …。

垣 壁]分 散化 とい うのは本当にそんなに着実にユーザ の間で迦 という

前提 を つ け てい い こ とか。 もうあの 方 向 は 固 まっ て し ま ったの か 。

国 玉]分 散 化ではない よ うな気がす る.特 に大型 のわ ライ ン ・システム

で 数千 台 の端 末 機 が 出 て い る場 合 に,デ ー タ を全 国的 に 吸 い 上げ た

い とい うこ と,そ れ か らシス テ ムは1台 で は ない で あ ろ う,数 台 の

.CPUが あ って,CPUの 中 に複 数 の適 用 業務 が あ る こ とが考 え ら

れ る。 しか もそれ が 地域 的 に離 れ てい る場 合 が あ って,た とえ ば 同

じ支 店 で 或 る端 末 機 か らい ろい ろ な と ころの コ ン ピュ ー タ を利 用 し
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た い とい う ことが あ る と思 う。 さ らに電 報 文 とデ ー タ を混 在 させ て

回線 料金 の逓 減 化 を図 る とい うよ うな こ とだ とか,営 業 情報 とい う

の は生 産 情 報 に,在 庫 情 報 に結 びつ きが あ るの で,そ の 間 の バ ル ク

.デ ータ の や りと りが 出 て くる とい うことで,そ うい う場 合 に果 た

し てい ま の通 信 サ ー ビスが 適 切 か ど うか。

魎 だか らそれ を分散 化 とい う諜 で あ らわ され るとち・っ と意 味が違

.っ て く る 。

匡 ヨ ネ ・ ト・一 ・化 か・ しか し・ ネ ・ ト・一 ク化 とい うの は 非常 に あい

ま い な 言 葉 で … ・・。

[莚 司 通信面 だけで分散化 とい うの を見 ると・遠距離のバル クで あって・

か っ 即 時的 な とい うの か な,デ ー タ交換 みた い な こ とに な るの か 。

国 司 そ うい った ネ・ ト・一ク化の傾向 もしくは分散処理 とい うか・それ

に対 す るニ ー ドが 高 ま って きて い る と思 うが ・ それ に対 して 電電 公

社 さん は ど うい うふ うに対 処 され ま す か とい うこ とで あ ろ う。

利 用 面 につ いて は,1番 が トラ ンス ・ペ ア レン シーの 問 題,2番 が

付 加 価 値 の 問題,3番 が サ ー ビス提 供 の ね らい もし くは需 要 予 測,

4番 が利 用 の手 引,5番 が シス テ ム設 計 上の情 報 が不 足 してい る,

特 に デ メ リ ッ トにつ い て教 え て も らい た い,そ れ か ら情 報 入手 の タ

イ ミング とい うの が 非 常 に重要 で あ る,い つ ご ろい か な る情 報 が提

供 され るか,6番 と して分散 志 向 に対 す る通信 サ ー ビス提 供 者 とし

ての 対処 の仕 方 とい うこ とが あ るか と思 う。

5)メ ッセー ジ通信 と メ ッセー ジ交 換 一 思 想 の問 題 と して

匿 蓮]・ ・セー ・飾 とい う諌 と・・セ ージ交換 とい う諜 とがあ るが ・

そ れ をい まの法 律 用 語 で 言 うと,メ ッセ ー ジ通 信 とい うの は 「内容

を変更 す るこ とな く云 々 」とい うこ とに当 た る よ うで ・ メ ッセ ー ジ

交 換 とい うのは 逆 の 「1の 端 末 と]の 電 算 機 との 間 に終 始 し ない デ
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一 夕通 信 」だ ,こ うい うこ とに な る よ うだが,あ の定 義 は あれ で い

い のか,新 しい デ ー タ網 で もその 思想 は貫 かれ るの か ど うか とい う

こ とが あ る。 初 めか らデ ィジ タル で 入 って い って終 わ り もデ ィジ タ

ルで 出 て くる通 信 だ が,そ れ を もし電 報 と同 じよ うな理 解 の 仕 方 で

メ ッセ ー ジ通 信 と呼 ぶの か ど うか 。

それか 姪 換につい て用 らかにFccは 昧 砿 律1こあ るような

意 味 で メ ッセ ー ジ 交 換 と い うの を 使 っ て い な い 。 メ ッセ ー ジ ・ス イ

ッ チ ン グ の 中 に 処 理 が 入 っ た ら そ れ は メ ッセ ニ ジ ・ス イ ッチ ン グ だ

と呼 ば な い とい う思 想 が あ る。 そ こ ら辺 の ところは この 新 しい デ ー

タ網 が導 入 され て きて も変 わ らない の か ど うか とい う こ とは,こ れ

は法 律 の 非 常 に神 経 質 に な って い る点 に触 れ る問題 な ので ・.そ うい

った点 を 明 らか に して も らい た い と思 う。

匡 国 法衛 の文言・解釈 一 ・

国璽 因 あれは蟻 だけではなしに思想である・

●
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1551年 質疑応答への補足と公社への質問希望事項

国 玉]NCUに っいては技 硫 齢 決まってい るころなので・ ・の遊 説

明 して も らい たい と思 う。

それ か ら,自 己試 験 の範 囲 もそ ろそ ろ決 ま りか けて い る と思 う。

次 に,TMP'Eと い うの は宅 内 マ ル チ プ レ クサ だが,こ れ は な くな

っ た と理 解 して い る。

魎 それは直営機か・

巨 ヨ そ うです.グ ・レー プ モデ鋤 思想 だカ・・ これはやめにな ・たは

ず で あ る。

繭 持つ な:ら自営 と・・うこ とか.

巨 三]そ の とお りと思 う・ テス トにつ・・ては不明・

そ れ か ら,300bpsと4,800bpsに つ い て は追加 に な っ た。

「域 外 ア ナ ログ中継 は 可能 か 」とい うと と,半 二 重通 信 は可能 か,

これ らの 問題 は 今 度確 認 したい と思 う。

それ か ら,回 線 交 換 サ ー ビス につ い て の イ ン ター ・フ ェー ス条件 に

つ い ての 改訂 版 は 近 く出 る とい うふ うに 聞 い てい る。

ロー タ リー ・ダイ ヤ ルが な くな るは ず だ が,そ の 辺 も確 認 を し たい

と思 う。 代 表 番 号 制 は あ る と思 う。

ダ イ レ ク ト ・コー ル とい うの は,NCUを 取 り除 け ば その まま使 え

る とい うふ うな形 だ と思 うが 、 詳細 につ い て もう一 遍 確 認 す る必 要

が あ る と思 う。

パ ケ ッ ト交 換 に対 す るイ ン ター フ ェー ス条件 とい うの は,国 際 電 信

電 話 諮 問委 員会 の 中でX25と い う形 で い ま検 討 され て い る。 電 電

公 社 も基 本的 には そ れ に合 わせ る とい う こ となので 内容 が改 訂 に な

る もの と思 う。

回線 サ ー ビスにつ い て は全 二 重,半 二 重 両方 で きて分 岐 がで きる,
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島

分 岐条 件 は検 討 中 とな って い る。 この 辺 も確 認 の 必要 が あ る と思 う・

制 度 面 に つ い ては 検 討 中 となっ てい るので,こ れ もお 聞 き した い。

「料 金 」,休 日,夜 間,バ ル ク料 金 が あ るか とい うこ とで す が,ζ

れ も先 ほ どの討 議 の 中 で 出 て きた 。

「移 行 措 置 等 」の とこ ろ に,サ ー ビス地域,サ ー ビス提 供 の順 序,'

回線 サ ー ビスが 先 で,回 線 交換 が 次 で,パ ケ ッ トが 最後 だ とい うふ

うに聞 い て い るが,そ の辺 も も う一 遍確 認 す る必 要 が あ る と思 う_

現 行 の 通 信 サ ー ビス と新 デ ー タ網の 併 存 は あ る。

公社 さ んか らの質 問 事項 の第1項 目 として は,網 間接 続 の 想 定 例 の

問 題 が あ っ た。 網 間 接続 につ い ては 具体 的 に ユ ーザ ーの要 望 を お 出

し願 い た い と思 う。

それ か ら第2の 伝 送 手 順,に れは特定回線 と回線 交 換 につ い ては,手

順 とい うの は トラン スづ ア レ ン トなの で基 本 的 に は 問題 は な い わ け

だが・細 パケ 州 ・?い てだ と思 う・基 本 モー ドの貸 制御手{頂

の 中 で もい ろい ろな バ リエ ー シ ョンが あ るので,こ うい う もの をサ

ポ ー トして も らい た い とい う具体 的 な要求 が あれ ば,電 電 公 社 と し

ては ベ ス ト⇔ 一の 端 末で あれ ば や りtこい とい う『 とだ と思 う・ こ

れ につ い て 自営 を認 め るか ど うか とい うこ とで あ る・ ミニ コ ンを 入

れ て手 順 の 変 換 を 自営 で や れ るか ど うか とい う問題 だ と思 う。

第3の イ ン ター フ ェー ス条件 につ い て,こ れ は2番 の 問 題 と絡 み が

出て くる と思 う。 い まの イ ンタ ー フ ェース 条件 で い い の か ど うか,

物 理 的 には モ デ ムの イ ン ター フ ェー スで っ くわ け だが,論 理 的 なや

りと り,特 に伝 送 制 御 手順 で あ る。 い ま発 表 され てい る端 末 の イ ン

ター フ ェー スで 十 分 な のか ど うか,そ の 辺 だ と思 う;

4番 の パ ケ ッ ト交 換 の とき公 社 の提供 す る もの とい うの は い まの ミ

ニ コ ンの 問題 で あ る。 パ ケ ッ ト ・アセ ン ブ ラ,デ ィス アセ ン ブラで

あ る。 ど こ まで電 電 公 社 の サ ー ビス として や れ ば い いの か とい うこ
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とで あ る。

5番 目 と し て,公 社 が提 供 す る端 末 機,こ れ は ど うか 。

巨 玉]・ れは公社が直営で提供 す るとし'う…'・

国 玉]ぱ 端末 だ と思い ます・

唾壷]標 準型 ・ごンキング端栽 とか・"・"・

巨]せ ひ とも殼 ていただ きたいと思 う・

国 玉]・ 番の 問馴DDX内 記鑓 信 とTELEXの 関連」は・い まの50

ボ ーの テ レ ック スで は非 常 に遅 過 ぎ る,エ ラー ・チxッ クが不 備

で あ る とい う問 題 か ら50ボ ーがDDXに 乗 っ て くる とい うケース

と,200ボ ーに格 上 げ して乗 っ て くる とい う場 合 と両 方 考 え ら

れ るが,そ の場 合 の相 互 接 続 とい う問 題 が 出 て く る。 テ レ ックス

網 とDDX網 との相 互接 続 の 問題 もあ る し,そ の辺 の 要 望 が非 常

に 強 いの か ど うか とい うこ とで あ る。

軽 垂]こ れはむしろテ・・クス齢 莇 の声を聞くべきだと思うぷ 年

前 か らあっちでは非 常に強 か った,①200ボ ーの テ レックス サー

ビス がで きない か,② チ ェ ッ ク ・ビ ッ トが つ け られ な いか,③8

単 位 の通 信 が で きな いか,大 体 この3つ だ と思 う。

匡 至]電 設 社の適用 す る直営の端末 ・・・・… ボーがあ る・200ボ ー

の キ ャ ク タ端 末 を考 えて お られ るよ うだ 。

唾 壷]そ うす ると・その … ボーと現在の加 入 酷 との適 齢 で きる

か ど うか とい う問題 が あ る。

匡 二蘂]そ れか ら,ス ピー ド変 換 と符 踏 換 が 出 て くるの で ・ 非 常 に

需 要が大 きければそ の辺 を電 電 公 社 も考 え るとい うことであ ろ

う 。

軽 司 醐 的 に考 える と湾 えてい るうちにだんだん こっ ちの方に テレ

ックスは 移 って しま うの で は ない か 。 とに か くやせ て も枯れ て も,
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た った7万 か そ こ らの 台数 だが,テ レ ックスは 全 国 サ ー ビス網 を持

っ てい る。 だ か らDDX自 体 が 全 国 サ ー ビス を持 た な い とす る と,

そ こ ら辺 の 問 題 は 残 っ て くる。

国 玉]長 期的 には'テ ・・クスの融 をここに吸収す るんだ とい う考 えは

あ る と思 う。50ボ ーない しは200ボ ー をDDXに 乗せ てい くとい

う考 え 方で あ る。

匝 二超 そ うす る と・ い まの テ ・ ・ クス{ま将 斯 くな る とい うこ とか ・,

国 国1・ 年 ぐ らい した らな くな ・て い くん じ・な い か とい う都 で あ る・

い ま7万 台 か8万 台 ぐ らい だが,あ れ が大 体 償 却 され て くる と,10

年 ぐ らい す る とな くな って い くの で は ない か と思 う。

匡 二面 働 も含 めてそ うい う感 じか・

陸 図 いやそ うで はない・ ・れはMTだ けで・KDDの 方は まだそ ・ま

で 考 えて い ない。 だか ら,国 際 登録 に な って お るNTTの テ レ ック

ス を ど うす るか とい う問 題 は残 る。

厘 二 司 それか らrMTと してのz－ ザーへの鯛 」の中… 楮rDD

X適 用 業 務,対 象,形 態,態 様 」とあ るが,こ れ は 料金 を示 し て も

らわ な い こ とには ど うに も答 え よ うが ない とい うこ とで,こ れ は鶏

と卵 の 関係 に な る と思 う。

睡 亘]雪 融 社は椎 を示すのを大変恐れていらっし・るが濡 要縮 を

や られ る上 は 幾 つ かの 料金 案 を示 して 調査 されれ ば い い。 本 当は こ

れ に し たい ん だ とい うの だけ を 出 され た ら問題 はあ るか ら,カ ム フ

ラー ジ ュす る意 味 で ダ ミー を3つ4っ つ くって,4つ は 多 過 ぎ るか。

画 そ うだ.何 か聞かれ て も,・ れ を買・・ますか と訪 れ て も・敬 い ・

の だ け れ ど も幾 らで す か とい うこ とに な る … …。

雨 技術の方 をまとめてみると・ 回線 ザ ビス・・ついては分 岐の髄

これ は その 条 件 を もう一 遍確 認 す る必 要が あ る と思 う。

2番 目 としま して,回 線交換 サービスにつ い て 半 二重 が で き るか,こ
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れ は 宿 題 に な っ て い る 。

そ れ か ら,パ ケ ッ トに つ い て もい ま の モ デ ム ・イ ン タ ー つ エー ス が

使 え る か と い う問 題 が あ る 。

匡 二司 ここ1・醐 方式が あるが・ ・・… ボー以下 は講 式・それ 肚 醐

式 とい うの は も う固定 か 。 も うこれ で なけ れ は だ め だ とい うこ とか 。

国 玉]は い・

匡 二司 いまみんな こうな・てい るか・

匿 垂 目 いや・そ うでは ない・

巨 国 ・・… の同端 末 とい うの もあるカミ…200ボ ーで 雌 供 され る

サ ー ビ ス は ス タ ー ト ・ス ト ッ プ で あ る。

[野垣内]電 話 回線 鞭 って 自分の方で やる分 に1・帥 であ る・

国 玉]こ のDDXの 中 に加入 しよ うとしt・らこれで なければだめなのか・

[垂 司 一応 そ うの ようで あ る・

匡 二到 国際的 な雛 があって・ …b・ ・・・…p・ ・…b…50

bp、,こ れ に っ い て は ス タ ー ト ・ス ト ・プ で あ る・1・200bp・ は

国 際 規 格 に は な い が 日 本 独 自 の サ ー ビ ス で あ る 。

日 本 は1,200の ス タ ー ト ス ト ップ が 多 い とい う こ とで あ れ は 特 別

に 入 れ た も の で あ る 。 同 期 に つ い て は2,400bpsに4,800bps

が 追 加 に な っ て,9,600bpsと48Kbps,こ れ だ け で あ る。

匡 二 司 フ ァ ンク ・ ・ンの 使 い 方 だ が・ ・れ は中 は 帥 か ・STX・SOH・

あ あい う使 い方 は。

国 国 回蔽 換 については全然 問題 な・'・竜 つ なげて しまえば … ・

[亟 司 これは国際的 に決 まってい るカ・ら・一 ・

巨 ≡団 パケ ・ トは条件が 出て くるわeナか・

国 玉]・ ざケ ・ トは条件 が出て くる・

それ か ら,先 ほ どの 「rvTTと しての ユ ー ザ ーへ の 質 問 」の 中 に,

ほか の伝 送 制 御 手 順 を持 った 端 末の サ ポ ー トを ど う扱 うか とい う問
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題 が あ る。

嗣 それについてはこの前のときに・・非常口 定的だっ…

口 はい・

匡二割 余幡 定されると使い齢 また困るので一 ・・

㊥ 非常口 定的だった・

国 国 ・れはパケ・トの問歓 ある・

繭 その質問に対してはもう対応考えておりませんというようなと・う

まで,そ れ ぐ らい極 端 だ っ た。 改 造 して い た だか な けれ ば 使 え な い

で し ょう し,改 造 され る ぐ らい な ら新 しい の にか え てい ただ い た方

が む し ろ安 くつ くん じ ゃな いで し ょうか とい うよ うな ぐ らいの 表 現

アごっ ナこ と,思 う 。

巨国 本 日の講 は特 に利用面 とか$嵯 面・ ・れ までに余 りカバー されて

い ない 面 につ い て い ろい ろ御 意 見 をお伺 い した。技 術 につ い て は 前

に や りま した ので ほ ぼ カバ ー され て い る とい うふ うに見 て お る わ け

で すが,技 術 面で た だ1つ 残 っ て い るのは パ ケ ッ トに 関す る技 術 の

問題 で あ る。 これ は ちょっと専 門 的 なの で,い ろい ろ 問題 を 掘 り起 こ

し て,質 問事 項 を補 強 し た い と思 う。 い ま言 った よ うな制 度 面,利

用 面 で 大体 カバ ー され て い る と思 うが,電 電公 社 か ら質 問 され て い

る事 項 につ い て,そ れ か らこ うい う条 件 で あれ ば こ うい うこ とに使

い た い ん だが な とい うよ うな御 意 見 が あれ ば,次 回 まで に考 え て お

い て い た だ きた い と思 う。

檎
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新 デ ー タ網 サLビ ス の 内 容第2部

頃





要 約

電 電 公 社 は昨 年3月 に新 デ ーーータ網 サ ー ビス の イ ンタ ー フェー ス条 件 の 市場 調

査 を実 施 し,メ ー カー,ユ ーザ ーの コ ンセ ンサ ス を得 て修 正 を加 え て本 年2度

目の 市場 調 査 を実施 す る とい わ れ てい る。

本 委 員 会 と して は,新 デ ー タ網 サ ー ビス の最 近 の公 社 におけ る 開発 状 況 を聞

くた め に,2月24日 に霞 ケ関 ビル に電 電 公 社技術 局 デ ータ伝 送部 門担 当 調 査

役 高 月敏 晴 氏 を招 いた。

高 月調査 役 と当委 員 会 との 間 で交 わ され た討 論 を と りま とめ る と次の 通 りで

あ る。

1.デ ィジタル 回線 サ ー ビス につ い て は,技 術 的検 討 は進 め られ てい るが サ

ー ビス をい つ開始 す るか,料 金 は どの程 度 か,コ ンデ ィシ ョニ ングは どん

な技 術基 準 か,な ど全 く明 らか に され なか った。

2.デ ィ ジタル交 換 サ ー ビス につ い て も,技 術 的検 討 は進 め られ て い る もの

の サ ー ビス 開始 時期,サ ー ビス開 始 地域,制 度,料 金 な ど全 く明 らか にさ

れ なか った。

3.こ れ らの サ ー ビスの 内容 が 明 らか に な るの は本 年秋 の 見 通 しで あ るが,

公 社 内の しか るべ きル ー ル を経 て さ らに 関係 監 督 官庁 の 了承 を得 る必 要 が

あ り,そ れ に よっ ては 内 容 を明 らか に出来 る時点 が異 な る とい わ れ て い る。

4.し か し,技 術的 検 討 はCC工TTの 動 向,関 連 技術 の 開 発 に 合 わせ て進

め られ てk・ り,特 に イ ンタ ー フ ェ ース条 件 につ い ては本 年4月 ・7月 に第

2回 目の市場 調 査 を実 施 す る こ とを明 らかに した。

なお,こ れ は イ ンタ ー フ ェース 条 件 の公 開 で は な く,あ くま で もメ ー カ

ー ,ユ ーザ ーの意 見 を聞 く形 式 を と り調査 対 象老 を限 定 す る もの で あ る。

5.昨 年 春 の 市場調 査 以 降,変 更 と な ってい るサ ー ビス条 件 は次 の 通 りで あ

る。

a.速 度 ク ラス に,300L/S,4,800b/sを 追 加 した。

畠b.半 二 重 端末 の接 続 に つ い て は,回 線 交換 サ ー ビス で は考 慮 す るが,パ
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ケ ッ ト交 換 サ ー ビ ス で は 考 え な い 。

c.X・ 』25勧 告 に つ い て は フ ル サ ポ ご トす る。

6.サ ー ビス実 施 の 報道 発 表 に つい て は3月 下旬 を検 討 して いたが,そ の後

種 々の事 情 に よ り,公 社 の ネ ッ トワ ーーク ・アーーキ ラクチ ュア(DCNA)

の 発表 を3月30日 に行 ない,デ ー タ交換網 サ ー ビスの 報道発 表 を4月 以

降 に延 期 してい る。

7.イ ン ター フ ェース条 件 の 市場調 査 の実 施 に つ い て も当初3月 を予 定 して

い た が,公 社 内部 の事 情 に よ って4月 以 降 に延ば してい る。

なお,高 月調 査 役 の話 に あ った新 デ ー タ網 サ ー ビス の あ らま しは,同 調 査役

の諒 解 を得 て巻 末 に掲載 した。
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第2部 細 目 次

1.51年 の説 明 か ら変 った点,変 らない点

1)速 度 ク ラスの 追 加

2)DCE,NCUの 技 術 規 格

3)テ ス トにつ い て

4)加 入 区域 の問 題

5)既 存 半二 重 端 末 の 使 用 は可能 か

6)X25に 対 す る立場,

7)分 岐 条 件

8)料 金 体 系

9)各 サ ー ビス の提 供 順 序

10)現 行 サ ー ビス は併 存 か

11)端 末 の 自直営

12)パ ケ ッ トの プ ロ トコル

2.第2次 計 画 内容 公 表 な ど

1)発 表 時 期等

2)「 あ らま し第2版 」 の公 表

3)回 線 交換 イ ンタ ー フ ェー ス条件

4)パ ケ ッ ト交 換 の プ ロ トコル

5)料 金 決 定

6)現 行 サ ー ビス とDDXサ ー ビスの料 金 比 較 問題

7)商 用 開始 時 期

3.技 術 面 での 質 疑応 答

1)DCE,NCUの 技 術 規格 の公 表 時期 ・

2)加 入 区 域外 中継

3)半 二 重 接続 は 可能 か
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4)回 線 交換 サ ー ビスの イ ン ター フェース

5)パ ケ ソ ト交換 サ ー ビズの イ ン ター フ ェー ス

6)回 線 サ ー ビス の分 岐 条 件

7)回 線 サ ー ビス の位 置 づ け

4.制 度 的 な面 での 質疑 応 答

1)基 本 方 針

2)DDX各 サ ー ビス の相 互 接 続

3)回 線 交換 サ ー ビス と現 行 加 入 電信 網 の 関係

4)メ ッセ ー ジ通 信 とメ ッセー ジ交換 の 定義

5)DDXは 制 度 上 「公 衆通 信 回線 」 か

一 制 度 の行 方 一

6)51年7月 の他 人 使 用 制 限緩 和 につ い て

7)(現 行 制 度)公 衆通 信 回線 に 接続 す る コ ン ピュー タの概 念

8)(現 行制 度)共 同使 用制 限 な ど

5.料 金 面 での質 疑 応 答

1)料 金 体 系

2)受 信 人 払

3)パ ケ ッ ト交換vak・ け る接続 料 金

4)専 用線 と交換 網 の損 益 分 岐 点

5)休 日,夜 間 料金 そ の他

6)バ ランス の とれ た 需 要構 成 と需要 誘導

6.移 行 手 続

1)サ ー ビス 区域

2)現 在 の 地域 別 回線 利 用 状況

3)サ ー ビス区域 決 定 の 柔 軟性

4)ネ ッ トワー ク拡 大 へ の イ ンパ ク ト

5)申 請手 続 の 簡 素化
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■

6)新 回線 網 の 実 需

7)周 辺 サ ー ビス の必 要

8)テ ス トセ ン ターの検 孔 開通 試験

7.保 守

1)ダ ウン時 の補償

2)保 守 体 制 の 一元 化

3)切 り分 け 試験 の技 術 基 準

8利 用 面 で の質 疑応 答

1)ハ ー ド,ソ フ トの 改造 の必 要性 とそ の 度合

2)適 切 な利 用 ガ イダ ンス の 必要

3)コ ンサ ルテ ィング ・セ ンタ ーの必 要

4)現 行 サ ー ビス との 関連

5)KDDのVENUS計 画 との関連

6)情 報 の早 期公 表 と問 合せ 窓 口

7)メ リッ トとデ メ リッ トの明 確 化

8)交 換 網 利 用 の意 義

9.ネ ソ トワー ク ・ア ー キ テ クチ ュア

1)各 種 ネ ッ トワー ク ・ア ー キ テ クチ ュア と公社 の立場

2)プ ロ トコルの階 層

3)各 種 の 通信 サ ブ シス テ ムに対 応 す る最 適 ネ ッ トワーク ・

ア ー キテ ク チ ュア

4)DDXと ネ ッ トワー ク ・アー キ テ ク チ ュア の関係

5)重 装 備 のCCPと 軽 装 備 のCCP－

通信 業 者 の立 場,メ ー カーの 立 場,情 報 処理 業者

の立場,ユ ーザ ーの 立場

6)「 通 信 処理」 機 能 の 概 念,そ の 在 りか た

10.イ ンテ リジ ェ ン ト ・ネ ッ トワー ク
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1)イ ンテ リジ ェ ン ト ・ネ ソ トワー クの イ メー ジ

2)デ ー タ ・バ ン ク との 関係

11.補 遺

1)各 種 シス テ ム と民間 シス テ ムの 接続

2)複 数 地点 間 デ ー タ送 受信 と 「行 って こい」 制 限 の

関係 の例 につ いて

3)市 場 調 査 へ の要 望

4)端 末 要 員 教 育 の問題

5)端 末 機

6)DDCの 料 金 に対 す る考 え か た

7)技 術 革新 と コス ト

8)DDXへ の前 進 の た めに

一92一



国 玉]DDX小 委員会で,糠 出て くるで あろ 糊 しいデ ・ジ ・ル伝送網

に つい て い ろい ろ勉強 した い とい う意 見 が あ って,1月19日 に 第

1回 の打合 会 を開 き ユーザ ー の期 待,質 問事項 ,い ま は ど うい うふ

うに受 け 取 って い るか とい う よ うな打 ち合 わせ を行 った。

将 来 の 新 しい デ ー タ伝送 網 につ い て の問 題 は,技 術 の面 とい うよ り

もむ しろ利 用 面 に つい て 関心 が移 って きて い る ような気 がす る 。

特 に各 社 で オ ン ライ ン計 画 を進 め て い るが,だ ん だん デ ー タ量 がふ

え て くる し,適 応 業 務 が拡 大 して いる の で,第 何 次 オ ン ラ イン計 画

とい うこ とで い ろい ろ考 えて いる 。そ の 中で将来 のそ うい った 新 し

い デ ー タ伝送 網 が ど うな るで あ ろ うか とい う ことを将 来 計 画 の 中に

組 み 入 れて考 え なけ れ ば な らな い時期 に来 て い るわ け で,そ うい う

と ころ か ら各 社 の ユ ーザ ーの意 見 と しま して は,い つ ごろ,ど うい

う形 で値 段 は ど うな って,ど の辺 に 使 った らメ リッ トが 出 るのか,

具 体 的 に どの時期 か らそ うい うもの を組み 入 れ る ことを考 えた らい

い のか とい う ような活発 な意 見 が 出 た。

本 日は 電電 公 社 技術 局 の高 月調査 役 に お い で いた だい て,お 話 を う

か が い たい と思 い ます。

◎
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151年 の説 明 か ら変 った 点,変 らな い 点

匡=司 実は私,醜 公社では技術局 とい うところ脈 ・技縮 である.

それ で,・ の前 事務 局 の 方 か ら ・のペ ー パー を い た恒 て見 た とこ

ろ,「 制度 面 」 「料 金 面 」 とい うと ・ろカくあ ・て・ 　 ザ ー さ んの

方 か ら見 場 合 には 一番 早 く知 りた い とい うと ・ろ で はな い か と思

うが,こ この と ・うに つい て は私 の方 で は お答 で きな ば ころ が あ

る.個 人的 見解 と して は ど うか とい うこ とで あ るな らば あ る程度 の

培 えは で き るの では な い か と思 うカ～ われ わ れ の方 に は営 業 局 と

い うところ が あ って,そ こで制 度 とか料 金 とか い う こと をや ってい

る の で,こ の辺 につ い て籠 観 は そ ち らの燗 力"ら培 え させ た

い とい うふ、うに思 って い る。

去 年 の3月16日 嶋 が関 ビル の3・ 階 で新 デ ー タ網vaつ いて皆様

方 とk・話 を した わけ で,そ の と きは 伊吹,大 瓦 城 崎 とい う3人 が

参 。て 締 しした.そ の と きに 繍 し しま した 内容 と現 在 のDDX

とで ど こが変 。 ⇔ るか とい うのが第1の ポ イ ン トか と思 う・

これ に つい て まず お 話 す るが,前 回 の議 事録 をお持 ちか 。

国 玉1一 応 ど うい うテー マ端 敵 な ・たカ'とい うのが あ ・て・ ペ ンア ィ

ングの質 問事項 が あ る。

1)速 度 ク ラス の追 加

国 玉]そ れでは私の方で麟 録 をつ く・てあるのでその議鶉 縦 いなが

ら簡単 に濡 しす る と,・,8・ ・… の ク ラス が欲 しい とい う端

が あ 。た.4,8… 。 トの端末 が普 及 す る とい う よ うな ・ とで柳 井

さん の方 か らお 話 が あ った よ うだが,こ れ につ い ては4・800ビ ッ ト

とい うサ ー ビ ス ・ク ラス を今 回追 加 して あ る。

そ れ か ら,300ビ ッ トだが,こ れ は 日本 には多 い の では ない か,
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600ビ ッ トと い うの は 日本 に は な い とい うお 話 が あった が,わ れ わ

れ の 方 は300ビ ソ ト とい う もの を 追 加 して あ る 。

2)DCE,NCUの 技 術規 格

直営 のDCEとNCUの 技術規 格 は ど うか とい うこ とが あ ったが,

これに つ い ては 前 回 は説 明す る ことは で きな い とい うふ うに な って

い るが,現 時 点 で は一 応NCUあ るい は直営DCEの ス ペ ックが固

ま った段階 で あ る 。 この規格 につ い ては もち ろん 技 術基 準 で決 まる

わ け だ が,こ の技 術基 準 の公 開は 一 応 今年 の11月 ごろ を想 定 して

い る。

■

3)テ ス トに っい て

前 回 と変 わ った点 とい うか 検討 中 で ある とい うふ うに お 答 え しま し

た もの だ が,ユ ー ザ ー ・シス テ ム と新 デー タ網 の 接続 につ い て 無料

の テ ス トの機会 が 与 え られ るの か とい う御 質 問 が 出て い て,答 と し

て現 在検 討 中で あ る とい うふ うに な ってい るが,こ れ が パ ケ ッ トの

こ とな のか 回線 交 換 の こ とな の か よ くわ か らな い が,パ ケ ッ トの場

合 には私 は こ うい うテ ス トの期 間 とい うのは必 要 だ とい うふ うに思

って い る。 これ は ユ ーザー さん とのお話 し合 い の 中で,た とえ ば サ

ー ビス開 始前 の1ヵ 月 とか2ヵ 月 とか,そ うい うよ うな機 会 をつ く

る必 要 が あ る とい うふ うに考 え てい る。 た だ,そ の場 合 のわ れ われ

の方 の マ シン と して,す で に サ ー ビス を や って い る商 用 マ シンが使

え るか,あ る い は研 究所 に置 い て あ る テ ス ト ・マ シンを使 うか とい

う ことに つ いて現 在詰 めを行 ってい る段階 で あ る。

それ か ら,料 金 割 引等 につ い て何 か御 質 問 が あった が,こ れ は ま だ

検 討 中で あ る。
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4)加 入 区域 の 問 題

サー ビス ・エ リア外 端 末 の使 用 は ど うす るのか とい う御 質 問 に対 し

て,ア ナ ログ伝 送 等 で エ リア の拡 大 を図 る考 え で あ る とい うふ うに

書 い て ある が,こ れ は答 え に な ってい な い。 要 す るに この御 質 問 は

サー ビス の 加入 区域 とい うか,電 話 で い う加入 区域 とい う概 念 を一

体 どこまで考 え て い るか とい うふ うな御 質 問 か と理 解 す るが,こ れ

に つ い ては個 人 的 見解 と して実 は あ る エ リアの 中 であ る数 の需 要 が

出た場 合 はそ こは 加入 区域 に い た したい と考 え て い る。

しか しこの点 も営 業 局 の守備 範 囲 でい ずれ営業 局 の方 か ら何 らか の

形 で あ き らか に され る と思 う。

技 術 的 には そ こに ア ナ ログ伝 送路 あ るい は デ ィジ タル 伝 送路 で収 容

は と もに可 能 な よ うに して あ る。 そ の場 合 に,い ま言 った加 入 区域

とい う概 念 をた だ単 に2端 末 とか3端 末 の と ころま で広 げ てい くと

い うことに つい ては若 干 疑 問 が あ って,そ うな る と全 国 を加 入 区域

に同時 に して しま わ なけ れば いけ な い とい う こ とが あ る し,こ れ は

当然 加 入 区域 に した 場合 に た とえ ば2加 入 の た めに何 千万,何 億 と

い う装 置 を置 くのか ど うか,そ の負 担 を公 社 が す るとい うの は公社

の経 営 上 非 常 に苦 しい とい う こと もあるの で,あ る程度 の需要 が 出

た らそ こは機械 を置 い て加入 区域 に す る とい う構想 に は変 わ りは な

い。

5)既 存 半二 重端 末 の 使 用 は可 能 か

前 回 の懇談 記録 の 中 で い ま と変 わ ってお る と こ ろ とい うのは,既 存

の半 二重 端 末 は ど うす るん だ とい う御 質 問 が 出 てい るが,そ れ に対

す る答 え は フ ェーズ 皿で考 え る とい う よ うな 回答 にな ってお る と思

うが,現 在 で は 回線交 換 サー ビス の場合 は,半 二重 接 続 は考 え てい

る方 向で あ る。
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令

6) 、X25に 対す る立 場

X25に 対 す る立場 は ど うで あ るか とい う御 質 問 が あ っ て,条 件 を

つ け て,早 期 勧 告 を 目指 してサ ポー トしてい る とい う答 え は この と

お りであ る。御 承 知 の とお りX25は 一応 勧告 と して成 立 して い る

が,公 社 の立 場 と しては これ をサ ポー トしてい る。 た だ,7ル ・サ

ポ ー トとい うか,X25の 勧 告 に対 して はサ ポー トして い るが,公

社 のDDXがX25を 完全 に使 ってい るか ど うか とい う点 に つい て

は これ は別 で あ っ て,特 に ラ ップ の部 分 につ い ては公 社 のHDLC

手 順 を使 って い る。

7)分 岐 条 件

去年 の質 問 で は分 岐条 件,場 所,数 が ど うなってい るか とい うの に

答 え は検討 中 とな って い るが,こ れは正 直 に 申 しま して私 ど もの分

野 で はない け れ ど も,現 在営 業 局 で この辺 は詰 めてお る段 階 で あ っ

て,ま だ発 表 の 段階 に 至 って い ない 。

8)料 金 体 系

料 金 体 系 につい て も御 質 問 が あ って,前 回 の御 質 問 に 対 す る回 答 は

今 後 の検討 事 項 で あるか とい うふ うに な って いる が,郵 政 省 の方 へ

まだ説 明 は行 って お らな い とい う段 階 で あ る。

9)各 サー ビスの 提供 順 序

各 サ ー ビス の提供 順序 は とい う御質 問 が あ って,こ れ に対 してほ ぼ

同時 期 を考 え てい る とい うふ う に答 え てい る 苓 これ は ち ょっ と変

わ ってい る。回 線 サ ー ビス とい う名 前 で去 年 お話 しま した もの が一

番 早 くて_...。

魎DDCで すね・

一97一



国 玉]DDCで す・それが一番早 くて,そ れか ら噸 交換・ 引 き齢 てパ

ケ ッ ト交 換,こ うい う順序 にな るの で は な い か とい うことはお 答え

で きる の じゃない か と思 う。

10)現 行 サー ビス は併 存 か

現 在 の特 定 回 線 サー ビス とか設 備 サ ー ビス は併 存 か,こ れは この と

お・りで あ っ て,こ れ は残 る。

それ か ら,併 存 の場合,新 デ ー タ網 との網 間接 続 の問題 が御 質 問 に

あ った 。 そ れ に対 す る答 え と して 吟 必 要 と考 え るが網 間 の イ ン タ

ー フ ェイ スに つい てむず か しい問題 が あ る,将 来 のサー ビス と して

考 え てい る とい うのは この とお りで あ って,現 在KDDさ ん の ビー

ナ ス計 画 とい う国 際 加入 デ ー タサ ー ビス が検討 され て い るが,そ れ

との網 間 接 続 も含 め ま して検 討 中 で あ る。

ビー ナス の サ ー ビス 開始 当初 か ら接続 で き る とい うXの7Xと い う

網 間 の プ ロ トコルが あ るが,そ れ をな る べ く早 く固 め た い とい うふ

うに思 って い る。

11)端 末 の 自直 営

参 考 意 見 と して柳井 さん の方 か ら直営 端 末 が高 くな るだ ろ うとい う

ふ うなお 話 が あ っ た。 直営端 末 は今 年 中 には で き上 が って試験 に 入

る よ うな段 階 に な って い るが,原 則 は あ くま で も自営 な ので, 、わ れ

われ の方 の直 営端 末 しか ない とい うよ うなサ ー ビス,加 入 電 信 の よ

うなサ ー ビスで はな い。

む しろ 自営 がほ とん どで はな い だ ろ うか 。そ の 自営 の端 末 が そ れぞ

れ の民 間 の メー カー さん で 自由 に おつ く りに なれ る よ うにわれ われ

と して は イ ン ター フ ェイス条 件 に つい ては か な り詳細 な イン ター フ

ェ イス条 件 を ユ ーザー さ ん や メー カー さん と共 に検 討 してい た だ き
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たい と考 え てい る。

12)パ ケ ッ トの プ ロ トコ ル

それ か ら,小 笠原 さん の最後 の御 質 問 で,パ ケ ッ トにっ い ては去 年

の パ ン フ レ ッ トで は全 然 わか らな い,具 体 例 もなけ れ・ば 非常 に情 報

が不足 してい る とい う参考 意 見 が 出 され て い るが,こ の ときは 多分

公社 の グ ルー プ は答 え られな か った と思 うが,現 時 点 はかな りプ ロ

トコル 条件 そ の他 詳細 に詰 め てい て,プ ロ トコル条 件 が 今年 中 に み

な さん に お示 しで きるの では な いか とい うふ うに思 う。

去 年 の3月16日 に,多 分 この場 所 じ ゃない か と思 いま す が,高 橋

さん,小 嶋 さん,小 笠 原 さソ 青井 さん,野 垣 内 さん,丸 尾 さん,

小林 さん,田 川 さん,名 和 さん,田 中 さん,こ の 方 々 に御 説 明 いた

しま した と き と現在 とで変 わ って お る と ころは大 体 以上 で はな い か

と思 う。一番 大 きい のは300と4,800の 追 加 とい う こ とと,技 術

基 準 とい うか イン ター フ ェイス条件 が かな り現 時点 固 ま ってお る と

い う ことで あ る。

◆
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2第2次 計画内容公表など

1)発 表 時 期 等

そ の次 の テー マで本 日の資料 の1の と ころ の2っ 目,「(第 二 次)

計 画発 表,資 料 公 開,料 金 決定,商 用 開始 の時 期 とス ケ ジ ュール 」

とい う御質 問 で あ るが,ま ず計 画 の発表 とい うの は,わ れ われ の場

合 は われ わ れ の 会社 だけ で非 常に身 軽 に物 事 を発表 す る とい うわけ

に い か ない の で,監 督 官 庁 の郵 政 省 さん な り,あ るい は うちの 内部

の こ とで ある が,ル ール に したが って あち こちに了解 を得 て か ら発

表 す る とい う手 だ てが必 要 なわ け で,さ しむき は こ うい うふ うに考

え て いる。 まずDDXと い う新 デ ー タ網 サ ー ビスをや る よとい う,

サ ー ビス をや る とい うこ とに つい てだ け で あ るが,で きれ ば早 く報

道 発 表 した い と思 って い る。 そ のた めに も事 前 に郵 政 省 さん とか ル

ー ル に従 う所定 の手 続 を経 る必 要 が あ る。 この ときに は料 金 とか 制

度 とか は一 切 触 れ られ ないの で そ うい う ものは な い 。

した が って,1月12日KDDさ ん の報道 発 表 で,ビ ー ナス を発表

され た。 あ の ビー ナ スに は料 金 もな けれ ば制度 もな けれ ば何 もな く

て,こ ん な サ ー ビス だ とい うサ ー ビス構 想 で あ るが,そ の程 度 の も

のにつ い て も実 は公 社 は い まま で全然 や ってい な か った わけ で,こ

の あた りで はっ き りさせ たい とい うわけ で早 くや りた い と思 って い

る。

2)「 あ らま し第2版 」の 公 表

「資料 の公 開」 とい うふ うに書 い てあ るが,こ れ は こ うい うふ うに

考 え てい る。 ま ず,去 年 の い ま ごろ 出 した 「あ らま し」 とい う資 料

に さ らにか な り手 を入 れ て,利 用例 が な い とか とい う御 指 摘 が あ っ

た ので それ を入 れ て,現 在 印 刷 中 で ある 。
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3)回 線 交換 イ ン ター フ ェー ス条件

回線 交換 の イン ター フェ イス条 件 とい うの が ある。 これ も早 く皆 さ

ん 方 のお 手元 に着 くよ うに した い と思 ってい る。 これ は前 回 皆様 方

の 御意 見 と して,こ れ で は不 十 分 だ,こ れ では端末 をつ くれ な い と

い うお話 もあ った の で,今 度 はた とえ ば障害 時 に ど うす るか とか タ

イ ミング は ど うか とか か な り詳細 に書 い てあ って,若 干 コー ル ・プ

ロ レス 信号 の と こ ろが書 き足 りな い と ころが あるが,ほ ぼ あ れ で メ

ー カー さん がお つ く りに なれ る よ うな,ユ ー ザー さん もお・使 い に な

れ る資料 に した 。

4)パ ケ ッ ト交 換 の プ ロ トコル

パ ケ ッ ト交換 の プ ロ トコル の件 で あ る が,7月 ま で 出 さ ない と,メ

ー カー さ んの方 で もパケ ッ ト端 末 をお つ く りに な った り,あ るい は

各 社 さん のオ ン ライン計 画 の ときに い ろい ろ情報 がな い とそ うい う

こ と もで きない とい うこ とで ある ので,そ うい うふ うに考 え てい る。

5)料 金 決 定

料 金決 定 で あ るが,料 金 に つ い ては私 の守備 範囲 でな い ので 責任 の

あるお答 え は で きない。 い つ公 開 す るの か とい うお話 にな る と,郵

政 省 さん の方 に予備 折 衝 とい う過 程 が あ って,そ の後 郵 政 省 さん に

認 可 申請 す るわけ で あ るが,認 可 申請 を した とき に発 表 した い とい

うふ うに な る と思 う。今 年 の秋 とい うことを考え て い る 。_

●

6)現 行 サー ドス とDDXサ ー ビス の料 金 比 較 問題

各社 さん で オ ン ライ ン計 画 をお立 て に な る ときに,専 用 線 が安 い の

か,パ ケ ッ トが安 い のか,回 線交 換 が安 い のか,こ うい う比較 をさ

れ るわ け で あ る。 そ の ときに,い ま の専 用 線 の料 金 と回線 交 換 な り
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パ ケ ッ ト交 換 の料 金 とを比 べて い ただ い て,自 社 の トラ ヒ ック の流

れ あるい は ボ リューム とか を考 え て設 計 され る と ち ょっ と ぐあい が

悪 い わけ が ある 。 とい うの は,い まの 専用 線 は今 度 た しか値 上 げす

る方 向で ある。国 会 審議 の議 事録 を見 る と,料 金 を修 正 す る とい う

のが国 会 の確認 事項 だ と思、う。

そ うい う専 用 線料 金 とい うの が今度変わるので,変 わ る前 の もの と今

度 の われ わ れ の方 と比 べ て も経済 比 較 が で きない ので はな いか とい

うふ うに思 ってい る。 専用 線 が ど うい うふ うに変 わ る か わか らな い

が,あ る程 度 の予 測 を立 て てい た だい て,大 体 こ うい うこ とで あ ろ

う とい う ことで もって うちの方 の これ と比 べてい た だ くとか な りこ

ち らの適 用 領域 が広 くな るの で は ない か 。

われ われDDX開 発 部隊 と して はお客 さ ん に何 とかDDXを 使 って

いた だきた い とい うふ うに思 って い るの で,,そ うい う誘 導 をで きな

い もの だろ うか とい うこ とを考 え て い る。

7)商 用 開始 時 期

ある オン ライ ン ・シス テム の ユー ザ ー さん が い らっし ゃ らてた ま た

ま 更改 の時期 に当 た った,54年10月 に新 し く シス テ ムを組 み か

え た い,も しも54年10月 ま で にパ ケ ッ トが動 い て い るな らば パ

ケ ソ トを組み 込 ん だ シス テム につ い て も検 討 した い,そ うでは な く

て55年 ま で い くの だ った ら うちは専 用 線 で いか ざる を得 な い,そ

の判断 を早 くつ け たい の で商 用 開始 の時期 を教 え てほ しい とい うお'

話 が現 在 あ ち ら こち らの ユーザーさん か らあ るが,実 は い ま の時点 で

一 体 いつ か と言 われ る と
,も ち ろんす べて の作業 は順 調 に進 んで い

るが,何 しろ郵 政 省 さん の認 可 の問 題 そ れか ら公 社 の 中の手続 が

ある ので,そ れが変 わ る と商 用 開始 の時 期 も変 わ るわけ で,お いそ

れ と簡単 に は言 え ない が,た だ ター ゲ ッ トと して はや は り早 くや り
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た いと い う気持 で あ る。

わ れわれ は皆 さん 方 が準 備 され る のに大体2年 要 る の で はな い か と

い うふ うに思 ってい る。 とい うの は,イ ン ター フ ェー ス条 件 を 澄配

りして か ら皆 さん 方 の方 で準備 をす るの に1年 半 か ら2年 半 の幅 が

準備 期 間 と して多分 必要 な の では な いだ ろ うか とい う理解 は してい

る。 とい うこ とで,商 用 開始 の時期 は何 年個 月 とい うこ とは まだ 言

え ない段 階 で あ るけ れ ど も,な る べ く早 くや りたい 。

特 に ビー ナ ス さん が 新聞 情 報 に よ ります と54年 の春 に はDDXと

っな ぐとい うふ うに 書 い てあ るの で,ビ ー ナス がで きてDDXが な

か った らつ な が らない ので,そ の ころ ま でに は何 とか間 に合 わせ た

い とい うふ うに思 う。 た だ,ビ ー ナス さん も具体 的 な 内容 がわ れ わ

れ の方 で はな か な か わ か らない と ころが 多 くて,よ くわか らな いが,・

少 な くと もど こか の外 国 に あ るパ ケ ッ ト交 換機 をポ ン と持 って くる

とい うことで あれ ば うん と早 くな るであ ろ う し,日 本 で交 換 機 的 イ

メー ジで つ くれば遅 くな ろ うし,コ ン ピ ュー タ的 イ メー ジ でつ くる

な らばす ぐで きて しま うであ ろ うLそ の辺 よ くわ か らない 。

◆
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3技 術面での質疑応答

1)DCE,NCU技 術 規 格 の 公表 時期

「質 問事 項 」 の2-1の 「技 術面 」 とい うと ころで 「直 営DCE,

NCU技 術 規 格 の 内容 と公表 時期 」 と書 い てあ る が,'先 ほ ど申 した

よ うに,「 直営 」 となぜ書 い て あ るの か よ くわ か らな いが,こ れ は

直 営 しか な い。

巨 二割 ぞ うですね ・

国 玉]DCEの 規格 の舩 は恐 らくその・ン・一 ・・イス条件 を槻 せす

るの で そ の と きには か な り詳 しい こ とが,と い い ます のはDTEに

対 す る条 件 をお 示 し しない とDTEが つ くれ ない の で,少 な く と も

DTEが 民 間 の メー カー さん で,シ ャー プ さん とか三 菱 さん とか い

ろ ん な メ ー カ ーさ んで 自由にお つ く りにな れ る よ うな情 報 を 出 しま

す か ら,技 術 規 格 の 内容 につ い ては今 年 の夏 ま で に は恐 らくわか る

と思 う。NCUに つい て も,NCUだ け でま だ ち ょっ と ある資料 を

つ くって い るが,か な り細 かい資料 にな って い る。

これ は去 年 おみ せ した わけ で,当 然 今年 その修 正 版 を お見 せ しなけ

れ ば い け な い。 た しか去 年 の約 束 は1年 後 に公 開 します とい うこ と

で,ち ょ うど1年 た った わけ で,約 束 どお り回線交 換 につい ては お

見 せ いた した い と 思 ってい る。

2)加 入 区域外 中継

そ の次 の ロ,こ れ は 加入区 域外 とい うふ う に読 めば よろ しい か。

国 玉1そ うです・

国 玉]・ れ劇 能であるが・ ここでち・・と紬 からない叫 ・れはパ

ケ ッ トと回線 と両 方 とい う意 味 も入 ってい る のか 。

国 国 はい・
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匡 二 元]同 齢 撫 つい ては・ 恐 らく同齢 一・ビスとい うものがか剖 早 い

時 期 にサ ー ビス開始 され る。 そ うす る と,そ の ネ ッ トワー クの広 さ,

広 が りがか な り広 い の では ない か とい う ことが 予測 され る。

申 し上 げ て い る意味 は,DDXの 加 入 区域 とDDCの 加 入区域 が違

うの では ない か とい う意 味 で ある。 そ うす る と,DDCの 加入 区域

とい うかDDCの 加 入 サ ー ビス提供 地域 が広 が ってい る ので,そ れ

を使 って デ ィジ タル 中継,そ の デ ィジ タル 回 線 を使 ってDDXに 入

って これ る こ とは可能 で あ る,こ うい う言 い方 を して いる 。それ が

ない とこ ろは ア ナ ・グで 可能 で あ る。 だか らデ ィジ タル.で もア ナ ロ

グ で も両 方 と も準 備 はい た します 。 いた します とい うか あ ります と

い うこ とだ。

◆

3)半 二 重 接 続 は可 能 か

ハの 「半 二 重 接続 は可能 か」 とい うの は,た とえ ば4線 で宅 内 まで

引 っ張 り込 ま れ てい るけ れ ど も半 二 重 で 使 い たい,こ うい う意 味 か。

口 鴎 の端末と手順の違うと・うがあ・てぷ 筋 向の反転をする際

キ ャ リヤ をオ ン ・オ フす る とい った問 題 が あ った と思 う。

いま の半 二 重端 末 だ とそ の まま では つ か ない ので端末 側 で ジ ャンパ

リング を かえ なけ れ ば いけ ない とい う問題 が ある。

DCEで そ うい うジ ャンパ リング の配 慮 は ない とい う こ とだ った の

で,そ うす る と端 末 に負担 がかか って改造 が 必要 では な いか とい う

ことが あ る。

匡 二司 ・ うい うふ う鰭 筋 が あるのではない かと思 う・DDXの 醗 と

同 時 に電 話網 に つな がれ てい るデ ー タ端 末 とい うもの も大 事 に しな

けれ ば い け ない の では ないか 。電 話網'と い うのは全 国 に3千 何 百 万

とい う数 があ るの で電 話 網 を非 常 に大事 に しなけ れば い け な い とい

うこ とで,電 話 網 をア ク セス ・ライン と してDDXに つ な ぐとい う
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こ とにつ い て現 在検 討 して い る。

では2～3年 以 内 の サー ビス開 始 には そ れ が使 え るか とい うと,答

えは ノー で あ る。 そ うい った意 味 では,こ こで の御 質 問 が そ うい っ

た将来 電 話網 にア ク セス してDDXに 入 ってい くとい うサー ビ スは

ど うか,こ れ に 対 しては将来 可 能 な よ うにす で に研 究 は進 めて い る

け れ ど も,現 在 のDDXで いま ま で の既 存 の半 二 重端 末 で つな ぎ込

ん で,し か もキ ャ リー の オ ン ・オ フで切 りかえ て うま く使 え るか,

それ をDDX側 で考 え て くれ るか とい うこ とに つ い ては,答 え は一

応 イエス で あ る。

現 在 のDDXで もわ ざわ ざお客 さん の家 ま で新 しい線 を 引 っ張 る わ

け では決 してな い ので,電 話 の線 を その ま ま使 うわ けで あ るか ら,

何 とか そ うい うふ うに持 って い きた い とい うふ うに思 って い る。

4)回 線交 換 サ ー ビス の イ ン ター フ ェイ ス

「回線交 換 サ ー ビス の イン ター フ ェイス …昨 年公 表 の内容 に対 す る

変 更 点」 とい うの は,こ れは ち ょっとデ ィテー ル に入 る の で,御 専

門 の 方 に見 て い ただ くとわか る と思 うが,そ ん な に大 き く変 わ って

い る とい う ことで はな くて,む しろ去 年 の非 常 に穴 ぼ こだ らけ の ば

け つ の穴 を し っか りと埋 め た とい う感 じで御理 解 願 えれ ば い い の で

は ないか と思 って い る。 大 き く変 わ った点 とい うの はそ ん な にな い。

国 国 グ ル ープ ・モデ ム がな くな ・た とい うよ うな… … ・

国 玉]そ れ か ら,ダ ・ ヤルが変 わ ・た とい う・と猷 きい です カ・ キ ・ラ

ク タ'ダ イ ヤル だ け だ 。 です か ら,フ ァ ク シ ミ リの 端 末 を つ な ぐ方

が,NCUの ダ イ ヤ ル で つ な い で や ろ う と思 っ て お⇒ た のが そ ん な

イ ン タ ー フ ェ イ ス は な くな っ て しま った,そ こで す か ね 。

後 で ま た 御 質 問 を受 け た い 。
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5)パ ケ ッ ト交 換 サ ー ビス の イ ン タ ー フ ェ イ ス

パ ケ ッ トに つ い て 属 この イ ン タ ー フ ェ イ ス と い うの は,御 承 知 か

と思 うパ 現 在 は コ ン ピ ュー タ ・サ イ ドか ら ネ ソ ト ワ ー ク を 見 た 場

合 の イ ン タ ー フ ェ イス はX25を サ ポ ー トを して お る わ け で,先 ほ

ど 申 しま した よ う に フ ィ ジ カ ル な プ ロ トコル の と こ ろ はX25を 使

う。 こ れ はX20,21で あ る が,た だ しパ ケ ッ ト ・レ ベ ル に つ い

て もそ うで あ る が,フ レ ー ム ・レ ベ ル の と こ ろ が と い うか,ラ ップ

の と こ ろ に つ い て はHDLC手 順 で ア ン バ ラ ン スARMで あ って,

い わ ゆ るX25と は 違 う形 で あ る 。 そ れ で 現 在 はARMモ ー ドだ が,

NRMに つ い て も別 途 簡 単 なPMXを 置 い て そ れ を 吸 収 し よ う とい

う こ と に つ い て も検 討 し て み た い と思 っ て い る 。 サ ー ビ ス 開 始 ま で

に は何 と か 間 に 合 わ せ た い と い う こ とで検 討 し て い る が,こ の あ た

り ま だ 検 討 中 で あ る 。

◆

6)回 線 サー ビス の分 岐条 件

「回 線 サー ビス の分 岐 条 件 」 とい うの は,こ れ は先 ほ ど回 線 サ ー ビ

スに っ い てあ え て一言 も触 れ て いない のは,実 はDDXと い うの は

3点 セ ッ トで従来 考 え て い た。

回線,回 線交換,パ ケ ッ ト交 換。 それ が現在 は回線 サ ー ビ ス と い う

位 置 づけ を3点 セ ッ トか ら切 って い る。

回線 サ ー ビス につ い ては現 行 の専 用線 ある いは特定 通 信 回 線 の 中に

入 って しま うとい うふ うに御 理 解 いた だ いて結構 で は な い か と思 う。

した が って,回 線 サー ビスの 分岐 条 件 その他 につい て はい ま ま で の

分 岐条 件 と多分 ほ とん ど同 じでは な いか と思 うが,こ の辺 に つ い て

は私 の分 野 でな くて,ま た 別 の ところで こ うい うこ とを検 討 してい

るの で,ま た何 か チ ャンス が あれ ば御 説 明 で きるので はな い か と思

う。
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ユ ー ザ ー さ ん の オ ン ラ イ ン ・シ ス テ ム が ス タ ー トす る前 どれ く らい

期 間 要 る の で あ ろ うか 。

巨口 ・年 ぐらいではないか と思 う・

軽]離 してす ぐ・一 ・べ ん □ の酬jが で きている とい 條 件 がな

し(と … … … 。

国 玉]先 ほ ど私DDXの 揚鍋 ・年を考え ていると言 ・たのは・ 実t・tk"一

ザ ー さん のお 考 え が あ って,メ ー カー さんへ お 出 しに な って とい う

こ どを全 部 含 め て考 え て いる の だが,回 線 サ ー ビス の場 合 に もやは

り一応 二 年 は要 ります か 。

国 玉1ど の繊 ヘ サー ・禰 始 して,分 岐の条件 だとか がは ・きbし てた

ら,回 線 交 換 の場 合 もっ と短 くて も よい と思 う。

7)回 線 サ ー ビス の位 置 づ け

国 玉]基 本的に は回線 サゴ スとい うのは ・うい うふ う理 解 でいかがで

あろ うか 。現 在 の専 用線 とか特定 通 信 回線 サ ー ビスが そ っ く りそ の

まま で,こ れ は そ れ こそ個 人的 見解 とい うふ うに御理 解 して い ただ

か な い とち ょっとま ず いか もわか らな い が,こ んな理解 で いか がで

あ ろ うか 。

いーまま でDDNと,本 日 も何 か 「DDN小 委 員 会 」 と な ってい て,

恐 らく こん な イメー ジ ではな いか と私 は理 解 して いるが,回 線 サー

ビス,回 線交 換,パ ケ ッ ト交 換,こ の3つ の3点 セ ッ トでDDNと,

こ うい う御理解 を いた だい てい るの で は な いか と思 う。

現 在 の専 用 線 とか特 定 通 信 回線 とい う中 にDDCは 入 って しま って

い る 。た また ま これは デ ィジ タル化 され た だけ では ない か とい う,

'い ま ま で これ は ア ナ ログ であ った が,、 もち ろん デ ィジ タル もあ った

が,こ れ は た ま た ま この中 に デ ィジ タル とい う技術 が入 って きただ

け よ とい う考 え 方 で もい い,い ま うちの方 で 考 え て い るのは,こ の
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専 用 線 とか特 定通 信 回線 の 中身 を もう ち ょっ と分 け てみ る と,御 承

知 のD1回 線 とい うの が あ って,モ デ ムが 自営 で 自由に 使 え る とい

う もの とか,あ る いは11と か い ろい ろ ある。 こ うい うのは バ ン ド

を ギ ャ ランテ ィー して い る。 お客 さん が ここで 自由 に 自営 の端末 を

置 いて,自 営 の モ デム を置 い て,も ち ろんPDか 何 か あ る が,お 使

いに な る。 だか ら この ボ イ ス ・グ レー ドの回線 を9,600b/§ で使

お うが,7,200b./sで 使k・ うが,何 で使 お うが お客 さん の 自由 で あ

る。 どこかへ 行 って上等 な モ デム を買 って きて,使 えば いい 。

た だ し,も しも こ こで うま くいか な くて,公 社 に対 して お か しいで

は ない か と公 社 に来 た場 合 は,公 社 に 対 してつ なが らな い よ とか,

つ なが って もお か しい よ と言 われ て も,わ れ われ の保 守 の 分界 点 と

い うのは こ こで,ど っちか とい うと ここか ら4キ ロヘ ル ツ流 して,

ボ イス ・グ レー ドです と4キ ロヘル ツを流 して,こ ち らへ4キ ロヘ

ル ツが返 って きて,し か る べ き特性 の 中に入 って いれ ば うち は関知

しな い,こ こは 自由 だ か ら。そ れ に対 してD5と かD9と か い ろ い

ろ ある,こ れ は一応 ビ ッ トを保 証 す る 。 これ は では どん な に な って

い るか とい うと,お 客 さん は 自由 に端末 をお使 いにな る。 ところが,

ここ のモ デ ムは公 社 の直営 にな る。

こ こは 自 由な端 末 で あ る。 この場 合,申 告 が あ った場合 の保 守 分界

点 は こ こであ る 。 です か ら,お か しい よ と言 われ た ら,う ちは ここ

で試 験 して,も う1回 ここで試験 を す.る。 で,こ ごは何 と もな い,

こ こ も何 と もなけ れ ば痴 そ れ だ っ たらお客 さん では な い です か とな

る し,こ こがお か しけ れ ば うちは責任 を持 て ない 。 こ う考 え て い く

と,今 度 のDDCと い うのは 一体 どこに入 る のか,こ うな る 。

実 は現 在 のD5と かD9と い うのば す べ て音 声 が通 る。 デ ー タ も通

るけれ ど も音 声 も通 る。 ところが,最 近銀 行 さん とか い ろん な お客

さん 等 にお話 を聞 くと,あ ん な音 声要 らな い よとい うお客 さん が多
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い。音 声 なん か使 った こ とな い よ,だ って こん な にた くさん 電 話 あ

るん じゃな いか 。 だ か ら,も しも音 声 使 う ときはそ の そば の電 話 で

ち ゃん と使 うか ら こん な専用 線 を抱 え て,こ の 中 に電話 も通 る よな

ん とい う ものは要 らな い よ とい うお 客 さん が 多 い。 で き るな らば こ

ん な電 話 の分 の金 を安 くし て くれ,こ っ ちで使 う よとい うお客 さん

もい ら っ しゃる。 とす れ ば,こ のDDCと い うの を使 う と,こ れは

実 は デ ィ ジ タル なので音 声 は通 らな い,こ れ は音 声な しで あ る。

だ か ら今度 は ボ イス な しの デ ィジ タル の専 用線 とい う位 置 づ け に す

れ ば い い。 そ うす る と,い ま ま で の もの は こ こに バ ン ド保 証 が あ っ

て,ビ ッ ト保証 が あ って,プ ラス ・ボイ ス が あ った。

これに 対 して 今度 のDDCと い うもの の位置 づけ は,こ れ は ビ ッ ト

保 証 で ボ イス な し とい う ことで い い。 そ うす る と,こ れ とこれ と一

緒 に して もい いわ け です 。要 す るに ビ ッ ト保 証 だ。 ど う して もボ イ

スつ け て くれ と言 われ れ ば従来 の この回線 を使 えば い い し,ボ イス

要 らな い よ,そ の分 安 く して くれ と言 わ れ た ら,で は こ っちを ど う

ぞ と こうな れば いい 。'

次 に バン ド保 証 の回線 を何 とかせ い とい うのが あ って,こ れ が御承

知 の いわ ゆ る コンデ ィシ ョニ ング とい うサ ー ビスが あ る,あ れ が こ

れ に な る。 恐 ら くこれ か らわ れ われ お客 さん に売 る と きに この ス テ

レオ は18万 円,た だ し信頼 性 は こ れだ,と い うふ うに な る。

この回線 の値 段 は1 .ヵ月10万 円 だ けれ ど も,周 波 数特 性 は こん な

特 性 とか い った特 性 を出 せ ば いい 。そ の 次,こ の回線 は同 じボ イ

ス ・グ レ ー ドだ けれ ど も特 性 は ち ょっ とい い よ,こ っ ち もす ご くい

い よ,こ れ は こん な に い いん だ,た だ し10万 円に対 して15万 円。

も う1っ ぐらい用 意 して,こ れ は ものす ご く悪 い,し ょっち ゅ うエ

ラーが起 こ る,だ けれ ど も専 用 線 は専 用 線 だ,そ のか わ り値 段 は5

万 円,こ うな る。 ち ょうど ウナギ どんぶ り と一 緒 で して,上 中 下,
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松竹 梅,こ う くる。 これの ボ イ ス ・グ レー ドをつ くろ う,こ れ を コ

ンデ ィシ ョニ ング と い う。お客 さんは 高 い回線 を使 って安 物 の モデ

ム を使 え ば いい ら 悪 い回線 を使 うか わ りに高 級 な モデ ムを使 って

要 す る に トー タル と して回線 の品質 を とれ ば い いの で は な いか。

こ うい うユ ーザ ー ズ ・チ ョ イスの チ ャンス を十 分 に.与え る べ きで は

な い か とい うこ とで ア メ リカで は考 え られ てい る。

した が っ て,こ の 回線 サ ー ビス とい うの は あ えて デ ィジ タル ・デ ー

タ回 線 サ ー ビス な ん て言 わ な いで,何 の こ とは な い,専 用 線 と特 定

通 信回 線 の 中に入 って,た また ま事実 と して デ ィジ タル を使 う とい

う よ うな位 置 づ け の方 が す っき りす るの では な いか とい うよ うな考

え方 でや りま し ょう。 つ いで にバ ン ドの方 もこ うい う こ とを きちん

と して コ ンデ ィシ ョニ ング もや る し,こ れ をや った ら ど うか。

余 り こ っちばか り宣 伝 す る と,も うDDXは 要 らな い よ,専 用 線 の

方 が よほ どい い と言 わ れ る と私 た ち 食 ってい け ない の で,こ ち ら も

い い です よとい う こと を言 わ な けれ ばいか ぬ が,結 局 は料 金 で あろ

う。 高 けれ ば お使 い に な らな いL自 分 の とこ ろの トラ ヒ ックが 高

け れ ば お使 いに な る で あ ろ うし,ト ラ ピ ックが低 けれ ば こん な もの

使 った ら1日 に一体 何 分 使 われ ま すか とい うお話 に な る。 そ うす る

と,こ っちに距離 を と って考 え て,1日 に何 分使 えぱ ど うか とい う

話 にな る。1日 に20分 ぐらい しか使 わ ない とい うの な らば明 らか

にDDXの 方 が有 利 だ と思 う し,も っと も っと使 うな らば専 用線 の

方 が い い。 それ は ユ ーザ ー ズ ・チ ョイス だ と い うふ うに 思 う。そ れ

が回 線 サ ー ビス で あ る。

回 線 サ ービス,分 岐 条件 その他 につ い ては,し た が って こ こに書 い

て あ った専 用線 とか特 定通 信 回線 の分 岐条 件 とか何 とか 条件 にで も

準 じるで し ょうとい うふ うに理 解 して いた だ いて い い の では な いか

と思、う。
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何 もこれ は新 た に何 か別 に,こ の メニ ュー と全 然 別個 に,こ れ は何

かみ そ ラー メン とか し ょうゆ ラー メンが あ って,こ こに ジ ャ ンボ ラ

ー メン とつ くれ る わけ は な い
,こ の メニ ュー の 中に 入れ て しま う。

で す か ら,い ろん な 条件 を合 わせ よ う とい うふ うに考 え るの が素 直

で は ない か とい うふ うに思 ってい る。

㊨
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4制 度的な面での質疑応答

1)基 本 方 針

2-2は 「制 度 面 」にな って い て,「 基本 方 針 一 新DDNと 現 行 回線 利

用制 限 」・。私 は答 え られ な いが,基 本 的 には専 用線 につ い て はい まま で どお

りで は ない だ ろ うか とい う気 が す る。 新 しい デー タ ・ネ ッ トワー クが で き る

とい うこ とが,た とえば 高 速 で は使 えな か った とか,電 話 網 で は不 十 分 で あ

った とか とい うこ とにつ い て は全 部 新 しいDDXで 解 消 で きる とい うこ とが,

われ わ れ の方 か らす る と,ユ ーザ ー さん か ら見 た場 合 は別 の 理 解 では な い か

と思 うが,新 しい時 代 が また生 まれ て くるの では な いか と.いう理 解 が で き る。

2)DDX各 サー ビスの 相互 接 続

「DDNの 各 サ ー ビスの相 互 接 続 」,こ れ は意 味 が よ くわ か らな いが,

巨]DDC(デ ・ジタル回綱 ニ ビス)とCS(デ ・ジ・ル回蔽 換 サ

ー ビ ス),PS(デ ィ ジタ ル ・パ ケ ッ ト交 換 サ ー ビス)の3つ で 考

えてい た の で,そ の 間 で相互 接 続 が あ るか とい う質 問 です 。

匡 ⊃DDCとDDXと の植 接続 はある・あるが,CSとP・Sの 間の相

互接 続 は現 在 の と ころは な い。・電 電 公社 がDDX1と い うの をつ・く

った と きは ま さに こ うい うや り方 だ った。 ど っ ちで も行 け る とい う

や り方 だ ったが,こ れ は今 度DDX2を つ くる こ とに よ って完 全 に

切 って しま った。 い ろい ろ な理 由 が あ ったが,い ず れ に して も答 え

は ノーで あ る。DDCとDDXの 間 は イエ ス だが,ttCSとPSの 間

は ノー であ る。
●

3)回 線交換 サー ビスと現行加入電信網の関係

垣=司 囮 搬 換サービスと現行加鳩 信網の関劇 というのは・・れは

非 常 に むず か しい 。 加 入電 信 の お客 様 が 大体75,000あ る。 毎年
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どれ ぐらい ふ えて い るか とい うと,大 体7,000ぐ らいふ え てい る

の では な いか と思 う。 と ころが,御 承 知 の とお り最近 ファ ックスが

現 在 非常 に ふ えて い る。 それ か ら,50ビ ッ トよ りは10・Oビ ッ ト

が いい とか200ビ ッ トが いい とい うわ客 ざん もい らっ しゃ る。 そ

うす る と,あ る程 度 の 数 や めた とい うお客 さんが い ら っし ゃ る。 や

め た の とふ えて い くの を足 します と,プ ラスは プ ラス です けれ ど も,

い ま ま での よ うに ギ ュ ッ とふ え るの では な くて,カ ー ブは だん だん

ね て くる。57年 度 末 で大体10万 ぐ らい か な とい う感 じがす る。

これ は 日本 だけ では な くて,い ま世 界 各国 そ うです。 テ レ ッ クスの

端 末 とDDXの 端 末 とが相 互 に接 続 す る こ とは将 来考 え る こ とに な

る と思 う。

国連]そ れは収容の問題 と綱 接続の問題があると思う・

匡 」]そ うです.

匡鉋 鯛 者側か ら言 うと,収 容されてあ・て も雛 されてあるかどうか

とい うこ と と,効 果的 に同 じな らば使 え る とい うこ とで は変 らない。

乏

4)メ ッセー ジ通 信 と メッ セー ジ交 換 の定 義

匡=雪 ここで言 ・てお るのは,い ま ・。セージ交換 はできない覚 話網 を

使 って もで きない 。 それがDDXが 出て きて,回 線 交換 で品質 の い

い,ス ピー ドの早 い,接 続 時 間 の短 い もの で で き るか ど うか とい う

こ とだが,何 か い まの制 度 か ら変 わ った 点 が あ るで あ ろ うか とい う

'趣 旨の 質 問 で す
。 た とえば,銀 行 の為 替 の アプ リケ ー シ ョンが 回線

交換 を使 って で きるか,具 体 的 に 言 えば そ うい うこ とで あ る。

匡 二司 ため込んで交換す る'とい う離 ・まDDX鞭 うとい う・・一ジか,

そ う で な くて か,

国 司 はい・他行 との間 の・・セージ交換が回搬 換 でできるか とい う問

題 で あ る。

◎
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国 玉]・ ・セづ 交換ですか・ それは・

回 そ うです・緯 ですか ら・

匡=亘]・ 醐 ればで きるのではないカ・・

極]そ れは特定 瀧 回線 と蛾 通信回線 との接続 の問題になる・そ して・

その 間 に 判 断 基準 として 入 って くる概 念 は,他 人使用 であ るか ない

か,と い うこ とで あ る。 もう一 つ は,公 衆 網 に 直接接 続 され る電 算

機 は処 理 を行 う もの でな けれ ば な らない とい う考 え方 で す。 だか ら

単純 に全 部 公 衆 網 で あれ ば ど う とい うこ とは ない のか もしれ な い が,

い ま の場 合 必 ず 特定 が 入 って く る。 だ か らで きな い。 全部 交換 だ っ

た ら電 話 か け てい るの と同 じだ か ら多分 で き る と思 う。

匡=亘]・ れについての答 えは保留 させて ください・営業 がその辺 どん 鵠

え を持 って い るのか,私 の 答 え と違 って い る と後 で 御迷 惑 をか け ては

は い け な い の で,こ こは ち ょっ と 自信 が な い 。

公 衆 網 だか ら可能 であ る とは 思 うが。

5)DDXは 制 度 上 「公 衆 通信 回 線 」か

一 制 度 の 行 方 一

睡 判 これ もまた蝶 の諦 持 ち込 んで しま・て申 しわけないが・DDC

とDDXの サ ー ビ ス区域 が 違 って くるだ ろ うとい うお話 があ った。

国 玉]サ ー ビス齢 当初は違 う・と も考 え られる・

匡極 それ を前提 に して・ そ うす る と・本 当CまDDX・ ・つな ぎ込みた・'ん

だ けれ ど も,サ ー ビス区域 外 だか らDDCを お 使 い くだ さい とい う

こ とにな る と,そ れ と も う1つ は,制 度 的 にDDCを 特定 回線 の 範

疇 に 入れ て しま うと,特 定 と公 衆 の接 続 とい うの は い ま制 度的 に大

変 め ん ど う く さい 問題 を抱 え て い て,そ れ を全部抱 え込 ん で く ると

い うこと に な る。 そ うす る と,公 社 さん の 方 の御 都合 で,ま だ サ ー

ビス区域 外 だ か らこの場 合 に はDDCを お 使 い にな って接 続 して く
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だ さい。 と云 わ れ る場 合 が あ る。 ところが,公 社 さん の御 都 合 でな

しにユ ーザ ー側 の都 合 で公 衆 と特定 とつな い で くだ さい とい う こ と

に な る と,現 行制 度 に ひ っか か る場 合 もあ り得 る。 この 辺 の 取 り扱

い方 は ど うな る だ ろ うか。

国 玉]い まの御指摘はのDXと いうの舩 樋 甑 線と蟻 するからで

あ ろ う6

極]そ ういうことです・

亘 そういうことでし・う・現在・綻 瀧 回線と繰 網の蹴 緋 常

に う る さい 。

匡 三]そ うです・DDCは 綻 の傘 の中 ・こ入 ります・

極]そ れはは ・きりしたわけですね・

国 玉]だ けれ ど も,私 はDDXは 螺 通訓 練の傘 の中 とは申 し上 げてい

な い。 まだ 整理 は され て い な い。 しか し,何 か リ'ンクは して く るで

あ ろ うが 。

睡]そ うす るとま嚇 しい概念が出て くるのか・加入 と公衆があれは同

じであ って違 って い る。 特定 と専用 もそ うです 。 そ こへ もう1つ 新

しい概念 の方 が生 まれ る。体 系 が 非常 に や や こ し くな る。

匿 三]そ の辺今度制度醜 面で思い切・た鯉 がされてくるとは極 悪・

てい るが,世 の中 の人 が 第2次 とか第3次 とか とお っ しゃ って い る

の は そ の辺 で は な い のか,違 うの か。

匡重 司 綱 繊 とかには・端 的に・'ろいろ細 腰があるが,技 術的に同
一 も しくは類 似 の もの が利 用 制 度上 必 要 以 上 に細分 化 され て くる と

ユ ーザ ーは,ど う使 って い った らい いか分 らな くな る と思 う。

亘 ですか ら・ ユーザ さんか ら見・・らそこが禰 れ ン トだ と思 う・

画 そ うした ら・ い蝿 話網 あるいはテ レ・クス網・ いわゆ る微 通信

回線 と して 使 らて い るや や こ しい もの を外 して しま って,パ ッ とこ

う … …o
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巨 三]そ うですか,ぜ ひその ようにお願・・したい と思 う・

6)51年7月 の他 人 使 用 制 限緩 和 につ い て

囲 去年の朋 だ・たか・例の接編 ‖噸 和というのが出た・綱 省

に 申請 してr

[郵 綻 通信回線の他人使用の制限です・

国 司 あれについての一 ザ さんの反応といいますか・あんなの前から

や って い るよ とお っ し ゃるの か,い や少 し助 か?た,楽 に な った と

い うの か,そ の辺 は い かが か 。

画 あれはすで曜 訟 社さんは馴 上お認めにな・ていただいていた

の では な い か 。 い わば 既成 事 実 の 公認 とい う こ とで … …。

国 玉]そ れ 鰯 政省 さんがは・き りした・す ・きりした・ きちん と倣 化

した とい う ぐ らい か。

[蓮 司 ただほ 味はあると思 う・それが実態で運 用面でやられておつた

として も御 存 じない方 は だめ だ と思 って い ら っし ゃ ったか もしれ な

い。 と ころ が,公 表 され た こ とに よ って で き るん だ とい うこ とが周

知 され た 。 そ、こに重 要 な意 味 が あ る。 や は りで きる ζ とは公 表 して

あ げ ない と,知 ってい る者 は得 だ,知 らぬ 者 は損 だ では 困 る と思 う。

匡 ⊃i]そ れはパ ブ リ・クとい う面力・ら非涼 まずい・ 」・

巨ヨ あ そこで出て きたのは,行 ・て帰 ・て こいで もコンビ一 夕極 り

抜 け る こ とが で き るとい うこ とで あ る。 あれ はい ま ま で で きな か っ

た 。

厘 二剥 そ うです・

極]た だ・出 て くるところ と入 ・て くると・ろの コンビ・一夕は同 じで

な い とい け ない 。 だ か ら私 ど もの会 社 が あ る計算 セ ンタ ーに お願 い

して,私 ど もの 大 阪へ 結 果 を 出す こ とは あの 範囲 で は不 可能 で あ る。

大 阪 の端 末 へ 出す こ とは 。
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国 玉]で も・ の ぞ けば い い では な ・'か・

国 璽i]そ れ で また ・一 ル ・ボ ・ ク ス とか・ 何 か や や こ しい ・ とにな ・て く

る 。

7)(現 行 制 度)公 衆 通信 回線 に接 続 す る コ ン ピュー タ の概念

匡 至]い まの絡みで・ ・二 ・ンとい うの{まいわ ゆる臨 制御鑓 か集雛

置 に使 われ て い る。 と ころが,ミ ニ コ ン もプ ログ ラ マ ルだ か ら これ

は コ ン ピュ ー タで は な いか とい うこ とに な る と,や っか い な 問題 が

出 て きて しま う。

垣 越]螺 回線 ・繊 され る ものは ・ンピー タでなければい けない と・'

うこ とに な って い る。 コ ン ピュ ータ でな けれ ば い け な い とい うこ と

は,処 理 が され る とい うこ とで あ る。 ところが,普 通 の意 味 の 処理

とい うの は ユ ーザ ー ・プ ログ ラ ム とい うか業 務処 理 プ ログ ラムな ん

で あ って,通 信処 理 プ ログ ラムは 入 らな い。 通 信処 理 プ ログ ラム だ

けの もの は 通信 機 で あ らて,い わゆ る コン ピュ ー タで な い とい う考

え方 にな って い るが,実 は それ も実態 面 では わ りあい に 度量 広 く電

電 公社 さん は 対応 してい らっ し ゃ ると私 は 思 って い るが 。

8)(現 行制度)共 同使用制限など

国 司 それから,糎 面で,甜 ・な・ている中で・難 業 と飾 との間

の 関係 が あ る。

極]そ れ と もう1つ 貨物運送業 とね・飾 と運送屋 さん とがあれは抜け

て い る。

匡 二杢]子 会社 として倉庫業 を持つ・流通部 門を持 つ とい う場 合 もあ るし・

他社 の倉庫 とか流通部門 を使 うとい う場合 もあ るが,そ れが共 同使

用の関係にいまな っていないので非常 に問題 を起 こす。

匡 亘口]共 同鯛 の関係にないと・他人使用条件にあの難 が準用されてく
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る もの だ か ら,そ れ で よけい 困 る。

煙=郵 何 か もうそろそ撮 近のFccの 半u定みたいに品 分 が本 当にメッ

セー ジ交 換 す る 目的 で や る もの は メ ッセ ー ジ交換 だ,そ れ以 外 は全

部 そ うで は ない の だ とい うふ うにす っ き りした方 が 日本 もい い。

野垣 内 他 人 使用 だ,共 同 使 用 だ とい う概 念 が 大変 複 雑 に な って きた・ あ れ

は もう要 らぬ の では な い か。 あん な こ とを 言 って い るか らわか らな

い。

厘=垂]も ・とも技術瀬 綱 な・てし'るか ら何か贈 で しば るとい うよ っ

な もの で,ご く最 近 の判定 は,FCCは 自分 は 誠心 誠 意 メ ッセ ー ジ

交 換 の た め に これ をつ く りま した とい う もの は禁 止 す る,そ れ 以 外

は,プ ロセ スの た めな ら構 わ ない。 実 際 判定 で きな くな って い る。

の ぞ け ない 。 だか らあ とは精 神 論 以外 にな い,こ うい うわ けです よ。

匿 亘亘]プ ・グ ・ムをし らべ るとい・て も・ それは… ・

匝 三囲 そんな もの どうにで も変 え られ る・ それで・ それ よ りもまずそ うい

うこ とを して 通信 業 者 が それ で利 益 を損 な うどこ ろか,そ うい うこ

とをす る と利 益 が あ るん だ とい うよ うに逆 に い ま変 って きて い る。

メ ッセ ー ジ交 換 で も何 で もや りな さい,そ うす る と収 入は 通 信業 者

に は ほ とん ど入 らな い。 た だ,片 一 方 で そのか わ りVANは 財 務 を

公 開 しな けれ ば いか ぬ。 だ か らそ うい う ぐあい に 実 質 的 に や った方

が い い 。 そ うい う も'のを業 とす る もの が 出 て きた ら一 切 の財 務 を オ

ー プ ンに して しま う,利 益 も決 め られ て しま うわ け だ。

厘 亟]た だ・ 昧 の法 とか制 度の上 で・ま… セージ交換 とかメ ・セージ

通信 とかい う言葉はない。 内容 を変更す ることな く情報 を媒介す る

とか とい うふ うな言 い方 しか ない。

[咽 他人の ために メ・セージ交換 をや ・て,そ んなに設備投 寵 して も

うか るわ けは な い 。 そ れが い か ぬ と言 われ ると,も うか らぬ こ とを

あ え て や る人が い るの か とい うこ とに な る。
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国 玉]そ れか ら・ いま と似 た ようなケース慣 協が オン・・ン化す る場合

に 非常 に 問題 が起 きる。 農協 の上 部 団体 の 全共 連 だ とか あ あい う と

ころ と,そ れ か ら県 の中 心 と村 々の農 協 の 間 に結 ん だ場 合 に いま の

問 題が 絡 ん で く る。

画 制蜘 にできないであろ う・枝社1ま で きないか・

国 司 制度的にその辺櫓 されれ ばま・ごま濃 協は オン・・ン化雌 む・

㊥ 実態か ら言 うと・い まだにあんな ・とが行 われてい るとい うのはお

か し ぐて しか た が ない が,こ れ は30年 代 の終 わ り,40年 代 の 初

め航 空 会 社 の座 席 予約 をや るの に,旅 行業 者 の窓 口へ 置 く端 末が あ

の ころ の法律 で は 他 人使 用 もし くは 共 同使 用 の制 限 にか か って だ め

だ とい うの で,旅 行業 者 の営業 所 に航 空 会社 の 分 室 をつ く るとい う

こ と と,旅 行 業 者 の 社 員 を航 空 会社 の 無給 嘱 託 の 辞 令 を出す とか と

い うよ うな こ とで航 空 会社 の単 独使 用 と して何 とか 切 り抜 け て実 施

され,い まで もそ れ は その ま ま残 らて い るが,今 新 し く システ ム を

つ く る時 な ぜ そん な姑 息 な便 法 を使 わ な けれ ば な らぬ か と思 う。 で

も法改 正 に な って か ら後 で も同 じ よ うな ケ ー スが まだ 起 きてい る と

い うの は,そ れ で実 態 が動 いて い るの だか ら,実 態 が動 い てい た ら

たて まえ の方 も動 か して い いの では な いか な と思 う。

国 玉]そ の献 ど うな つてい るのか・私は データなん とい うのは　 ザ}
ヂ き

さんの 声 を一 番 聞 か な けれ ば い け ない と思 ってい るが,そ うい っ戸

とい うの はい ま どこに ど うい うふ うに 入 って い るの か 。 郵政 大臣 に

対 して何 か お 出 しに な った。

厘 垂]一 昨年ですね・

匡 」]あ れは回答繰 ているのか・

回 大分おくれて出た……・

巨国 あれは去年の・月です・

[野垣内]他 人使用曝 和……・
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国 玉]あ れが回答ですか・

国 玉]そ うです・一一部です6"

巨 国 もう1つ 共同使用の制限がまだ緩んでいない・他人鮒 は櫨 りあ

れ で 緩 くな って い るが,し か し共 同使 用 の範 囲 が 利 用 規程 で が っ ち

りと決 ま ってい る で し ょう。 その範疇 を出 れ な い。

野垣 内 その 場 合,ま だ貨 物 運 送業 者 の中 に問 屋 さん の 分 室 をつ くるん だ と

'か 変 なか っ こ うで ごまか さね ば な らな い と した ら しよ うが な い。

[
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5料 金面での質疑応答

1)料 金 体 系

「料 金 面 」の イの 「体 系 」とい うの は何 か。

国国 料錨 系 です・

匡 憂]・ れは こうい うことです・一番 大きな撒 的な ことは・ た とえばパ

ケ ッ トの場 合 を取 り上 げ た ら,全 国 単 一料 金 で い け るの かど うか,

これ が 出 て くるか 出 て こない か で ユ ーザ ーの 方 は ネ ッ トワー クの構

成 自体 根 本 的 に変 わ る とい うこ とで す 。体 系 の 基本 で あ る。 い まの

キ ロに よ る区域 が あ る,あ の 料 金帯 域 が な くな って しま って,単 一

料 金 に 日本 全 国 な って しま えば,ア メ リカは そ うい うふ うに 聞 い て

い るが,そ うす る とえ らい こ とに な る。 い ま一生 懸命 に な って 集約

した り,分 割 や った りして い ろい ろ や って い るわ け だ が,あ れ は 意

味 が な くな って しま う,あ あ い う もの に対 す る投 資 が 全 くな くな っ

て しま う。 だ か らその基 本的 な考 え方 が 新 し く取 り入れ られ るの か

取 り入れ られ な い のか,パ ケ ッ トが そ うな る とほか は い ま ま で どお

りで いい の か,こ うい うふ うな議論 が ま たす ぐそ の次 に 展 開 され て

くる。

亘 料金体系餉 疎 めるのか・料金飲 めるときに御棚 拠にするか

とい う こ とを考 えてみ る と,普 通 は コ ス トです ね。 い く ら投 資 した

の だ か らい く ら も うけ るの か と して 決 め るの が 一般 的 な考 え方 で あ

ろ う。 そ うす る と,投 資 とい う場 合 は 当然 伝 送 路 コ ス トに な る。何

とか して ケ ー ブ ル を安 く しよ うと思 って,ト ラ ピ ックを しぼ って い

くた めに交 換 機 が 要 る。 そ うす る と,距 離 に ノ ン セ ン シテ ィ ブ とい

う意 味 は通 信 衛 星 ネ ッ トワー クなん か は料金 は完 全 に距 離 に 関係 な

い。 公 社 も衛 星 を上 げ て,そ れ で この辺 の 家 の屋 上に ア ンテ ナ を置

い て受 けれ ば,こ れは 完全 に距 離 は無 関係 であ ろ う。 恐 らくそん な
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パ ケ ッ ト料 金 が でき るで あろ う,。た だ われ われ の場 合 は 陸上 回線 が

た くさん あ る し,あ くま で もそれ を主 に考 えてい くで あ ろ う。 そ う

す る と距 離 に 関係 な い です よ と言 えな い と思 う。

それ は そ うだ が,問 題 は パ ケ ッ トで,料 金体 系 の中 で われ われ が

い ろい ろ デ ィ スカ ッ シ ョン して い るの は,パ ケ ッ トは全 部 有 料 か 無

料 か とい う話 が あ る。ユ ーザ ー さん の本 当 に大切 な デ ータ を送 るパ

ケ ッ トは 当然 有料 で あ る。 とこ ろが, .情 報 を向 こ うへ送 る前 に あ い

て い るか とポ ー リング をか け てみ た り,ど うかな とい うよ うな い ろ

ん なパ ケ ッ トがあ る。 そ の パ ケ ッ トが 有料 か 無料 か とい うの は 非 常

に き く。 それ も有 料 に して くれ るな らば,そ れは 全国 均 ・一だ とい う

考 え方 もあ るか もしれ な い。

垣 壁]そ の問題は仮に均 剤 金 とい うア・てまえに立 ・て逆 にひ っく り返

してみ る と,そ れ は有 料 か ど うか とい うよ りも原 価 の 問 題 です ね。

現 在 電 話 に して もテ レ ッ クスに して もそれ は原 価 と して料 金 に 含 ま

れ てい る。 その 部分 だ け とれ ば た だで あ るか ら… …。

国 玉]そ うだろ う・

国 璽 亘]料 金的 にはただ とい うことで・原価 にかか ってい るとい うことであ

る 。

国 玉]い ま国願 信の胎 は違 うであろう・

㊥ 違う・

国 玉]一 ザーさんか ら見たら高いか もわからないが・あれは有料です・

電 話 をか け て,国 内 ネ 。 トワー クが 国 際 ゲ ー トヴ ェー に 入 って,国

際 ゲ ー トウ・エー で相手 が た とえば 着 信 払 い が何 とか言 って だ め だ とな

な る,断 わ る,あ れ は 有料 で すね 。

[垂 司 それ も仕入れだか ら原価ですね・

回 それは最終利用者の負担割合纏 えるだけの話である・

国 玉]そ うですね・それだけの話ですね・今度のパケ・トは実はそこのと
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ころ無 料 に す るの は 非常 に む ず か し くて,ポ ー リングみ たい な の を

か け て,ポ ー リング でパ ケ ッ トは飛 ん でい く,そ うい うポ ー リング

で代 行 を も し もや らせ る と,PMか らパ ケ ッ トで飛 ん でい く。 皆 フ

ラ ッグを立 てて,き ょ うは用 事 な い,用 事 な い とい うの を全部 有料

にす るか 無 料 に す るか とい う話 が あ る。

巨]・ ス トとい うのは どれ くらい使 われ るかによ・て当然 タ リ・が変わ

らて くるの では な い か。 需 要 とい う もの を先 に想定 した マー ケテ ッ

トリサ ーチ が必 要 だろ う と思 う。

国 玉]う ちの方 では計醐 とい うところカ・あ ・て,そ ・で先 ほ ど言 ・飾

揚 調 査以 外 に い ろん な統 計 デ ー タ を もとに 大体 どれ く らいお客 さん

が 入 って さてい た だけ るだ ろ うか とい うこ と を想定 してい る。 あ る

程 度 の数 を全部 出 して,そ れ を東 京 幾 ら,大 阪 幾 ら,京 都 幾 ら とは

じい て,そ れ で ネ ッ トワ ー クを組 む。

2)受 信 人 払

睡 蓮]体 系 の もう1つ の基本 的な点は,・ れまで どお り発信側 に料金 をか

け られ る とい うこ とは その ま ま なの か ど うか とい う層こ とが あ る。 こ

れ は 計算 セ ンタ ー さん に と って は非 常 に 大 きな 問 題に な る。

国 玉]セ ンター 泓 い とい う端 を去年 したか と思 うが,い まお ・し・

った のは セ ンタ ー側 で課 金す る とい う機 能 が あ るか ど うか とい うこ

とか。

匝 囲 受臥 払 い とい うものです・

国 玉]そ れはあ る・ そのか わ り・一ル ・バ イ ・・一ルではない・契約 で1

カ 月 蛍 位,マ ン ス リー の 契 約 で,今 月 は う ちの セ ン タ ー に か か っ て

く る の は 全 部 セ ン タ ー 側 で 払 い ま す,受 信 人 が 払 い ま す,そ うい う

サ ー ビ スは あ る。 コ ー・ル ・バ イ∴ コ ー ル で,こ の コ ー ル は あ な た の

と こ ろ に つ く よ,そ の 次 の コ ー ル は う ち よ,そ んな の は ち ょ っ とで
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今

きな い こ とに な ってい る。1ヵ 月単 位 で今 月は う ちで全部 払 って あ

げ ます とい うの は 回線 交換 もパ ケ ッ トも可能 であ る。

3)パ ケ ッ ト交換 にお け る接 続 料 金

厘3]料 金縣 で前にどなたかア・リカ式のビ・ト数の計算のあれ接 現

さ れ た カ∫… … 。

唾 壷].T・1・ne・OPト ラ ・ ・ ク料 金 と し て は パ ケ ・ トqP・t=1・0246

ビ ッ ト)当 た り60セ ン トだ った か 。

遍 二重]い 類 え られてい る案 では・・一 ・距離 時間 とビ・ ト数・ そ うし'9

計 算 で し た か … … 。

匡亘 亘]時 間は関係ない・

亘 ア・ リカは時間杁 ・ている魂 結 間・占有時間で了・

国 玉]い ま柳井さんわ・し・・た聯 時間・・れは非常にきく・公社場

合 もPVCと い うサ ー ビ ス,パ ー マ ネ ン ト ニバ ーチ ュ ア ル ・サ ー キ

ッ ト,日 本 語 では専 用 線型 サ ー ビスなん て新 聞 に 出て い るが,あ の

専 用 線型 サ ー ビ スで あ る と,朝 電 源 を 入れ て,お れはPVCだ と宣

言 す る と,接 続 も何 も要 らな い。 専 用 線 だか ら情 報 が出 て い、くたび

に その分 だけ か か って い る。 そ こで保 留 時分 課金 を考 え たわ け で あ

る。 国 際 キ ャ リア それ を考 え てい る。 全 然 パ ケ ッ トを飛 ば さな か っ

た と して もそ の接続 料 金 だけ払 う。 その か わ りそれ を放 棄 す るとP

VCは な くな るけれ ど も接 続 料 金 は要 らな い,こ うい うよ うな体 系

で あ る。 これ は 外国 は い ま ほ とん どそ うい う考 え方 ではな い か。

回 あれは ・つはやは り嚇 して ビ・ ト数飛 ば さないで線 を保留.レてい

るた め,日 本 で もしそれ をや らなか った らPOS(ポ イ ン ト ・オ ブ

.セ ー ル)か 何 か全部 つな い で,1日 中 スイ ッチ 入 れ てパ ラパ ラパ

ラ ッ と送 って … … 。

国 玉]そ れはいま考 えてい る・だけれ ども・ さしむきは糖 さんに舶 に
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使 ってい た だ こ うとい うわけ で,接 続 料 金つ く るの をや め る方 向 で

検討 しそ い るが …… 。

ロ カ ナダのDATAPACは 保留 時 間 制 を採 用 して い るだ ろ うか,私
9、 ト

は な い よ うな気 が す るが。

煙 三i]そ れは保留醐 がなか った ら・た とえば銀行 さんが全部1…'・ ボ
ーの端 末 ス イ ッチ を入 れ た ま ま1日 中 つな い でお く,リ'デ ル タ イム

に,そ れ が 可能 で あ る。 それ を禁 止 す るため に保留 時 間 とし～ゲの は

設 けて い る。

国 玉]相 手齪 接続時 鰍 型サービスになるからば 部r分 が全然龍

も しな いの にPVCを 宣 言 して メ モ リーを保留 して しま う。 だか ら

接 続 料 金課 金 を とろ うか とい う こ とでや って い る。'しか し,現 実 ほ

い まは 国際 キ ャ リアは全部 接 続 料 金 とい うの を 出 して い る し;1今 年 一'

の4月 に(dCITTの)SG皿 が あ る。SGVIIとSG皿 の 合同,ミ

ー テ ィ ングが あ る。 あ そ こに 出 てい る ドキ ュ メ ン トは接 続料 金 取 る

とい うこ とをは っ き りうた って い る。'こうい う方 向 で国 際 へ行 こ う

と。
コ コ

巴]も う1つ は・利賭 の利用度の保 証のためであ る・ た とえば私 は ・
コ

れ を使 い たい のに だ れか が 使 って い た ら何 のた め に この 制 度 が あ る

ん だ,そ れ を訴 え られ る ら しい 。 だ か らで き るだけ 要 らない と切 っ

て しま う。

已]む しろ割勘 取 るべ きだ そ うな・た らホ・ トラ・ンみたいな もの
.

たな る。
ヒ

[唖]だ けれ ども,こ れか らの アプ リケー シ・ンは どん どん接続 し』放 し
　

の方 た行 くの で は ないか と思 う。

国 玉]そ れでは硫 料金 を取 ろ うかな と・・う話 をしておいた方が一 ・です

ね 。

回 で赫 ら・使 う方は1月 に どれ くら・・使 うか とい う・とを裁 て'申
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し込 み しな い とだ めだ 。

画 … なんかポ二 九 グが祷 安 い・将来・ダア・とつ なぎ ・ぱな
9

しに して … … 。
マ

口 あい てい る時 間 か な りあ る。
ノ 二

極 送 られてい る量 は少 ない・ … なん とい うのは・
コ

匡亘]ト ラ ンザ ・ら ン ・ネ ・'ト・一 ・ もそ うです ね塙 報 が あ る とパ ・

と旗 を立 て る。

巨 二 割 ただ・ デー糧 できいて くるか ら・ ポー リングかけ守 髄 を撃 ・コ コ,「

て い ると相 当課 金 が ふ え る。

巴亟]そ れは毎回酷 して も同 じ・とだ・

[困 さ・ぎの個別の・・ケ・ トみたいな ものを持 ・ていれば・ それ で可能

な わ け だ。 ま とめ てボ'ン と送 って しまえば い い。

垣 二型 それは公社がもうから前 に・句かうというのがいいのかど⑭ 知ら

な い が 。
P

口 公 社 が も うか らな い とまた値 上 げ せ ざるを え ませ ん ね 。柳 井 さん,
,コ

公 社 が もうか る よ うに 考 えて くだ さい。

厘 二割 そ れは アメ リ斌 は もうカ1る・としか殼 ぬか ら・あの制度 を も・

て く るの が一 番 で,彼 らは もうか らぬ こ とは絶 対 にや らない か ら。

●

4)専 用線 と交換網の損益分岐点

[重三ヨ 朝 練 と交換網の雄 分岐点というのは大体どの辺にいくかという

の は 。
ヒ 　

匡 二目 それは答 えはあ るが・ それは ち・・と言えない・ とい うのは,そ ん
の

なの は トラ ピ ック とか な ん か で変 わ って しま うの では ない か 。 距 離

な ん とかい つ,余 りに もプ レ る要因 が多 過 ぎる と思 う。 た とえ ば,

100キ ロで考 えて,こ ん な トラ ピックで,こ ん な お客 さん で,そ
ガじ

の と きは た とえ ば何分 とい'うの は 出 る と思 う。 わ れ われ もそ うい う
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こ と をや りま した結 果 あ る数 字 を もって い るけれ ど も,そ ん な もの

は何 ぼ で も フレ る。 た とえ ばあ る シ ステム,ど こそ この端 末 の こ う

い うと ころ とい うのは 調 べ た。 そ うした らこん な トラ ピッ クだ,こ

こは こん なん だ,全 部 調 べ た らい ろん なパ タ ー ンが あ る,非 常 に幅

が あ る。 一 概 に こ うだ とい う ζとは 言 え ない の で は ない か。 だけ れ

ど も,そ うい うポ イ ン トを決 めな い と,お っし ゃ る とお り料 金 も決

め られ な い。 そ こは非 常 にむず か しい。

5)休 日 、夜 間 料金 その 他

休 日 とか夜 間料 金 とか い うの は,ベ ー シ ッ クな料 金体 系 は一 応整 理

して るが,休 日 だ,夜 間 だ,祝 日 だ,何 とか だ とい うの,は私 は知 ら

な い。 た しか 去年 の とき も検討 中 で あ ります と答 え てい る と思 う。

こ この とこ ろは ま だ検討 中 だ と思 う。 バ ル ク料 金 とか。

巨]特 に メー か の デ ー タ ・セ ンタ ー・ テ ス ト ・セ ン ター あた りが シ ス

テム ・テ ス トをや る とき,日 曜,祭 日 出 て きてや る。 です か ら,安

い ときに集 中 的 にテ ス トをや る,割 引 料金 あ った方 が いい とい う希

望 が メ ーカ ー さん か ら出 てい た と思 う。

[困 ・れはハ ー ドプ・ア的考 妨 ですね・ あいてい るハー ド・・アを有

効 に使 お うとい う こ とです ね 。

匡=司 私 もそ うい う気がする・いまの ネ・ ト・一・で も柾 月な⑭ や ・

て い る,三 が 日 の割 引 で すか,確 か に そ うい うの は あ って い い と思

うが,そ れ は その次 の ステ ッ プの話 だ と思 う。

そ れ か ら,「 他 の サ ー ビス との 料 金 比較 」とい うの は・ 専用 線 と

の ポ イ ン ト,こ こは そん な感 じです か 。 た とえ ば これ は パケ ッ トと

回線 交換 を比 べ て どっ ちが ど う安 いん だ,同 じ トラ ピ ックで,た と

え ば4,800ビ ッ.トで,そ うい う適 用 領 域 の こ とに な るわ けか 。

口 適用領域にっい確 で 「稠 面 」と・・うところで出て くるが・いま
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の た とえば電 話 線 に 比べ て料金 の 考 え方 と して ど うい うふ うに設定

してい くの か,基 本 方針 です ね。

国 玉]料 鑑 定の考え方 というのは私の守髄 酬 ですから・本日は守備

範 囲外 と言 えば い い よ うに な ってい るの で。

厘 三ヨ 麟 なんか高 くな ると勃 た くて も移拙 いなん とい うケースが…・

卜

●

6)バ ランスのとれた需要構成と需要誘導

国 玉]た とえば こうい う・とがあ ると思 う・ いま朝 練 サニ ビスをや ・て

い る,あ の サ ー ビスが公 社 の経 営上 赤 字か 黒 字 か とい うこ とが あ る。

それ は皆 さん御 承 知 の とお りです か ら私 が言 うこ とは ない が,今 度

DDXを 出 した と きに 専用 線 が全部 や め て しま って こ っちに全部 移

?て きた とい うの が公社 と して得 か 損 か,こ こは よ く考 えな けれ ば

い か ぬ。 あ るい は 回線 交換 にお客 さん が移 うてパ ケ ッ トは 全然 来 な

か った,専 用 線 もい な くな った,公 衆 通 信 回線 もい な くな った とい

うの は 公社 の 経 営 上一 体 ど う.なの か とい うて とを考 え る と,最 適 解

は き ちん とバ ラ ンスが とれ れ ばい い わ け であ る。 そん な に うま くい

くか どうか は別 だが,専 用 線 のお客 さん もあ って,公 衆通 信 回線,

電 話 網 を使 うお客 さん もあ って,パ ケ ッ トもあ って,回 線 交 換 もち

ゃん と適 当 な お客 さん があ って,そ の お客 さん が どこか に偏 るこ と

が ない よ うに,そ うい った 需 要誘 導 が で き るよ うな 料金 体 系 が一 番

ベ ス トでは な い か,そ の解 は 一体 何 だ,こ うい う議 論 にな る と思 う。

そ うい う意 味 で は 非常 に むず か しい。 料 金 とい うの が ガ ラガ ラ変 え

られ れ ば一 番 い い。 や った,お 客 さん つ か な か った,で は ち ょっ と

こ っ ちを上 げ よ うか とか下 げ よ、うか とか 一 。 それ で うま くお客 さ

ん が 来 る とい うの が 一番 い い ので あ ろ う。 けれ ど も,現 実問 題 と し

て郵 政 省 さん とか 御 相談 しな けれ ば い け な い とこ ろがい っぱい あ る

か ら,料 金 な ん とい うのは1回 決 め た らそ んな に簡 単 に変 え られ な
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い 。

国 玉]た だ システム的視 るど・この料金体系でζういう料金砒 較だ

とこ ういう シ ステ ム を つ くろ う とい う こ と そ 走 る と ∫2`年 な り

5年 な りそ れ ぞ 動 か す つ も りで い る わ け で,料 金が ぐ っ と変 わ

らて くる と,ま た ソフ トゥ・エ ァか らア プ リケ ー ジ ョンか ら見 直 しが

必 要 にな る。

亘 下げる剛 ・いのではないか・

垣 壁]で すけれども・古い一 ザーか'ら・・ちの方鞍 く垣 たい ない

か と言 って怒 られ て しま うこ

巨 二割 買わな くて もいい鱒 装置 韻 ・た り唱 わな くて もい いモデム を1

大量 に買 い込 ん だ り,た とえば ルー プに す る とか,そ うい うこ との

方 が きい て く るか ら,も ろ に こ っちの方 が もっ と安 い の では ない か

と怒 られ る。

匡 三]そ うい うζ ども考えて初 めか'らうま・・料金体系 をつ く'るとい うの

が われ わ れ の の ぞ む ところ だが,御 承 知 の とお り一二応適 用 領 域 の よ

うな図 が あ ち こ ちの学 会 な んか に 出 て い る。 目盛 りが 入 って いな い

か ら全 然 わか らな いが,一 応 鳥 の く ちば しが 出て い る。 あ の辺 では

ない か と思/って い る。

正 直 申 しま して,う ちの中 にい ろん な シ ステ ムが あ る。 そ の シ ス

テ ムで試算 して 大体 ここ'ら ぐ らいに な るの で は な いか,こ うい うの

は ご っ ちに 誘導 され るの では な いか とい うよ うな分 析 は や ってみ て

い る。 実 際 問 題 お客 さん か ら見 て一体 ど うな る か,そ れは 今 年 の料

金 表 を出 して の 市場 調 査 で もや れば また い ろん な反 応 が 来 るか もわ

か らな い。い ず れ に して も,一 回世 の中 に出 した タ リプは上 げ られ

な い と思 う。 修 正す る とい って も下 げ る方 向 で あ ろ う。 片 や 専用 線

は上 が る方 向 だか ら。 したが って,需 要誘 導 はDD)ζ の 方 向 とい う

の が筋 で は な いか と思 うが,そ うい う ところで 非常 に むず か しい 。

一130一



料 金 は料 金 の専 門 家 が お ります か らまた来 てい た だい て … …。
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6移 行 手 続

(1)サ ー ビス区 域

囲 「移行手続 」・サー ・ス発表醐 は先ほ ど申 しま した と剖 である・

「サー ビス区域 」 は私 は よ く聞 か れ るが 、 どこにす るのか 、東 京 、

大 阪 か 、 こ うい うお話 が あ る。常 識 的 とい うか一 般論 で答 え る と、

この御 質 問 に対 して はお客 さん の 需要 が あれ ば サー ビス区 域 と しま

す よ とい うのが 答 えのは ず で ある。 で は幾 ち需 要 が あれ ば い い のか

北 海 道 大 学 で2端 末 つ な ぎた い か ら加 入 区域 にせ い と幾 ら言 われ ま

して もそ うは い か ぬ です よ、 と こ うな る。 それ では幾 らなの と言 わ

れ ます と私 の方 は ある数 字 を持 っ て い る。 そ れは そ の数 字 の お客 さ

ん が入 って くだ され ばそ れ だけ の 装置 に 金 をか け て もま あま あ とん

とん だ とい うと ころの数字 が あ る。 サー ビス開始 当 初 は ど うか とい

う質 問 に対 して は大都 市 を考 え る。 東 京 、大 阪 、名 古 屋 ぐ らい は絶

対 に考 え なけ れ ば い け ない条 件 だ と思 って い る。 しか し、 も し もデ

ー タ通 信サー ビス とい うこ とでDDXを い ま あ ちこ ちの ユー ザー さ

ん にお話 しす る と、 われ われ が 一番 つ らい のは鶏 と卵 み た い な と こ

ろ が あ る。 た とえ ば東 京 、大 阪 、 名 古 屋 に サー ビス開 始 しま す よ と

言 うと、 そ ん な のだ っ た ら うちの シス テ ムで は とて も じゃ な い が入

れ ない、 もっ と広 け れ ば入 る とお っ しゃ る。 では とい っ て もっ と広

.げ る と、果 して さ っ き言 っ た数 字 で あ るか ど うか となる と、 ない。

われ わ れ の方 は広 げ たい のが 、 広 げ る とお客 さん が入 っ て くるか ど

うか とい うこ とが あ る し、余 り入 って こ ない とお まえ た ちは む だ な

投 資 を した の で は ない か とい って しか られ ます か ら、 ま た大義 名 分

を考 え なけ れ ば いか ぬ。 だか ら非 常 に むず か しい 。今 年 中 にい ろん

な情 報 が世 の 中 に どん どん 出 てい く、そ の ときに料 金 もわか った 、
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技 術 的 に もわか っ た ので うちの シ ステ ムをぜ ひ組 み た い、 パ ケ ッ1

に乗 りた い、 回線 交 換 に乗 りた い、 しか しい ま の公社 の計 画 で は余.

りに も加入区域 が少 ない、加入区域外 の端末 の方が断然多 い ものだ

か ら、 で は ど うす るか とい っ た ら、 そ この と ころは た とえ ばTDM

とかSPMな ん か置 いて 回線 を しぼ っ て専 用線 で パ ッ ト飛 ば す、 そ

の た め の金 は これ だ けか か る、 もし も公社 が加 入 区 域 にす る と これ

だけ 助 か る、 さ あ ど うだ とな った と.きには 、 これ は一 般 的 には公 社

は 受 け て立 た なけ れ ばい かぬ はず で ある○ だか らこの場 合 は特 殊解

と して何 とか シス テ ムが あれ ば こ こまで広 げ ます とい う言 い方 と、

需 要 が あれ ば受 け ます よとい う一 般 解 が あ る と思 う。 サー ビス区 域

に つ い て は非 常 にむ ず か しい と ころ だ と思 う。 だか らそ 繊 今 年 い

っぱ い の 需要 誘 導 、 需 要確 保 の過 程 に お い て この辺 は決 め ざる を得

な い。 た だ、仮 に い まお客 さん が1人 もい ない とす る と、そ の とき

に ど こ と ど こにそ うい う装置 を置 くん です 、 か とな った場 合 は 、 わ

れ わ れ は や は り東 京 、 大阪 、名 古 屋 とい う こ とを考 え ざ る を得 な ρ

で あ ろ う。 た とえ お客 さんは1人 もい な くて も、一 応 パ ケ ッ トな り

回線 交 換 の機 能 は確 認 して お くべ きで あ る、 と考 え てい る。 あ るい

は うちの公 社 の中 の社 内 シス テ ムで利 用す る こ と も考 え るで あ ろ う

そ れ ぐ らい では な いか と思 う。や は り大 きい と.aろ で は ない かo東

京 、 大 阪 、 名古 屋 といけ ば、 そ の次 は横 浜 で し よ う し、 そ の次 は福

岡、 仙 台 、 そ れ か ら札 幌 とか京都 とか、 だん だん だん だ ん広 が フ て

い くの で は ない だ ろ うかo

(2)現 在 の地域別 回線利用状 況

口 ・見在専用線 が どれ くらい砒 率で普及 しているのか とい う数字は 出

るの かo

[亘=亘]専 用線 か、縦 蔀 回綱s特 定のデー ・か・ ファックス も含 め1・
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かo

唾]さ 。きの・わ クス化が勧 とい う前提でいくと

匡=司 伸び率か.

o

巨]い 和 や割合 です・デー 糧 といは す砧 有率 ですね・ コモ ンキ

ャ リア に対 して特 定 回線 が どの く らい の 割合 で あ るか、 地 域 別 に分

か る と思 う。東 京、 大 阪 、 名古 屋 に対 して 、広 島は ど う・だ、 札幌 は

ど うだ 、 そ うい うこ とに よって も区域 の設 定 とい うの は あ る程 度想

像 はつ くわ け で あろ うo

匡 コ]そ うい うデー ・は あるが・ や助 大都市 中心で あろ う・

巨]そ の順位 がわかって疏 ばある雛 ・ うい う・とが予想 され る・そ

の とお り公 約 す る と言 わ な くて もあ る程 度 の こ とは予 想 され る とい

うことは言 え るので は な い だろ うか。

国 司 それは言 え る・それ はやは 媒 京・大阪・名古屋 となる・

巨]そ れ をさ らに もう少 し2け た ぐらいまで順位 を''"… ・

匡亘]い わゆる鍋 の ・大都 市 と言 われる もの・大体 あの順序 であろ う・

[口i]表 躰 中心で裏 躰 は少 ない とい う・ うな ものであろ うか・

[亘 」]そ うであろ う・

巨=剥 そ うい うのは当然 わかっているのだ し・われわれ も常識 としてわか

って い るけ れ ど も、公 社 さんか ら正 式 の数字 と して 出 され る こ とは

きわ めて有 効 だ と思 う。

国 玉]恐 らく今年 中に出 る'と思 う・ ただ ・ それ は 私 は搬 鮮 と思って

い る。逆 に それ をお客 さん が 信 じ… … …o

口 信 じるか 信 じないか 駐 一ザーの・"…'・

[aji]勝 手です か・'

回 はい。

(3)サ ー ビス区域決定の柔軟性
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匡i三]そ うい うふ う陸 っ しゃっていただ き村 といいが・ただ私謙 り

返 してお話 し して お きた いの は、 た とえ ば近畿 日本 ツー リス トさん

とか ど こか が あっ て、 そ こは たま た ま奈 良 とか京 都 とか 神 戸 に か な

りの需 要 が あ る、 あ るけ れ ども、公 社 の発 表 をみ る と東 、 名 、 阪 、

横 しか書 い て ない で は ない か、 こん な サー ビス ・エ リア では うちは

シス テ ム構 成 した ら高 くつ くか らや め た と言 われ る と困 る。 そ うで

は な くて、 ツー リス トは ツー リス トと して これ だけ需 要 が あ るん だ.

ど うだ、 こ うこ られ ま した ら、 そ れ は 加入 区域 にす るか ど う'かに つ

い ては投 資額 とい うの を全 部絡 め て、 一 体 どれ だけ あるか とい うの

を見 て、 ソー リス トさん以 外 の需 要 もは じい て、 これ だけ あ るな ら

ば 、 よ し、 今年 度 に思 い切 っ てや ろ う となれ ば そ こは加 入 区域 に な

ります よ とい うわ け で あ るoそ の 辺 の こと をわか って い た だ きた い

とい う気 が す る。

巨]そ れは私企業ですか ら・そん な ものは当然 自分 の リスクでや ら勒

れ ば し よ うが な いo

国 玉]そ うです 肋 ど も・ うち もパ ブ リ・ク ●ユィ ・ リテ ・一 で す か ら

ねo

口 それ醒 する・融 と供給の関係で・私企業がある醒 前に引っ張

って 行 く趨 勢 に な る と思 うがo

匿 三]だ か らわれわれは サー ・ス区域 につ いてはそ うい う考筋 で・それ

と拡 張 計 画 です ね、 こっ ちは われ わ れ の方 は いま ま で言 っ た よ うに

毎 年 建 設 工 事 を や っ てい るけれ ど も、 もちろん そ の 金 の範 囲 内 な の

は 当然 だが 、 そ の と きにお 金 の配 分 で当 然 そ うい う計 画 は考 え て い

るoだ か ら54年 な ら54年 に仮 に サー ビス開始 す る、 で は55E

は ど うと、 こ うきた と きは、 われ わ れ の方 は さ っ きの トラ ヒ ック交

流表 に基 づ い て ある需 要数 が組 ん で あ るか ら、 そ れ に基 づ い て区 域

を どん どん 拡 げ て行 く。 そ の 区域 を広 げ て い く途 中 で、何 か どか で
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あ る需 要が ボ ン と出た。 あ るい は専 用 線 の需 要 が こっ ちに バ ッ ト移

りかわ っ た となっ た ら、 そ の拡張 計 画 を変 えてそ この都 市 を先 行 す

る とい うこ とは あ るo

匝]順 位が側 ・あったとして も、近畿 地加 ら近畿嫉 に ぐっ と固・っ

て い る とすれ ば そ こは普 及す る の だろ うど想像 す るが。

(4)ネ ッ トワー ク拡 大 へ の インパ ク ト

国 玉]私 もそ う思 うが端 局 ・ うい うサー ビスをやって瀦 さんが入って

く る こ とに よ っ て か え っ て そ こ が 広 が っ て く る。 で は そ の イ ン パ ク

ト'は何 か と 言 っ た ら、・い ま の お 客 さ ん の そ れ ぞ れ の 閉 域 の シス テ ム

の ほ か に 、 た・と え ば い まMARK田 さ ん が や っ て お られ る よ うな 、

あ る い は タ イ ム シ ェ ア が や っ て お られ る よ うな す ご い デー タ ・ベ ー

ス が あ っ て 、 そ れ が うち のDDXに ボ ン と入 っ て き た 、 しか も ど こ

の 加 入 者 か ら も 自 由 に ア ク セ ス で きる 。 そ うす る とDDXに 加 入 す

る こ とが た だ 単 に 自分 の シ ス テ ム に つ な が る の で は な くて 、 そ うい

っ た デ ー タ ・ベ ー ス に ア ク セ ス す る とい うの が1つ の セ ー ル ス ・ポ

イ ン トに な る だ ろ う と思 う。 そ れ が ネ ッ トワー ク を 拡 張 して い く非

常 に 大 き な イ ンパ ク トで は な い か 。 そ うい う意 味 で は 私 は デ ー タ ・

ベ ー ス な リデ 一 夕 ・バ ン ク と い う も の が 早 く出 て こ な い か な と… 。

回 出 て きます ・・ そ れ は 一一 ドウ ・ア と通 信 回線 の ・ス ・が どん どん

下 が れば 当 然 出 て きて 、 やは り鶏 と卵 みた い に なっ て しま うの だがo

[重 三]は いうん 額 料 見 ていると、セ ン・一の ・利 は下がってい く、

メモ リー は1/50だ 。短距 離 回線 はほ とん ど下 が らず に、長 距 離

回線 は半 分 に な る。 そ ん なオー ダー の 中 で、 セ ンター とか メモ リー

とか 、 ある いはLSIと か なん とかが下 が っ て くるoそ うす る とセ

ン ター が ぐん ぐん安 くなっ て、 ネ ッ トワー クは安 くな らな い では な

い か とい う部 分 が あ る。 そ れ に対 して わ れ われ は今 度 のDDXで 相
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当 安 く し よ う と… …o

亘 して もら捷 い と困る・

国 玉]さ っきの鶴 では な醐 れ ど も・縫 カミ上がるとATTの サー フ・

ス に比べ て1/10に なる とい う話 もあ るoそ の くらい に なれ ば 通

信 回線 な んか 目 じゃ な くな る。 そ う上 が らぬ の では ない かo

巨]そ れはさ・き結 ・た・うに醗 の投資はや助 償却し妙 とゆ

な い か らo

[高 月]回 収 しな肺 ばい靖 い・大体そ うい うと・ろでぱ いか と思 う・

,

(5)申 請手続 の簡素化

匡 三夏]「 輪 手続 の簡素化」 とい うのは・ これは充分 順 討 します とい う

回答 に なる の では ない か と思 うo

極 二垂]・ れはほかの国 の繊 が ある・ ドイツの電請 の方が伽 やすい と

い うの で、MARK皿 は も うほ とん ど切 りかわ.って しま った 。 なぜ

か と言 った ら、 新 デー タ網 は手 続 が面倒 だ し、 サー ビス が ゆ った り

してい て、 結局 の と ころ料 金 は安 い の だけ れ ど もサー ビス で皆 負 け

て しま った 。 だか ら、 これ は 日本 の場 合 お 金は 重大 で は あ るけ れ ど

も、手 続 がや や こ し くて聞 い て もわか らぬ とい うよ うな ことに な る

と しば ら く控 え て お こ う、 これ は ほか の国 の経験 か ら、 電 々公 社 さ

ん は 用 心 した方 が い いo

魎 ・れは れ 上げ る先が ち・っ と勘 か もしれないが・個別認可 妙

な くされ る とい うこ とが まず 第1で あ ろ う。 これか ら申 し上 げ るの

は理 屈 です よo本 当 の実 態 で は ない が、 ある企 業 が これ か らオ ン ラ

イ ン シス テ ム をや ろ うとい うの で、全 部 用意 す る、 そ して電 々公 社

さ ん に 回線 申 し込 み手 続 を します 。個 別認 可 事項 に な りま す、 認 可

申請 してみ ない と本 当 に で き るか ど うか わか らない 、理 屈 の上 では 。

も しこれが 否認 にな っ た り した らこれ は ど うし よ うもない 。 い まの

一137一



は理 屈 だが 、 事前 打 合 わせ をか な り して おっ て も個別 認 可 事 項 に な

る と、 ま して担 当 の審 査 官 か何 かが パ ッ とおか わ りに な る と1か ら

ま た とい うこ とに な る。 基 準 が 公表 され て い な い欠点 は そ こに ある

と思、うo

(6)新 回線網の実需

匝=到 ・れは本当 に用心 しない と・他国 の例 で・要す るになぜ齢 中でや

め た り して普 及 が お くれ て い るか とい う理 由 の 中 に、新 製 品 が 出れ

ば サー ビス します わ な、 た とえば た だ でや る とか、 それ か ら債 券 の

負 担額 を安 ぐす る とか、 そ れ が やは りまず い とな る とい か に技術 が

よ くて料 金 が安 くて も、 企 業 は保守 的 で す か ら絶 対新 しい もの に行

か ぬo他 国 の例 は よ く研 究 した 方 が い いo

巨]そ うで し・ う・他人の出方をまず見る・

匝=司 だか 掃 初⇔ 客 には うん とサー ビスする・ たとえば設計 も手伝い

ます とか、 それ だけ の こ とを しない と、新 しい もの に皆 人 が来 る と

考 え るのは も うち ょっ と危 い。 これ に皆 移 っ て も との やつ が な くな

る なん て い うこ とは絶 対 あ り得 ない 、 それ は 心配 な くo

匡 三 夏]逆 の心配で・みん な もとの加 ミよ くて こっちに来 ないのではないか

''''"o

匝=互]だ か ら・れをサー ・スす るとい う'… ・

匡 コ]だ か らDDX矧 っ張 ・て くるのはただ戦 技術 的にいうん 端 末

が つ なが る とか 料 金 が安 いの で は な くて、 い まお っ しゃ った よ うな

こ とで あ ろ うo

(7)周 辺 サー ビス の必要

軽]技 術相談室 は ある し・あそ こへ行けば だでや って くれ る し・ こっ

ちへ行 け ば2日 かか る と ころが こっ ちへ来 た ら営業 局 へ 行 っ てす ぐ
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や

話 を します よ とか 、公 社 の 中 で 旧料 金 、 旧制 度 との間 でけ ん か しな

げれ ば だ め で あるo

巨]そ うで し・う・鍋 の中で取 拾 い したってぷ ではふ か・

匡 二 目 それ恥 い・皆さんが技糎 長 かイ肋 にな・て……・ いや・ わ し

ゃ る とfoり だ と思 う一〇 そ れ は 非 常 に い い 話 で、 ヨーnッ パ に こん な

調 査 で 苦 行 っ'た こ とが あ っ た 、 小 嶋 さ ん 。

[遮]そ うですね・

国連]事 実 は反対 の面 に出る ことが多い・新 しい撚 ですとテス ・・に手間

が か か る。 そ うす る と、 そ の テ ス トをユー ザー の負 担 に 拾 い てや ら

なけれ ば な らぬot't

匡 三]そ うするか ど うか・

軽 司 ・れ・ではそ うだ・た・

巨]あ る髄 は サー ・ス して もらって い いのでぱ いか・ 　 '

極]だ か らそ ・ら辺 の と・うもい翻 弄 さんのわ しゃ るテス ・期間の

分 だ け は 見 ま し よ う とか 、 何 か 方 法 が あ っ て も よいoイ ン タ ー フ ェ

イ ス に つ い て ユー ザr側 の 相 談 に応 じ る よ とか 、 そ うい う こ とで あ

るo『

国 玉]そ れ腓 常に大転 ・とだ・

匝 二目 大体どん嫡 品でも一一ザーぱ ちら・治 とわかづていても安全

な方 に行 って しま う。 これ は広 告 をや って い るか ら良 く知 っ てい る。

こづ ちの方 が安 い のに と言 って も安 全 な方 へ行 って しま う。

区 画 い ・で も型式審査 の鵬 なんか ある… も・ とそれを どん どんや ら

せ た 方 が い いo・

遍 三1こ っちの加 特別サー ・スをやると・一 ・

[〔 亙 型式審査の楠 拡大 していっ訪 がいい・個別認可は本当は だる

っ こ し いo・'

匡 二日 実 はモデ ・とかTDMと か・ あの辺の認定 のあれを うちがやってい
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る。 来 る で しよ う、 来 る と大 体 早 くや っ てい るの だ が、 何 か と き ど き

き もの す ご くど うな っ て い るの か な と思 うのが あ る。 図面 で ち ゃん

とな って い るけ れ ど も、現物 が来 た ら、付 線 は ない とか、 ジャ ンパ

ー を忘 れ てい る とか い うの もあ る。

巨二王]・ 一 ・一さんの方の問題 もある、ち・ん とつ くってない とか・

巨]っ まらぬ ・スで もけ とばす方が地 のだろ うかび 線 ひ とつ とめ

ケ ー ス もあ る。

遍 ヨ]そ れが 昧 式 なんですね・だか らかえってまず い・バ アンとけって

しま うこ と だo

[高 月]・ の前 け っ とば した の だ が・ け っ とば した らけ っ とば した と言 われ

るo

画 いや、ちゃんと醐 をつけて・一 ・1

亘 そ れは ちゃん と理 由 をつ け た。 そ う した ら、 こん な こと ぐ らい ちゃ
ロ

ん と 目の前 でや っ て くれ た らい い で は ないかoこ こだ け で1週 間 も

か か った とな る。 目の前 でや っ て く.れた らた った1秒 で す む で は な

い か、 こ うな る。 これ は別 問 題 だ が、 です けれ ど も、 お っ しゃ る と

お り申請手 続 の簡 易化 とか、 この辺 よ く考 え てみ た い と思 う。

(8)テ ス ト・セ ン ター の検 討,開 通 試験

国 玉]た だ、先 ほ どテ ス ・ ・セ ン ・一 とか言 うのが あっ たが ・ これ も検 討

テー マの ひ とつ で あ る。 これ は何 とか しない と、 お客 さん に さん ざ

ん お 金 を使 わ して ま でテ ス トしてい た だ く、商 売 とい うの は そ うい

うもの では な い だ ろ う。 や は り無料 で バ グ を一 諾 に 直す 。 テ ス ト ・

セ ン ター を どこの マ シンに使 うか とい うのが実 は問 題 に な っ て い る

が、 「開通 試験 」 とい うのは い まの テ ス ト・セ ンター の話 に か な り

関係 して くる と思 う。 た とえ ば こん な こ とを考 え て い るoう ちの研

究 所 に あ るマ シ ン とか うちの商 用 マ シ ン以 外 に マ シ ンを置 いて 、 そ
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匡=司 ・でいろいろ開通の事前 の試験 をやってぽ だ く・酬 無 料 は別

と してな るべ く無 料 でそ うい うことは で きない だろ うかoと い うこ

とを検討 してい る。
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7保 守

(1)ダ ウ ン時 の補 償

匡 二可 「保守」 の 「ダ ・塒 の補劇 とい うのは どっちのど・がダ ・ンか・

うち の ダ ウ ンかo

[亘=司 ネ ・ ・ワー ク側の理由で殿 なカリ た ら……・

国 玉]た とえばパケ・ … スみた靖 ものですか・

国 玉]鴎 の電請 で もそ うなので鴻 定回線 で も回線醐 れ た ら徽 の

制 度 が あ るの か ど うか、 しか し損 害 賠償 だけ で済 ま ない 問題 が あ る。

[]亟i]・ ンピ.一一・の メモ リーが破壊 されて しま う。

匿 亘]と き どき御迷惑 綜 かけ してい るよ うで申 しわけ な 偲 ってい る・

極]い まの利用醗 は公社側 に ものす ご く一方的な形になってい る・ ・

4時 間 単位 で物 を考 え る とい う時 代 で は な いだ ろ うと思 う。 しか も

そ の分 だけ 、1カ 月の1/30だ け ど う しま し ょ うとか とい うこと

で あ る。 特 定 回線 に つ い て言 え ば 、そ の 間 に さ っ きのお話 の よ うに

ユー ザー の セ ン ター ・メモ リー を壊 した なん とい うこ とにつ い ては

全 く考 慮 さ れて な い。

匡=司 それでは鮒 の方 をやめて、ほか のキ・ リアが出て くる必然性が あ

る と い うこ と で … …o

㊥ 国際の方賭 しい。国際 の方 は あの時間は半分である、た しかCC

ITTの 勧 告 では 。 国 際線 の 保守 だか らむ ずか しい だ ろ うと思 うカ㍉

そ れ で さ え い まの国 内の半 分 の時 間 で補償 とい うか 通信 料 金 の返 却

を規 定 して い る。 た しか12時 間 単位 だ と思 う。

@二 司 ・れは外国の雄 を全部研究 した方が安全 であろ う・相手方 の ・モ

リー を壊 したなん とい う補償 に つ い ては い ま公 社 の あ らゆ る もの を

見 て も書 い てい ない 。支 線 の アベ イ ラビ リテ ィー に つ い て書 い て い
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るが 、そ うい う内容 の アベ イ ラ ビ リテ ィー を破壊 して訴訟 に な った

と きの問 題 なん か書 い てい ない の だ けれ ども、 ア メ リカなん か これ

で 法 律 家 が、 われ わ れ の サー ビス で も弁 護 士 が3人 い る。 だか らこ

れ は契 約 書 に 、 これ は 広 ま まで の電 話 の契 約 書 で は な い と思 う。 交

換 機 とい って も、 物理 的 な こと と メモ リー とでは 非常 な違 い が あ る。

お た くの方 の メモ リー も破 壊 さ れ る ことが あるoそ の ときのデー タ

の な1な っ た とい う問題 は 回線 の時 間の 問題 とは また違 う。 ア メ リ

カだ と絶 対 に補償 しないoそ の点 を配慮 して利 用 して くだ さ い、 こ

うい うこ とに なっ て い るはず で ある。免 責条 項 に な っ てい る。

匿 亜]パ ヶ・ ・の・グ(宛 先 一 ・)が どこかへ行 ってしまって砲(パ ケ

ッ ト)の 配 達 が で き な くな る と か … …o

遮]・ 拠 きっと公社の人は だで くわ していない繊 醜 ですね・私

は そ うだ と思 う。 あ るいは法 律 でそ ん なの は一 切 関係 ない とい うこ

とに な っ て しま うか もしれ ないo

[困 シ ・アに や っ た らそ うな って し・ う・ 第 一搬 の し・ うが ない ・無

限 責 任 に な っ て しま う。 ・ 一 、

回 もっ とも、 われわれ のサー ・スは何 ・月分 の何 とか財 とか なん て

あ るけれ ど も、 それ なん か で も本 当 に計 算 した ら会 社 は つぶ れ て.し

ま うo

[野 垣内]そ の原因がGEに あるのではな しに キ・ リアの旅 あっ剖 し妨

大 変 な こ とに なっ て しま う。

亘 普通の鱒 囎 で、あとの技縦 全部自分が持っている場合・自分

の責 任 で や っ て い る 、 メー カー は 。

[口]そ れは ・つ崎 肺 らどうだ ろうカミ・鞠 な一一 ・的 舗 償 と・い

ま言 った よ うな 内容 の 補償 と2つ に分 かれ る と思 う。

遍 三]・ れはデー・通 信 に どうい うふ う・・なっている漁 らないが・電 ・

公 社 さん 、`デー タ通 信 の 補償 とほ ぼ 同 じなの で は な いか。 ま あそ ん

一143一

4



匝 三]な ことは ない と思 う・

回 ・・セー ジは ・れ は余 燗 題 はない・ 放 くの嚇 はそ うは⑭ な

いo

唖 い やい や ・ ・れ か らパ ケ ・ ・で交 換 す る とい うの は メ・ セー ジだっ

て 中は重 大 な もの が入 っ て くるo

亘 例え朋 機を逸 したというのもある・

唖 日本の辮 はどうなっているか知らない・口 開の場合は何かそう

い う法 律問 題 は解 決 して おか なけ れば い かぬ 。

巨]事 訓 契糖 に うた っ⇔ か ないと・

画 そんな ものないか もしれ ないが・

回 考 えているで し・ うね・ ど・で も・

匪]そ の辺 までがっち りしてやろ うとす る と確かに大変 であろ う・ しか

し、 勉強 させ て もら う。 うちの方 もそ うい う専 門家 が おるは ず な の

でo

(2)保 守体 制 の一 元 化

国 玉]「 僻 体制の一元化」 とはどうい う意蹄 ・

回 ・れはい・でも寵 公社の本社と繍 のサービス酬 との間ではか

な り違 い が ある よ うで して、 ユー ザー の と ころへ 行 くとサー ビスが

悪 い とい う意 見 を聞 く。特 定 回線 で も障 害 が起 き る と調 べ るけ れ ど

も、何 時 間 たっ て も ど こに障 害 が ある のか全 然 わ か らな い とい う問

題 が あ る。

垣 壁]錨 公社の中で受け描 範囲が決っている・そうするとその綿 の

と ころ の テス トの結 果 大丈 夫 だ よ とい う返 事 を もらっ て もしよ うが

な い。 新 デー タ網 に な る とよけ いや や こ し くな る。 ま して網 間 接続

が起 きた りす る と公 社 内 の責 任 の分 界点 が 数倍 複雑 に な るo

匡[至]い ろん な信号 のや りと りだ とか・ ある信号 が入って きた らそれに対
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応 ず るア ク シ ョン を端 末 側 で と らな けれ ば な らない し、 これ は物 理

的 な 問題 だけ で な くな る、 プ ロ トコー ル の問 題 が あ る し、 どっ ちの

責 任 なの か。

画 ど・へ 申 し出れば地 のか・

国 司 先ほ どのサー ・ス体制 の強化 とい うことと非常に密擬 関係が あ る

と思 うが 、使 いやすい もの として、そ うい う保 守 体制 の面 でか な り考

え てい た だ か ない と、 やは り電 話線 の方 が よか った とい うこと に な

るか もしれ ない とい うこ とで あ るo

巨三 亙D-1回 線 だ と臨 局が窓 ・・それか らD-5と かD-7回 線 の よ

うに直営 モ デ ムの と きは電 信施 設 所 が窓 口、 ロン グ ライ ンに な る と

電話 中継 所 がか ん で くる。 ユー ザー は この3つ の窓 口 と交 渉 ・連絡

しなけれ ば な らない 。 そ れ を何 とか して もらいたい とい うこ とで あ

る。 これ はDDXに なっ た ら従 来 と違 った 統一 的 な窓 口が で きる の

か ど うかo

[重 三E]DDXの 場合は・・騙 施設所を窓 口とす るのか滝 調 を窓 口 とす

るの か を現 在 検討 して い る。 と ころ が、 そ れ を受 け取 っ て か ら今 度

い ろん な切 り分 けが 始 ま る。 そ の と きに、 先 ほ ど言 っ た よ うに 、 た

とえば電 信施 設 所 で切 り分 け た あ と中継 所 、相 手電 信施 設 所 とい う

ふ うに障 害 の探 さ くが始 ま るoそ こで一 発 どこかで き ちん とマ ネ ジ

メ ン トで きるか ど うか で ある。現 在 の体制 は いま保 全局 とい うと こ

ろ で詰 め てい て 、検 討 して い る。 確 か にパ ケ ッ トだか ら電話 局 へ 申

告 、 回線 交 換 だか ら電 信施 設 所 へ 申告 なん てい うこ とは な い よ うに

した い。 パ ケ ッ トも、 回線 もすべ て電 信 施 設 所 を窓 口 とす る方 向 が

の ぞ ま しい と考 えて い る。 確 か に お っ しゃ る とお り責任 の所 在 とい

うか、 ユー ザー さん が 申告 出 して、 公社 か らどこ も悪 い とこ ろは な.

い よ う言 われ て まだ悪 か った と き、 そ の ときは ど うさ れ る の で す か、

メー カー さん に 申告 が行 くので あろ うか 。
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璽]矧 ぎそ うなやや ・しい ことになった ときは大底片づ で・一 ・一

さん を呼 ん でい る。 とい うのは 、普 通 の ユー ザー さん にそ ん なに コ

ミ=ニ ケー シ ョンに強 い の は い ない とい う事 実 もあ る6そ れ で しよ

うが ない か ら、公 社 の窓 口 の方 に と りあえず 中継 回線 か え てみ て よ、

とい うよ うな こ とをお願 い した り して 、 そ の うちいつ の 間 にか 直 り

ま した よ と言 って …… 。

匡 口]サ ー ・スが悪い とい う・・と撫 料 とい う・とと関係 あるのか・ うち

の方 で金 を取 れ ば い い ので あろ うか 。 ただ で しよ う。 そ れ は基 本料

か何 か に入 っ て い る という こ とに な る わけ で し よ う。 メー カr.・さん

の場 合 は 出張 手 当 なんか 出す の で しよ うo

国 玉]保 守料眼 間の場合一糊 蜘 である・

巨]保 守契約が脈 ある・

国 玉]そ の醜 旅 裁 勒 れ仰 けふ 問題はあると思うが・サー・ス
が悪 い とい う一 方 では、 サー ビスが い い とい う話 は ない の だ ろ うか。

余 り悪 い悪 いば か り言 わ ない で、 た ま に はほ め て くださ い。 ・

国 国 新 しいのが 心配な ものですか ら・

匡 二 日 そん なに悪 いのか なと思 って こっち も心配になって きた・

[垂 垂]い や・ ・れは新 しい織 対 して現在 ある・ う棚 題 が よ腋 離 す

るの では ないか とい う心配 で 言 っ て い る だけ の こ とで… …。

匡 二司 それはあ り・す ね・それ雌 かに一般論 として 澗 題が あって御指

摘 の ところ うなづけ る と ころは い っぱ い あ る。 この 辺一 生 懸 命 や っ

て お るが、 組織 が大 きい と小 回 りが きか な い とい うの も事実 で あ る。

囲DDN公 社みkhな も四 つ くった らど うですか・そ うした らサー

ビ ス が うん と よ くな っ て しま うo

國 本当はそうかもしれない・

(3)切 り分 け試験の技術基 準
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[高 月]「 別 冊 試験 嘩 縫 剰 の とζろは・ これ'は先ほ どいいま した

DCE、NCUsな どの技術 基準 を整理 す る とき には か な リク リア

に な る と思 うo"

●
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8利 用面での質疑応答

「利 用 面 」 だ が 、 こ れ は ケー ス ・バ.イ ・ケー ス で 、 レ ベ ル が 非 常 に

違 うで あ ろ う。

(1)ハ ー ド,ソ フ トの改 造 の 必要 性 とそ の 度合

匡 二可 「一一 ・/・ フ ・の改造の必要性 とそ醜 合 い」 とめ のは'… ・

国 ユー ザー か ら見 て閲 しいサー ・スが出た ときに料金 とい うの麟

常 に重 要 な 問題 で あ るが、 そ れ と同時 にす ん な り移 れ るか ど うか と

い う問題 が ある○

国 玉]そ れは・ くわかる・ 回線 サー ・スの場合は ともか くとして・飾 の

た め の フ ィ ジカル の プ ロ トコルだ けだ か ら。 しか し、 パ ケ ッ トの場

合 は これ は非 常 に問題 に な って くる。 この 辺 につ い て、 た とえば い

ま のパ ケ ッ ト交換 網 が い か にX25に 沿 うとか 、X何 とか に沿 うと

い って も、 や は り うちの 方 では こ うい うプ ロ トコルで ない と入 れ ま

ぜ ん よ とな って い るoそ うす る と、現 在 の シス テ ムでそ うい うプ ロ

トコルに合 わせ よ うと した ときに は一 体 どれ だけ の ハー ド、 ソフ ト

の改善 が要 ります か とい う問題 で、 そ のお値段 をは じか なけれ ば い

け ないoそ の お値 段 を各 ユー ザー さ んが は じい て、 では 既存 の もの

と今度 の もので もっ て ど う違 うか とい うそ の経済 比較 を され るoそ

の ビ ジネ ス ゲー ムの比 較 の中 で一 体 ど こまで か とい うた め には か な

りペー パー ・ワー ク も必 要 だけ れ ど も、 あ る程 度 の実験 的 な こ と も

必 要 だ ろ う。 そ の金 は一 体 どっ ちが 出 して くれ るの です か とい うわ

け だが、 この辺 につ い ては一 応 われ われ の方 は あ る シス テ ム を想定

して、 た とえ ば うちの 中の シス テ ムで すね 、 い ま電話網 で こ うやっ

て い る、 そ れ をDDXに や ろ うと した らた とえ ばCCPの 一 部 を こ

うい うふ うに改 造 しなけ れば いけ ない、 そ うす る と大 体何Kス テ ッ
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プ の ソ フ トを か え なけれ ばいけ ない とか、 そ うい うの は い ま出そ う

と して い る。 出 て い るの もあ る。 で す け れ ど も、 そ れが そ の まま ユ

ー ザ ー さん にそ っ くり当 て は ま るか ど うか 、 これ は別 で あ る。 だか

ら これ に対 す る お答 え とい うのは 、 ケー ス ・バ イ ・ケー ス で改 造 の

度 合 い とい うめ が変 って くる と思 う。 い ま の各 社 さん のい ろい ろ な

ネ ッ トワー ク ・アー キテ クチ ュアの 発表 との関 係 もある の だ ろ うが

い まの段 階 で は うちの プ ロ・・トコル条 件 に 合 っ て い る分 に つ い て はほ

とん どお もち では ない と考 え られ るo一 部 改 造 が入 ります か。 そ れ

で、 前 の もの を使 お うと した場 合 には イ ン ター フ ェイ スは ど うして

も考 え て おか なけ れば い け ない。 これ は 多分 ミニ コ/を 置 くだ ろ う。

そ うす る とそ の ミニ コンは、 ハー ドは い い け れ ど も、 ソ フ トは大変

で は ない か とい う気 がす る。 だ か ら、そ うい う意 味 で は当初 か ら現

在 あ るシ ステ ムをそ のま ま移 行 させ よ う とす る とか な り しん どい だ

ろ う。 そ うで な くて、 た また ま更改 の時期 か何 か が あ って 、全 部 切

替 え られ る と きは メー カー さん は そ の よ うに合 わせ て つ くれ るか ら

入 る だろ う、 そ こで す ね。

●

(2)適 切 な利用ガ イダ ンスの必要

[司 会]輪 編 は、 瞬 のモデムで使 ・ているのが その掘 つ くか とい う

と ころか ら始 ま って 、 い ろん な信 号 の や り と り、接 続 手 順 だ とか デ

ー タエ ン トリの プ ロ トコル まで絡 ん で くるか ら、 ユー ザ〒 ・プ ログ

ラ ムま で影 響 を受 け て くるb複 雑 な問題 につ い て は一 概 に 言 え ない

と思 うが、 い ろ いろ な手 引 書、 ガ イダ ンス の中 に、 ハ ー ド、 ソフ ト

の こ うい うと ころ の改造 が 必 要 です よ、 こ うい うと ころ を注 意 しな

け れ ば い け ま せ ん よ とい うよ うな適 切 な ガ イダ ンス が あれ ば非 常 に

あ りが た い とい うこ とで あ るo

厘亘]そ れと、 ・の問誕 こ・ですぐすべて培 えぽ だきたぽ んと言
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っ た っ て 無 理 な こ と は わ か っ て い る の で … … 。

巨 三 亘]私 は1～ ・年かけて御返馴 し上げ よ うと思ってい る・

(3)コ ンサ ルテ ィング ・セ ン ター の必要

睡 蓮]htの ガ・ ダ ンス の1つ だが ・先egLど 来 柳井 さん 怜 っ しゃ って い

た し、 高 月 さん もお っ しゃ っ てい た よ うだが 、 テ ス ト ・セ ン ター の

も う1つ 前 の コ ンサ ル テ ィ ング ・セ ンター みた い な もの を新 デー タ

網 の実際 の サー ビス を開 始 され る前 に、 た とえば1年 前 とか 半年 前

とかい う段 階 で そ うい うの を開 い てい た だけ た ら大変 幸 せ で は ない

か と思 う。 そ の段階 で は ま だ確定 してい な い問題 が あ るか も しれ な

い が、そ の 点 につ い ては ち ょっ とい ま の と ころわ か りませ ん とい う

こ とで もいい と思 うの だ が… …o

[E]i]相 談 を持 ってい き・うが ないわけですね・ これは実は去年 の3月 ご

ろ です か、 コ ンサ ル タン ト・セ ンター を置 こ うでは ないか 、 コンサ

ル タン ト体制 を しっ か り確 立 しな い とお客 さん が 入 っ て これ ない じ

ゃない か とい う話 を議論 した こ とが あっ たoで は検 討 し よ うとい っ

て い ざ始 め る と、 それ よ りも こっ ちの方 が急 を要 す とか 、 問 題 が次

か ら次へ とあっ て 、 実は いま ま だ半分 くらい しか 答 え は 出 て い ない◎

お っ しゃる とお り、 私 は絶 対 必要 な もの だ と思 っ て い る。

㊥ 幾ら眠 してぽ だいても端 局個々のユーザーの持っているい

ま の シス テ ムは 皆違 うか らo

国 玉]シ ステム設計 幽 す る例・DDXを 使 った システム設計例 を出せ と

い うこと も検 討 してい る。 さ っ き申 しま した公社 の何 とか銀行 シス

テ ム とか何 とか シス テ ム とい うのが あ る、 それ がDDXを 使 った場

合 に ど うな るか 、 ある い は公 社 の シ ステ ムで な くて お 客 さん の シス

テ ムで も、 も しもそ の回線 部 分 をDDX .ec使 った ら ど うい う改 造 が

あ って ど うなの か とい うこ とは2～3い ま や らせ て い るoそ れ が 出
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せ るか ど うかは 別 だが 、 多分 こ うい うUン サル タ ンt・ セ ン ター み

た い な もの を置 け ば、 そ の お客 さん に対 して た とえ ば こん な マ シン

で こん な もの を使 っ て い る ものは こ うな る とい うの は御 相 談 に応 じ

られ る と思 うo

㊥ そ ・で ・ ンサ ・レテ ・ン グされ た もの をそ の 　 ザー がOKし 妨 ・

(も ち ろ ん 大 い に 了 承 を と りつ け る 努 力 を して い た だ い て)・ そ れ を

公 表 さ れ れ ば 大 変 ほ か の ユー ザ ー の 参 考 に な る と思 うo・.・..-t

匡 三]そ れはその と剖 だ と思 う・

匿 亟]や は り窓 ・が要 ると思 う・窓 ・ですべて縦 できるとは限 らふ だ

ろ うが、 多分 ユー ザー もそ れ く らい は理 解 で きる だろ う。

匡 二三]恐 らく今年の秋 に紺 てい ろん な資料が公開されてい くとこうい う

声 が 高 くな る と思 う。 わ れ われ がい ま まで主張 し てい た こ とのバ ッ

クア ッ プにそ うい う声 があ る と非常 に われ われ も動 きやす い の で、

十 分 考 え た1いと思 う。

[璽 司 蛤 のかかる ことばか り言い ま して軋 わ崎 りません・

国 玉]蛤 はいずれ こっちに戻って くる ことを鮪 したいと思 う・

■

(4)現 行 サ ー ビ ス と の 関 連 、t・

国 玉]「 現行 サー ・ス との関連」 とい うのは・専用線 と舗 定通信 回線 が

置 きか わ るの か ど うか とい うこ とかo

国 国 はい・

国 玉]そ れはそれぞれの適醐 域があって・それぞれに伸びていくという

理解 をここの ところは しているo"tt

(5)KDDのVENUS計 画 との関連

睡]rKDD・ 一 ナス計画 との関連」 とい うのは先ほ ど話 した とk"bで

あ る。 た とえ ばKDDの 直営 端 末 とNTTの 直営端 末 、 それ が 全 く
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違 うものに な る可 能性 は ある。 これ は ち ょっ とおか しい の では ない

か と思 う。 た とえ ば うちの方 の プ ロ トコル と向 こ うの プ ロ トコルが

もし も違 え ばそ れ は 当然違 っ て くる。 ユー ザー か ら見 て同 じ端 末 で

国 内 も国際 も使 え る よ うに したいo

(6)情 報 の早 期 公 表 と問合 せ 窓 ロ

匡 三]「 利賭 のオンライン調 に必要な情報の早醗 表」は先ほどのと

お りの よ うな 目標 で発表 した い とい うこ とで あ るが、 そ れ だ けで は

わ か らない とい うお客 さん につ い ては 、 さ しむ きコ ンサル タ ン ト・

セ ン ター が で きな い場 合 は われ われ の 部 門 が お客 さんの相 談 に応 じ

る体制 を とろ うと してい るoた しか前 回の パ ンフ レ ッ トに電話 番 .9

が 書 い て あ った(技 術 局 、 デー タ伝 送 部 門:東 京(03)501-

9758)、 あそ こが一 応 コ ンサル タ ン ト ・セ ンター で は ない が窓

口 に なっ て い て、 あそ こに電話 がか か る と大体 私 ど もの部 門 の調 査

役4人 ぐ らいが 応 対 して あ る程 度 の お 答 え を 出す。 とい うの は、 パ

ケ ッ トにつ い て幾 ら説 明 しま して も細 い 問題 が い っ ぱい あ るoそ れ

は 電話 でや り とり し よ う、 そ れ しか ない とい うことで、 タイ ミ ング

は あそ こは12セ コ ン ドだ とか 、 これ は マ キシ マ ムの意味 だ とかい

うこ とは応 対 す る、 そ れ は電 話 で、 あ る いは きてい た だ くか こ ち ら

が 出か け るか で 一 々応 対 しよ う とい う体制 は一 応 と って い る。 そ の

た めに 電話 をわ ざわ ざ一本 引 い たo

(7)メ リッ トとデ メ リ ッ トの明 確 化(適 切 な ガ イ ド)

匡 二刀 「網 利 用 の ・ リ・ ・と と もに デ ・ リ ・ ・の 明確 化 」・ 廊 ・ と齢

り言 って い るけ れ ど も悪 い ところ は隠 して い るん じゃ な い.かとい う

こ とです ね。 「適 切 な ガ イ ド」 は 、先 ほ ど おっ しゃ っ た とお り、 本

当 にそ うい った適 切 な ガ イ ドが 要 る。 メ リッ トは、確 か に短 電文 が
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ど うだ とか フ ァ ッ ク ス が ど うだ とか 言 っ て い る が 、 デ メ リ ッ トも当

然 あ るoた と え ば デ ィ レ イが あ る とか 、 プ ロ トコル の 違 い も、 イ ン

ター フ ェ イ ス の 吸 収 は こ うだ とか とい うの も あ る。 皆 さ ん の と こ ろ

だ っ て 、 新 しい 製 品 の と き に 、 うち の 製 品 は こん な に い い と ころ が

あ り ま す よ、 う ちの 場 合 は パ ブ リッ ク ・ユー テ ィ リテ ィー を 目指 し

ま す もの で す か ら、 これ は こん な メ リ ッ トが あ る け れ ど も こ ん な 点

が あ る、 公 社 の 場 合 に は これ もあ れ ば あ れ も あ る と、 そ れ ぞ れ の 相

互 比 較 的 な もの を 準 備 した い と思 う。 これ は い ま お 約 束 は で き る か

な 。 本 当 言 う と 「あ ら ま し」 に書 け れ ば い い の だ が 。 か な り追 加 さ

せ て 細 か く して い る が 、 い ま お っ し ゃ っ た よ うな 答 には 直 接 リ ン ク

は しな い か も しれ な い 。 こ うい うシ ス テ ム に 使 え る とい う適 用 例 は

追 加 したoた と え ば デ ー タ ・エ ン ト リー に こん な ふ うな 使 い方 が あ

る と か 、 リモ ー ト ・ジ ョ ブ ・エ ン トリー で はDDXを 使 っ て こ うい

う使 い 方 が あ る とか 、 そ うい うの は 全 部 新 し い の を入 れ た 。 回 線 交

換 は こ うだ 、 パ ケ ッ トは こ うだ、 フ ロ ッ ピー ・デ ィ ス ク を 使 っ た 何

と か は こ うだ 、 そ れ は 入 れ た が 、 い ま お っ し ゃ っ た デ メ リ ッ トの 方

は 書 い て い な い か も しれ な いo

■

(8)交 換網利用 の意義

垣 越]も のす ごく基本 的な ・とで顧 みたいな ことだが・公衆網 が開放 さ

れ た、 あ の ときに 皆 さん 通 信費 の こ とば か りお っ しゃ っ て いた。 コ

ス トです ね 。 つ ま り特 定 回線 の貸 し切 り料 金 で しか使 え ない とい う

の で は少 ない デー タの とき には非 常 に困 る、 だか ら従 量 制 の公衆網

が 使 い た いん だ とい う意 見 が多 か っ た。

国 玉]非 常 にシ ンプ・レですね・

画 ぽ は違 う・ しか し・ あの ・ろの一般的理解 とい うのは全然低か っ

た6そ の ときに公衆網 の特性 は交換網 だとい うことを私 は若干力説
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した覚 えが あ る。 それ は 技術 的 な問題 が あ るか らそ う簡 単 では ない

が 、 しか し交 換網 で使 え るoこ の こ とは これ ま での コ ン ピュー タの

使 い方 と全 く違 っ て きま す よとい うこ とを言 った 。 これは 例 と して

ち ょっ とシ ン プル過 ぎるが、 交換 網 は本 来 そ うい う特性 の方 が よ り

基 本 的 で あ る。

国 玉]本 来はそ うなんですね・不特定多蜘 こ紬 につなが ります と・

[野 垣内]い まの段階 こなる磯 ら 「あらま し」で もそれではち ・っ とシンプ

ル 過 ぎ る が 、 そ うい っ た こ と だ と思 う。

[高 月]そ うなん で す・ 私 もそ う思 う・本 来 ス ・ ・ チ ング とい うのは そ のた

め に あ るo安 い とか 高 い では な くて、 い ろん な ところ につ なが る と

い うの が一 番 メ ・リッ トで あろ う。 そ れ で、 で きれば 本 当 に簡 単 な ガ

ィタ1ンス で、 しか もわ か りや す い とい うもの です ね、 主 ・と して ユー

ザー さ ん 向 け。 いま まで の資料 は ち ょっ ど ど こに向 け て い るの かわ

か らない と ころが あ って 、 これ は だれ に読 ませ よ うと してい るのか

といつ も言 っ て い る。 メー カー さん なの か 、 ユー ザー さん なの か、

公 社 の人 間 なの か 、何 だ これ 、 これ は お客 さん 向け だ、 お客 さん わ

か らな い じゃ ない か と言 うて お い たが 、 か な り公 社 用語 も使 って い

る ので 、後 ろの 方 に た しか 用語 集 をつ け て い る。 デ メ リッ トを含 め

て 、 これ は考 え させ て くださ い。
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◆

9ネ ッ トワ ー ク ・ア ー キ テ ク チ ュア

(1)各 種 の ネ ッ トワー ク ・アー キ テ クチ ュア と公 社 の 立場

匡i三]一 翻 後 に 「分散化(ネ ・ ・ワー ク)と 公社 の態度」 と書い てある

が、 この 「ネ ッ トワー ク」 とい うのは具 体 的 には いま の よ うな い ろ

ん な各 社 の ネ ッ トワー ク ・アー キテ ク チ ュア に基 づ く概 念 で 、処理

機 能 をCPU本 体 か ら徐 々 にCCPと か ク ラス ター とか 、 どん どん

分散 さ せ てい く、 ユー ザー さん の シス テ ム 自体 が そ うい うプ ロセ ッ

シン グ を分散 してい く構 成 に あ る、 そ うい うもの と、 そ うい うもの

に対 す る キャ リア と しての公 社 の 関係 、 そ ん なイ メー ジか 。

[三 三]そ うい う・とである・

垣 壁i]ホ ス ・の分散 も入 ・ている・

巨 三]・ 一 ・一各社 がネ ・ ・ワー クアー キテクチ・一を発表 して・ ・れか

ら数 ヵ月 の間 に全 部 出 そ ろ うで あろ うとい うよ うな体制 に あ る。 そ

うい っ た コン ピュー タ ・ネ ッ トワー ク の通 信 サ ブ シス テ ム も し くは

ネ ッ トワー ク ・アー キ テ クチ ャー とい うもの とキ ャ リア と して の考

え方 で ど うい う絡 みが 出て くるか 、非 常 に大 きな テー マ だ と思 うがo

そ うい ったい ろい ろ 出 て きて い る各社 の ネ ッ トワニ ク.・アー キ テ ク

チュ ア との 間 で公 社 は ど うい うふ うに対 処 され る のか 、 ど うい う方

向 で お進 み に な るのか とい う漠 然 と した テー マです がo

[高 月]個 人的見靴 な るが、 ・う しいか・

巨=杢]は い・

[亘 」]確 かにACF、SNAと い うのカ1昨年 発表 されて・その後各社 がい

ろい ろ 出 して きて い る とい う事実 が あ る 。 まず最 初 に宣 言 して おか

なけ れ ば いけ ない のは 、公 社 は キ ャ リア で ある と同 時 に あ くま で も

情 報 処 理 業 者 で もあ る。 キ ャ リアの 方は 一 応 モ ノポ リー で は あ る が

一155-:一



回 情報処蝶 者の加 完全 なる・ンペ テ・チ・ブのマー ケ・ ・にある・

そ うい う意味 で 、'公社 は 製造 部 門 を持 た な い とい う点 で メー カー さ

ん か ら物 を買 って い る とい う点 で明 らか に ハ ンデ ィ を負 っ てい る と

思 うが、 わ れ われ の 方 は た とえ ば情 報 処理 業 者 とい う側面 で考 えた

場 合 には ネ ッ トワー ク ・アー キ テ クチ ュア とい うか、 公 社 の シス テ

ムの中 でそ れ ぞれ 最 適 な処理 分散 機 能 を持 った ネ ッ トワー ク をつ く

らなけ れば いけ ない とい う考 え方 を持 って い る。 そ の考 え方 で 公 社

が 先導 して 一 先 導 とい う言 葉 は最 近 ど うも 「フュー チャー ・オ ブ

・ATT」 を読 む と先 導 なん て とん で もな い と言 って い るの で余 り

言 いた くない け れ ど も、 公社 もネ ッ トワー ク ・アー キ テ ク チ ュア と

い うもの を メー カー と同 レベ ル に おい て確 立 しなけ れ ば い け ないo

一 方
、 国産 メー カー が い ろん な ネ ッ トワー ク ・アー キテ ク チ ュ ア を

発表 して きてい る。 い ま も し もわ れ われ が各社 に対 して 、、特 に国 産

各 社 に対 してそ ん な各 社 でつ く りなさん な、公社が旗 を挙げて 「さあ

つ いて い らっ しゃ い」 とい う先 導 型 で いっ た場 合 に各 メー カー がつ

い て くるか ど うか 、 これ は全 然 わか らないoし たが っ て、 われ われ

だ って われ われ の シス テ ムの 中 で ネ ッ トワー ク ・アー キテ ク チュ ア

とい うの は打 ち立 セ るべ きでは な い だ ろ うか とい うの が 常識 的 に言

え るの では な い か と思 うoで きれ ば標 準 ネ ッ トワー ク ・アー キ テク

チ ュアに な る こ とを期 待 して です よ、 キャ リア と して で は な くて情

報処理 業 者 と してo・

と ころが、 情報 処 理 業 者 と して考 えた場 合 に通 信 サ ブネ ッ トと して

同 じ公 社 で あ りなが ら何 を使 うか とい うの は、 これ は必 ずDDXを

使 わ なけ れ ば いけ ない とい うこ とは な い。 専 用 線 で もい い 。 電 話

網 で もいい 。 と ころが 、通 信業 者 か らみ た場 合 には これは どち らで

もいい のが 、 同 じ公 社 の中 で情 報 処理 と通 信 の2つ の顔 が あ っ て、

そ の ときに どっ ち を使 うか とい う場 合 に 、私 自身はDDXを 使 っ た
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最 適 なネ ッ トワー ク ・アー キテ ク チュア とい うの は あ る と思 う。そ

こで ち ょっ と通 信処 理 を め ぐる競 合 が公社 の中 で始 ま る ので は ない

か と思 う。 そ の と きに私 は これ しか ない とい うことは言 わ な いつ も

りで あるoた と.えばDINA、ANSA、 あるいは ユ ニパ ック のD

CAに して も、新 聞 を見 る とは っ き りとDDXを サ ポー ト'す』る と書

い て あ る。 本 当 か ど うか知 りま せん よ、一応 書 いて あ るoそ れ もあ

る。 しか し、 専 用線 の方 を使 った最 適 の ネ ッ トワー ク ・アー キ テ ク

チ ュア もあ るだ ろ う○ プ ロダ ク トで見 た場合 には 重装 備 の.CCPも

あれ ば 、パ ケ ッ トをサ ポー トす る軽 装備 のCCPも あ るの で はな い

か とい うことで 、両 方 と もあ るだ ろ う。 た だ、各 社 が こん な にな っ

て い る と ころに われ われ が乗 り出 してい っ て ど うい うふ うに そ れ を

引 っ張 っ て い くか 、 あ るい は標準 化 す る とい うこ とは ち ょっ と別 の

世 界 で は ないか と思 って い る。

◆

●

(2)プ ロ トコル の階 層

匡 二司 もし少 し躰 的 に言 うと・答えになるか ど うかわか らないが・ ・ う

hう こ と で ど う だ ろ う かoユ ー ザ'.eプ ロ'ト.コ ル と い う の が あ るo,1、

これは 非 常 に深 い レベ ・・の ブ 叫 … で ・ ユー ザー にま かぜ るべ き

と こ ろ で あ ろ うoそ の 下 に フ ァ ン ク シ ョ ン レ ベル 、 トラ ン ス ポー ト

レ ベ ル ・プ ロ トコ ル と あ る。 こ の 辺 は ダ ブ る とこ ろ な の で あ っ て 、

『こ の 下 に 何 が あ る か と い う と
、 デ ー タ リ ン,ク レベ ル 、 さ ら に フ ィ ジ

カ ル レベ ル が あ る 。 そ うす る と、 い ま の 各 社 の アー キ テ ク チ ュ ア は

フ ァク シ ョ ン レ ペ ル ま で あ る。 ち ょ う ど こ の あ た りに 機 能 制 御 と か

経 路 制 御 ・転 送 制 御 ど いろ.ん な制 御 が あ る 。 それ で 、 わ れ わ れ のD

DX.は ど こか とい え ば 、 こ の機 能 制 御 、 経 路 制 御 、 転 送 制 御 の トラ

ン ス ポー ト ・プ ロ トコ ル の こ の辺 がDDXで い う プ ロ トコ ル で は な .

い か 、 こ う思 う6と ころ が 、 一 部 機 能 制 御 の機 能 も あ る 。
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ユ ー ザ ー ・ プ ロ ト コ ル .

プ ア ン ク シ ・ ン ● プ ロ,ト コ ル

トラン ス ポ ー ト ・ プ ロ ト コ ル

デ ー タ リ ン ク'・ プ ロ トiコ ル

フ ィ シ ・カ ル ・ プ ロ ト コ ル

^
I
I
lI

DDX

↑

ー
ー

↑

1

各 社 の ネ ッ トワー ク ・

ア ー キ テ ク チ ュ ア

(3)各 種 の通 信サ ブ シ ステ ム に対 応 す る最適 ネ ッ トワー ク ・アー キ テ クチ ュア

匪]「 分散化舩 社の態度」にもどすと・叶 われわれ砺 がもしも・

こ に 電 電 アー キ テ ク チ ュ ア とい 』う もの が 仮 に あ る とせ よ と した と き

に は1そ れ はDD'Xの 機 能 を もっ と も うま く利 用 した ア ー キ テ ク チ

■ ア の 例 で あ る と理 解 して ほ しい 。DDXを 使 っ た シ ス テ ム で の 最

適 な ア ー キ テ ク チ ュ ア 、 こ うい うアー キ テ ク チ ュ ア と い.う の は 存 在

す べ き で は な い か 。 そ の と きT-一'方そ う で な くて 、 や は りDDXと 全

然 無 関 係 に 、 こ こ が 専 用 回線 を 使 っ た ネ.ッ トワー ク ・アー キ テ ク チ

ュ ア も あ る と思、うが 、 結 局'は メー カ と公 社 の と り分 の 話 に な る と思

うo』tt'
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(4)DDXと ネ ・ソ トワ一一ク ・ア ー キ テ ク チiア の 関 係

匡 」]整 射 る とDDXは ネ ・1ワ ー ク ●アー キ テ クチ ュ アか らみ て=L"一

ザ の ひ とつ で あ り、 ネ ッ トワー ク ・アー キ テ ク チ ェア はDDXか ら

み て ユー ザ の ひ とつ と考 え てい い と思 う。DDXは 公 社 が これか ら

作 る ネ ッ トワー ク ・アー キテ ク チ ュアの ジス テム しか収 容 しない と

い う考 筋 は明 らか に 間違 い で あっ て、 ブ ・ ト・・レの 違 い は あっ て

もDDXは 公衆 網 な ので 、 なん とll・利 用 して いた だ きた い と思 う。

(5)重 装備 のCCPと 軽 装 備 のCCP－ 通信 業 者 の 立場 ・ メ'一ーカー の立 場 ・

情報 処 理 業 者 の立 場,ユ ーザ の立 場

亘 』われ われの加 ・つ を考 えなければいけ ないと思 ってい る・ あジ

ス テ ムではCCPは 重 たい だ ろ'う、 多分 重 装備 な はず で あ る、 とい

うの は 回線 は 専 用 回線 だか らCCPは 重 くな る・ と ころが・ 別 の シ

ス テ ムで はDDXの い ろん な装置 、CCP・ の持 つ べ き機 能 をDDX

・
で持bて い る の でそ れ を利 用す る こ と{・な る・1す なわ ち軽 量 級 のc

CPに しよ うや とい う話 に な る。 メー カ と して はそ うす る と軽 い の

と重 い の と2つ つ く ら鮒 れば い・け ない ・軽GCPで は と り分 が公

社 へ 多 く流 れ る し、 重CCPで は メー カへ とb分 が 多 く流 れ る こ と

{こな る。 ユ'一ザ がそ れ をえ らぶ と思 うが 、重CCPとDDXの 接 続

とい うムダ も存 在 す るだ ろ う。そ ん な ことで われ われ は や は り両 方

を考 え る。一 方 は キャ リア ・『サ イ ドのわれ われ の顔 で あ ろ う し、片

方 は 情報 処 蝶 者 の顔 では ない だ ろ うか・ これは 電 電公 社 の人 間 と

して では な くて、 常識 的 に一 般論 で は こん な回答 が で き るの では な

い か と思 う6

(6)「 通 信処 理 」機 能 の概 念 、 そ の 在 り方

國Fccの 最 近 の い ろん な醜 で… 一 二 ケー シ ・ン'プ ロセ シン
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グ と は一 体 何 だ と い う定 義 に も関 係 す る。 これ は 必 ず キ .ヤ リア が 持 ,

つ べ き もの で も な くて い メー カ ま た は ユー ザ が 持 つ べ きだ と い うこ

と も あ る し、・こ こ の と ころ は い ろ ん な 議 論 が あ る。 こ こ の トレー ド

オ フが こ れ か らの 大 き な 問 題 で は な い だ ろ うか と思 うo現 在 は うち

の 方 のDDXの 特 に パ ケ ッ トに つ い て は 、通 信 処 理 機 能 は あ る 程 度

持 つ よ うに い ま 現 在 動 い て い る。 だ か ら ク ラス タ ー の と き もい ろ い

ろ あ る 。 た だ 、 ネ ッ トワー ク に ノ ンバ ケ ツ
,ト で 入 っ て くる場 合 とパ

ケ ッ トで 入 っ て く るの と ち ょっ と違 うが 、 ノ ン パ ケ ッ トで 入 っ て く

,.る場 合 で もこ こに何 か特 殊 な装置 を置 いて パ ケ ッ ト化 して 入 っ て く

る とい う考 え 方 もある・ これ は・蝉 の 已 ろノくケ ・ ㌧はARM(

AsynchronousResponse ,Mode)を サ ポ ー,ト し て い る け れ ど も

これ でNRM(N・ ・m・IR・ ・p・n・eM・d・)恒 ボー .ト し よ う・ メ

ー カー さ ん の 中 で も
、 コ ン ピ ュ三 タ ・ メー カー は 重 装 備 の 装 置 を つ

くっ た 方 が も うか る か ら どん どん つ く っ て い るoそ れ とDDXの パ

・グ ッ トとつ な ぐのは あほ ら しい 。 だか ら専用線 で い い よ とい うの で

は ,なくて、 重 装備 と重 装備 がぶ つ か っ ても ど こか に メ リッ トが ある

とい うこ とを言 い たい 。 そ うい うこ と、も考 え てい るが、、いず れ に し

て も分散 化 の考 え方 と公 社 の態 度 となれ 耳何 か私 は こん な感 じが す

る。 い ま言 っ・た.ような.イ メニ ジで両 方 の顔 が あるの では ない か。 答
』
え に な らな い か も しれ な いが 。私 は公 衆 が通 信処 理機 能 を共 同利 用

す る方 が 公衆 に とって有 利 だ と考 え てい る。 勿論 ユー ザが 自 ら通信

処理 機能 を:もつ こ と もあ る○ 両 方 あって しか るべ きで は な い だろ う

か ・新 聞 観 て い る 日DXサ ボrFの
.アー-dVク チ ーアが 一 面 で

某 社 の広 告 が 出て い た1あ そ こにDDXな ん て書 い て あっ たが 、 あ

れ は私 はDDXを 効 率 よ く使 うとい う意味 では うそ だ と思 っ て い る。

あれ は 自 ら の パ ケ ッ ト ・ネ ッ トワー ク の パ・ッ.グ ァ プ プごとぐレて 使 う意.

味 で あの ネ ッ トワー ク ・アー キ テ ク チ ュ ア で 公 衆 網 ρ パ ケ ッ ト網 を
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使 う時 は針 金 と して使 お うと して い るは ず で ある。 うちがDDXを

余 り推 す と、 い ま まで持 って お っ たCCPを そ の ま ま使 うとい うの

が何 か あ ほ ら し くな って きてN・同 じ機能 が1つ の ネ ッ トワー クで重

複 して い る とい うのは ば か ら しいか ら専 用線 でいい よ とい う.お客 さ

ん もあ る。 シス テ ムを公 開 す る と きには 非常 に身軽 なCCPで 、 あ

とは公 社 がDDXで 機 能 が 持 つ よ とな る、と、 ユー ザ さん の 身軽 なC

CPと 公社 の パ ケ 。}の ネ ・ トワー4の 機旨旨と合 わせ て従 来 の重 装

備 のCCPに 対抗 す る こ とをや って い た だ こ うと思 った場 合 には 、

よほ ど公 社 の方 の 中 身 を さ らけ 出 さ ない とユ.一ザ さん は シス テム を

組 め ない。 だか らそ こま で考 え れ ば考 え るほ どお 出 しす る資料 が だ

ん だん詳 細 に なっ て くるo

垣 壁i]質 問の鮨 ・りも大分深 く・ま⇔ 話 しぼ だいたの ではないか・い

まの お話 しお もしろか っ たで す よo

ウ
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10イ ン テ リジ ェ ン ト ・ネ ッ トワー ク

{1)イ ン テ リジ ェン ト ・ネ ッ トワ ー ク の イ メ ー ジ

遍=郵 ア・ リ切 端 処理 業の対櫃 と・・うのは 当然 リース ・'… ンだ

が 、 ご く最 近言 われ 出 した の は 、 イン テ リジ ェ)イス ト ・ネ ッ トワー

ー
ク とい う言葉 を 使い 出 した 、 だ か ら意 外な こ とが 出 て くる と思 う。

いわ ゆ る キャ リア と情 報 処理 業 は 全然 違 うん だ一■tキャ1リアの領 域 が

どん なに 広が っ て も情報 処 理 業 は 違 う・ネ ッ トワー'クを、 物 理 的 には

伺 じだが ∴ ネ ッ トワー クそ の もの を インテ リジェ ンス化 し よ うとい

オう動 きが あ る6A"RP'Aぽ 基本 的 に存 在 してい る、 そ の 次 の もので

すね 。 お も しろ いの が 幾 つ か も う咄 て きて い る、情 報処 理 業 で 。い
'

わ ゆ る'ネッ トワーク そ の もの を イン テ リジェ ン ス化 して い ぐとい う

わ けで あ る。 だ か ら ネ ッ トワー クみ ずか ら フ ァ イルか ら・全部 持 つ 。

国 玉]い ま ・ン テ リジ エン ・ ・ネ ・ ・ワー ク とお っ し ゃ った が・ 公 社 も イ

ン テ リジェ ン ト ・ネ ッ トワ ー ク を もつ ことに な る だろ う。 こん な イ

メー ジ と違 うだ ろ うか 。 これ は一 つ の平面 と考 える。∴

これ は テ レフ ォ ン ・ネ ッ トワ ーク ・プ レ イン と考 え る。 この端 末 は

ここに あ る、 デ ー タ端 末 で あ る。 その 上 にDDXの プ レー ンが あ る。

い ま の考 え方 はAと かBと かい う端 末 の 入 り方 で考 え てい る。 た と

えば こん な こと も考 え られ る。 これ は全 然 イ ンテ リジ ェン トでは な

い。 もちろんXを セ ン ター と し、Yも セ ンター とす る。 と ころが 、

ここに何 か バ ー チ ュ アル ・プ レ イ ンが 仮 に あ る とす る、 そ れ でA端

末 とい うのが あ って 、.B端 末 とい うの が あ る とい った ときに 、 い ま

Aと い う端 末が テ レフ ォ ンネ ッ トにつ なが ってい る。 た とえばYが

Aと 同 じ企 業 で、 そ うな る と網 間接 続が 入 って くる。 このYはBと

は全 然 関係 が ない の だが 、 あ る とき これ と ど う して も こ こか らフ ァ

イ ル をの ぞ きたい とい うと きは 、 い わ ゆ る通 信 処理 で パ ー チ カル プ
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イ ン テ リ ジ ェ ン ト ・ ネ ッ ト ワ ー ク

/一 ー

バ ー チ カ ル

フ レ ー ン

DDXネ ッ ト

フ レ ー ン

テ レフ ォン ネッ ト

フ レ ー ン

㌔

レー ン を経 由 してYに つ な ぐた めにい ろ ん な交換 の た め の や りと り

とか何 か の た め に1回 外 に出 る。 上 の プ レー ンに 出 ーま.して、 そ こか

ら何 かの 情 報 を も らって こ うい うふ うに 入 ってい く。Bか らYへ の

場 合 は バ ー チ カル プ レー ンを経 由 し、Aか らYの 場 合 はDDXプ レ

ー ン経 由の み で入 って くる
。 何 か これ を考 え て、 うちの 方 は実 は こ

れ の こ とを あ る名 前 で呼 ん で い るが、 これ をひ っ くるめ て イ ンテ リ

ジ ェ ン ト ・ネ ッ トワー ク と呼 ん でい いだ ろ うか。

厘 二蜀 大分近いですね.
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匡i=IE]か な り近 くな〔 てきてい る・

遍 三 ヨ ただ・その ・き醜 くまで もキ・ ・アとしての考訪 ですね・情報

処 理 業 の方 は違 うまた … … 。

[亘=同 案 は こ こに あ る この セ ン ・一・ です か らネ ・ ・ワー ク ・ノ ー …

こは 恐 ら くDIPSを 使 お う、 こ こは 全 部 コ ン ビュ タで あ る。処 理

とい うか 、 い わ ゆ る本 当 の処 理 は こっ ち だが 、 あ る種 の 処理 は こち

ら、 それ で の ぞ く。 これ と これ は 相互 に結 ぶ こ と もあ る だろ うけれ

ども、 こっち の 方 だ け だ と、 こん な イ メ ー ジだ って あ るの ではな い

だろ うか 。

厘 ヨDIPSで は太 き過 ぎる・

国 玉]そ うですね・公社 は ダ・ンワづ をやっていない から・ パケ ・咬

換 機 なん かを ダ ウン ワー ドと して位 置 づ け たい、 何 か ファ イルを も

た せ てo・

(2)デ ータバ ン ク との 関 係

@ヨ ・つ の 昧 の 公 社 の救 い とい うの ・・デ ー ・ ・ボ リー ム を・ パ ンク

を扱 わ な い とい うこ とを 何 回 も公表 し てい るの で われ われ は 救い で

は あ る。

国 玉]パ ンクの内容 について嶋 通さんか らもらって きて・ア ・セス ・メ

ソ ッ ドとか、 デ ー タベ ー スの標 準化 は うち で 全 部 や って い く、DE

MOSと か な ん とかで 。 公 社 は今 後 積 極 的 に デ ー タバ ンクの「容 器1

サ ー ビスを や りたい と思 って い るo

画 そ う・妨 が よいか も・れ ない・

極 司 しか ・・ もし公社 さんがGE電 通 のシステム と関係ない と・ろで・

デ ー タ ・パ ン ク ・シ ス テ ム に つ い て 各 種 サ ー ビス で お 引 き受 け に な

っ て お っ た ら、 それ の 動 き と い ま の ユ ー ザ ー と し て の あ な たの お っ

し ゃ っ て い る と こ ろ に 近 くな っ て くる の で は な い か 。
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日

軽]だ か ら鮒 はや らな・'と何回 も総裁 が言 うてい る・

国 玉]デ ー ・バ ンクをや らない といってい るのであって・ データベ ースは

や らな い とい っ て い ない。 た とえ ばい ま天気 予報 なん かやってピ るが、

天 気 予 報 に ア ク セス す るのは 全 部 公社 が提 供 して い るが、 本 日は 晴

だ雨 だ とい うのは 公 社 の 情報 で は ない。 宝 くじ番 号 案 内 で も競 馬 で

も何 で も、 あ あ い うのが い い の で はな か ろ うか。

区 割 だからそ うい う・一 その もの・ミ公社 とし磧 儲 てるか ど うかは

知 らない が 、 や は りそ うい う もの に限 られ て しま.うだろ う。

国玉]そ うだと思う・生命礪 係す ることと金礪 係することとなるとち

ょっ と危 な い。 責 任 とれぬo

唖 やは りそ うい うことになって しま うだろ う・で もやは りい まか ら思

えばDIPSの 基 本 が 、 やは りあ ら ゆ る情 報 サ ー ビス とい うの は デ

ー タ ・マネ ジ メ ン トか ら来 る とい うその 最初 の と ころが ち ょっ と変

な とこ ろ に行 っ て し まっ た ら… … 。

Eヨ ・れ まで のと ころ予定 しました翻 案t`Cついて大体 カバーさ批 と

思 い ます が。

匡 」]大 体いきましたですね・

国 司 高欄 査役から非常口 益な編 を伺ったわけでございますけれど

も、 ユ ーザ ー ・サ イ ドと して もい ろい ろ わか らな い点 が あ って 、 昨

年 の 説 明 会以 降 変 わ った 点 に つい て御 意 見 を伺い た い とい うこ とで

本 日の会 合に な った わ けで す。 ま だ時 間 が あ ります の で、 い ま まで

で まだ わ か らな い、 こ うい う点 は どうだ ろ うか とい う御 質 問 が ご ざ

い ま した ら どな た か御 発 言 願 い たい ので す が、 懇談 に入 りた い と思

い ます がv・…… 。
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11補 遺

(1)各 種 シス テ ム と民 間 シス テ ム の 接続

厘 亘]・ の場で 縫 えいただかな・くても・ろ ・いの だが・ いまデー樋 信

設 備 サ ー ビス をお や りに な って い る。 あれ は 固 有 の シス テ ムと各 種

システ ム とあ るが 、 それ と民 間 シ ステ ム との 接続 に 関 して は法 も省

令 も利 用 規程 も具 体 的 に何 も うたっ てい ない 。 それ で 多 分,この、よ う

な場 合 は 個別 認 可 みた い な か っ こ うに なっ て い る ので は な いか と私

は想 像 して い るが、 い まの最 後 のお 話 の よ うな ことを 聞 い て お.ρま

す と明 らか に して い た だか ない と困 るの では ない か とい う気が す る。

国 玉]・ やは り何 といいますか・われわれの方の ネ・ ・ワつ とい うのは ・

つ の ネ ッ トワークの 中に公 衆 シス テ ム もあれ ば.各 種 シス テ ム もそ

れ を使 うとい うこ とに な っ てい る。 当然 そん な シス テ ムが た くさん

あ る と相 互 接続 も考 えな けれ ばい か ぬ。 そ うす る とい まお っ しゃっ

た とお りで 、 た とえば あ る銀 行 の シ ス テ ムで 使 っ てい る端 末 か ら し

ょっ ち ゆ うそ れ を閉 域 で 使 っ てい る、 あ る と きは そ の閉域 を解 いて

DEMOSセ ン ター に つ な が る とか 、そ うい うこ と も十 分 考 え られ

る。 それ は 法 律 的 に 一体 ど うなっ て い るのか とい うこ とに つ い て、

技 術 的 に は 可 能で あ ろ う・が、.そ の辺 は 確 か に お っ し ゃ る とお りは っ

き りとは して い ない か もしれ ない。

函 現 行で もそ うなんです・そ うい うふ うに閉域 か らパ ッと側 て くる
・と い う よ うな

,そ ん な 自 由 な こ とは さ し お い て お い て も… … 。

垣 二亘]現 越 たと燃MA目 皿の端末・・ら・あれ蝿 話網ですね高 話

網 か ら2.400、 あ れ か ら た と え ば コ ー ル370の セ ン タ ー に つ な が

る か ど うか と か 、 つ な が っ て も話 が で き な い と か 、DEMOSの 端

末 が い ま あ る 、DEMOSの 端 末 か らIBMの コ ー ル に つな が る か

ど うか とかo
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国 玉1端 末は観 る・

野 垣 内1つ の例 を申 し上 げ る と、 各種 シス テ ムの 中に東 亜国 内航 空 の予 約 ・

シス テ ムが あ る、 あれ だ け航.空会 社 の シス テ ムの 中で は全 くそ うい

う意 味 で は違 う。 あれ と旅行 業 者 の ネ ッ トワー ク との 接 続関 係、 こ'

れ は 片 づけ て い た だい た けれ ど も、何 で片 づい て い るの か とい う納

得 は 私 には わ か ら ない の、で す 。 今度 東 亜国 内 さん がPD)ξ に乗 られ

る と仮定 した とき、 そ の と き に ど うな るの か、そ うし た場 合 に は い

ろい ろ な こ とが 派生 して くる の では ない か と思 う。

匿=司 繰 網 だか ら相互接郷 み とめ るとい うζとにな るだろ う・ これか

らは そ うい うす 一 スが 出 て き ま し ょ うね 。

匡 亘司 ですからいまの問駆 揃 的な問題 ・りもむ・ろ制度的醐 翫 の

です 。

亘 制度が多い・私随 術屋 でこん な ことをやって"る が・私 は どっち

か と言 え ば、 先 ほ どの セキ ュ リテ ィの問 題 も含 め て、 制 度 、翠…律 的

な問 題 とい うのは ず い ぶ ん あ る と思 う。 非 常 に大事 な 問 題 で 、 余 り

に もいっ ぱい あ る もので す か ら、 全 部 解 かな い と答案 書 け な い とい

うよ うな と ころ が うち には 体 質 的 に あ るので し ょ うか ね。 これ か ら

100点 満点 じゃな くて わか る範 囲 内で いい か ら1り1つ 着 実 に解

いて い く・ それ が100点 を 出 す の に一 番近 い道 では ないPtSな 己 い

う気 が して い る。 おっ し ゃ る とお りです 。

匿 鉋 いつ までたって も … 点出ない のでは ないか・ 技術 縫 歩 する し 、

社 会 も変 わ る。

匡=亘]永 劫 暗 いかもわからない・ ま、・衡 量 んというこ≒になって

技 術 の 前進 は 、何 が新 しい概 念 を生 む と思 う。数 十 メ ガ ビッ トで バ

カ ンとい け ば広 域 コン ピュ ー タ ・コ ン プ レックス がで きて し ま う・

簡 単 か ど うか知 ら、な い が。 衛 星 は 衛 星 で またあ る だろ うし、 そ うな

る と ネ ッ トワ ー ク と ネ ッ ト ワ ー ク の 間 の ゲ ー ト ウ エ ー とい う考 え 方
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は もち ろ ん な くなっ て くる。 非 常 にお も しろ くな っ て くる。'それ を

展 望 しな が ら制 度 を 考 えて い か なけれ ば な らない とい うこ とで、 お

っ しゃ る とお り技 術 が変 わ るか ら、 そ っち の 方 も応 じ切れ な い と思

う。 私 は こ う'いう場 は 初 め て だが 大変 参 考 にな る。

(.2)複 数地 点 間デ ー タ送 受信 と 「行 っ て こい 」制限 の 関 係 の例 に っ い て

極 い ままでの瀦 と全 然関係ない ・とでお伺い ・たい・・'ま鯨 であ

る企 業 がDRESSに 加 入さ れ て在庫 管 理 をおや りに なっ て い て、

同 じ会 社 の大 阪 支店 が 大 阪 でDRESSに 加 入 して 、東 京 と大 阪 と

で 在庫 情 報 を交換 す る こ とに よっ て在庫 調 整 を したい とい う御 要望

が あっ た と して、 それ は や られ て い るの で す か。

匡 二刀 ・つの加入都 大阪にも鯨 にも加入・ていただくと"う 形式で可

能 で あ る。

野 垣 内 フ ァイル は転 送 す るか しない かは そ の システ ムに よるが 、東 京 に な

い のを 大 阪 にあ るか と聞 き合 わ せを して、 大 阪 に あっ た ら宇都 宮 の

'お客 さん に 送 れ とか い う指示 を大 阪 支店 に 出す とい うふ うな こ とが

や りたい こ とだっ て あ る と思 うが 、 そ うい うことは おや りにな っ て

い な い の かo

匡=司 ・醐 ればで きる6

[〔 困 ガ シ・ンに なって しま うか ら・両方に問い⇔ せて くれ とか・ 片

方 だ け にい っ た場 合に は 。

[璽 司 とい う形 で しかや らないわけです か・

[高 月]袖 それの'セン・一蜘 入 ・て・・ただ くとい う`ことであ る・鯨 の

お客 さ んが セ ン ターに 聞 いた ら大 阪 に あ る とい う、 東 京の お 客 さん

は 大阪 セ ン ターの 加 入者 で もあれ ば、 大 阪 の セン タ ーに ア クセ ス し

て、 同 時 に それ を 宇都 宮 に飛 ばす とい う と きに、 そ のや りと りは1

回1回 接続 が 切 れ て い れ ば い いo

◎
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令

野垣内 接続 が切れ ていれ ばい いわけですか。

巨]切 れていれ醐 念 的にはい"・1回1踊 れ ていればいい・

巨 困 ・通諏 なって しま う・

垣 三]そ れ翔 れ ないで・た とえ疎 京か ら大阪 センタ+ア クセ 見 て

そ の ままで どこか の番 地 を 指定 して 、 フ ァ イルの 中か ら情 報 を出 し

て.そ れ を そ の ま まつ な ぐとい うの は これ はで き ない 。宇 都 宮 の 口

座 が 大阪 の セ ン ター の加 入者 で もあ り、 大 阪 セ ン ターにア ク セ スす

れ ば可能 で あ るo

厘 亘]接 続醐 れてい る祠 れて・・ないか とい うこ とは綻 回線の'中では

わ か ら ないo

国 玉]そ れ○ か らない・ だからおや りになってい るか もしれないが・制

度 的 に は それ を 接 続 とい うか ど うか、 要 す る に メ ッセ ー ジ交換 か ど

うか とい うこ とで すね 。

亘 たしか ・一ル ・ボ ・クスか何が とい う名 称でや らせてい るのか も し

れ な いo'一 ・'

亘 私が感 じてい るのは・その場 合は逆 に酪 の フ・イルに必要 とす る

情 報 が 入 って い る とい うことを 大 阪 が覚 え る、、覚 え た らす ぐ宇 都 宮

に対 して 何番 を の ぞ け とな る。 宇 都 宮か らの ぞか せ る。

巨 三 国 ふた しか だが・何 か そ うい う話 の記憶が私はち ・っ とある・

匡=司 その ときにつないだままで・今度 セ ンター側か ら発信 して宇都宮 に

持 って い くとい うのは 何 だ とい う話 が あ っ た。 だけ れ ども、 宇 都 宮

か らア ク セス して のぞ げ ばいい の では な い か。 た だ し、 番地 が しっ

か りと指 定 され て い る、 明 らか に これ は 概 念 的 に は接 続 に 近 い。 だ

か ら宇 都 宮 か らア ク セス して とっ て い くとい うや り方 と、 そ うで な

くて大 阪 か ら行 っ セ宇 都 宮へ送 れ とい っ た ら、 今度 そ こで1回 接 続 を

を 切 っ て大 阪 の セ ンタ ーが 自動発 信 し て宇 都宮 端 末 を呼 び 出 して セ

ン タ ーが送 り出す とい うや り方 ど どっち が 接 続 か とい う議 論 が あ っ
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て、後 のや り方 は 接 続 で は ない か、 メ ッセ ー ジ交換 では ない か 。 だ

けれ ども、宇 都 宮 か ら呼 ん で くれ ば これ は 違 うっ そ れ は い い とか な

ん とか 、 そ の辺 の議 論 が あ った。

庭 面 余 りにも技繍 的過 ぎる・

回 最初 からあれ もいかぬ・ ・れ もいかぬ言ったら だめ だ・

匡 二 重]デ ー・の世の 中はやは り‥ ザー オ リエンテ ・ ドだから・そんな

・に規 制 して は デ ー タの 発 展 は あ り得 ない の で は ない か。 まずい ろ ん

な こ とをや っ てい た だ くo

回 そ うそ う・・余 りひ どいでは加 かとい う・とで規制すればいいので

は ない かo

匡=司 ほかの緒 さんぱ 惑をかけて・・ること襯 制すればいい・規制す

るか規 制 しな いか の判 断 ポ イ ン トは そ こで は な い だろ うか

回 ユーザー側 の立場 に立 った非 敵 柔軟 な考 妨 を ・て くれ るとい い

の だがo

国 玉]国 民の ・ンセンサ スを うるとい う・とですね・

f3)市 場 調 査へ の 要 望

亘 ・つ魂 ・が ある・ 趣 ・とい うよりわれわれ 一 ザ ーの方か らみ

て、 利 用 面 とか 制 度面 が 明 らか にな っ て い ない とい わゆ る シス テ ム

設 計 そ の もの も大 きな ファ ク タ ーに なっ て くるので 、 先 ほ どの お 話

では 再 度 市場 調 査 を す る。 そ の市場 調 査 の 中で ど うい うふ うな こ と

を求 め られ て い つ まで や るの か とい う、 また そ こで シ ステ ム設 計 が

1つ あ る。 だ から 、 ユ ー ザの 方 が本 当 に信 頼性 の あ る と ら え方 で受

け られ る よ うな ア ン ケ ー トの出 し方 とい うふ うな形 を とっ て い た だ

きたい 。 それ か ら時 間 的な 余 裕 が ほ しい 。

唾壷]そ うですね。・

匡 二司 つ でないと冷 え鎮 に受けてしまうかどうかという・ま溶 く

∨
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方 もそ の辺 の問 題 が あ る と思 う。

匿 璽 中村 さん)お っ しゃ る とお りで す ・ や は りア ンケ ー トの条 件 ・ 前 提

が こ うあ っ て、 そ うした らそ の 前 提 に 従 って まず 自分 の と こら の こ

れ まで の ものか ら将 来計 画 まで 含 め て設計 しな お し答 え を出 さな い

とい かぬo

匡 二司 そ・でそういういろんな囎 峰 ついた中で設計が始まる鵠 う・

だか ら1週 間 ぐらい た って か ら送 っ て くれ とか、 そ うい うので は ね 。

そ うす る とい つ 出 され る のか とい う こ とで す ね。

国 玉]・ うい うもの贈 業局 なのです・ うちではない・ ・の前 ち ・っ と聞

い た が、 実 は タ リフを つ けて 出 す 。 そ うす るた め には そ れ を 郵政 省

さ ん の御 了 解 を得 な け れ ばい け な い 。 そ の関 係が あ るげ れ ども、8

月 に締 め よ うとす る と大体5月 ごろか ら始 めな げ れば い か ぬ だ ろ う。

む ず か しい問 題 が い っ ぱい あ る。 項 目を ど うす るか とい うので 一 応

い ま並 べ か け てい るが 、 われ われ の 方へ ど うレ よ うか とい う相 談 は

一 応 きて い るo、

野垣 内 企 業 に とっ て は全 くメ リッ トは な い が 、 これ か ら の計 画 ば ほ っ てお

い て、 これ まで の もの だ っ た ら こ うだ とい う答案 だけ 先 に 出 して し

ま うとい う こと も 可能 で あ るo

匡 二日 だか ら 「い まの システ・を切 り・・え るのです か」 とい う質問 をされ

て も、 先 ほ どの い ろ んな条 件 が まだ あ るとすれ ば そん な の は全 然 わ

か らな い、 だ か ら… ……o

極]い やいや・ どん どん出せばいい・

匡=目 新 しい システ ムを組 腸 合の販売なのか・い まの システムはその ま

ま置 いて お くん だ と… ……ol

匿 亘]制 度剛 敵 なっていないと・ろは全部・ちら嚇 手に醒 し拙

した らい い。 そ の こ とがか え っ て御 参考 に な る と思 う。

国 玉]ま た 臥 的醜 だが・ 今度DDXと ・・うもの酬 るか ら・そち らの
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方 が 安 い か らい まあ るシス テ ムを全 部 切 りか え る とい うことは ち ょ

っ と現 実 的 に はむ ずか しい の では な い か と思 う。

国 司 飾 どの移醐 題 がある・

匡 」]で すから・ ・れは ・ うい うふ うにい まあ ります よとい うの劇 ・て

た とえ ば そ の次 の 更改 期、 こっ ちが た とえばDDXが55年 な ら、

た また ま あ る シ ス テ ムが58年 ぐらい に更 改 しよ うとい う計 画 があ

る とい うと きは 一 応 考 え て い た だい て・どうか とい うこ との サ ーベ ー

が で き る ぐら い め 資料 は 出 して、 そ の と きに候補 の1つ と して挙 げ

てい た だけ る もの なの か、 従来 の ま までPMXと か な ん とか を組 み

込 んで 専 用 線 を 借 りる シ ス テ ムで考 え られ るか とい う くらい だ と思

うbい まあ る もの を パ ッ と切 りか え るのは むず か しい ことは む ずか

しい ど思 う。 そ の 次 の更 改 期 は8年 先 か もわ か らない し、 ち ょ うど

か えた ば か りだ。 よ くて安 そ うに 見 える けれ ども、 ど うもそ ん な わ

けにい か ぬ とい うと ころ もあ る と思 う。 や は りそ の次 の更 改 期 で は

な い だろ うかo

匡 二型 将来 目標・ ピジ・ンとい うものがあってい ま持 ってい る・ 初 つ な

ぎとい うものが 必要 なん で す 。 これ は 全然別 な も のをや っ て い くの

で は な くで、 や は り業務 内容 も移行 す るわ け だか ら、 そ のつ な ぎ と

DDXと の機 能 、 そ の 辺 に非 常 にむ ずか しい 問題 があ る と思 う。 そ

うす るとい ユ ーザ ーは そ ん な に な い ん だ とい う結 論 を出 され て、 公

社 さん の 方 は サ ー ビス ・エ リアは こっち だ、 こ うい うふ うに な って

くる と また 困 るの で、 計 画 もで きな い。 だか らそ の辺 は ど うい うふ

うに… …o

国 王]お っ し ゃ る とお りつ な ぎの と きに ど うか とい うのは あ る ・・ シス テ

ムだっ て ずっ と同 じま まで な くて、 端 末 が変 わ っ た り ミニ コ ンを入

れ た り何 や か や とち ょ こち ょこや っ て い る、 その と きに ど う対応 で

き るか とい うこ とで考 え たい … …。
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{4)端 末要員教育 の問題

匡 二型 それ から凄 育醐 題がち ・っ ・抜 けてい る・うだが・ 　 ザ ー側

か ら見れ ば 教 育 とい う問 題 が また 相 当 か かっ て くる と思 う。

垣 二 三]鮪 ・い うのは どこを…・…

匝 三 固 いわゆ る地 方な り・DDX肋 に力・入 ・てい く端末教猷 とか・.

野 垣 内 端 末 は 余 り大 き く変 えて や らな い で、 ち ょっ とした操 作 の 違 い く ら

い で … …o

国 玉]そ う・崩 ればいかぬ と思 う・

野 垣 内 端 末側 は あ と入 力 した ら、 通 信 の処理,も み んな含 め て ブ ラッ ク ・ボ

ック スだ とい うふ うに して おか ない と、 端末 まで これ に変 わ っ た か

ら とい っ てで き っ こな いo

亘 崩 れども・こちらの調 唾 棄によってそれ殉 ぶってくる内容

は な いか とい う心 配 が あ るo

匡憂]'あ り得 る・

口 わ抽 れ としてみれ ばその ままで・ ブラ・ク'ボ ・クスでいいん だ

とい う使 い方 に持 って い きた い と思 うが 。

野垣 内 公 衆網 と、特 に テ レック ス と接 続 さ せて い る とな る と、 そ の相 ・手1

つ1つ に教 育 な ん て絶 対 で きっ こ ない。 あ るわ か る範 囲 の 説 明 書 を

サ ッと流す ぐらい で あ ろ う。

[梱 銀行 なんかそ うい う端末の教育 と・・う・とはいかがですか・

[ii二 司 銀行 の場合・端末 の緋 轍 育 とい うのは操作担当都 多い ので大

変 で す 。 現 在第2次 オ ン ライ ン と い うこ とで新 しい端 末 機 次 入 れ か

え つつ あ るが 、 端末 とい うの は とに か くだれ で も操 作 で きる端 末 機

で な けれ ば な らな い とい う基 本 的 な 開発 思想 が以 前 か らあっ たの で 、

そ うい う方 向 で開 発 実 現 した。 で す か らそ の限 りでは 教 育 に つ い て

は 余 り問題 は な い と思 う。 た だ先 ほ どお っ しゃい ま,した よ うに 、D

DXに 接 続 して も ら う とい うこ とで 特 に新 た に オ ペ レー ショ ナ ルな
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問題 が出 て くるな らか な りしん どい の では な か ろ うか と思 われ る。

一 た ん端 末 を支店 に設 置 す ると、 そ れ をか え る とい うのは …… 。

㈲ 端 末 機

厘憂i]お 金の面か 桔 っても・端re部 か触 肋 ぱならぬものだったら

多 分 新 しい 網 を使 わ な い。

匡 二郵 私ども熔 様とのかね合いが常にあるので・たとえ牒 務の内容が

5年 後 、6年 後 ど うい う状 態 に な るか を 予測 し、 それ に沿 っ た端 末

機 を開発 しな けれ ばな らないo

塵 鉋 べ 旅 かえれればいいが・

巨]な かな かそ うもいか ない・蹴 力・散 らばってい るので・先 ほ どサー

ビス領 域 の 問題 もい ろい ろ あっ たが 、 あの辺 の ところ もか な り困 っ

た 問題 に な りそ うだ。一 とに か く端 末 機 は汎 用 化 され 、 か つ簡 素

化 され た単 純 な端 末 機で な けれ ば な ら な い とい うの は われ われ の開

発 の 方 向 で あ るわ け で 、 あ る ところ は こ うい う端末 、 あ る地 域 は違

う端 末 とい うのは なか な か と りが たい、 移 行 過 程 で も と りが た い と

い うこ とで あ る。

日 われわれ醸 は端栽 自営というのを原則に・ていて・端末直営の

ネ ッ トワー ク、 加入 電 信 の よ うな ネ ッ トワー クでは な いん だ 、端 末

は 自営 です よとい うこ とで あ る。 げれ ど も、 逆 に一 番 心配 す るの は

回 線 交換 の場 合 で は い い か もわか らない が、 プ ロ トコルを 出 し ま し

た ら それ で メーカ ー さん が本 当 につ くっ て い た だけ るか ど うか で す

ね 。 こん な にや や こ レい の だっ た ら、 経 済性 をは じい て こんな もの

売 れ や せ ぬ とな っ た ら メー カー さん お つ く りに な りませ ん か らo交

換 機 を つ くっ て、 ネ ッ トワー クを つ くっ て、 うちがDDXが で きた

と喜 ん で も、 端末 を ど こ もつ くらな か っ た ら ア ウ トな ものです か ら

ね。 そ れ で 、 い まわれ わ れ フ リー ラ ンと言 っ てい るが、 あ あい っ た
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◆

無 手 順 の もの で 簡 単 に 入 って くれ る、 しか も値 段 が安 い とい うもの

を何 とか つ くっ てい た だ け るよ うな方 向 に持 っ てい き たい。 直 営端

末 をい まつ くっ てい る。 今年 中 に で きるが 、 で もそれ を われ われ が

自分 自身 で つ くる こ とに よって メ ー カー さん が つ くりに くい だ ろ う

な とか 、 そ うい っ た反 省 材 料 に した い。 一 応 で きた らす ぐっ な ぎ込

ん で試験 を す るが。

野垣 内 それ はDDXの 端 末 で すか。

匡 二 重]・そ うです・DDX朝 の撚 です・

[郵 全部の ・ピー ・につい⑳ 赫 で す・'・

国 玉]い や・ …b/・ と ・2・ ・b/・・の ・願 です・1200は イン

テ リ ジ ェ ン トだ が 、300が メ イ ンで 考 え て い るo余 り300、3

00と 言 っ て い る・と、 今 度50ビ ッ トの お 客 さ ん が そ っ ち の 方 が 安

そ う だ、 加 入 電 信 が そ っ ち に移 る 可 能 性 が で て くる し… … 。

画 ・・ふ 加入電信はこれからそうふやすこと治 験 にならなくて

も … …o

国 玉]加 入電信 ・いう のはそんなに ぐん ぐん伸び るものではない・た だ・

加 入電 信 の お客 さん とい うの は結 構 御要望 が あ って 、 どっち を とろ

うか とい う兼 ね 合 い で あ る。

睡 亘]・ われ わ れ もホテ ル・ 旅 螂 「テ レ・ クスを 置 い て くれ な か った ら う

ち とのや り とりで きな くな る」な どと言 っ た りす るo

匡 二 目 い ま大 分紡 れ る・ただ・ ファ・クスが顧 て いる・

野 垣 内 フ ァ ックス か ら直 接 デー タが入 力で きる よ うに な る と変 わ る。

垣=可 変 わって くる・

亘 小嶋 さんの と・うなんかは ビジ ・ンなんか を絡 さんにパ ・と配 っ

て 、 そ れ で ネ ッ トワ ー ク をつ く る と い うふ うな … …o

⑮ まだ ・一 ・ン まで 考 えて い ない ・

回 いや ・ ・ジネ ス ・コ ン ビ・ 一 ・み たい な もの・
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小 嶋 うちの シス テ ムは 単純 な もの です 。

巨]巨 後魍 まではやられない…・…

[遁]ほ とん ど問い合わせ拭 でブラウン管制 ・ている.途 中の処理な

んか 全然 要 らな い し、非 常 に単 純 な シス テ ムであ る。

[司 簡勒 ・・セージ鮒 ですね.

[郵 ただ市 報量緋 常に多い、 ・日・・時間ぐらい使っている.

回 緒 さんによって端末が髄 っ妨 どうされるか.

画 そ うなっ た らち ょっ とむ ずか し くな る。 で す か ら、 うち は急 には 移
移

行 がで きな い の で、 徐 々に様 子 を 見 なが ら、DDXの うち の 回 線 サ

ー ビス ぐらい か ら地 域 的 にや っ てい こ うとい う気 は あ る
。

唾]・ つ並 べて達 っ端 末 を置 くなんとい うのは …….

巨=郵 それはで きない、 一 ザ ーさんに相当抵抗 があ る.

回 端末 の負担耀 くしていただ くと、 た・えぱ特定 噸 鞭 ってい る

商 社や 問 屋 さん みた い な ところで も、DRESSは さ らに安 く、 う

ま く使 え る、 端末 も全 部 電 電 さん に お願 い で き る とい うこ とに な れ

ば もっ と もっ と流通 経 路 とい うのは 広 が って い く。 で すか ら、 そ う

やって 東 京 、 大 阪 、名 古屋 だけ で な くて地 方 に広 げ て い こ うとす る

な ら、や は り電 電 さん の ネ ッ トワ ー ク とい うもの を 使 えば奥 地 まで

で き るん だ とい うこ とが 一番 の特 徴 な ので 、 私 企 業で は 、 民 間 企 業

で は奥 地 まで行 か な い。

国 玉]そ うですね・

巨口]・ モンキ・ リアのい い と・ろ・・そ ・なのでは ない だろ うか.

[高 月]端 末をいか耀 く、安 く、 使・・やす くとい う努 力 だが、 ただ実鯛

題 と して端 末 を や っ て い る と、特 に銀 行 さん が そ うだが 、 隣 の銀 行

が縦 型 に したか ら うち は横 型 だ とか 、要 求は 多 様 化 してい て対 応 が

大変 で す ね。

[玉]そ の うち噸 行 間相 互で・ どこの銀行 ・・らでも詮 が出せ るとか入
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金 もで き る とい う こ とに な った ら、 そ うす れ ば端 末 を統 一 しな い と

しよ うがな い じゃ ない で す か。 そ の とき に銀 行 協 会 で 独特 の端 末 を

つ くる とか いっ たっ て、 で はお れ の と ころの 型に しろ、 お れ の と こ

ろ の 型 に しろで す とえ らい こ とに なっ て しま う。 そ うい うと きに 電

電 が タ ッチ して く るので は ない か。

国 玉]そ うい うふ う憶 味で の難 化 と言 った ら大げ さだが・そ うい 甥

力 を した い と思 う。 それ を 技術 先 導 とい う言 い方 を す ると ち ょっ と

まず い ので あ っ て、 使い や す さの 方 の リーダ ー とい う意 味 で あ る。

国 ・れ か らの ・ン ピー ・利用では アブ リケーシ・領 域 を広 げてい

か な けれ ば な らな い 。 そ うい う時 期に きて いる。 そ うす るた め に は 、

先 ほ どお話 があ っ た 誰 で も使 え る端 末、 トレーニ ン グを しな くて も

オペ レー シ ョ ンで き るよ うな端 末 、 使 いや す さ とい うもの を指 向 し

てい か な けれ ば い け ない だろ うoソ フ トウ エアに して も トレー ニ ン

グの必 要 が な くて切 りか えが 可能 だ とか、 そ うい うもの に なっ て い

くだ ろ うo幸 い に して 端末 サ イ ドで は非 常 に メモ リーが安 くなっ て

き てい るか ら、仮 想 化す る とい うこ とで そ の違 い を マ イ ク ロ ・コ ー

ドで 吸収 す るとい うこ とが で き て きてい る か ら、そ の辺 は デ ー タ ・

ギ ャザ リン グに して も デー タ ・エ ン トリーに して もかな り融 通性 の

あ る、 使 いや す い 端 末 が 出 て くる のでは ない か。 そ の と きに や は り

端 末 ・コ ン ピュー タの そ うい う発 展 の背 景 と、 そ れ に つ な が る回 線

の使 い 方、 それ が 非 常 に 使いや す い ものに なっ て こな け れ ば な らな

い。 そ の方 向 とい うの は デ ィ ジ タル通 信 網 だ と思 う し、 そ の辺 の結

びつ き とい うのは これ か ら非 常 に重 要にな っ て くると思 う。

匡 二 固 い ま‥ ザ さんか 晒 場 飾 ・・ブ・・ク ・ボ ・クスで・特に端

末 とい うの は こ れ か ら ヒ ュ ー マ ン ・ フ ァ ク タ ー とい うか 、 ま さ に マ

ン 。マ シ ンの イ ン タ ー フ ェ イ ス な の で 、 そ こ の と ころ を い か に と り

や す くす るか と い う こ と で あ ろ う。 わ れ わ れ の 方 も標 準 端 末 とい う
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こと を一 応考 えて い る。 われ われ だけ が考 えてい るの では な くて、

ほ か の人 の御意 見を入 れ な が ら勿 論 や つて い くが 、 これ か ら先 が 　

呑 む ず か しい で あろ う。 また い ろい ろ と御意 見 をい た だ い て いい も

の に して い きたいo

(6)DDCの 料金に対す る考えかた

巨 郵 非常峰 本的燗 題でコD・ を朝 線とか特髄 信回線の鵜 に

入 れ て い くと、DDCの 回線 コス トが ぼ くら の感 じで は前 のD-5

回 線 とかD-1回 線 に比べ てか な り多 重化 で 安 くな るの に、 同 じ範

疇 に 入 って 、 同 じよ うな料 金 体系 に 入 っ て し ま うとち ょっ と割 り高

に な りは し ませ ん か とい う感 じが す る。 そ の辺 の思 想 的 な もの は ど

の よ うに… …o

匡こ 亘]醜 的 に はD・'と かD・ とい う従来 喘 定通 信回線の アナ ・グを

使 っ た ものは 音 声 が通 る。DDCは 音 声は 通 らな い と整理 して おれ

ばい い と思 う。 す なわ ち、 音 声 が通 っ て デ ー タが 送 れ る とい うため

の料 金 の 設定 の 仕方 と、 同 じD5で もD9で もデ ィ ジタルだ け よ

音声 通 らない とい った ら恐 ら く音 声 の 分 だ け安 くしよ う とい うこ と

は あ る。 一 般 論 で い え る。 デ ィ ジ タル技 術 を 使 うとい うこ とは 当然

安 くな る。 新 技術 使 って 高 くな っ た ら ど うし よ うもな い、 安 くな る

方 向 とい うのは 貫 い て い る。

(7)技 術革 新 とコス ト

野 垣 内 新 技 術 を使 っ て 高 くな る とい うこ とは あ り得 な い とい うのは、 私 は

逆 の 言い 方を 前 に承 った ことが あ る。す な わ ち新 し く購入 して つ く

る設 備 が償 却 した 設備 よ りも安 くな るは ずが な いで は な い かな ん と

い う言 い方 もあ っ た よ うだが … …。

回 でも＼回線の多重化技徹 ん・いうのは迦 なるのだろう・新技術

由
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で い け ば パ ー チ ャ ン ネ ル 当 りの コ ス トは 安 くな っ て い くo

口 ・チ ャ ンネ・レで64キ ・ ビ ・ ・通 る わ け だか ら、 だか らい ままで の

1,200と か2,400な ん と言 っ て い る くらいで、 ボ イス ・グ レ ー

ドで64キ ロ通 るの だ か ら普通 は安 いは ず で あ る。

野 垣 内 あれ は わ れ われ か ら言 うと固定 コス トと変 動 コス トと、 い ずれ も片

一方 だ け を も とに した議 論 だか らお か し くな る
。

匿=亘]新 ・ くて高い設備で も付加 価イ直も高 くなっているので あろ う・

魎 だか ら どち らもち ・っとと私は思って・・る・

國 モデムに ・て もデ ・ジ ・・レ獅 でい く・・らぼCEぱ った ら安 く

な るは ず だ と思 うo

野 垣 内 変 動 コ ス トの方 が 固 定 コス トよ りもずっ と大 き くな る。

画 た と雄ATTのDD・ なんか安 くなっ た、最近 また数 られ たが.

口 それは そ うで あろ う・また・ ああい うの賠 声では 賊 ない ・うな

伝 送 路 を デー タでは 使 うか ら。 た とえば デ ー タ ・ア ンダ ー ・ボイ ス

とか デ ー タ ・オ ーバ ・ボ イ ス とか言 って 、 周波 数 帯 域 的 に こ こは 音

声 を 通 す と全然 通 話 に な らな い。 しか し、 デ ー タな ら使 え る とい う

領 域 は い ままで た だ だ った か ら 、 そ こ を使 うと安 くな る とい うこ と

は あ るo

白

(8)DDXへ の 前 進 の た め に

国 玉]と にか く私 どもはDDXを 何 とか使っていただ きたい、 ・ う思 うが

き ょ うお 話 を 聞 き ま した とお り、相 当 問題 が残 っ て い る。 これ を い

まか ら全 部 完壁 に答 えが 出 せ るか ど うか とい うの は 、場 合 に よっ て

は・一 般 解 、場 合 に よっ ては 特 殊 解 か何 か で 切 り抜 け て い か ざるを得

ない とい う気 が し てい る。 非 常 に む ずか しい問題 が い っ ぱい あ るが

つなが る とい うところ は われ わ れ の 電信 電 話 の 方 の技 術 の 延 長 の と

こ ろ も大 分 あ るの で 、 それ は特 に信 頼 性 の 面で は まず 問 題 は な い の
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で は ない か とい う 自信 は あ る。 パ ケ ッ トなん とい うのは 全 く新 しい

技 術 だか ら、先 ほ どの コ ンサ ル タ ン ト体制 とい うか そ の辺 も考 え て

結 局 ユー ザ ー さん に 中身 を さ らけ 出 さな い とだめ だ と思 う。

pm・`・ ま まで のDRESS、DEM・ ・、 あ あ・・う もの を もっ と使 い や

す くして い ただ くとい うところ か ら始 め て いか な い と、 こ うい う新

.し1'使 い 方 が あ る と い5・.よ うな 言"'方 を し て も ユ ー ザ ー と して も飛

び つか ないo

匡 コ]お っ ・やると劫 で.い まおっ しゃった ・とは多分 ボ ・ム ー い ま

あ る もの を仮 に ボ トム と言 う と、 ボ トムを い か に ア ッ プす るか、 現

在 のDEMOS、DRESSな りボ イス ・カ ップ ラーな り、 そ の辺

を い か に うま く使 わせ るか とい うボ トム ア ッ プの 努 力 と、 一方 全 く

新 し くボ ン とで きた トッ プのDDXの ものを いか に うま く使 って い

た だ くか とい う2つ の方 向が あ っ て、 公 社 が新 技 術 ばか りに 力を 入

れ て 、DEMOS、DRESSは も うい まの ま まで い い よ とい う こ

とは決 して思 っ ては い な い。 両 方 あ るのでは ない か と思 う。両 方 同

じ くらい の 力 を入 れ て い かな い と、 結局 い か に ボ トムア ップに 力 を

入 れ るか に よ って か え っ て トップの い い ところ が見 えて くる とい う

ふ うに持 っ て い き たい 。で す か ら、 い ま の公衆 通 信 網 回 線 に 使 っ て

い る よ うな もの だ って、 た とえ ば うち の場 合 はDRESSの ネ ッ ト

ワー ク とい うものが あ る、 それ か らDEM'OSが あ る、 そ れ を い か

に ネ ッ トワー ク ・サ ー ビス 的 に使 うか。 お客 さん か ら見 た場 合 に 、

た とえ ば東 京 の 人は東 京 の セ ン ター につ な が る。 と ころが 、 あ る と

きは それ が お 客 さん か ら見 た ら東 京 の セ ン ターに つ な が っ てい る よ

うに見 え るん だ けれ ども、 実 際は 大 阪 の セ ン ター に アク セス して い

るか もわ か らな い 、 そ うい う考 え方 で す ね。 そ うい うこ と とか 、 あ

るい は端 末 を さ らに安 く、 小 さ く、 軽 くとい う努 力、小 さな努 力 を

つ づ けて い き たい と思 うo
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匡 三1本 目は大変お忙 ・い中を高欄 査役{lc・・いでいた だきまして貴動

お話 を承 るこ とが で き ま した 。 今 後 と もまたい ろい ろ資料 の 発表 等

が ある と思 い ます の で よろ し くお願 い した い と思 い ます 。

(了)

占
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新 デ ー タ 網 サ ー ビ ス の あ ら ま し

(第2版 案)

日本 電 信 電 話 公 社

白
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ま え が き

電気通信網 と電子計算機を使 って高度の情報処理を行 うデータ通信,電 気通 信網を通 して手

書 きの資料や図面 のコピーを遠 隔地 にわずかの時間 で送 るファクシミリ通信一 この よ うな通

信 が情報化社会の花形 として広 く利用 されて来ています。利用者数の年 々の伸びは目ざましく,

そ れは デー タ通信や ファクシ ミリ通信が社会活動や企業活動 にいかに貢献 してい るか を物語っ

てい ます。

しか し,現 在の通信サー ビスの内容 に必ず しも満足 していない とい う方や,あ るいは利用 し

たいがご希望に沿 った ものがない とい う方がお られ るのではないかと思います。 そこで電電公

社は,電 子交換,デ ィジタル伝送な ど最新のデ ィジタル技術を駆使 して,デ ータ通信や 最近脚

光を浴びているデ ィジタル ファクシ ミリ通信 にさらに適 した便利 で品質の良い電気通信網 一

まだ名前がないので仮 に 「新データ網」 と呼 んでおきます一 の開発を鋭意進めています。

この新 デー タ網によるサー ビスのあらましについては,51年 春 頃,電 電公社が当時考 えて

いた構 想を紹介 させて頂 きました。 その後,新 デー タ網について皆様方の ご意見や ,国 際動向

を考慮 し,検 討を加えてまい りました。 このパ ンフレッ トは,新 データ網サー ビスのあ らまし

を紹介する第2版 です。

なお,ご 紹介する内容は,実 際にサー ビスす る場合 には,変 更があるか もしれ ませんが,ご

了解頂 きたい と思います。

また前回新データ網ザー ビスの一種 として ご紹介 した回線サー ビス(デ ィジタル専用線)に

ついては,従 来の専用線等 とほ とんど内容が同 じであ りその扱 いにっいては検討 中ですので説

明を割愛 しました。
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1.現 在 利 用 さ れ て い る通 信 方 法

データ通信や ファクシ ミリ通信に現在利用されている通信方法は,

a・ 特 定通信 回線 又は専用線を用いる方法

(以 下 「専用線等を用いる方法」 と略称 します)

b・ 公衆通信回線(加 入電話の電話回線又は加入電信の電信回線)を 用いる方法(以 下 「電

話網等 を用いる方法」 と略称 します)

の2種 類があ ります。

専用線等を用い る方法では,第1図 に示すデー タ通信 の例及び第2図 に示す フ ァク シミリ通

信の例のよ うに,常 時通信相手 との間に専用の通信回線が設けられています。

特定通信回線

セ

ン

・∠ コ

第1図

データ端末装置 ●1回 線の終端装置

特定通信回線 によるデー タ通信の例

・一 ・
注[コ ・フ・ク・・麟 ● 回線 の終端装 置

第2図 専用線に よるファクシ ミリ通信の例

この専用線等を用いる方法は次の よ うな特徴があ ります
。

a-1通 信 相手 が各回線 ごとに固定 されます。

a-2回 線 使用に当っては他人使用,共 同使用な どについて制度上一 定の制限があ りま

す。
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a-3料 金 は通信時間 に関係ない定額制料金です
。

したが ・て通信量が多い場合 情 利にな ります
.端 棊 醜 た りの通信量が少な、、

場合は ・第1図 の端末BとCの よ うに,1つ の 回線を分岐 して複数の端末で共用す

る方法 も利用できます。

,a-4通 信速度は,回 線規格 によって,50ビ ッ
.ト/秒 の低速 から48キ.ロ ビット/秒

の高速 まで利用で きます。

現在符号伝送用 としては,50,100,200,1,200,・2 ,400,4,800

ビ ッ ト/秒 及び48キ ロ ビット/秒 の規格があ ります
。

a-5常 時通信 回線が設け られ てい るので
,直 ちに通信 を開始できます。

一方 渇 話需 を用いる方法では
・第 ・図に示すデー 極 信の例・叉鵬 ・訓 示 す・ 。ク

シ ミリ通信 の例の ように,通 信 したい時だけ通信相手 との間に通信回線が設け られ ます
。

電話網又は加入電信網

∠
電

子

計

算

機

B

ノ

ピ
`

∠
注。∠ 。.,蹴 置 。、回線。終端

注2.図 は 端末A,B,Dが センタと通信 中の例

第3図 電 話 網 等 に よ る デ ー タ 通 信 の 例

セ

ン

タ

(注)こ の パンフレッ トにおいては,特 にことわらない限 り 「端末」 とは,デ ータ端末装置

(デ ー タ宅内装置),電 子 計算機(デ ータ中央装置),フ ァクシミリ装置(端 末機器)

な どを総称する言葉 とします。 特に具体的 な装置に着 目して表現す る場合は 「端末装置1

と称 します。 なお,『これらの 「端末」を使 って通信を行 う 「人」 に着 目して表現 する場

合 は,「 加入者」 あるいは 「通信相手」 と称 します。

.、
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A

電 話 網

注・口 ・・ク・臓 ・ … 線・終端・・

注2.図 はAとCが 通信 中の例

第4図 電 話 網 に ょ る フ ァ ク シ ミ リ通 信 の 例

C

この電話網等を用いる方法は,専 用線等を用いる方法 に対 し,次 めよ うな特徴があ ります。

なお,こ の よ うな方法を一般 に 「交換 サー ビス」 と呼んでい ます。

b-1通 信 相手が固定 されず,ダ イヤルによって自由に相手を選ぶ ことが できます。

たとえば第5図 の ように1つ のデータ端末装置か らダイヤル番号 によbて 任意のセ

ンタにアクセスするこ とができます。

デー タ端末装置

注 ●:回 線の終端装置

第5図 電話網 等による複数の通信相手へのアクセスの例

セ

ン

タ

セ

ン

タ

子

計

算

機
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b-2公 衆 交換網 であるのでサー ビスに加入 しているすべての通信相手 に対 して通信が

できます。 ただ し通信速度や符号,伝 送制御手順等が一致 していなければな りませ

ん。

b-3料 金 は,一 定の基本料 と通信量 に比例 した従量制 の通信料 とを加算 した ものです。

したが って通信量があ る程度以下の通信相手が大部分である場合 に有利 とな りま

す。

b-4通 信 速度 については,も ともとこれらの通信網が電話又は加入電信用に設計 され

ているため次の ような制限があ り,高 速の通信ができ ません。

　 　 ロ 　

ア.電 話網 では,お おむね1,200ビ ッ ト/秒 以下の交流符号伝送が可能です。

2,400ビ ッ ト/秒 以上になると十分な伝送品質が得 られない場合があ ります。

イ・加入電信網 では50ビ ッ ト/秒 以下 の直流符号伝送 に限定 され ます。

b-5通 信 したい時に回線の接続動作が必要 です。

ア・ ダイヤル し終 ってか ら,通 信が開始できるまでに最大15秒 程 度の接続時間が

かか ります。

イ.通 信相手が話 中等 のためす ぐにかか らない ことがあ ります。

b-6交 換 機等の設備 が電話又は加入電信用 に設計 されているので,デ ータ通信等に使

用する場合は,

ア・ 期待 する伝送品質が得 られないことがあ ります。

電話網 を利用 しての200ビ ッ ト/秒,1,200ビ ッ ト/秒 符号 伝送時の ピッ

ト誤 り率は,相 当ばらつ きがあ りますが,公 社の標準的モデ ムを使用 した標準接

一5
を 満足 します。続系 にあっては,お おむね80%の 接 続呼が1×10

イ.電 話網等のサー ビスに支障を及ぼさない ようにす るため,使 用時 間帯の指定等

の条件を付され ることがあ ります。

以上専用線等又は電話網等の2種 類 の通信方法の どち らを選ぶかは,実 際の利用形態 と上述

の ようなそれ ぞれの特徴を対比 して決め られます。

ここで,現 在の通信方法 に不足 してい るものを整理す る と,「 通信相手を 自由に選ぶ ことが

でき,従 量制 の料金で使 え,し か も,デ ィジタル通信に適 した,高 速,高 品質の交換 サー ビス

がない。」 とい うことが言 えま しょ う。

一4一
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2.新 デ ー タ 網 の 構 想

2.1新 デ ータ網がなぜ必要とされるか

デー タ通信や ファク シミリ通信は,従 来,専 用線等を利用するものが大部分で した。 し

か し,シ ステムが大型化 し,広 域化するにつれて1つ の端末から複数の相手 と通信す ると

い う形態が増え,通 信量 の少ない端末 も多 くな って来てい ます。さらに,各 所 に分散 して

設置された電子計算機を通信回線 でっなぎ,よ り高度の能力を発揮 させる計算機間通信 も,

こ れか らの有力な通信形態 として注 目を集 めてい ます。

これ らに伴い,従 量制料金で任意の相手 と通信で きる電話網等を利用するケースが最近

多 く見 られ るようにな りました。 ところが,電 話網等 の通信網は,も ともと電話又は加入

電信に最適なよ うに作 られてい ます。 したがって,こ れをデー タ通信や ファク シミリ通信

に利用する場合には,前 章で述べた ような不便さがあ ります。新データ網は これらの速度

や品質 の面で各種の制約を緩和 し,デ ータ通信や ファクシ ミリ通信 を効率的 に提供できる

通信手段を提供 しよ うとす るものです。

牛
'

2.2新 デ ータ網によるサービス

新データ網は,前 述の ような点を考慮 し,電 電公社が 目下,開 発を進めている新 しい通

信網です。具体的には,各 種の利用形態に合わせて,次 の2種 類のサー ビスを提供 したい

と考えてい ます。

回線交換サー ビス:高 速,高 品質で任意 の相手 とデー タ通信がで きる交換サー ビス。

比較的長電文,高 密度のデー タ通信やディジタル ・ファク シミ

リ通信 に適する。

パケ ット交換サー ビス:高 速,高 品質で任意の相手 とデータ通信ができる交換 サー ビス。

比較 的短電文,低 密度のデータ通信に適する。特 に伝送品質に

す く'れ,さ らに速度の異なる相手 との通信な ど従来 にない新 し

い形態の通信を可能 にする。

サ_ビ スの詳細は,第3章 以下で紹介することとし,こ こでは,サ ー ビスの特徴 につい

て もう少し詳細に述べることとします。

2.5新 デ ータ網の交換サービスの特徴

回線交換サー ビスと,パ ケッ ト交換 サー ビスを利 用す れば,高 速,高 品質で経済的なシ
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ステムを構成できます。一言でその特徴を述べれば
,「 料金は公衆網,使 いやすさは専用

線 なみ」 と言えましょう。

具 体的 には次の特徴があ ります。

川 交換 サニ ビスであること

ア・任意の相手 と接続可能

交換サー ビスであ ることから,通 信の相手 に個別の回線を引 く必要がな く,こ れら

.のサー ビスに加入 していれば,任 意の相手 と接続が可能 です。 したがって1台 の端末

から複数 センタにアクセス した り,任 意の電子計算機相互間でいわゆ る計算磯 間通信

をす ることが可能 とな ります(第6図 参 照)。

デ ータ端末装置

セ

ン

タ

セ

ン

タ

第6図 交換 サービスによ り任意の相手 と接続可能

イ.他 企業 との 自由な通信

・現在の公衆通信回線 なみに これらの網を使って他企業 とも自由に通信 がで きます。

ウ,セ ンタの回線数削減

交換網 が トラヒックを集束 しますので,・センタ回線は高能率 で回線数を削減で きま す

〉

(第7図 参 照)。
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』

セ

ン

タ

セ

ン

タ

第7図 センタ回線数の削減

エ.個 別の回線設計作業か ら解放

専用線等を経済的 に用いる場合 は,集 線装置な ど,特 殊 な装置を準備 し,端 末の分

布,ト ラヒック特性 を考慮 し,個 別の回線設計作業を行 う必要があ ります。 回線交換

サー ビスやパ ケット交換 サー ビスでは,す でに公社で最適設計をした回線網を提供 し

ますので,こ れらの作業は不要 とな り,安 価な回線を構成できます。

オ.端 末の増設,変 更が容易

サービスエリヤ内であれば,す ぐに加入できますので,端 末装置の増設,変 更があ

って も容易に対処 できます。 その際・センタ回線 の変更はほ とんど必要 があ りませ ん。

カ.回 線網の保守からの解放

回線網 の保守,管 理は ・すべ て電電公社 が行 います。 したが って集線装置 な ど特 殊

な装置の保守管理か ら解放 され ます。

② 料金は従量制

使用時間または,伝 送情報量見合いの通信料金ですから,ト ラヒ ックの低 い通信 の場

合には,専 用線等 にくらべて有利 です。

(3)広 範 囲の通信速度を カバー
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200ビ ッ}ト/秒 か ら48キ ・ ビット/秒 まで,低 速か ら高速 までの通信が可能です。

(4)短 い接続時間

1秒 程度で相手 につなが りますので,ダ イヤル後 のムダな待 ち時間が カ ットできます。

さらに高速の キ ャラクタダイヤルが使用で きますので,電 子計算機から見 ると,専 用線

等 とほぼ同 じように使え,.し か も,従 量制料金 で使用で きます。

⑤ 高い伝送品質

伝送品質が向上 します ので,端 末や センタでの誤 り修正 に対する負荷軽減が期待でき

ます。

(6)高 い信頼度

最新形 の電子交換機,高 品質のディジタル伝送路を用い,か つ,迂 回ルー トや,予 備

ル ー トを持つな ど,網 は高信頼度の設計になってい るので,信 頼度の高い通信サービス

が利用できます。

(7)豊 富 なサー ビス機能

ア・ ダイヤル操作 の簡易化,高 速化

高速 のキ ャラクダイヤルが使 え,ま た,ひ んばんに通信す る相手は2桁 の短縮 ダイ

ヤルで,さ らに固定 した相手は発呼 ボタン操作のみで呼 び出す ことができます(ダ ィ 』

レク トコールサー ビス)。

イ・通信 の保護

指定外の相手 か らのアクセスを 自動的にシ ャットア ウ トす る閉域接続 サービス,接

続す ることに相手加入者番号を送出す る相手通知サー ビスによ り通信の保護が厳重 に

行われ ます。

ウ.料 金 支払いの簡易化

通信料金を一括 してセンタに課金するセンター括払 いサー ビスにより,回 線料金を

センタ持ちにす ることができ,支 払 いの簡 易化が図 られ ます。

エ.将 来期待 され る各種サ ービス

データ専用の網 として社会的にニーズの高い各種サー ビス(例 えば同報通信など)

は これか らも次々に追加,充 実がはか られ ます。

(8)標 準 的な端末

300ビ ッ ト/秒,1,200ビ ッ ト/秒 等のデータ端末装置や高速ディジタルファク

シミリ装置な どの公社が提供す る標準的な端末が用意 される予定 であ り,こ れ らによる

広範囲かつ高速の メ ッセージ通信,フ ァクシ ミリ通信が可能 とな ります。
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3.回 線 交 換 サ ー ビス の 内 容

前章 までは サー ビスの特徴にらいて説明 して来 ましたが,こ の章以下 では各サー ビスの内容

について,で きるだけ具体的に紹介することにします。

3.1回 線 交換 の原理

回線交換サー ビスは原理的 に見て従来 の電話サー ビスを高速,高 品質にした もの と同 じ

で あ り,第8図 のよ うに通信者相互間 に通信のつ ど回線が設定され ます。伝送路 はPCM

伝 送技術 によ り開発されたディジタル伝送路 であ り,そ の中を時分割多重 とい う方法で各

速 度の通信文が多重化されて伝送 されます。交換機は最新の半導体技術 を用いた時分割交

換 機で,通 信文を多重化されたデ ィジタル信号のままで交換 します。

5.2基 本的な通信形態

回線交換サー ビスでは加入者が発信する と,そ のダイヤル した番号によって指定 される

舗 加入者との間に全二重通信唖 卑 設けられます。 。の場合溌 信加入者 と若鮎 口入

者 の通信速度は同一速度であ ることが必要です。回線は通信 が終了す ると切断 され ます。

なお,通 信中の伝送制御手順については特に規定 しませんので,加 入者 ごとに任意の手

順を使 うことができます。

(注)全 二重通信回線 とは上 り下 り独立に通信できる通信回線であ り,本 サー ビスでは 全

二重通信は もちろん半二重通信(キ ャリア制御のものについては検討中,)ま た は会

話形 通信 に用いることもできます。

●
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第8図 回線 交換 の原 理

料金 については一定の基本料 に回線の保留時間見合 の従量制料金を加算す る方 向で検討

しています。

5.5端 末め速度 クラス

第1表 に示す7種 類の速度ク ラスを設け ます。 また,そ れぞれの適用例を同表に示 しま

す。

第1表 回線交換 サー ビスの端末 の速度クラス

項番 端 末 速 度 ダ イ ヤル 速度 同期方式 適 用 例
ヒラト

1 200/秒 以下 200ビ ット/秒 調歩式 データ端末装置 電子計算機

2 300" 300" 〃 〃 〃

3 1200〃 1200〃 〃 〃 〃

4 2400ビ ット/秒 2400" 同期式 〃 〃

5 4800〃 4800" 〃 〃 〃 フ7ク シ ミ リ装 置

6 9600" 9600" 〃 〃 〃 〃

7 48キ ロ 〃 48キ ロ 〃 〃 電子計算機 ファクシ ミリ装置

5.4端 末装 置のインタフェース条件

回線交換では,第9図 に示す ように端末装置(DTE)と 局線(加 入者線)の 間に回線

終端装置(DCE)と 呼 ぶ装置が入 ります。 この装置は従来 のモデム(MODEM:変 復 調

装置)に 相当 し・端末装置 と交換機 との間の各種 の信号 の仲介等を します。
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DTE-・DCE

インタフェース

㈱ 端末装 置には,電 子計 算機,デ ィジタルフ ァクシミリ装置等を含む。

第9図 端 末 装 置 と の イ ン タ フ ェ ー ス

●

このDTEとDCEを 接 続する技術 的な条件 をDTE-DCEイ ン タフェース と呼び,

次 の2つ に分けられ ます。

(i)電 気 的 ・物理的条件:接 続 コネクタの形状,ピ ンの配列,電 圧電流回路 等を規定す

るo

(ji)論 理 的条件:発 呼,ダ イヤル,切 断などの網 の接続動作 に必要な手 順を規

定す る。

(定㌘ ツト　 この　 　 ついても規)
これ らのインタフェース条件は,国 際標準であるCCITTの 勧 告に もとづ き,新 デー

タ網 用に新規 に設計され る端末装置及び既存の端末装置の両者を収容 できるよ う定め るこ

ととしてい ます。

新規端末用のインタフェース条件はDTEとDCEを 接 続する回路数が きわめ て少な く,

また最近のIC等 の 部品技術の進歩を考慮 してきめられた ものです。

既存端末用のインタフェース条件の うち電気的 ・物理的条件は現在の変復調装置 で用い

られている もの と同一です。ただし・ダイヤル等の論理的条件は新デー タ網用 に定 め られ

た条件を満たす必要 があ ります。

このためこの論理条件を満たす網制御装置(NCU)を 提 供することに してい ます6

イ ンタフェース条件の具体的構成及びCCITTの 勧告名 との関係 を第10図 及 び第2

表 に示 します。
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第10図 回線 交換網 のインタフェース条件

第2表 回線交換網 のインタフェース条件

区 分 勧告名 電気的・物理的条件 論理的条件 接 続 形 式

新

規

端

末

調

歩

式

X20

・15ビ ン コ ネ ク タ

・X26(V10と

同 じ)

X20

D三ピ1
、

馴 繊 能。内蔵1

X.20

1 又 は

i/x'刎
同

期

式

X21

・15ビ ン コ 泳 ク タ

・X27(V11と

同 じ)

X21

既

存

端

末

調

歩

式

X20bis

・25ビ ン コ ネ ク タ

・V24,V28 X20bi8
'

lX .20bi、

DTEilliilb、s
DCE

l
l
L

同

期

式

X21bi8

48kb/s以 外 の 場合

・25ビ ン コ ネ ク タ

・V24
,Y28

X21bis

NCU

l

l

必要

DTEとNCU間 は

自動発信 の場合V24,200
シ リーズ インタフ ェー スが

48kb/8の 場 合

・34ピ ン コネ ク タ

・V35

(注)引 用 してあるCCITT勧 告名はそれに準拠 して定める ことを示す。

匂

5.5選 択 信号の送出方法(ダ イヤルの しかた)

通 信相手の番号を指定する選択信号は キ ャラクタグイヤルによって送 出 します。 キ ャラ

クタダイヤルはキーボー ドプ リンタの数字 キー等を用い数 字 コー ドによって通信相手の番

号を送 る方法 で,キ ャラクタダイヤルの送 出速度は,第1表 に示す規定の速度 によ ります。
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したがって,ダ イヤルに要す る時間はきわめて短 くな ります。 なお,既 存 の端末装置 でダ

イヤル機能がない ものを回線交換 に利用したい場合は,前 項 で述べた ように網制御装置

(NCU)が 用 意されます。

また回線 交換サー ビスの加入者番号 の割付け方については 全国を一 まとめに した7桁 の

方法 が検討されてお り,こ の場合のダイヤルブ・一・ ・トの例を第3表 に示 します・

第3表 ダ イ ヤ ル フ ォ ー マ ッ ト

一 般 ダ イ ヤ ル 、× × × × ×x× ノ+

数字 ラ桁

短 縮 ダ イ ヤ ル
'⇔+

数字2桁

短縮 ダイヤル登録

(⑳
131-△ △,、 × × × × × × ×.+

v

数字7桁

3.6サ ー ビスの品質

ω 接編 間 、ダ,ヤ ルを ・終。てか ら相手 ・通翻 能va・・る までの時間は平均1秒 醒

です。

② 伝送品質:ビ ット誤 り率 から見 て伝送品質は専用線等 と同等以上に向上 します。

(3)信 頼 性:網 内の主要装置は障害に備えて予備が設け られ,さ らに伝送路 は迂回ルー

トの選択が行 われ るので,き わめて信頼度 の高いサー ビスが提供 されます。

㊨

5.7各 種 サー ビス

デ ータ通信及びディジタルファクシ ミリ通信の特質を考慮 し,加 入者の希望 によって選

べ るサー ビス として次の ような各種サー ビスの提供を検討 してい ます。

(1)さ しむき提供を予定 しているもの

ア.閉 域接続 サー ビス

第11図 に示す よ うに,特 定 の端末間で1つ のグループを組 み・同一 グルー プ内の

端末相互間 に限 り接続を行 うサー ビス。

同一 グルー プか否 かは網側 でチェ ックし指定された グループ以外か らの着信 の場合

は 網が接続を拒否 しますので,悪 意呼や誤ダイヤル等 によって悪影響を受け ることが

な一くな ります。
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＼/

(1の グル ー プ)

/
/
/
//

/
/

(不 可)

他 グ ル

の 発 信

グ ル プ

ら の 着 信

注1∠ 端・

注2.図 は3端 末で グループを組む場合の例

第11図 閉 域 接 続 の し くみ

イ.相 手通知サー ビス

通信開始 に先立ち,網 から,発 信者 には着信者 の,着 信者 には発信者 の番号を通知

す るサー ビス。 これ によって,あ らか じめ通信相手を確認す ることが できます。

電話網を利用 した端末 に もIDを 送 出す る機能のついた ものがあ りますが,回 線交

換サー ビスの場合は,網 か らIDを 送 出しますので,完 全な確認 が可能 とな ります。

ウ.短 縮 ダイヤルサー ビス

通信相手の番号を2桁 の番号 に短 縮 して登録 しておけば,後 は この短縮番号を使っ

て通信ができるサー ビス。 これによってダイヤル操作時間を短 くできます。

エ.ダ イレク トコールサー ビス

発呼 ボタンの操作 のみ であらかじめ交換機 に登録 してあ る特定の1つ の相手につな

がるサービス。 なお着信については通常 どお り任意の相手 からの着信が可能 です。

オ.料 金 のセ ンター括払い

このサー ビスを受ける端末に着信す るすべての呼 の通信料金が この端末 の支払 い と

なるサー ビス。 なお,一 般的には電話 と同じよ うに発信人払 い となります。 このサー

ビスに よって,た とえばデータ端末装置側発信の料金 をセンタ側で一 括払 い とす るこ

とが可能 とな ります。

② 検討 中の もの
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ア.同 報通信 サー ビス

複数の相手 に同一の通信文を送 りたい場合,交 換機が発信端末に代わ って これを行

うサー ビス。 発信端末は交換機 に対 し,複 数の宛先 と通信文を1度 伝 えるだけですみ ・

手間が省けます。

イ,代 行受信サ ービス

ある端末が発呼 してその宛先の相手がた また ま話 し中の場合 に・交換機が宛先 の相

手 に代わ って,発 信端末か ら通信文を受信 しておく。そ して相手が空 き次第交換機 か

らその通信文を送 り届けるサー ビス。発信端末は,か け直 しの手間が省けます。

w
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4.パ ケ ッ ト交 換 サ ー ビ ス の 内 容

4.1パ ケ ッ ト交換の原理 と端末の種類

パケ ット交換 サー ビスでは
,第12図 に示すよ うに,端 末相互 間で直接情報の送受がな

さ.れず・交換機が これを一旦預って蓄積 し,次 いで網内を転送 して行 き,最 後 に相手に送

り届け る通信方式が とられ ます。

この場合網 内を転送 され る情報 は・第13図 の よ うに ,256〃 テ 。トごとに分割 さ

れ,そ れぞれ に宛先情報等を含んだヘ ッダが付け られ ます。 これをパケ ッ ト(中 味 に情報

を詰 め荷札を付けた小包み)と 呼び,こ れがパケ ット交換 とい う命名の所以 とな
っていま

す 。

次 に 端 末 が 交 換 機 と情 報 を や り と りす る 形 態 に よ っ て,パ ケ ッ ト交 換 サ ー ビス に 加 入 す

る 端 末 は 次 の2種 類 に 分 類 さ れ ま す 。

① 一 般 端 末(NPT:Nonpacketmodeterminal):パ ケ ッ トの 形 で 情 …報 の 送 受 を

す る 機 能 を 持 た な い 端 末 。 網 側 で 通 信 文 ← → パ ケ ッ トの 変 換 を 行 い ます 。

② パ ケ ッ ト形 態 端 末(PT:packetmodeterminal):網 の 規 定 す る伝 送 制 御 手 順

に 従 が っ て パ ケ ッ トの 形 で 情 報 の 送 受 を す る端 末 。

/、 、/
、/
、ノ
　

/パ ケット交換網 ＼'、'、

.ノイ巨

1交 換 機 交換機1

l
I通 信文

⊥_⊂ コ.

パ ケ ッ ト1こ

分 解
一 一 、 、

パケ ッ トの形で伝送

一一 吻 口 吻 口 吻 一一一一 、

通 信 文 に

組 立 て
〆一一・

通信文{
__◆1

… 口 止＼
1(加 入 者線)

l
l

/工 脇
,一

(加 入者線)1

;一
.一 、
、

吐＼

'　
/

)

』
[、+一 一丁]
＼/1、
べro'l

Il

L」

(パ ケ ッ ト伝送路)

」一 己r－ 記 憶 装 置 、(
バ ッファメモ リ)

'

|1

!
「「一ー一丁τ寸
{'、,ソ1

弍'∠'}

L」

1

}

|

ノ
ノ

/

1

、

、

回線終端装置＼ ノ
＼
＼!/、 ン、 一一__ _______________________________________,'

第12図 パ ケ ット交換 の原理
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珍ゴ:1]
第13図 パ ケ ッ トの組 立 ・分 解

パ ケ ッ ト形 態 端 末 は,端 末 自 身 に パ ケ ッ トの 組 立 ・分 解 の 機 能(PAD:Packetras-

semblyanddisassembly)を 必 要 と し ま す が ,第14図 に示 す よ うに,1本 の 加 入

者 線 で 同 時 に 複 数 の 端 末 と通 信 が 可 能 で あ り,こ れ を パ ケ ッ ト多 重 通 信 と呼 ん で い ま す 。

4.2基 本 的な通信形態
/

パ ケッ ト交換サー ビスにおける加入者間の基本的な通信形態 としては
,加 入者が ダイヤ

ルし漣 号によ。て指定される着信加入者と発信加入者との間に全二重通信唖 鞠 設け

られ ます。 この回線は仮想的なものであ り,ま た厳密 には微少なデータの転送遅延が生 じ

ますが,実 用上は回線交換サービスとほとん ど変 りあ りません。 また発信側 と着信側で通

信 速度 が異 なっていても通信が可能です(異 速度端末間通信 とい う)。

1つ の通信文が第13図 の よ うに複数のパケ ットに分割 され,着 信局 にこれ らの順序が

逆 転 して到着 した場合は,網 側で順序を正 しく直 して宛先 に送 り届けます。

(注)本 サービスでは全二重通信は もちろん半二重通信(キ ャリヤ制御 のものを除 く)又

は会話形通信に用いることもで きます。

一17一



料金については,一 定の基本料 に送受パケ ットの数 に比例 した通信料を加算 する方向で

検討 しています。

(一 般端 末)

回

(一般端末)巨 ココ

匂@ ＼

磁
交換機で は通信文を パケ ッ トに

組 立て,空 いてい るパ ケ ッ ト伝

送路 に送 り出す。

第14図 パ ケ ッ ト交 換 網

＼＼ パケット多重通信

_ヘ パケット形態 端末

、
(一 般端 末)

受信 したパケ ットの順序 をそ ろえ,
パ ケ ッ ト形態端 末`こ送り 出す。一般

端末に はパ ケ フトを通信文 の形に も

どして送 り出す 。

4.る 相 手選択 クラスと相手 固定 クラス

パ ケ ッ ト交換サー ビスの基本的な通信形態 は,前 述のよ うにダイヤルによって相手を選

択す るものですが,通 信相手 が固定 され る場合 も考慮 して次の2つ の接続 ク ラスを設け,

利 用態様 によってどち らかを選んで もら うこととします。

① 相手選択 クラス:通 信相手が固定 されず,任 意の相手を選択 して通信 できるク ラス

② 相手固定クラス:通 信相手が 常に特定の1つ の相手に固定され るク ラス

なお,こ の2つ の接続 クラスは,CCITT勧 告 では,次 の名称で呼 ばれています。

相手選択 クラス:バ ーチ ャルコール(VC)

相 手 固定 クラス:パ ーマネ ン トバー チ ャルサーキッ ト(PVC)

これ らの概念 については,付 録1に 説明 します。

相手固定ク ラスは,相 手を任意に選択 できない欠点があ りますが,逆 にダイヤル手順等

を省略することができ,相 手が常 に固定 されてい る場合効率的な通信が可能 とな ります。

なお,パ ケ ット形態端末は,パ ケッ ト多重通信に より,1本 の 加入者線で見かけ上複数

■
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の 加 入 者 線(論 理 チ ャ ネ ル)を 持 つ こ とが で き ます が,こ の 見 か け 上 の 加 入 者 線(論 理'チ

ャネ ル)ご と に ど ち ら か の 接 続 ク ラ ス を 選 ぶ こ とが で き ます 。 一 例 を 第15図 に示 し ます 。

相手選択クラス

バケ ット交換網 .三

豊

パケット多重通信

(加入者線1回 線)末

相手固定クラス

注 論理 チャネ ル別に接続 クラ スを契約 した例

第15図 パ ケ ッ ト形 態 端 末 の 接 続 ク ラ ス

4.4端 末の速度 クラス

第4表 に示す7種 類 の速度ク ラスを設け ます。通信速度 と通信形態別の分類(パ ケ ット

形態端末,一 般端末)を 組合せる と10種 類 にな ります。それぞれの適用例は同表 に示す

とお りです。

なお,項 番1～3に ついては,回 線交換 では第1表 に示すように速度 に幅があ りますが

(た とえば200ビ ッ ト/秒 以下),パ ケ ッ ト交換では固定 された もの とな ります。

第4表 パケ ット交換サー ビスの端末の速度クラス

●

通信形態別分類

項番 端 末 速 度 同期方式
. 一 般 端 末 パケ ット形態端末

適 用 例

1 200ビ ット/秒 調歩式 ○
一 データ端末装置

2 300" 〃 ○ 一 〃

3 1200" 〃 ○
一 〃

4 2400" 同期式 ○ ○ データ端末装 置,電 子言†算機

5 4800〃 〃 ○ ○ 〃"

6 9600" 〃 ○ ○ 〃 〃

7 48K〃 〃 一 ○ 電子計算機
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4.5端 末 装置のインタフ ェース条件

パケ ッ ト交換の場合で も回線交換 と同様 に端末装 置(DTE)と 網 とは第9図 に示 すよ

うに回線終端装置(DCE)に よ り接続 され,DTEとDCEの イ ンタフェース条件が規

定 され ます。 しか し,パ ケ ット交換 では端末 と交換機が
,情 報を直接送受す るため,そ の

イン.タフエース条件の中に回線交換では特 に規定のなかったデータの伝送制御手順 まで含

まれ ます。

パケ ット交換サー ビスの インタフェース条件は
,端 末の通信形態(パ ケ ット形態端末/

一般端末 の別)に ょ
って規定 され る内容や範 囲が異 ってきます。一方CCITTの 勧 告 と

しては,パ ケ ット形態端末用 のX・25が 制 定済 ですが,一 般端末用の ものは まだ制定 さ

れていません・ このため新デー ・網サー ・スにおいては
,パ ケ ・ト形態端歌 ついて醐

告X・25に 準 拠 し,一 般端末 については回線交換サー ビス用のインタフェース条件 と極

力共通性を持たせ ることに主眼を置いて定め ることとしています
。

次 にそれぞれの条件について概略を述べ ます。

(1)パ ケ ッ ト形 態端末のインタフェース条件

この条件は・第16図 の よ うに4つ の レベル に分かれ
,CCITTに よる国際勧告X.

25に 準 拠 して定められてい ます。

この うちパケ ッ ト形態端末間の通信では
,

(D電 気 的 ・物理的条件

(ω フレー ムレベルインタフェース

QiDパ ケ ットレベルインタフェース

の規定を まもる必要があ ります。

`

,
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㈹PAD・PT

㈹ パ ケ を トレベ ノレ

㈹ フレーム レベル

(Vシ リー ズ Xシ リーズ

(ii)～(jv)論 理 的 条 件

(i)電 気的 ・物理的条件

㌃ ト 蚕 一般端.

＼＼ ノ

(lii)(lii)+〈iv)＼

一.

PAD:パ ケ ッ ト組 立 ・分解 機能

第16図 パ ケ ッ ト形 態 端 末 の イ ン タ フ ェ ー ス 条 件

ま た,一 般 端 末 と通 信 す る 場 合 は,さ ら に

㈹PAD・PTイ ン タ フ ェ ー ス

が 規 定 さ れ ま す 。

パ ケ ッ ト形 態 端 末 の 送 受 す る パ ケ ッ トフ ォ ー マ ッ トを 第17図 に 示 し ま す 。

パケット形態 端末

「
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PAD・PTレ ベ ル

フォ ー マ ッ ト

パ ケ ッ トレ ベ ル

フ ォー マ ッ ト

フレームレベル

フォーマッ ト

0又 は1

lM・ ㌦2561
'

パ ケ ッ ト

レベ ル ヘ ッダ

オ ク テ ッ ト

オ ク テ ッ ト

ll111
1 21オ

F A C FCS F

オ ク テ ッ ト

Fフ ラ グ シー ケ ン ス オ ク テ ッ ト:8ビ ッ ト

Aア ドレス フ ィー ル ド(1オ クテッ ト=1バ イ ト)

Cコ ン トロ ー ル フ ィー ル ド

FCS.フ レー ム チ ェ ック シー ケ ンス

第17図 パ ケ ッ ト形 態 端 末 の 送 受 す る パ ケ ッ ト の フ ォ ー マ ッ ト

(i)電 気 的 ・物理的条件

パケ ット形態端末 と網 との間の伝送路の接続 コネクタの形状,ピ ンの配列 ,電 圧 ・

電流回路等を規定す るもので,パ ケッ ト形態端末が網へ加入す る際 のハー ドウェア設

計条件 とな ります。

端末装置 として新データ網 用に設計 されるもの と,既 存の ものとを考慮 しこの条件

は次の2種 類 とします。

① 新設計の端末装置用 として:Xシ リーズインタフ:一 一ス

② 既存 の端末 装置用 として:Vシ リーズインタフェース

⑩ フレームレベルインタフ ェー ス

パケ ッ,ト形態端末は前述 のよ うにパケ ット多重通信が可能 であ り,第16図 の よう

にいわば1本 の加入者線を太いパイプとして,こ れを通 じて多数の論理 チ ャネルを設

定することがで きます。 フレームレベルインタフェースは,ま ず この仮想のパイプを

端末 と網 との間で電気的に生かすため端末が行 う始業 ・終業 の手順 を規定す るととも

に,こ のパイプを経 てデー タを送受するための伝送制御手順を規定する ものです。

このインタフェース条件は,ISOが 標 準 として規定す るハイレベルデータ リンク

制御手順(以 下・・イ レペル手順 叉はHDLCと 略称 す る)に 準拠 して定めることとし

ています(さ しむきア ンバ ランス形 のア シンクロナスレスボンスモー ドを適用す る)。
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フ レ ー ム レ ベ ル に 於 て 送 受 さ れ る デ ー タは ,ハ イ レベ ル 手 順 の 規 定 に 準 拠 し,第17

図 の フ レ ー ム レ ベ ル フ ォ ー マ ッ トに示 す よ うに 特 定 の ビ ッ ト構 成 を も っ た フ ラ グ シ ー

ケ ン ス に よ りか こ ま れ,こ の 中 に ア ドレ ス,コ ン ト ロ ー ル,パ ケ ッ ト,フ レ ー ム チ ェ

ック シ ー ケ ン ス の 各 フ ィ ー ル ドが ふ く まれ た 構 成 を 持 ち ま す 。 コ ン ト ロ ー ル フ ィ ー ル

ドの 中 に 送 信 フ レ ー ム の 番 号 と受 信 フ レ ー ム の 番 号 が 入 っ て お りそ の 番 号 を 管 理 す る

こ と に よ り,連 続 の 転 送 が 可 能 で,回 線 の 使 用 効 率 を 高 め る こ とが で き ま す 。 ま た フ

レー ム チ ェ ック シ ー ケ ン ス フ ィ ー ル ドは,全 伝 送 ビ ッ トに 対 し て エ ラー の 有 無 の 検 査

を 行 う もの で,こ れ に よ り高 い 品 質 の 伝 送 が 保 証 さ れ ま す 。

qiDパ ケ ッ トレ ベ ル イ ン タ フ ェ ー ス

こ の 条 件 は,第16図 に 示 し た よ う に,該 当 端 末 と通 信 相 手 との 間 に 張 ら れ る 仮 想

の 論 理 チ ャ ネ ル に 関 し規 定 さ れ る も の で す 。 論 理 チ ャネ ル の 設 定,解 放 す な わ ち 発 呼,

ダ イ ヤ ル,切 断 等 の 手 順 と,こ の チ ャネ ル を 通 して パ ケ ッ トを 送 受 す る た め の パ ケ ッ

ト フ ォ ー マ ッ トの 規 定 及 び 制 御 手 順 か ら構 成 さ れ ます 。 こ の 中 に は,ウ ィ ン ド ウ方 式

に よ る 流 量 制 御 の 規 定 も含 ま れ て お り,受 信 側 の バ ッ フ ァが オ ー バ フ ロ ー す る な ど し

て 通 信 が 遅 滞 す る こ と を 未 然 に 防 止 で き る よ うに な っ て い ます 。

パ ケ ッ トの 種 類 は,発 呼,復 旧,フ ロ ー 制 御,デ ー タ,リ セ ッ ト,割 込 み,リ ス タ

ー ト,登 録 等14種 類 の タ イ プ が あ り,代 表 例 を 第18図 に 示 し ます 。

a.デ ータパケ ッ トフ ォー マッ ト

GFIILCGN 1(

1

1

1

1.CN

P(S) 0

P(R) M

ユー ザ デ ー タ

、

ノ

〉

1(オ クテット)

Max

256

b.フ ロー制 御 パケットフォーマット

GFI

LCGN

LCN

P(S)

P(R)

M

1(オ クテット)

1

1

1

フ ォーマ ット識別情報

論理 チャネル グループ番号

論理 チャネル番号

送信 シーケ ンス番 号

受信 シーケ ンス番号

モ アデータ マー ク

第18図 パ ケ ッ ト レ ベ ル イ ン タ フ ェ ー ス の フ ォ ー マ ッ ト

こ の 条 件 に よ っ て 規 定 さ れ る 第18図 の 送 信 シ ー ケ ン ス 番 号P(S),受 信 シ ー ケ ン ス

番 号P㈹ を 用 い る こ と に よ り,各 論 理 チ ャネ ル 毎 に独 立 に ・ パ ケ ッ トの 順 序 制 御 ・ ウ

ィ ン ド ウ方 式 に よ る フ ロ ー 制 御,さ ら に は パ ケ ッ トの 送 達 確 認 が 行 わ れ ま す 。

(ψPAD・PTイ ン タ フ ェ ー ス
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一 般 端 末 と通 信 す る 場 合 は
,第16図 に 示 す よ う に,間 に 必 ず 網 側 のPAD装 置 が

介 在 す る こ と と な り ま す 。 こ の 場 合,た と え ば ベ ー シ ック 手 順 を 持 つ 一 般 端 末 の 制 御

の た め に 必 要 な 伝 送 制 御 情 報 を パ ケ ッ ト形 態 端 末(PT)とPADと の 間 でや り と り

す る 必 要 が 生 じ ま す 。 こ れ ら の た め の 条 件 は 前 項 の パ ケ ッ トレ ベ ル イ ン タ フ ェ ー ス 条

件 で カ バ ー さ れ な い の で,こ れ をPAD・PTイ ン タ フ=一 ス と し て 別 に 規 定 し て い

ます 。

伝 送 制 御 情 報 転 送 用 の パ ケ ッ トの フ ォ ー マ ッ トは,第19図 の 通 り規 定 し ま す 。

な お,参 考 に デ ー タ 転 送 用 の パ ケ ッ トの フ ォ ー マ ッ トも示 し て い ます 。

伝 送制御情 報転送用 データパケ ッ ト
87654321

11・1・ 卜CGN

LCN

P(S) 0

P(R) 0

TCC

付加情報

TGC:伝 送制御 コー ド

1(オ クテ ッ ト)

…
1〕
PAD・PT

レ ベル

トツケ

ー

パ

2

タ一
3

デ用

4

送転

5

タ

6

一デ

7

)考

8

参(

ツテクオ(1NGCLO100・1…ILCGN 1

1

1

1

>

LCN

P(S) 0

P(R) 0

ユ ー ザ デ ー タ

、

ノ

Max

256

第19図PAD・PTイ ン タ フ ェ ー ス に お け る 伝 送 制 御 情 報 転 送 用

パ ケ ッ トの フ ォ ー マ ッ ト

② 一 般 端 末 の イ ン タ フ ェ ー ス 条 件

一 般 端 末 は そ の 有 す る伝 送 制 御 手 順 に よ りさ ら に 次 の3種 に 大 別 され ま す
。

a・ ハ イ レ ベ ル 手 順 ク ラ ス

b.ベ ー シ ック 手 順 ク ラ ス(会 話 形 及 び 全 二 重)

c.デ リ ミ タ ク ラ ス

ご・⌒ 順力 鴛談 黎 ㌢_ラ.

ハイレベル手順 ベーシ ック手順

(会話形)(全 二重) デ リ ミ タ

? ↑ ↑

UIコ マントγ レスポンス X.20bis X.20

↑ ↑ ↑ f
Xシ リーズ Vシ リ ー ズ Xシ リ ー ズ

(伝送制御手順)

(接続 手順)

論理的条件

電気的 ・物理的条件

第20図 一 般 端 末 の イ ン タ フ ェ ー ス 条 件
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インタフェース条件は,こ の手順に よる分類 と新規/既 存,調 歩/同 期の分類を組合

わせ て規定され・全体の構造 を示す と第20図 及 び第5表 のとお りとな ります。 次にそ

れ らの概略を紹介 します。

(i)電 気 的 ・物理的条件

回線 交換サー ビスの場合 と同様,端 末装置 として新 データ網用に設計 される もの と

既存の ものとを考慮 して,電 気 的 ・物理的インタフェース条件は次の2種 類 とします,

① 新設計の端末装置用 として:Xシ リーズインタフェース

② 既存の端末装置用 として:Vシ リーズイ ンタフェース

㈹ 接続手順

ハイレベル手順ク ラスの場合は ,網 側に送 り出す発呼 フレーム(UIコ マ ン ド/レ

スポンスを用い る)の データの部分に通信 したい相手の番号を書 き込む ことによ り,

相 手を選択 します。

●
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策5表 パ ケ ッ ト交 換 サ ー ビ ス の イ ン タ フ ェー ス 条 件

区 分 勧告名
電 気 的 ・物 理 的

条 件

論 理 的 条 件

接 続 形 式
接 続 手 順 伝送制御手順

一

般

端

末

新

規

端

末

調

歩

式

一一

・15ピ ン コネ ク タ

・X .26(V.10と 同 じ)

・そ の 他X .20に 準 拠

X.20

ベ ー シ ッ ク

手 順(会 話形全 二重) インタフエース

1デ リ ミ タ D〆
DCE

同

期

式

一

・15ピ ン コネ クタ

・X .27(V11と 同 じ)

・そ の 他X .21に 準 拠

ハ イ レベ ル

UIコ マ ン ド
HDLC

1
1

翻㌍能一

既

存

端

末

調

歩

式

一

・25ピ ン コ ネ ク タ

・V .24

・V .28

X.20bis

一

ベ ー シ ック

手 順(会 話形全 二重)

インタフェース

!Dシ
DCE

1
デ リ ミ タ

1

已塑 畔 エ塑 」司

同

期

式

一

・25ピ ン コ ネ ク タ

・V
.24

・V .28

ハ イ レ ベ ル

UIコ マ ン ド
HDI.C

インタフェース

!
DTワ/ | DCE

1'

パ

ケ

ッ

ト

形

態

端

末

新
規
端
末
同

期

式

X.25

・15ピ ンコ ネ ク タ

・X .27(V.11と 同 じ)

・そ の 他X .21に 準 拠

X.25

インタフェース

1
1

48kb/s以 外 の 場 合

・25ピ ンコ ネ ク タ

・V .35

DT DCE

既

存

端

末

1
l

X・25

48kb/sの 場 合

・34ピ ン コ ネ ク タ

・V35

囲 引用 しているCCITT勧 告 名はそれに準拠 して定めるこ とを示す。
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べ_シ ック手順又はデ リミタクラスの場合は通信文の送 出に先立ち通信相手の番号

を キ ャラクタダイヤル操作 によって網側 に通知 します。 この方法は回線交換サー ビス

の場合 と同様 です(3.5節 参 照)。

また,調 歩式 の既存端末装置でダイヤル等の網制御機能がない場合はキ ャラク タダ

イヤル機能が付いた網制御装置を提供 することとしてい ます。

な お,相 手 固定 クラスでは,発 呼,ダ イヤルおよび切断の手順が省略 され ます。

⑩ 伝送制御手順

① ハイレベル手順ク ラス

ハイ レベル手順(HDLC)は,パ ケット形態端末 のフレームレベルインタフェ

ースで も説 明した ように,転 送効率の高い ,高 品質の伝送を保証す る新 しい伝送制

御 手順 です。

F:フ ラグ シー ケ ンス

A:ア ドレ ス フ ィー ル ド

C:コ ン トロ ール フ ィー ル ド

FCS:フ レー ム チ ェ ック シ ー ケ ン ス

第21図 ハ イ レ ベ ル 手 順 ク ラ ス の フ ォ ー マ ッ ト

、

ハ イ レ ベ ル 手 順 で は,第21図 の よ うに す べ て の 伝 送 が フ レ ー ム とい う標 準 化 さ

れ た 形 式 で 行 わ れ ま す。1つ の フ レ ー ム は 特 定 の ビ ッ ト構 成 を も っ た フ ラ グ に ょ っ

て 囲 ま れ た 領 域 で 規 定 さ れ ま す 。 こ の 中 に ア ド レ ス,コ ツ トロ ー ル,ア 一 夕,フ レ

ー ム チ=ッ ク シ ー ケ ン ス の 各 フ ィ ー ル ドが 含 まれ ま す 。'ISOの ハ イ レ ベ ル 手 順 に

は 各 種 の も の が あ り ま す が,パ ケ ッ ト交 換 サ ー ビ ス で は,こ の うち さ しむ き網 側 を

1次 局 と す る ア ン バ ラ ン ス 形 の ア シ ン ク ロ ナ ス レ ス ボ ン ス モ ー ドを 適 用 し ま す 。

② ベ ー シ ッ ク 手 順 ク ラス

ベ ー シ ック 手 順 と し て は,既 に 各 種 各 様 の もの が 使 用 さ れ て い ます が,さ しむ き

公 社 が 規 定 す る 会 話 形 手 順 と 全 二 重 手 順 を サ ポ ー トす る こ と と し て い ま す 。 伝 送 フ

ォ ー マ ッ トの 例 を 第22図 に 示 し ます 。
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ノ

(闇 鶴
B
C

C

デ ー タ

第22図 ベ ー シ ック 手 順 ク ラス の フ ナ ー マ ッ ト

③ デ リ ミ タ ク ラス

デ リ ミタ ク ラ ス は,前 述 の ハ イ レ ベ ル 手 順 又 は ベ ー シ ッ ク 手 順 の 機 能 を 持 た な い

端 末 で も,デ リ ミ タ の 規 定 を 満 た す だ け で パ ケ ッ ト交 換 サ ー ビス を 利 用 で き る よ う

に設 け ら れ た ク ラ ス で す 。 デ リ ミタ は,一 般 端 末 か ら 送 出 す る 通 信 文 の 区 切 りを 示

す た め に 用 い ら れ る コ ー ド(た と え ばETX,NLな ど)で す。

網 側 で は,デ リ ミ タ を 検 出 す る と一 定 の タ イ ミ ン グ を と り,そ れ ま で に 受 け た 通

信 文 を パ ケ ッ トに 組 立 て ま す 。 す な わ ち 第23図a.に 示 す よ うに,デ リ ミタ を 検

出 す る と, ,こ れ に 続 く,一 定 時 間 内 に受 信 し た コ ー ドも 含 め て,パ ケ ッ トに組 立 て

ます 。 ま た 図 のb.の よ うに 通 信 文 が デ リ ミ タを 含 め て256オ ク テ ッ ト以 上 の 長

さ を 持 つ 場 合 は,256オ ク テ ッ ト受 信 し た 時 に1つ の パ ケ ッ トに 組 立 て,残 りは

2番 目 の パ ケ ッ トに し ま す 。
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a.256オ ク テ ッ ト以 内 の 場 合

1～256オ クテット「 、

デ
デ ー ・{

タ

▽ ピ・▽

ー

ー 1

通信文

1
「̀

1.

ヘ

ッ

ダ

デ

リ

ミ

タ

▽ ・・▽デ ー タ パ ケ ッ ト

b.256オ ク テ ッ トを こ え る 場 合

/
256オ クテット

〉 一 の こり 一へ
一

デ

デ ー タ
り

こ ▽ …
、

タ

-
1

|

1
1
1

1

「 「

}

ヘ

ッ

ダ
デ ー タ

①
r

ヘ

ッ

ダ

データ

デ

リ

ミ

タ

▽…▽

通信文

1番 目 の パ ケ ッ ト

2番 目の パ ケ ッ ト

②

第23図 デ リ ミタ ク ラ ス の フ ォ ー マ ッ ト

●

なお,一 般端末 と交換磯間の加入者線上における伝送誤 りの制御については,ハ

イレベル手順お よびベーシ ック手順 のク ラスでは交換機が伝送制御 に関与 できるの

で これを行い ますが,デ リミタク ラスでは関与 できないので これを行い ませ ん。

4・6通 信可能な端末 の組合せ

速度クラス,同 期方式が異 なっていて も通信可能ですが,デ ータ転送 中の伝送制御手順
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については,さ しむ き第6表 に示す組合せ の場合 に可能 とします。 なお,表 中◎ 印を付 し

た組合せでは,「 割込 」 とか 「中断」等の制御手順 について使用上制約が伴い ます。

第6表 通信可能な端末 の組合 せ

受 信 側

送信側

パケ ッ ト

形 態

端 末

一 般 端 末

(1)ハ イ レ ベ ル手 順

ク ラス

② ベー シック手順

会 話形 ク ラス

(3)ベーシック手順

全二重 ク ラス

デ リ ミタ ク ラス

パ ケ ッ ト

形 態 端 末
○ ○ ○ ○ 〇

一

般

端

末

(1)ハ イレ ベ ル 手 順

ク ラス
○ ○ 一 一 一

② ベーシ ック手 順

会話形 ク ラス
○ 一 ◎ 一 一

③ ベー シック手順

全二重 ク ラス
○ 一 一 ◎ 一

デ リ ミタク ラス ○ 一 一 一 ◎

◎:一 部 の機能 について使用上制約を付す ことが ある。

4.7選 択 信号の送出方法(ダ イヤルの しかた)

パ ケ ット交換サー ビスの加入者番号の割 り付け方 については ,全 国を一 まとめ にした7

桁 の案が検討 されています。

ダイヤル フォー マ ットは,一 般端末 については回線 交換の場合 と同じで,第3表 に示す

とお りです。 パケ ット形態端末 についてはパ ケ ットフォー マッ トの中で規定 され ます。

4.8サ ー ビスの品質

ω 接続時間

相手選択 クラスでダイヤルを し終ってか ら相手 と通信可能 にな るまでの時間は,平 均

1秒 程 度です。

相手 固定ク ラスでは,ダ イヤル手順が省略され ますので,原 理的に接続時間 とい うも

のはあ りません。

② データ転送時間

パケ ット交換網 は ,4.1節 で述べたよ うに,蓄 積交換の原理 によっているため発信側

の端末が通信文又はパケッ トを網側 に送 出し終ってから,こ れが相手の端末 に届 くまで
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に時間がかか ります。 この時間は,

・㎏網内転⇒+ぽ 灘 ㌶ 手端末に轍 叉はパケ・ト⇒

とな ります。

① の時間は,網 内のパケ ット転送速度や その時の網 の混み具合によって変 ります。 こ

の網内転送時間は,平 均0.1秒 程 度で,長 い場合 でも0.3秒 程 度以下にす るよう設計 し

ています。

②は相手端末が契約 している端末 の速度ク ラスによります。た とえば,2,400ビ ッ

ト/秒 の契約をしている相手 に,2,000ピ ッ トの通信 文 又はパケ ットを送信するため

に は,約08秒 の 時間を要 します。(2,000÷2,400÷0.8秒)

㈲ 伝送 品質

ビッ ト誤 り率 から見 る と,所 定のハイレベル及 びベ ーシックの伝送制御手順 による端

末 については,前 述の ように回線の全区間にわた り誤 り制御 を行 うので,伝 送品質は既

存サー ビスにくらべ飛躍的 に向上tま す。 これ以外 の手順に よる もの も,加 入者線部分

を除 き網内では完全な誤 り制御 を行いますので現在の専用線 等 と同等以上に向上 します。

(4)信 頼 性

網内の主要装置は障害に備 えて予備が設け られ,さ らに伝送路 は二重化 されて,か つ

迂 回ル ー トの選択 も弾力的に行われ るので,き わめて信頼度 の高いサー ビスが提供 され

ます。 したがって,網 側が預か った通信文又ばパケッ トを通信相手 に送達で きない確率

は,1億 回 に1回 以下 のほ とんど無視 し うる程度 と推定 され ます。

■

4.9各 種 サ ービス

デー タ通信の特質を考慮 し,相 手選択 クラスの加入者の希望 によって選べ るサー ビス と

して次の よ うな各種 サー ビスの提供を検討 しています。 これ らは回線交換の各種サー ビス

とほぼ同 じですので詳細 は3.6節 を参照 して下さい。

なお相手固定 クラスではサー ビスの性格上 このよ うな各種サ ービスは必要 とされ ませ ん。

また,各 種 サー ビス としてあげてはあ りませんが,パ ケ ッ ト交換では基本的なサ ービス

機 能 として前述 のよ うな異速度端末間通信やパ ケッ ト形態端末 におけるパケ ット多重通信

が可能です。

(1)さ しむぎ提供を$.定 しているもの

ア.閉 域接続サー ビス
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イ.相 手 通 知 サ ー ビ ス

ウ.短 縮 ダ イ ヤ ル サ ー ピ ス

ェ.ダ イ レ ク ト コ ー ル サ ー ビ ス

オ ・ 料 金 の セ ン ター 括 払 い

② 検 討 中 の もの

ア.同 報 通 信 サ ー ビス

ィ.代 行 受 信 サ ー ビス

パ ケ ッ ト交 換 サ ー ビ ス で は ,こ の ほ か さ ら に 接 続 可 能 な 端 末 の 種 類 を 増 や す と か,異 手

順 端 末 間 の 通 信 も可 能 とす る よ うな 各 種 サ ー ビス に つ い て も ひ き 続 き検 討 が 進 め ら れ て い

ま す 。

●

◆
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5.新 デ ー タ 網 サ ー ビ ス の 利 用

本章 では,新 デー タ網サービスを利用す る場合 に,利 用形態からみて,ど のサー ビスが適 し

てい るかについて説明 します。

◆

5.1新 デ ー タ 網 サ ー ビ ス と デ ー タ 通 信 シ ス テ ム

(1)デ ー タ通 信 シ ス テ ム の 形 態

新 デ ー タ網 サ ー ビス の 利 用 形 態 を 述 べ る 前 に,デ ー タ通 信 シス テ ム の 利 用 形 態 に つ い

て まず 整 理 し て み た い と思 い ま す。

ア.デ ー タ エ ン ト リ シ ス テ ム

デ 一 夕 エ ン ト リ シ ス テ ム は,デ ー タ 収 集 シ ス テ ム と も よ ば れ,遠 隔 地 で 発 生 し た デ

ー タ を
,端 末 装 置 か ら 入 力 し,通 信 回 線 や 郵 便 を 使 用 し て 計 算 機 セ ン タ に 送 りま す 。

こ れ ら の デ ー タ は,い っ た ん 磁 気 テ ー プ や 磁 気 デ ィ ス ク に 貯 え ら れ,後 刻 ま とめ て 処

理 さ れ ま す。 し た が っ て デ ー タ の 収 集 は オ ン ラ イ ン で す が,デ ー タ の 処 理 は バ ッチ 処

理 とな りま す 。

イ.メ ッ セ ー ジ交 換 シ ス テ ム

メ ッ セ ー ジ交 換 シ ス テ ム は,デ ー タ を あ る端 末 装 置 か ら 計 算 機 セ ン タ を 経 て,別 の

端 末 に 送 る方 式 で,た と え ば 銀 行 の 為 替 業 務 な どが これ に相 当 し ます 。

ウ.イ ン ク ワ イ ヤ リレ ス ポ ン ス シ ス テ ム

ィ ン ク ワ イ ヤ リ レ ス ポ ン ス シ ス テ ム は,ユ ー ザ が 必 要 とす る 情 報 を 端 末 を 使 用 し て

計 算 機 セ ン タ に 問 い 合 せ る もの で ・ セ ン タ に は デ ィ ス ク フ ァ イ ル を 用 い た マ ス タ フ ァ

イ ル(デ ー タ ベ ー ス)が 用 意 さ れ ま す 。 な お こ の マ ス タ フ ァ イ ル を 単 に 参 照 す る だ け

で な く,入 力 に 応 じ て フ ァ イ ル の 更 新 を 行 うシ ス テ ム も あ り ま す 。

エ.リ モ ー トジ ョブ エ ン ト リ シ ス テ ム

以 上 述 べ た ア ～ ウの シ ス テ ム は 処 理 す べ き仕 事 の 選 択 権 は す べ て 計 算 機 セ ン タ に 任

さ れ て お り,通 信 回 線 を 通 し て 送 ら れ る の は デ ー タ だ け で した 。 こ れ に 対 し,遠 隔 地

の 端 末 か ら通 信 回 線 を 経 て ジ ョ ブ を 計 算 機 セ ン タ に入 力 し,そ の 処 理 結 果 を 受 け と る

方 法 が あ り,一 般 に リ.モ ー ト ジ ョ ブ エ ン ト リ シ ス テ ム 又 は ・ リモ ー トバ ッ チ シ ス テ ム

と呼 ば れ て い ます 。 この 場 合 遠 隔 地 か ら は デ ー タ だ け で な く プ ロ グ ラ ム も一 緒 に 送 り

こ ま れ ま す。

オ.タ イ ム シ ェ ア リ ン グ シ ス テ ム
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タイムシ三ア リングシステムは,ブ ・グラムとデータを端末から入力す る点では リ

モー トジョブエン トリシステム と同 じです。 しか し,リ モー トジョブエン トリシステ

ムでは,ジ ョブを申し込んでから処理結果が 返されるまで,通 信回線が切れてい るの

に対 し,タ イムシェア リングシステムでは,回 線 を保留した ままで端末 とプログラム

が会話を しなが らジョブが進め られる点で異なってい ます。 タイムシェア リングシス

テムでは,ユ ーザの思考速度にあわせてプログラ ムや データを入力 して行 くこ とがで

き,あ たか も占有の電子 計算機 を置いたよ うな感 じで電子計算機 を共同利用すること

ができます。

カ.計 算磯間通信 システム

計算機間通信は地理的に離れ独立 した異種多数 の電子 計算機を対等の立場 で通信網

で結合 し,こ の計算機群を多数 のユーザで同時に共同利用 しよ うとする ものです。

② 新データ網の適用領域

(1}で述 べた各種 のデータ通 信 システムにおいて伝送 され る情報の特性 を見 ると,利 用

者の操作 により情報(電 文)が とぎれ とぎれになった り,あ るいは計算機にバ ッファメ

モ リがあ り,長 い情報が1度 に送 られ た り,様 々の場合 が考 えられます。 またその端末

か ら送 られ
.る情報量 も使用方法 によって異な ります。

ところですでに述べたよ うに,回 線交換 サー ビスの料金は,基 本料 に回線 の保留時間

見合いの従量制料金を加えた ものであ り,パ ケッ ト交換サー ビスの料金は,基 本料 にパ

ケ ットの数すなわち伝送情報量 に比例 した従量制 料金を加 えた ものが検討 されています。

したがってサー ビス機能や品質面での差違は別 にして料金面でのみ見れば,こ れ らの伝

送情報 の特性の如何によって2種 の新 デー タ網サー ビスの うちどちらが有利であるか変

ってきます。一般的に,回 線 交換 サー ビスは,比 較的長電文,高 密度の通信に適 してお

り,パ ケ ット交換 サービスは比較的短 電文,低 密度の通信に適 していると言 えます。

以上の点 から,新 データ網サー ビスを利用し ようとす る場合は,ユ ーザのそれ ぞれのデ

ー タ通信 システ ムにおいて通信網 に対 しどの ようなサー ビス機能や品質が要求 され るかを

明かにす るとと もに,伝 送情報の特性一 電文長 と通信密度 一 を分析 し,こ れ らを総合

して利用す る交換網 サー ビスを選択することがポイン トとな りましょう。

5.2回 線 交 換 サ ー ビ ス に 適 した シ ス テ ム 例

回 線 交 換 サ ー ビス を パ ケ ッ ト交 換 サ ー ビス と比 較 す る と,そ の 特 徴 は ,

① ダ イ ヤ ノ・して つ な が れ ば,回 線 の 使 用 方 法 は 任 意
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φ

(ト ラ ンスペア レン トと言います)

② 使用時間見合いの通信料金

③ 長電文 ・高密度の通信に最適

とい うことにな ります。

前節 で述べたデータ通信 システムの うち電文 の特性等か ら考慮 し ,回 線交換サー ビスに

適 したシステム例を次に紹介 します。

(1)回 線 交換サー ビスを用いたデ一夕エン トリシステム

デ一夕エン トリシステムは,従 来紙 カー ドによ り入力データを作成 しバ ッチ処理 して

いた ものを改善 し,第24図 の ように フロッピデ ィスクや,カ セ ットテープにた くわえ

それを計算機センタにデータ伝送によ り送 り処理す るものです。

このシステ ムは,媒 体 コス トを含めた入力コス トの低減,入 力方法の分散化,端 末 に

おけるデータチェ ックによるク リーンデータの作成 といったニーズのため,最 近,特 に

発展のみ られ るものです。 フロッピデ ィスクはデ ィスクを小形化 した もので,直 径20

cm位 の大 きさを持 ち,お よそ200キ ・バイ トの記録容量 を有 します。 これを一度 に

伝送す るわけですか ら,高 密度で,長 電文の通信 とな り,回 線交換 サー ビスが ふさわし

い こととな ります。 電話網を使ったデータ伝送では20～30分 もの時間がかか ります 一"

が,回 線交換 サー ビスを使えば,た とえば48キ ロ ビッ ト/秒 の速度では,伝 送時間が

30秒 程 度 に短 縮され,通 信料の節減が期待され ます。

ロ
フ ロ ッ ピ

デ ィス ク

一括 して

伝送

第24図 回 線 交 換 サ ー ビ ス を 用 い た

デ ー タ エ ン ト リ シ ス テ ム

電 子計算機 センタ
か ら呼 び出 し,データを 集め る方法

もある。

② 回 線 交 換 サ ー ビ ス を 用 い た りモ ー トジ ョブ エ ン ト リ シ ス テ ム

リモ ー トジ ョ ブ エ ン ト リ シ ス テ ムは,前 述 の よ うに 大 型 の 電 子 計 算 機 セ ン タ の バ ッチ

の 申 し込 み と 出 力 を 回 線 を 通 し て 行 う も の で す。 こ の シ ス テ ム の 端 末 は 一 般 に,カ ー ド

リ ー ダ,ラ イ ン プ リ ン タ,デ ィ ス ク フ ァ イ ル を そ な え た ミ ニ コ ン ピ ュ ー タ に よ る リモ 一
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トデ 一 夕 ス テ ー シ.ヨ ン で,ジ ョ ブ は 一 度 デ ィ ス ク に た くわ え ら れ,回 線 に 伝 送 さ れ ます 。

ま た 処 理 結 果 の 出 力 も デ ィ ス ク に た く わ え ら れ,あ とで,ラ イ ン プ リ ン タ に 出 力 さ れ ま

す 。 し た が っ て,通 信 の 密 度 は 高 く,ま た 伝 送 量 も入 力 が 数10キ ロバ イ ト,出 力 が 数

100キ ロ バ イ ト も あ る の で,一 日 の ジ ョ ブ 件 数 が か な り多 くて も 回 線 交 換 サ ー ビス が

よ り有 利 と な り ま す 。

回 線 交 換 サ ー ビ ス を 利 用 し た 構 成 の 例 を 第25図 に 示 し ま す 。

リモ ー ト

デ「タステーション

カード

リー

ライン

プリンタ

カー ド

リーダ

ライン

プリンタ

ディスク

リモ ー ト

デ「タステーシ ョン

大型電子

計算機

回線 数は端末 との トラピックに

応 じて決め られ るが,端 末が数

台であれ ば1回 線 ですむ場合が

多 い。

第25図 回 線 交 換 サ ー ビス を 用 い た りモ ー ト

ジ ョ ブ エ ン ト リ シ ス テ ム

㈲ その他 のシステム

前節で触れなか ったタイ プで回線交換 サー ビスに適 したシス テムの例を以下'に説明 し

ます。

ア.ソ フ トウェアの障害分析 センタ

ソフ トウェア,特 にオペレーティングシステムの障害(バ グ)は,ソ フ トウェアが大

型 になるほど完全にな くならず,ま た障害分析 には特別の技術者が必要 です。 ところが,

電 子計算機センタは全国にちらば ってお り,障 害のつど技術者 を派遣 していたのでは,

早 期の障害復旧が困難 にな ります。 そ こで,ソ フ トウェアの障害の分析 を集 中して行 う

障害分析 センタを設け ることが考 えられます。 この場合分析 のための情報は障害を起 し

た時点での計算機 のメモ リや レジスタのダンプですから1メ ガバイ ト以上 にもな り,高

速の伝送を必要 とします。 ところが,障 害はいつ発生するかわか らず このために各セ ン
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タごとに専用線等を引 くのは一般 に不経済 にな ります。 そこで考えられ るのが回線交 換

サー ビスの利用です。

第26図 は その1例 ですが,各 センタは1回 線 ずつ回線交換サービスに加入 してい ま

す。 そして万一障害が発生 した場合は,オ ンラインで必要な障害情報を障害分析 セ ンタ

に送ることがで きるのです。 た とえば48キ ロ ビット/秒 の速度ク ラスで加入 していれ

ば,1メ ガバイ トの情報は約3分 間で伝送で きます。料金は毎月の基本料 に,万 一障害

が発生 したときの従量料金を加えたものですみ ,経 済的にな ります。 この障 害分析 セン

タは,他 にハー ドウェアの集中障害分析 センタとして機能することもで きます。

全

国

に

散

在

す

る

セ

ン

タ

回 線 交 換 網

呼率が 少ないので,

ほ とんど1回 線 で

す む。

第26図 障 害分析 センタ

■

イ.高 速ファク シミリ

現在,通 信相手を選択 できるファク シミリとしては・電話網を使ったフ ァクシ ミリ

が あ りますが,冗 長度抑圧 し4,800ビ ッ ト/秒 で送 る場合で もA4の 画 面で1分 程

度の伝送時間が必要 です。 またこの場合,4,809ビ ッ ト/秒 の速度では全国 どこの

地点間で も伝送可能 とはか ぎ りません。

回線交換サー ビスと冗長度抑圧技術 を用 いれば,48キ ロビッ ト/秒 で数秒,

g,600ビ ッ ト/秒 で30秒 程 度で伝送で き,高 速化 と経済化がはかられ ます。

また,将 来 同報通信 サー ビスが提供 され ることになれば,同 報通信 のフ ァクシ ミリ

網を形成することもで きます。 さらに回線交換網 に接続 されてい る各種 のデー タ通信
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シ ス テ ム か ら の 情 報 を フ ァ ク シ ミ リに 出 力 す る こ と も考 え ら れ ます 。

な お,公 社 の 提 供 す る標 準 的 な 高 速 フ ァ ク シ ミ リ端 末 の サ ー ビ ス も検 討 さ れ て い ま

す 。

ウ 標 準 端 末 に よ る デ ー タ通 信 シ ス テ ム

新 デ ー タ網 サ ー ビス の 端 末 機 器 と し て は 所 定 の イ ン タ フ ェ ー ス 条 件 を 満 た せ ば 任 意

の もの を 利 用 で き ます が,300ビ ッ ト/秒,1,200ビ ッ ト/秒 な ど の公 社 の 提 供

す る安 価 な 端 末 もサ ー ビ ス さ れ る 予 定 で す。 これ を 用 い れ ば ユ ー ザ 間 で の 伝 送 制 御 手

順 等 の 統 一 の 問 題 に悩 ま さ れ る こ とな く,回 線 交 換 網 を 経 て,メ ッ七 一ージ通 信 や デ ー

タ 通 信 を広 く容 易 に 行 うこ と が で き ま す 。

5.5パ ケ ッ ト交 換 サ ー ビス に 適 した シ ス テ ム 例

パ ケ ッ ト交 換 サ ー ビ スを 回 線 交 換 サ ー ビ ス と 比 較 す る と ,そ の 特 徴 は,

① イ ン タ フ ェ ー ス 条 件 が よ り深 く規 定 さ れ る が,

一 速 度 の 異 な る 相 手 と も通 信 可 能
。

一 セ ン タ 回 線 は1本 の 加 入 者 線 で 多 重 通 信 が 可 能
。

一 伝 送 品 質 が 大 幅 に 向 上 。

② 伝 送 情 報 量 見 合 い の 通 信 料 金 で あ る 。

③ 比 較 的 短 電 文 ・低 密 度 の 通 信 に 適 す る。

と い う こ と に な り ます 。

5.1節 で 述 べ た デ ー タ通 信 シ ス テ ム の うち 電 文 の 特 性 等 か ら 考 慮 し,パ ケ ッ ト交 換 サ ー

ビ ス に 適 し た シ ス テ ム 例 を 次 に 紹 介 し ま す 。

(Oパ ケ ッ ト交 換 サ ー ビス を 用 い た イ ン ク ワ イ ヤ リ レ ス ポ ン ス シ ス テ ム

イ ン ク ワ イ ヤ レ ス ポ ン ス シ ス テ ムは,前 述 の よ うに 端 末 か ら セ ン タ に 入 力 デ ー タ を 投

入 し,セ ン タ で フ ァ イ ル を 更 新 し た り又 は 処 理 を 行L,そ れ に 伴 う出 力 デ ー タ を 端 末 に

返 す よ うな シ ス テ ムで す 。

こ の と き 入 力 デ ー タ ・出 力 デ ー タ と も に数 百 バ イ ト程 度 の 短 電 文 で あ る 場 合 が 多 く,

パ ケ ッ ト交 換 の 有 利 さ が 生 か され ま す 。 さ ら に こ の よ うな シ ス テ ム で の 回 線 保 留 時 間 は
,

短 い もの は 教 官 ミ リ秒 の もの か ら ・ 長 い もの で は オ ペ レ ー タ操 作 に よ る入 力 デ ー タ の投

入 や さ ら には セ ン タ の 待 ち合 せ ・処 理 の た め に数 分 に 及 ぶ もの まで あ り ま す 。

パ ケ ッ ト交 換 で は ・料 金 が 回 線 の 保 留 時 間 に 関 係 な く転 送 し た パ ケ ッ ト数 に 比 例 し て

課 金 さ れ る の で,通 信 密 度 が 低 い わ.り に 回 線 の 保 留 時 間 が 比 較 的 長 い よ うな 場 合 に 有 利
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o

さ が 発 揮 さ れ ま す 。 こ れ ら の こ と か ら パ ケ ッ ト交 換 網 の イ ン ク ワ イ ヤ リ レ ス ボ ン ス の 利

用 例 と して バ ン キ ン グ,ク レ ジ ッ トチ=ッ ク,POS(ポ イ ン トオ ブ 七 一 ル ス),座 席 予

約 及 び 情 報 検 索 等 が 考 え ら れ ま す
。

第27図 にPOSセ ン タ と バ ン キ ン グ セ ン タ を 結 合 し,売 上 管 理 業 務 の 自 動 化 と顧 客

の 自動 支 払 い を 同 時 に 可 能 とす る シ ス テ ム の1例 を 示 し ま す 。

パ ク ッ ト交換網

、、、 ～
～ ～ 、

、 ～ 一ーー一一__ 一二===一 一__四

PT:パ ケ ッ ト形態端 末

NPT:一 般端末

バンキングセンタ

(PT)

第27図 パ ケ ッ ト交 換 網 を 利 用 し たPOSセ ン タ と

バ ン キ ン グ セ ン タ の 例

POSタ ー ミナルは,百 貨店及びスーバマーケッ トな どの小売店舗 で従来か ら使われ

ているキャッシュレジス タを電子化 しデータ収集用の機能を追加 した装置 です。

このシステムのね らいは,ま ずPOSタ ー ミナルを電子計算機 に接続す るこ とによ り

売上げ集計業務の簡易化を行 うことです。次に電子計算機を各ユーザで個別 に持つ こと

は経済的に不利です ので ・同一の電子計算機 によるPOSセ ン タを共同利用す ることが

考えられ ます。

この ようなシステムのための通信網 としては,ま ずPOSタ ー ミナルか らの情報の投

入が離散的 でかつ短電文が多い ことから,保 留時間に関係 な く伝送情報量 に比例 して課

金 され るパケッ ト交換 サー ビスの利用が有利 とな ります。'「-POSセ ン タを各a－ ザ

から共同利用す るために も公衆網 であるパケ ット交換サー ビスの利用が有利 とな ります。

さらに第27図 の 例では,銀 行 の各支店間 と預金業務を行っているバンキングセ ンタ

がPOSセ ン タとパケ ット交換網 で結合 されてお り,売 上げ情報がPOSセ ン タの電子

計算機か らバンキングセンタの電子計算機へ転送 され・顧客の自動支払い も行 われ ます。
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なおPOSセ ンタ とバ ンキ ングセンタはパケッ ト形態端末 として加入す ることにより,

1本 の 加入者線 で多重通信がで きます。

(2)パ ケ ッ ト交換サー ビスを用いたTSSネ ッ トワーク

パケッ ト交換網 により,タ イムシェア リングシステムのネ ットワークを形成する例を

第28図 に より説 明します。

端末aは 電子計算 機センタAに も電子計算機セ ンタBに もアクセスすることが あ りま

すか ら相手選択 クラス(VC)で 加入 します。 また端末aは,端 末cと 対向通信 も可能

です。

端末bは 電子 計算機 センタAに のみアクセスしますから,相 手固定クラス(PVC)

で 加入 します。発呼 ・切断 のためのパケッ トが不要ですから経済的です。端末dは,い

わゆ るイ ンテ リジェン ト端末 で,パ ケット組立 ・分解機能を持 ってお り,2つ の入 出力

装 置を制御 します。 この端末は,パ ケット形態端末 として加入します。

電子 計算機センタは,端 末 からのアクセスのみならず,電 子計算機 センタ相互 間の結

合 も可能です。セ ンタはパケ ット形態端末 として加入す ることによ り,速 度の異なる端

末や他のセ ンタを通信相手 として1本 の加入者線 で多重通信がで きます。 また端末か ら

のメ ッセー ジ投入にオペ レータ操作が入 り通信密度が低い場合 でもパケ ット交換の特徴

が生かされ経済的です。

システムの応用例 としては,セ ンタAが 端末aか らの要求 で処理 を行 う場合にその処

理の途 中でセンタBの データベースを参照 した り,あ るいは さらにその処理結果を端末

aだ けでなく,端 末dに も出力する とい うよ うな利用のしかた も考 えられ ます。 この場

合,各 電子計算機 セ ンタ と端末は他企業間で もよいこ とが特徴 とな ります。

、
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×＼vc

PVC

PADパ ケ ッ ト組 立 ・分解機能

VC相 手選択 クラス

PVC相 手固定 クラス

電 子計算 機セ ンタB

(デ ー タベー ス)

第28図 バ ケ ッ ト交 換 網 に よ るTSSネ ッ トワ ー ク の 例

◎

(3)パ ケ ッ ト交 換 サ ー ビ ス を 用 い た メ ッ セ ー ジ 交 換 シ ス テ ム

メ ッ セ ー ジ 交 換 シ ス テ ム の 中 に は,電 文 長 が 長 い もの も あ り ます が,一 般 に は 数+バ

イ トか ら数 百 バ イ トで あ り,パ ケ ッ ト交 換 サ ー ビ スが 適 し て い ま す 。 こ の 場 合,メ ッ セ

ー ジ交 換 セ ン タが 処 理 を 伴 わ ず 単 に 交 換 だ け を し て い る シ ス テ ム で あ れ ば ,そ の セ ン タ

も含 め て す べ て パ ケ ッ ト交 換 網 に お き か え る こ とが で き ま す。 し か し一 般 に は,メ ッ セ

ー ジ交 換 セ ン タが 電 文 の デ ー タ チ ェ ッ ク ,フ ォ ー マ ッ トの 変 換,ジ ャー ナ ル の 記 録 等 を

同 時 に兼 ね 備 え て い る た め,パ ケ ッ ト交 換 に 加 入 し て も そ の 部 分 の 機 能 は セ ン タ 計 算 機

と し て 残 る こ と に な り ま す 。 こ の よ うな シ ス テ ム に お い て,パ ケ ッ ト交 換 サ ー ビ ス を 使

用 す る こ と の 大 き な メ リ ッ トは,通 信 料 の 削 減 と と もに 異 企 業 間 の メ ッ セ ー ジ 交 換 も可

能 と な る こ とで す 。
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6.新 デ ー タ 網 サ ー ビ ス 加 入 時 の 接 続 方 法

新デー タ網サー ビスに加入する場合の接続方法 には次の組合 せがあ ります。 さらに端末 とし

てはデー タ端末装置 と電子計算機 センタがあ り,こ れ らの組合せについて説明します。

①
新 規 設 計 の 端 末 回線交換 サー ビス

④

電話網。用い。.。 端末 ② ⑤ 。ケ。,交 換。.ビ ス

⑥

専用線 等で用いていた端末

第29図 新 デー タ網サ ービス加入時の接続 方法

6.1回 線 交換サービス加入時の接続方法

(1)デ ー タ端末装置の接続

①:Xシ リーズ用に新規 に設計されたデータ端末 であれば,第30図 に よ り接続 します。

この場合網制御機能は端末側に内蔵 する必要 があ りますが,網 制御装置(NCU)

は 不用 で,ま たインタフェースがシンプルであ るため経済的にな ります。

DTE

1

1̀
DCE

加入者線
∋

(回線交換網)

1

嬬 ㌫ 能。蔵,Xu・ リーズ麟 鋤

第30図 新 規設計データ端末 の接続

(①:新 規端末→回線 交換網接続)

② 従 来 の 電 話 網 に接 続 さ れ て い た 既 存 の デ ー タ 端 末 を 移 行 す る 場 合 を 次 に考 え ま す 。

第31図a.の よ うに 電 話 網 の デ ー タ端 末 は,MODEMとNCUを 用 い,DTE-

MODEMはV.24イ ン タ フ ェ ー ス,DTE-NCUはV.24の200シ リー ズ

イ ン タ フ ェ ー ス に よ り接 続 さ れ て い ます 。
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こ れ を 回 線 交 換 網 に接 続 す る 場 合 は,第31図b,の よ うに調 歩 式 端 末 で あ れ ばX・

20bis,同 期 式 端 末 で あ れ ばX.21bis用 のDCEを 用 い 接 続 し ま す 。NCU

も回 線 交 換 サ ー ビ ス 用 の もの を 用 い ま す。 こ れ らの イ ン タ フ ェ ー ス 条 件 はV・24

イ ン タ フ ェ ー ス と同 一 で あ る の で,端 末 装 置 の 変 更 は 不 要 で す 。

a.電 話

V.24

＼DTE ＼ 隠
網1⊥

」

1v・2`・200シ リー ズ

u
吻 ・取替腰 す・装置

b.回 線 交換網 調 歩:X.20bis

同 期IX.21bis

「 一ー－

V.24,200シ リ ー ズ

第31図 既 存データ端末の接続

(②:電 話網→回線交換網)

③:専 用線等で用いていた既存 のデー タ端末を回線交換網に移行す るには,第32図 の

aか らbの よ うに変更 します。専用線では不要であ ったNCUが 必要 で,ダ イヤル

操作はNCUを 用 いて行い ます。
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a.専 用 線 等

V.24

b.回 線 交換網

皐

麟il:;lli:

吻 は取替を要する装置

第32図 既 存デー タ端末の接続

(③:専 用線→回線交換網)

② 電子計算機センタの接続

電子 計算機 センタを回線交換網 に接続す る場合 には,集 合形のDCEお よびNCUを

用 い ます。

①:デ ータ端末装置の場合 と同様 に電子計算機 センタを新規 に設計する時は第33図a.

に示 す よ うにXシ リーズで接続する方が経済 的です。

②:従 来 の電話網 に接続されていた既存の電子 計算機 センタを移行する場合 は,第33

図b.の よ うに,X.20bisあ るいはx.21bisの イ ンタフ=一 スを用い,ま た

NCUの イ ンタフェースはV.24,200シrリ ーズを用いて接続 します。 したがっ

て電子計算機 センタの通信制御装置(CCU)等 ハ ー ドウェアの変更は不要 ですが,

網 の呼び 出しのためのダイヤルフォーマ ットが電話網 と回線交換網 とで,異 な りま

すので,そ の部分の電子計算機 のソフ トウェアを変更す る必要があ ります。

「
ト

'

■
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a.新 規 設計センタの接続(①:新 規端末→回線交換接 続)

回

線

交

換

網

)2021
U

莞

㏄

歩
期
調
同
(プのX

ECD合薬 CPU

・.既存… の収容(② 又は③ 寵 讃〉 回繊 網)

凹
線

交

換

網

(調 歩:X.20bis同期:X.21bis)

集合DCECCUCPU

一

一

}

一

一

チ ャネ ルー

ー

ー

モ

↑

＼
NCU

.

x
●

V.24,200シ リー ズ

CCU:通 信 制御 装 置

第33図 電子 計算機センタの接続

」

③:特 定通信回線 に収容 されていた既存 の電子計算機 センタを回線交換サー ビス に移行

す る場合に も,第33図b・ のよ うに接続 します。NCU用 の インタフェースのハー

ドウェアを追加 し・NCU制 御 のための ソフ トウェアを追加する必要があ ります
。

6.2パ ケ ット交換サービス加入時の接続方法

(1)デ ー タ端末装置 の接続

④:パ ケット交換網に一般端末 を接続する場合 は ・端末 の手順クラスによってその方法

が異な ります。ハイレベル手順 クラスの端末は一般に新規設計 とな り,第34図 の
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よ うにX・21又 はX・21bis(V・24)の 電 気 的 ・物 理 的 イ ン タ フ ェ ー ス 条 件 に

ょ り網 に 接 続 し ま す 。

ベ ー シ ッ ク 手 順 又 は,デ リ ミ タ ク ラ ス の 端 末 でXシ リー ズ 用 に 新 規 設 計 さ れ る も

の は ・ 第35図 の よ うにX.20の イ ン タ フ ェ ー ス 条 件 で 網 に 接 続 し ま す 。 こ の 場

合 網 制 御 機 能 は 端 末 側 に 内 蔵 す る必 要 が あ り ま す が,網 制 御 装 置(NCU)は 不 要

で,ま た イ ン タ フ ェ ー ス が シ ン プ ル で あ る た め,経 済 的 に な りま す 。

電 気的 ・物 理 的 条 件:

X.21

又 はX.21bis(V.24)

!

/ 1 加入者線
DCE

・l

l

,

(パケット交換網)1

ハイレベル手 順クラス

第34図 ハ イ レ ベ ル 手 順 ク ラ ス の 一 般 端 末 の 接 続

(④:新 規 端 末 → パ ケ ッ ト交 換 網 接 続)

X.20

DTE
DGE

加入者線

1
1

(パケット交換網)

第35図 新 規設計のベー シック手順又はデ リミタクラスの一般端末の接続

(④:新 規端末→ パケ ット交換網接続)'

⑤:電 話網 を利用 してい る既存のデー タ端末は,第36図 の よ うに,電 話網用のMOD

EMとNCUを パ ケ ッ ト交換網用のDCE,NCUに と りかえることに より,そ の

まま接続できます。ただ し,伝 送 制御手順が,4.5② で述べたベーシ ック手順 か,

デ リミタの規定を満 たす必要があ ります。 また網内伝送遅延のため,タ イ ミング条

件等 について変更を要する ものがあ ります。
し
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V.24

DTE
.=巳 縁場

加入者線
一 ・

(電 話網)
1 1
　 　

L-一 」 丁痂 一 ーーーー一 」

↓
吻 は取替を要する装置

X.20bis

・一ーーー一十 一ーー －

V.24,200

第36図 既存 データ端末の接続

(⑤:電 話網→パケ ッ ト交換網)

⑥ 専用線等を利用 している既存 データ端末は,第37図 の よ うに相手固定ク ラスでパ

ケ ット交換網 に加入すれば,MODEMを パ ケ ット交換 用のDCEに と りかえるこ

とにより,端 末を その まま接続で きます。相手選択 クラスに加入する場合は第36

図 と同じにな ります。伝送制御手順 とタイ ミングの制 約は⑤の場合 と同様 です。

V.24

1

DTE

`

w,

賜
専 用 線

タ

'

.' ↓
吻 は取替を要する鑓

X.20bls

DTE
DCE

加入者線

(パケット交換網)

第37図 既 存デー タ端末の接続

(⑥:専 用線→パ ケ ット交換網)
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② 電子計算機 センタの接続

電子計算機 センタを経済的にパ ケット交換網 に接続す るには,パ ケ ット形態端末 とし

て加入するのが最適 です。 すなわち加入者線は1本 で済み,か つセンタの関連 ハー ドウ

ェアを小 さくで きるので経済的にな ります。

この場合の接 続方法 としては,ま ず第39図b.に 示 す ように,前 置計算機(FEP,

通 信制御処理装置(CCP)と もい う)を 設置する方法 があ ります。 これ に,パ ケ ット

の組立 ・分解機能,フ レームレベル インタフェース,パ ケ ッ トレベル インタフェース及

びPAD・PTイ ン タフ ェー ズ(一 般端末 と通信 する場合)の 機能を持たせ ることとし

ます。

次に,既 存の電子計算機セ ンタをな るべ く改造せずに収容する方法 として,第38図

c.に示 す ような方法 も考 えられ ます。 この方法は,イ ンタフ=一 ス用の計算機(IFP)

を 設置 し,こ れにパ ケ ット形 態端末 としての インタフェース条件の機能を付与す るもの

です。 電子 計算機 とのデータの送受は通信制御装置(CCU)を 介 して行われるので,

セ ンタとしての変更量は最少 にな ります。IFPは 最 近の進歩がめざましいマイク ・プ

ロセ ッサにすれば,比 較的安価に実現で きると考えられ ます。

し
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a.既 存 シ ス テ ム

Vシ リーズ

専用線等

集合MODEM CCUCPU

一

一
チャネル

∈

・∈

・哺∈

●

:
:
●

… …

■ .

b・ 前 置計算機による接続(④:新 規端末→ パケ ット交換網接続)

CPU

DCE

FEP

一

一

チ ャネル

X.25

一

一

加入者線
一

(パケット交換網)

FEP:前 置計算機

c.イ ン タ フ ェ ー ス 計 算 機 に よ る接 続(⑤ 又 は ⑥

X.251FP

寵 讃〉 パケ・・交換網)

CCU CPU

DCE

l
I

一

一

加入者線
`

(パケット交換 網)

●

:

チ ャネ ル

…

づ

第38図

IFP:イ ンタフェース計算機

電 子 計 算 機 セ ン タ の 接 続
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あ と が き

以上電電公社が現在考えている新データ網サー ビスの あらましについて紹介 して来 ました。

今後 のデータ通信や ファクシ ミリ通信 の利用形態 には,各 種様 々'なものが考えられ ます。 こ

のよ うな利 用形態 に対 し,最 も経済的でかつ将来 への適応性を持 った通信網サー ビスをめざし

て電電公社は広 く利用者,学 識経験者,メ ー カの方 々のご意見をお聞 きす るとともに,国 際動

向を勘案 して,現 在の案を まとめ ましたo

このサー ビスを実際 に利用 していただ くためには,利 用者側の システム等の措置 にかな りの

準備期間が必要 と思われ ます。 このため,本 サー ビスの制度 ・料金 ・サー ビス開始時期 ・提供

地域等 につ いて も,固 ま り次第 なるべ く早 目にお知 らせ したい と考 えています。

なお,回 線交換サ ービスおよびパケ ット交換サ ー ビスのインタフェース条件(案)の 詳細に

ついて も別途 ご紹介す る予定です。

－b
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付 録

付録1

付録2

付録3

相手選 択 クラス(バ ーチ ャル コー ル)と 相 手固定 クラス

(パーマ ネ ン トバ ーチ ャルサ ーキ ッ ト)

新 デー タ網 サ ー ビスの まとめ

索 引



、



付 録L相 手 選択 ク ラス(バ ーチ ャル コ ール)と 相手 固定 ク ラス(パ ーマ ネ ン

トバ ーチ ャル サ ーキ ッ ト)

相手選択 クラス と相手固定ク ラスの概念を次に示 します。

電話 による通信 を例に とると,1つ の用件をたす のに,送 受話器 をあげた り,ダ イヤルをし

た り・一連の手順が必要です。 この一連の手順 の始めから終 りまでを 「呼」(Cal1)と 称 し

その間は,付 第1図 のよ うに回線 は占有 され,従 って混信は生 じませんが,相 手が話中の場合

は通信ができません。一連の会話 のや りとりは発生順序 に従 って伝達され ますか ら,逆 転を生

じるこ とはあ りません。

(他の回線の同時接続禁止)

発 呼 者

通信要 ・
者A

(通信中のみ設定)

付 第1図 電話に於 る 「呼」の概念の確立

－d

～

一方 パケ ット交換では,原 理的 に電報やハ ガキによる通信方式 を電気化,高 速化 した ものと

見 ることができますか ら,こ の ままでは電話の ように呼の概念がな く,混 信が生 じ,ま たパケ

ッ トの到着順序の反転がおこるか もしれ ません。 このよ うな最 も簡単なパケッ ト交換 をデータ

グラムと呼 びます。

今回提供するパケ ット交換では,呼 の概念を導入 し1つ の用件を示す始め と終 りを示 すパケ

ットを送 出することとしています。 また着局側 で・パケットの順序 をそろえて・着端末 に届け

るように してい ます。 この方式を仮想的な呼を実現する ところからバーチ ャルコール(VC)

といい ます。バーチャルコールを実現するには,付 第2図 のよ うに,電 話の回線 に相 当するよ

うな,通 信者 と1対1に 対応 したメモ リが必要で・始めと終 りを表示す るパ ケ ット(発 呼要求

パ ケ ットと復1日要求パケ ット)を 交換機が検出 して,こ のメモ リに記憶 し,他 からの接続をで

きない ようにします。
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発

呼

者

A

(メ モ リ)

山

↓ 、,。,一状態

工
■ 発呼要求パケット
ー一 一 一 一 ー 一 一 ー 一 →

②A→a発 呼

↓ デ一夕パケット

一 一固 一口 □ →

↓ ＼

調

↓ ・4吻完・

品

(メ モ リ)

－EZIEzz

、他。、。襯 可〆

{鋤 通 信 状 態

巴=1-一 一う 復旧要求パケット

〔
叶
〔
笹

〔5)フリー状態

付 第2図 バ ー チ ャル コ ー ル の 実 現 方 法

被

呼

者

a

パ ケッ ト多重通信 においては,こ の メモ リが最大同時通信数 の分だけ必要で,そ れぞれのメ

モ リごとに独立 に呼の発生終了処理が行われ ます。 この独立 した メモ リを論理チャネル と呼び,

パ ケッ ト形態端末 の場合の呼設定,開 放の単位 とな ります。

一方
,通 信相手が固定 している場合 には,呼 ごとに これ らの処理をすることな く,あ らか じ

め メモ リを確保 してお くこととすれば,始 め と終 りのパク ットが不要にな り能率が良 く経済的

な通信がで きます。 この方式をパーvネ ン トパーチ ャルサーキ ット(PVC)と 呼 びます。

パケ ッ ト交換網 に加入す る際は,接 続ク ラス として,相 手選択 ク ラス(バ ーチ ャルコール)

あ るいは相手固定ク ラス(・ ミー マネン トパーチ ャルサー キット)の どちらかを選んで加下する

こ とにな ります。
S
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新 デ ー タ 網 サ ー ビ ス の ま と め付録2.

回 線 交 換 サ ー ビス お よび パ ケ ッ ト交 換 サ ー ビス の 特 徴 とサ ー ビス 内 容 に つ い て ,ま と め て 比

較すると付第1表 のとお りとな ります。

新 デ ー タ網 サ ー ビ ス の 比 較付第1表
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付録3.索

あ

か

さ

.た

ー弓

相 手 固 定 ク ラ ス

相 手 選 択 ク ラ ス

相 手 通 知 サ ー ビ ス

異 速 度 端 末 間 通 信

一 般 端 末(NPT)

イ ン ク ワ イ ヤ リ レ ス ポ ン ス シ ス テ ム

イ ン タ フ ェ ー ス 条 件

ウ イ ン ドウ 方 式

オ ク テ ッ ト

Xシ リー ズ イ ン タ フ ェ ー ス

X.20

X.20bi8

X.21

X.21bis

X・ .25

X.26

X.27

回線終端装置(DCE)

回線 交換サー ビス

キャラクタダイヤル

計算横間通信システム

新デー タ網 サー ビス

接続時間

全二重通信回線

タイムシェア リングシステム

ダイレク トコールサー ビス

代行受信サー ビス

短縮 ダイヤルサー ビス

端末
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18,51

18,51

8,14

17

16

33,38

10,20

23

22

12,24

12,42,45,46

12,43,44,45,47

12,42,45,46

12,43,44,45,46

26

12

12

10

5,9

8,12

34

5

13,30

9

33,40

8,14,32

15,32

8,14,32
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な

は

た 端 末 装 置(DTE)

ア 一 夕 エ ン ト リ シ ス テ ム

デ一 夕転 送 時 間

デ リ ミ タ

デ リ ミタ ク ラ ス

電 気 的 お よび 物 理 的 イ ン タ フ ェー ス 条 件

伝 送 品 質

同 報 通 信 サ ー ビ ス

時 分 割 多 重

DCE(回 線 終 端 装 置)

DTE(端 末 装 置)

DTE-DCEイ ン タ フ ェー ス

NPT(一 般 端 末)

NCU(網 制 御 装 置)

バ ー チ ャル コ ー ル

パ ーマネン トバーチ ャル ナーキ ット

バイ ト

ハ イ レ ペ ル 手 順 ク ラ ス

パ ケ ッ ト

パ ケ ッ ト交 換 サ ー ビ ス

パ ケ ッ ト形 態 端 末(PT)

パ ケ ッ ト多 重 通 信

パ ケ ッ トの 組 立 ・分 解

パ ケ ッ ト レ ベ ル イ ン タ フ ェ ー ス

フ レ ー ム レ ベ ル イ ン タ フ ェ ー ス

フ ロ ー 制 御

閉 域 接 続 サ ー ビス

ベ ー シ ッ ク 手 順 ク ラス

PAD・PTイ ン タ フ ェ ー ス

PT(パ ケ ッ ト形 態 端 末)

Vシ リー ズ イ ン タ フ ェ ー ス
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は

ま

ら

V.10

V.11

V.24

V.24,200シ リ ー ズ

V.28

V.35

メ ッセ ー ジ交 換 シ ス テ ム

網 制 御 装 置(NCU)

リモ ー ト ジ ョ ブ エ ン ト リ シ ス テ ム

料 金 の セ ン タ ー 括 払 い

論 理 チ ャ ネ ル

12

12

42,43,46

43,45

12

12

33,41

11

33,35

14,32

19
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